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　京都医療センターのアニュアルレポート令和 5年度版を作成しました。
令和 5 年度の出来事を振り返ると、国内では、令和 2 年から猛威を振
るった新型コロナウイルス感染症は 5月に感染症法上「 5類」に引き下
げられ、コロナ禍はひとつの区切りを迎えました。 8月には東京電力が
福島第一原子力発電所の処理水の海洋放出を開始しました。スポーツ界
では米大リーグ・エンゼルスの大谷翔平選手が44本塁打で日本人初の大
リーグ本塁打王となり、史上初の 2年連続二刀流「 2桁勝利、 2桁本塁
打」を達成しました。また阪神タイガースは18年ぶりにセ・リーグ優勝
を果たし、38年ぶり 2度目の日本一にも輝きました。将棋界では藤井聡
太七冠が10月に王座戦を制し、21歳で史上初の八冠独占を成し遂げまし
た。一方、 1月 1日には石川県能登地方を震源とする地震が発生し、死
者は400人を超えました。3月には北陸新幹線の金沢―敦賀間が延伸開業
しました。海外では、ロシアのウクライナ侵略そしてイスラエルのガザ
地区侵攻がともに終結の見通しの立たない膠着状態に陥り、世界情勢は
不安定な状況でした。
　当院では、新型コロナウイルス感染症が 5類に変更された後も、コロ
ナ病床を救命センターに10床、1 - 8 病棟に23床確保し、9月末までは万
全の体制で対応しました。厚生労働省は2016年に国内のDPC医療機関を
大学病院本院群、特定病院群、標準病院群に指定しましたが、当院はこ
れまで標準病院群でした。当院は特定病院群に昇格することを目標に、
令和 4年10月から令和 5年 9月まで、職員が一丸となって「医療看護必
要度34％以上」「DPCⅡ期以内の退院率は70％以上」をめざしましたが、
おかげさまで年末には「令和 6年 6月から当院を特定病院群に指定する」
という内定通知を受け取ることができました。令和 4年度には看護師の
大量離職があり、令和 5年 4月は看護職員548人の定数に対して30人減か
らスタートしましたが、看護部を中心に可能な限りの手を尽くし、令和
6年 4月は定数より41名増から始められることになりました。令和 5年
度の経営は、医業収支は9.8億円の赤字、経常収支は1.6億円の黒字でし
た。
　当院はこれからも、この街の医療をささえる病院として、地域の皆さ
まに愛されるよう頑張ってまいります。今後ともご協力いただきますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

院長　小池 　薫
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京都医療センターの理念�
京都医療センターは、2024年 4 月30日付で「病院理念と基本方針」を改定しました。

新しい「病院理念と基本方針」は、当センターがこれまで培ってきた信念や価値観を受け継ぎつつも、変化する�
社会情勢に対応すべく、私たちのこれからの行動の基準、具体的な方針として作成いたしました。�
これから京都医療センターは、新しい「病院理念と基本方針」のもと、患者さん、ご家族、地域社会、職員など、�
病院に関わるすべての人にとって、親しみやすく満足が得られる病院をめざします。

　 ▶新しい「病院理念と基本方針」

私たちは患者さんとともに病気に立ち向かい、� �
患者さんが安心できる質の高い医療を提供します。

　▶基本方針
私たちは、患者さん、ご家族、地域社会、職員など、病院に関わるすべての人にとって、�
親しみやすく満足が得られる病院を目指します。そのために以下を基本方針とします。

　　一、�患者さんの意思を尊重した医療を行います。
　　一、地域や人々が求める医療に取組み、社会に貢献します。
　　一、急性期病院として、救急医療、がん診療をはじめ、 幅広い分野の医療を提供します。
　　一、職員が共に協力しあい、医療の質の向上に努めます。
　　一、善き医療人、優れた専門職を育成します。
　　一、やりがいのある職場と働きやすい環境をつくります。
　　一、臨床研究を推進し、新しい医療の研究開発に努めます。

　 ▶患者さんの権利の尊重に関して
京都医療センターでは、患者さんと医療従事者との信頼関係のもとで患者さんとともに歩む病院を�
目指しています。ここに患者さんの権利に関する事項と守っていただく事項について記します。

　 ▶患者さんの権利に関する事項
　　 1．尊厳ある人間として医療を受ける権利を大切にします。
　　 2．障害の有無や種類にかかわらず、良質で適切な医療を平等に提供します。
　　 3．検査や治療について充分に理解していただけるように説明します。
　　 4．検査や治療について自ら選択する権利を尊重します。
　　 5．医療のどの段階においても他の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利を尊重します。
　　 6．自分に関する医療情報の開示を求める権利を尊重します。
　　 7．プライバシーを守ります。

　 ▶守っていただく事項
　　 1．健康状態及び診療に必要な情報の提供をお願いします。
　　 2．医療内容について理解していただけない場合にはお知らせください。
　　 3．病院のルールを守り他の人に迷惑をかけないようにお願いします。
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概　要� 令和 6年 3月 1日現在

１ ｜ 施設の概要

　　（ １）環　境
　　　　京都市の南にある市内最大の人口を擁する伏見区のおおむね中央に位置し、伏見稲荷大社で有名

な稲荷山の南麓に広がる深草地区に立地している。深草地区は「うづらの里」と呼ばれるように、
かつては多くの鶉（うづら）が生息したことで知られる。南へ下がると伏見の酒造りの町があり、白
壁の酒蔵が立ち並び独特の風情がある。東南部には桃山城の城下町桃山地区がある。桃山時代に伏
見城の城下町として始まり、また江戸時代には淀川水運の重要な港町・宿場町としても栄えた地域
である。

　　　　現在の伏見区は、伏見城の城下町の伝統を受け継ぐ商業の拠点であると同時に、京都市中心部や
京都府南部、大阪方面へのベッドタウンとしての性格をもち、当院の診療圏も二次医療圏にとどま
らず、京都府南部地域はもとより大阪府北部及び滋賀県南部をはじめ他府県に及んでいる。

　　（ 2）沿　革
　　　明治41年11月（1908年）　京都衛戎病院として設立
　　　昭和12年　　 （1937年）　京都陸軍病院と名称変更
　　　昭和20年12月（1945年）　国立京都病院として厚生省に移管
　　　昭和53年 4 月（1978年）　臨床研究部（内分泌代謝疾患）設置
　　　昭和59年12月（1984年）　救命救急センター設置
　　　昭和63年11月（1988年）　WHOより糖尿病協力センターに指定
　　　平成 7年 4月（1995年）　開放型病院に認定
　　　平成 7年 7月（1995年）　京都府エイズ治療拠点病院に指定
　　　平成10年 6 月（1998年）　臓器提供施設に指定
　　　平成11年 3 月（1999年） 国の政策医療「内分泌代謝疾患」の高度専門医療施設として位置付けられる
　　　平成12年 4 月（2000年）（財）日本医療機能評価機構 

病院機能評価『一般病院種別・Ｂ』に認定
　　　平成14年 6 月（2002年）　地域医療連携室の開設
　　　平成15年10月（2003年）　臨床研究センター（内分泌代謝疾患）設置
　　　平成16年 4 月（2004年）　独立行政法人へ移行。京都医療センターと改称
　　　平成17年 4 月（2005年）（財）日本医療機能評価機構 

病院機能評価『一般病院（Ver. 4.0）』に認定
　　　平成19年 1 月（2007年）　地域がん診療連携拠点病院に指定
　　　平成20年 8 月（2008年）　地域医療支援病院に指定
　　　平成22年 6 月（2010年）（財）日本医療機能評価機構 

病院機能評価『一般病院（Ver. 6.0）』に認定
　　　平成23年 1 月（2011年）　新中央診療棟竣工　緩和ケア病棟開設
　　　平成26年 6 月（2014年）　第 2外来棟竣工
　　　平成27年 4 月（2015年）　京都府災害拠点病院に指定
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　　　平成27年 6 月（2015年）（財）日本医療機能評価機構『一般病院 2 （Ver. 1.0）』�
『救急医療機能（Ver. 2.0）』に認定

　　　平成28年12月（2016年）　原子力災害拠点病院に指定
　　　平成30年 3 月（2018年）　第二病棟 8階（38床）休棟
　　　平成30年 4 月（2018年）　がんゲノム医療連携病院（京都大学）に指定
　　　令和元年10月（2019年）　高精度放射線治療棟（リニアック棟）竣工
　　　令和 2年 6月（2020年）（財）日本医療機能評価機構『一般病院 2 （3rdG：Ver. 2.0）』�

『高度専門機能（救急・災害）（Ver. 1.0）』に認定

　　（ 3）医療圏・近隣医療機関の状況
　　　● 2次医療圏
　　　　・京都・乙訓医療圏
　　　　　（京都市、向日市、長岡京市、大山崎町 3市 1町）

　　　● 2次医療圏内人口
　　　　・京都市　　1,443千人
　　　　・向日市　　   56千人
　　　　・長岡京市　  82千人
　　　　・大山崎町　   16千人 計1,597千人

　　（ 4）職員数
　　　●1,226名（令和 6 年 3月 1 日現在）

　　　　・常勤職員　　  931名
　　　　・期間職員　　   39名
　　　　・非常勤職員　  256名
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　　（ 5）敷地・建物の状況
　　　●所 在 地　　京都府京都市伏見区深草向畑町 1－ 1
　　　●敷地面積　　66,267㎡
　　　●建物面積

建物
番号 建物名称

建築概要
建築面積

ｍ2
延べ面積

ｍ2
完成
年月構造 地上

階数
地下
階数

1 新中央診療棟 RC 6 0 1,952.25 8,671.93 2010/12
2 外来管理診療棟 RC 4 0 2,710.50 10,839.95 1983/ 5
3 中央診療棟（リニアック棟含む） RC 5 1 2,404.78 13,300.94 1985/ 7
4 第 1 ・ 2 病棟 RC 8 0 2,976.37 18,748.47 1989/ 3
5 渡り廊下棟 RC 5 0 400.84 1,304.67 1988/ 3
6 バーチカルコンベア中継室 RC 1 0 40.80 40.80 1988/ 3
7 臨床研究センター RC 4 0 826.80 3,116.90 1978/ 2
8 渡り廊下（中央診療棟～臨床研究センター） S 1 0 22.62 22.62 1986/ 3
9 中和処理棟 RC 1 0 32.40 32.40 1987/ 3
10 健診センター RC 1 0 297.68 297.68 1962/ 3
11 除染室 S 1 0 79.11 79.11 2020/ 3
12 給水ポンプ室 RC 1 0 43.17 43.17 1988/ 3
13 電気室 RC 1 0 21.83 21.83 1988/ 3
14 倉庫（保育所） RC 1 0 412.53 412.53 1973/ 3
15 RI機械室 RC 1 0 20.00 20.00 1985/12
16 マニホールド室 RC 1 0 24.00 24.00 1986/11
17 車庫棟 RC 1 0 90.50 90.50 1983/11
18 渡り廊下（臨床研究センター～除染室） S 1 0 41.85 41.85 1978/ 2
19 動物実験室（RI動物舎） CB 1 0 33.00 33.00 1985/ 7
20 看護助産学校 RC 4 0 1,634.40 3,782.08 2003/ 3
21 助産師科校舎 RC 2 0 469.63 850.15 1979/10
22 看護師宿舎 5号館（助産師科学生寮） RC 5 0 111.45 540.12 1983/ 3
23 体育館（空調機械室含む） RC 2 0 560.00 624.00 1991/ 3
24 図書館棟 RC 2 0 513.27 754.50 2003/ 3
25 倉庫（助産師科電気室） CB 1 0 9.33 9.33 1979/10
26 看護師宿舎（清香寮） 1号館 RC 3 0 680.72 2,030.09 1995/ 8
27 看護師宿舎（清香寮） 1号館 RC 3 0 672.07 2,357.14 1995/ 1
28 看護師宿舎（清香寮） 3号館 RC 2 0 106.66 213.32 1977/ 3
29 看護師宿舎（清香寮） 4号館 RC 2 0 103.80 209.66 1977/ 3
30 教育研修棟（研修医宿舎） RC 3 0 227.40 563.16 2000/ 2
31 保育所 S 2 0 230.92 347.21 2012/ 2
32 職員宿舎（A棟） CB 2 0 135.16 270.32 1972/ 3
33 職員宿舎（B棟） RC 4 0 99.17 443.62 1966/ 3
34 職員宿舎（C棟） CB 2 0 141.51 283.03 1979/ 1
35 職員宿舎（D棟） RC 4 0 142.77 546.84 1987/ 3
36 職員宿舎（E棟） RC 3 0 137.75 413.25 1980/ 3
37 集塵庫（ごみ置場） CB 1 0 32.40 32.40 1995/ 8
38 第 2 外来棟 RC 3 1 421.44 1,228.02 2014/ 6
39 特高受電室 S 2 2 98.98 197.96 2018/10
40 燃料槽基礎 RC 1 1 2019/ 3
41 高精度放射線治療棟 RC 1 1 718.17 699.36 2019/12
42 汚染廃棄物・備品倉庫棟 RC 1 1 47.48 39.57 2020/ 3

合　　　計 建19,725.51 延73,577.48
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2 ｜ 診療機能の状況

　　（ 1）病床数
　　　医療法病床数（一般病床）600床

　　（ 2）診療科（38科）
　　　�総合内科、膠原病•リウマチ内科、血液内科、内分泌•代謝内科、糖尿病内科、腎臓内科、�

腫瘍内科、精神科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、小児科、呼吸器外科、
外科、乳腺外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、血管外科、心臓外科、皮膚科、泌尿器科、�
産科婦人科、緩和ケア内科、緩和ケア外科、眼科、耳鼻咽喉科、頭頸部外科、麻酔科、�
放射線診断科、放射線治療科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、小児歯科、救命救急科、�
臨床検査科、病理診断科

　　（ 3）医療計画上の当院が担う機能
　　　・地域がん診療連携拠点病院
　　　・がんゲノム医療連携病院（京都大学）

　　　・地域医療支援病院
　　　・救命救急センター（三次、30床）

　　　・地域災害拠点病院
　　　・原子力災害拠点病院
　　　・緊急災害医療チーム（DMAT 2 チーム10名）

　　　・周産期医療 2次病院（地域周産期母子医療センター）

　　　・難病医療協力病院
　　　・エイズ拠点病院
　　　・急性期を担う医療機関（脳卒中、急性心筋梗塞）

　　（ 4）その他の主な機能
　　　・緩和ケア病棟（20床）

　　　・外来化学療法センター
　　　・ER（北米型救急外来）

　　　・NHO災害ブロック拠点病院
　　　・国際医療協力施設
　　　・臓器提供施設
　　　・WHO糖尿病協力センター
　　　・人工透析センター
　　　・�（財）日本医療機能評価機構　病院機能評価� �

「一般病院 2 （3rdG：Ver2.0）」� �
「救急医療・災害時の医療（Ver.1.0）」認定

　　　・遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設
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　　（ 5）教育研究機能
　　　・臨床研究センター
　　　・臨床研修病院（基幹型・協力型）

　　　・�専門研修基幹施設（ 7プログラム）、専門研修連携施設
　　　・附属京都看護助産学校（看護学科・助産学科）

　　（ 6）各学会認定専門医研修施設及び修練施設
　　　�日本内科学会、日本消化器学会、日本循環器学会、日本腎臓学会、日本透析医学会、日本小児科学

会、日本皮膚科学会、日本精神神経学会、日本外科学会、日本消化器外科専門医、日本整形外科学
会、日本産婦人科学会、日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医研修施設、日本周産期（新生児）専門
医、日本眼科学会、日本耳鼻咽喉科学会、日本泌尿器科学会、日本脳神経外科学会、日本医学放射
線学会、日本麻酔科学会、日本集中治療医学会、日本救急医学会、日本形成外科学会、日本手外科
学会、日本神経学会、日本呼吸器外科基幹施設、日本消化器内視鏡学会、日本内分泌学会、日本腫
瘍学会、日本頭頸部外科学会、日本がん治療認定医機構、日本緩和医療学会、胆管膵外科高度技能
専門医、日本外科感染症学会、日本心血管インターベンション治療学会
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3 ｜ 診療機能等の特色

　　（ 1）救命救急センター（28床：ICU8床、HCU20床）
　　　�　昭和59年12月に開設された歴史あるセンターであり、京都府内に 6つある救命救急センターのひ

とつである。平成23年 1 月に新中央診療棟に移転し、京都市のみならず近隣市からの救急隊による
収容要請にも応え24時間365日、質の高い救急医療を提供している。また災害拠点病院および原子力
基幹災害拠点病院として、有事への対応に備えている。

　　（ 2）集中治療室（ICU・ 6床）
　　　�　救命センターICUとは別に平成15年 7 月に 4床で設置、平成23年 1  月 6 床に増床。集中治療室

では、侵襲の大きい手術や重篤な合併症を有する患者の術後全身管理ならびに入院中に集学的治療
が必要となった重症患者の全身管理を行っている。

　　（ 3）新生児集中治療室（NICU・ 6床）
　　　�　NICU 6 床の認可を受け、早産・低出生体重児や出生直後から集中治療を必要とする新生児など

の入院治療を行っている。当院は京都府南部の地域周産期母子医療センターとして、ハイリスク妊
娠母体に対する医療を行っており、合併症（糖尿病、甲状腺疾患、自己免疫性疾患など）を有する母体
から出生した新生児にも多く対応している。

　　（ 4）特別室個室病棟（30床）
　　　�　平成23年 1 月にオープンした全室個室の病棟。病棟入り口にロック付きのドアを設置しセキュリ

ティーを確保している。全ての部屋にシャワー、トイレが備わっており、ゆったりとした療養環境
を整えており、病棟専属のコンシェルジュを配置し、患者の様々な要望に対応している。令和 4年
4月に病室の内装を一新し、より落ち着いた環境で、クオリティーの高い医療、看護、最高のサー
ビスを提供している。

　　（ 5）緩和ケア病棟（20床）
　　　�　平成23年 1 月にオープン。京都府で初めて地域がん診療連携拠点病院にできた緩和ケア病棟であ

り、各診療科と連携を積極的に行って苦痛症状の緩和に努めている。医師、看護師、管理栄養士、
薬剤師、音楽療法士、ボランティアなど多職種でチームを組んで対応している。

　　（ 6）開放型病床（20床）
　　　�　地域医療機関との連携強化を図るため、伏見医師会との協定により開放型病床を設置し、登録医

からの紹介入院患者を共同して診療、指導にあたっている。平成 7  年 4  月に開放型病院の承認。
平成20年 8  月に地域医療支援病院の承認。地域医療の向上を図り、紹介患者に対する医療の提供
のみならず、地域の医療関係者の生涯教育の充実等地域医療の確保に努めている。

　　　※登録医数 130名
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　　（ 7）特殊専門外来
　　　�　特殊診療として、1型糖尿病外来、遺伝カウンセリング外来、ウロギネ外来（Ｒ 4年10月開設）、外

来化学療法センター、がんゲノム外来、禁煙外来、呼吸器センター、骨粗鬆症・サルコペニア外来、
SAS外来、シャント外来、小児専門外来、女性外来、心血管治療センター、心臓センター、スポー
ツ医学センター、多発性のう胞腎外来、、糖尿病センター、糖尿病透析予防外来、内視鏡センター、
内分泌・甲状腺・高血圧センター、妊娠糖尿病外来、脳神経センター、フットケア外来、ペースメー
カー外来、メタボリック外来、めまいセンター、夜間頻尿外来、セカンドオピニオン外来（自由診

療）、脳神経内科・音楽療法外来（自由診療）、美容外来（自由診療）

　　（ 8）臨床研修医・専攻医の教育・研修の充実
　　　　教育研修部を設置して「患者を包括的にケアできる」医師の育成を行っている。
　　　　□臨床研修病院（基幹型・協力型）

　　　　　◯�臨床研修医の令和 5  年度定数… 1  年目10名、 2  年目10名及び京都大学、滋賀医科大学等か
らの「たすきがけ（協力型）」臨床研修医の受け入れ

　　　　　◯救急外来の振り返り、ランチタイムセミナーなど臨床研修医の主体的な学修
　　　　　◯専門医による臨床研修医への主に救急外来での診療にかかわるレクチャーのアレンジ
　　　　　◯国立病院機構、京都府医師会による研修機会の提供
　　　　□専門研修基幹施設として 7  プログラム、その他多数の領域で専門研修連携施設

　　（ 9）臨床研究センター
　　　�　平成15年10月に臨床研究センターが設置され、「糖尿病を中心とした内分泌・代謝性疾患の病態

と発症機序の解明および予防・診断・治療法の開発研究」を担っている。国立病院機構の臨床研究
体制再構築に伴い、平成20年度からは「内分泌・代謝性疾患」にとどまらず、がん診療支援を含め
た幅広い分野を臨床研究の活動分野とすることになった。令和 3年度に臨床研究支援事務局を設置
し、院内で実施される臨床研究の管理やサポートにあたっている。

　　（10）手術支援ロボット「ダビンチ」
　　　�　当院のロボット支援手術は　平成26年（2014年）8月に京都府内 5施設目、京都市内 4施設目とし

て早くに開始した。さらに令和元年（2019年） 7 月にはダビンチSシステムから第 4世代のXシステ
ムに更新。そして令和 4年（2022年） 7 月にはXシステムからXiシステム及び連動ベッド（インテグ

レーテッド　テ－ブルモーション）を導入した。これにより、さらに精度を高め、より確実でより安全
な手術の実現が可能となった。

　　　�　日本におけるロボット支援手術の保険適応は令和 4年度（2022年）にさらに多くの術式が適応拡大
され、今やロボット支援手術は標準術式になりつつある。

　　　�　当院は早くからロボット支援手術を開始しほとんどの術式は保険診療で治療を受けることが出来、
また医療安全面でも細心の注意を払っている。

　　　�　現在   前立腺がん•腎臓がん•膀胱がん•腎盂尿管移行部狭窄症（泌尿器科）、良性子宮腫瘍•子宮
体がん•骨盤臓器脱（婦人科）、胃がん•大腸がん•直腸がん（外科）、肺がん•縦隔腫瘍（呼吸器外科）

咽頭がん•喉頭がん（耳鼻咽頭科•頭頸部外科）を対象に手術を行っている。
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　　（11）ハイブリッド手術室
　　　�　2021年12月に次世代ハイブリッド手術室が設置された。手術室内に設置された撮像機器ARTIS 

phenoによって、直達手術と同時に血管撮影や血管内手術が可能となったばかりでなく、術中Dyna 
CT撮像装置としてナビゲーション装置Curve2と連動させることで、術中により正確な位置情報を
得ることが可能となった。このシステムを利用して、2023年度も循環器領域の疾患はもちろんのこ
と、整形外科の脊椎疾患や脳神経外科における脳血管障害や脳腫瘍に対する手術に大きく貢献した。

　　　�　必ずしもハイブリッドシステムを利用した手術ばかりではないが、2023年度には循環器内科83件、
心臓外科34件、整形外科81件、脳神経外科10件など、合計319件の手術がハイブリッド手術室で施行
された。

　　（12）PET／CT
　　　�　がんの早期発見、早期治療の充実•発展のため、京都府南部地域初のPET／CT を導入。

　　（13）患者支援センター
　　�　平成14年 6月に地域医療連携室を設置した。令和元年11月に移転し、患者支援センター（地域医療連

携室、がん相談支援センター、患者相談窓口）を開設した。地域の診療所や各医療機関及び保健福祉機関
との連携を強化している。前方後方支援業務はもとより、年 2～ 3回開催の医療連携フォーラムにも
力を入れている。

　　□人員配置
　　　○地域医療部長（医師）　地域医療連携室長（医師）

　　　　病床管理師長（地域医療連携係長併任）　副看護師長
　　　　医療社会事業専門員 4名　　看護師11名　　事務助手 4名　　計23名

　　（14）がん診療支援
　　　�　平成19年 1月から地域がん診療連携拠点病院の認定を受けており、キャンサーボードを設置し「が

ん診療セミナー」等、医師だけでなく、看護師、コメディカル、その他医療職を対象とした、オー
プンセミナーを開催している。

　　　�　また、がん診療相談（患者支援センター）、患者情報室（ 1階ホール）、リボンズハウス（外来化学療

法室）などを設置して患者の日常生活支援に力を入れ、最先端の総合的ながん治療から患者の視点
に立って生活を支援することができる施設を目指している。

　　　�　平成30年 4 月からはがんゲノム医療連携病院に、平成31年 4 月には遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基
幹施設の指定を受け、患者からのがん診療相談についても幅広く実施している。

　　　□リボンズハウス（平成23年10月から運用開始）

　　　　○がん患者の「治療と生活」をつなぐ具体的な情報とケアを提供する。
　　　　○�医療者やヘルスケアに携わる多くの専門家の手によるプログラムを通して、患者がより自分ら

しく少しでも快適な生活を送れるようサポートする。
　　　　○�広く地域に開かれたスペースとして多くの人々が情報を共有し支えあいを実践できる場になる

ことを目的とする。
　　　　○�主な内容としては、がんに係る相談、がんに係る情報提供、がん患者支援のイベント等の企画

運営、インターネット検索コーナー、展示コーナー（ウィッグ、帽子等）、アロマテラピー等
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　　（15）感染制御部
　　　�　平成 9年 4月に組織横断的な院内感染対策チーム（ICT: Infection Control Team）を設置し、平成

22年 4 月には、院内感染管理と職員の健康管理を通じて、患者が安心して診療を受けられる環境を
提供するため、ICTを核とする感染制御部を発足させた。医師、看護師、リンクナース、薬剤師、臨
床検査技師、事務職等多くの職員がそれぞれ得意とする分野を分担している。ICTリーダーを中心
に週に 1回ICTミーティングを行い、更に週 1回定期的に院内ICTラウンドを実施し、日々の感染
対策に関する相談に関しても随時対応している。

　　　�　また、平成31年 4月に抗菌薬適正使用支援チーム（AST：Antimicrobial Stewardship Team）を設
置し、抗菌薬適正使用に関して機動的に活動する体制を構築した。

　　　□感染制御部人員配置
　　　　○�感染制御部長（医師 1名　専任）、副部長（医師 1名）、専任薬剤師 2名、専従認定看護師 1名、専

任臨床検査技師 1名、事務職員 1名　計 7名
　　　□主な活動例
　　　　○インフルエンザ、感染性胃腸炎、結核、COVID-19等の院内感染対策	
　　　　○耐性菌、手術部位感染、血流感染、医療器具関連感染等のサーベイランス
　　　　○抗菌薬適正使用推進業務
　　　　○院内感染対策向上に係る連携施設との合同カンファレンス、施設訪問
　　　　○院内感染対策に関する教育、新興感染症への準備•訓練 等
　　　�　これらの活動は、院長直轄の「院内感染対策委員会」（月 1回）と「抗菌薬の適正使用に関する小

委員会」（月 1回）にて報告および審議決定される体制となっている。また、院内感染対策委員会に
ついては、感染対策の必要に応じて臨時開催され迅速な対応を行っている。

　　　�　なお、令和 2年初頭に始まったCOVID-19パンデミックに対しては、平成26年 2月に策定した「新
型インフルエンザ等発生時における診療継続計画」に基づき、新型コロナウイルス感染症対策本部
（本部長 副院長）を設置し、COVID-19に関する施策討議の場を一元化して、院内で統一した施策を
迅速かつ的確に実行できる体制とした。

　　（16）医療安全管理体制
　　　�　医療安全体制の確立を図り安全な医療の遂行を徹底するために医療安全管理部を設置している。

各部門にリスクマネージャーを置き、患者や家族に対する対応及び医療安全管理部門や幹部職員へ
の報告・連絡・相談を速やかに行う体制を整えている。

　　　�　また、客観的事実の確認や事故原因の追及と再発防止策の検討の為にオカーレンス事例検討会や
医療安全管理委員会及び医療事故対策本部会議を開催し、必要に応じて弁護士や外部評価委員を構
成メンバーに加えた拡大医療安全管理委員会も開催している。

　　　�　必要に応じて顧問弁護士に法的観点からの意見を含め、病院として見解を常に決定するとともに、
専任の医療安全管理係長や訴訟専門職、さらには暴言暴力やカスタマーハラスメントへの対応策と
して警察OBも配置し、あらゆるケースに対応出来る体制を構築している。

　　　□人員配置
　　　　○副院長（医療安全担当、医療安全管理部長兼任）　医療安全管理副部長（医師） 
　　　　　専門職（訴訟担当） 医療安全管理係長（看護師長、医療安全管理専従） 
　　　　　看護部医療安全担当副看護師長（医療安全管理専従） 
　　　　　医療安全推進担当者（リスクマネージャー）（各部署から 1  名：61名）　　計66名
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　　（17）医療情報部
　　　　病院業務を円滑に運営する目的で、以下の業務を担っている。
　　　　 1．病院情報システム管理室
　　　　　　　�病院情報システム（電子カルテシステム）の開発•構築•運用•整備および将来計画に関する

こと。
　　　　 2．診療情報管理室
　　　　　　　診療諸記録及び診療情報の管理•調査•研究およびがん登録に関すること。
　　　　　　　診療記録の開示に関すること。
　　　　 3．診療支援チーム
　　　　　　　�医師事務作業補助者およびスペシャル医療クラーク（当院独自の上位制度）により、医師の

タスクシフトを行うこと。
　　　　　　　診療諸記録の精度向上やオーダ等処理を迅速化すること。
　　　�　医療情報部は、2003年（平成15年） 7  月に国立病院としては初めて設置された。病院情報システ

ムのみならず、院内の情報化に深く関わり、業務のセキュリティの担保やICT、DX の推進に寄与
している。

　　（18）高度放射線治療棟
　　　�　当院は地域がん診療連携拠点病院の指定を受け、伏見区のみならず京都府南部のがん診療に総合

的に尽力するため、高精度放射線治療対応装置を 2  台導入して、 1  年間に400人以上の患者さんに
対し、のべ 1  万件以上の放射線治療を行っています。

　　　�　昨今、IMRTの保険適応範囲が拡大されており、新規紹介患者のうち、IMRT(大半はVMAT)およ
び体幹部定位照射などの各種高精度放射線治療を行う患者さんの割合が35％を超えてきています。

　　　�　このように高精度の放射線治療施行の割合が増えたことに対応し、医師、看護師、放射線技師の
密な連携が求められるため、品質管理会議や放射線部運営会議を開催し、各業務の運用の見直しや
医療安全に継続性をもった対応をしています。

　　（19）除染室
　　　�　当院は「原子力災害拠点病院」として指定を受けており、原子力災害が発生時には被ばく傷病者

等に対する集中治療や線量測定、除染処置等の診療機能が求められている。令和 2年 3月完成の除
染室は、二次被ばくが起こらないよう、治療前に除染を行う施設であり、放射線線量測定装置や生
体情報モニター等の除染処置に必要な機器が設置されている。
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４ ｜ 附属京都看護助産学校

（ １）沿　　革
　昭和24年 4 月 １ 日（1949年）　国立京都病院附属高等看護学院として開設　※ 1学年定員30名
　昭和43年 4 月 １ 日（1950年）　 １学年定員50名
　昭和44年 4 月 １ 日（1969年）　助産婦科の附設　※ １学年定員35名
　　　　　　　　　　　　　　国立京都病院附属高等看護助産学院に名称変更
　昭和50年 4 月 2 日（1975年）　国立京都病院附属看護助産学校、看護婦科および助産婦科に名称変更
　平成14年 4 月 １ 日（2002年）　看護学科、助産学科に名称が変更される
　平成16年 3 月25日（2004年）　看護学校大型化整備工事竣工
　平成16年 4 月 １ 日（2004年）　�国立京都病院附属看護助産学校及び国立療養所宇多野病院附属看護学校並

びに国立療養所南京都病院附属看護学校を統合し、国立病院機構京都医療
センター附属京都看護助産学校に名称変更

　　　　　　　　　　　　　　※ １学年定員　看護学科80名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助産学科35名
　平成27年 4 月 １ 日（2015年）　助産学科の定員減　※ 1学年定員　25名
　令和 3年 4月 1日（2021年）　助産学科の定員減　※ 1学年定員　18名
　令和 6年 3月31日（2023年）　現在　卒業生数
　　　　　　　　　　　　　　看護学科（ 1回生～53回生）…1,968名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ 1回生～20回生）…1,529名（統合後）

　　　　　　　　　　　　　　助産学科（ 1回生～55回生）…1,534名
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組織図� 令和 5年 3月 1日現在
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治験管理室、情報化推進研究室、予防医学研究室

分子内分泌代謝研究室、臨床内分泌代謝研究室、
高血圧研究室、内分泌系腫瘍研究室、
臨床疫学情報研究室

糖尿病研究室、糖尿病合併症研究室、
血管障害研究室、臨床代謝栄養研究室

先端医療技術開発研究室、生命情報科学研究室、
がん医療研究室
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幹部職員

小池　薫
院長

長谷川　浩二
展開医療研究部長

七野　力
診療部長（手術管理担当）

小田垣　孝雄
診療部長（感染制御担当）

田上　哲也
診療部長（医事管理担当）

宮本　心一
診療部長（健診担当）

瀬田　公一
診療部長（地域医療担当）

奥野　博
診療部長（外科系担当）

大谷　哲之
診療部長（がん診療担当）

笹橋　望
診療部長（救命救急担当）
診療部長（災害医療担当）

2023年 6 月30日まで

趙晃　済
診療部長（救命救急担当）

2023年 7 月 1 日から

福田　俊一
診療部長（医療技術担当）

喜多　美穂里
診療部長（先進医療担当）

中原　孝洋
医療情報部長

八十田　明宏
臨床研究センター長

浅原　哲子
内分泌代謝

高血圧研究部長

松谷　智仁
事務部長

土井　敏行
薬剤部長

髙田　幸千子
看護部長

上南　雪野
副学校長

三尾　直士
副院長

がんセンター長
2023年12月31日まで

川端　浩
副院長

診療部長（外来管理担当）
がんセンター長
2024年 1 月 1 日から

小山　弘
統括診療部長
教育研修部長

赤尾　昌治
診療部長（内科系担当）
診療部長（病棟管理担当）

白神　幸太郎
副院長

診療部長（医療安全担当）
診療部長（医療技術担当）
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職　種　・　職　名
常勤職員 非常勤職員 期間職員 職員

合計定数 現員 差引 定数 現員 常勤換算 定数 現員 常勤換算

医　
　
師

院長年俸 院長 1 1 1.00
小　計 1 1 1.00

基 本
年 俸 表

（一）

副院長 2 2 2.00
センター長 1 1 1.00
部長 17 17 17.00

医長 医長(室長） 43 39 - 3 39.00
歯科医長 1 1.00

小　計 63 60 - 3 60.00

医 療 職
（一）

院内 （院内）医長

101

15 - 1

24.16 

36.90 15.00
医長 （院内）歯科医長 1 1.00
一般 医師 83 7 3.50 86.50
医師 歯科医師 1 1.00

研
修
医

専修医 33 29.70 29.70
専修医（歯科）
レジデント 5 4.50 
レジデント（歯科） 1 0.90 
研修医 24 18.48 18.48
研修医（歯科）

小　計 101 100 - 1 24.16 31 21.98 36.90 39 35.10 157.08
計 165 161 - 4 24.16 31 21.98 36.90 39 35.10 218.08

医

療

職
（
二
）

薬 剤 師

薬剤部長 1 1 1.00
副薬剤部長 2 2 2.00
主任薬剤師 7 6 - 1 6.00
薬剤師 27 27 27.00
小　計 37 36 - 1 36.00

放 射 線
技 師

診療放射線技師長 1 1 1.00
副診療放射線技師長 2 2 2.00
主任診療放射線技師 6 6 6.00
診療放射線技師 25 25 25.00
小　計 34 34 34.00

検査技師

臨床検査技師長 1 1 1.00
副臨床検査技師長 2 2 2.00
主任臨床検査技師 8 7 - 1 7.00
臨床検査技師 24 24 2.93 4 2.60 26.60
小　計 35 34 - 1 2.93 4 2.60 36.60

栄 養 士

栄養管理室長 1 1 1.00
副栄養管理室長 1 - 1
主任栄養士 2 2 2.00
栄養士 3 4 1 2.49 2 1.01 5.01
小　計 7 7 2.49 2 1.01 8.01

理 学
療 法 士

理学療法士長 1 1 1.00
副理学療法士長 1 1 1.00
主任理学療法士 5 4 - 1 4.00
理学療法士 14 13 - 1 0.77 1 0.52 13.52
小　計 21 19 - 2 0.77 1 0.52 19.52

作 業
療 法 士

作業療法士長 1 1 1.00
主任作業療法士 2 1 - 1 1.00
作業療法士 7 7 7.00
小　計 10 9 - 1 9.00

言 語
聴 覚 士

言語聴覚士長 1 1 1.00
主任言語聴覚士 1 1 1.00
言語聴覚士 4 3 - 1 0.41 1 0.41 3.41
小　計 6 5 - 1 0.41 1 0.41 5.41

職員の状況� 令和 5年 3月 1日現在
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職員の状況� 令和 5年 3月 1日現在

職　種　・　職　名
常勤職員 非常勤職員 期間職員 職員

合計定数 現員 差引 定数 現員 常勤換算 定数 現員 常勤換算

医

療

職
（
二
）

臨 床
工学技士

臨床工学技士長 1 1 1.00
主任臨床工学技士 2 2 2.00
臨床工学技士 13 14 1 14.00
小　計 16 17 1 17.00

そ の 他

視能訓練士 4 4 1.66 2 1.54 5.54
心理療法士 0.92 4 0.60 0.60
歯科衛生士 3.08 3 2.31 2.31
歯科技工士 0.77 1 0.77 0.77
小　計 4 4 6.43 10 5.22 9.22

計 170 165 - 5 13.03 18 9.76 174.76

医

療

職

（
三
）

基本年俸
表（三）

看護部長 1 1 1.00
小　計 1 1 1.00

看護職員

副看護部長 3 3 3.00
看護師長 21 21 21.00
副看護師長 53 51 - 2 51.00
助産師 472 27 -12 28.44 27.00
看護師 433 28 19.09 452.09
准看護師 3 2.09 2.09
小　計 549 535 -14 28.44 31 21.18 556.18

計 550 536 -14 28.44 31 21.18 557.18

事

務

職

基本年俸
表（二）

事務部長 1 1 1.00
小　計 1 1 1.00

事務職員

課長 2 2 2.00
室長 1 1 1.00
班長 2 2 2.00
専門職 2 2 2.00
係長 12 7 - 5 7.00
一般職員（事務補助） 8 12 4 123.19 146 113.16 125.16
小　計 27 26 - 1 123.19 146 113.16 139.16

計 28 27 - 1 123.19 146 113.16 140.16

技

能

職

自動車運転手

26.56 

1 0.83 0.83
調理師 8 6 6.00
看護助手 15 12.33 12.33
その他 2 1.66 1.66

計 8 6 - 2 26.56 18 14.82 20.82
教

育

職

副学校長 1 1 1.00
教育主事 3 3 3.00
教員（教務補助） 14 15 1 15.00

計 18 19 1 19.00

研
究
職

研究室長 1 1 1.00
研究員（研究補助） 1 1 9.30 10 6.36 

計 2 2 9.30 10 6.36 8.36

福

祉

職

医 療
社会事業
専 門 員

医療社会事業専門職 1 - 1
医療社会事業専門員 3 4 1 4.00
小　計 4 4 4.00
保育士 1 1 0.77 1 0.77 1.77

計 5 5 0.77 1 0.77 5.77
診
療
情
報

管
理
職

診療情報管理係長 1 - 1
診療情報管理士 10 10 1.66 1 0.83 10.83

計 11 10 - 1 1.66 1 0.83 10.83

職　員　総　数 957 931 -26 227.11 256 188.86 36.90 39 35.10 1,154.96

（男　性） 293 50 36.06 27 24.30 353.36
（女　性） 638 206 152.80 12 10.80 801.60
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●平均入院患者数（年間目標数＝420人） （単位：人／日）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計 利用率

3 年実績 418.0 375.6 393.1 416.2 445.6 427.0 423.0 438.6 428.5 414.6 454.6 442.9 422.9 75.4％

4 年実績 432.9 393.7 417.4 394.2 412.4 396.4 390.0 378.7 360.0 396.7 423.4 379.3 397.6 71.6%

5 年実績 356.3 349.6 356.5 363.2 376.4 381.4 376.7 356.4 347.8 387.4 403.0 388.6 370.2 69.5%

●平均外来患者数（年間目標患者数＝１,0１１人） （単位：人／日）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計

3 年実績 1,085.0 1,094.6 1,090.7 1,146.0 1,044.3 1,167.6 1,133.6 1,146.9 1,180.2 1,147.3 1,114.9 1,124.6 1,122.5

4 年実績 1,116.1 1,138.2 1,077.5 1,106.3 1,012.6 1,145.8 1,127.1 1,113.4 1,133.9 1,108.6 1,100.4 1,111.6 1,106.5

5 年実績 1,042.3 1,032.5 1,012.3 1,035.1 952.0 1,051.8 1,048.4 1,039.6 1,055.6 1,043.6 1,054.9 1,065.0 1,035.1

���

���

���

���

���

���

���

���

̏月̎月̍月��月��月��月̕月̔月̓月̒月̑月̐月

̏年実績 ̐年実績 �年実績

���

���

����

����

����

����

����

̏月̎月̍月��月��月��月̕月̔月̓月̒月̑月̐月

̏年実績 ̐年実績 �年実績

���

���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

診療実績（年度別統計）
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診療実績（年度別統計）

●入院平均診療点数� （単位：点／日）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計

3 年実績 8,458.4 8,603.5 9,001.0 8,689.6 8,796.8 8,886.0 8,389.7 8,460.5 8,215.2 8,116.1 8,780.9 8,506.3 8,571.6

4 年実績 8,494.6 8,738.6 9,205.1 9,131.7 9,202.2 9,319.2 9,107.8 9,503.4 9,407.4 9,488.3 9,478.7 9,531.6 9,208.8

5 年実績 9,979.7 9,758.1 9,878.5 9,631.2 10,068.5 9,464.4 9,464.0 9,600.2 9,735.1 9,605.3 9,686.4 9,522.3 9,696.1

●外来平均診療点数� （単位：点／日）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計

3 年実績 2,188.1 2,312.8 2,210.0 2,224.8 2,250.7 2,162.0 2,146.3 2,193.6 2,163.3 2,278.9 2,229.6 2,131.4 2,204.8

4 年実績 2,143.6 2,192.2 2,111.1 2,143.5 2,269.8 2,075.4 2,152.2 2,228.8 2,091.6 2,272.3 2,171.0 2,139.7 2,164.5

5 年実績 2,181.3 2,257.6 2,194.3 2,320.6 2,316.3 2,250.1 2,252.4 2,320.0 2,218.7 2,308.5 2,367.0 2,260.5 2,269.5

̏月̎月̍月��月��月��月̕月̔月̓月̒月̑月̐月

̏年実績 ̐年実績 �年実績

�,���

�,���

��,���

��,���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

����

����

����

����

����

����

̏月̎月̍月��月��月��月̕月̔月̓月̒月̑月̐月

�年実績̏年実績 ̐年実績

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���
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●紹介率､ 逆紹介率の推移�

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計

4 '紹介率（％）  83.3  79.5  80.1  78.6  72.8  75.7  79.1  84.2  71.3  81.4  88.2  85.0  81.9

5 '紹介率（％）  88.2  69.0  83.3  82.3  78.8  84.1  83.1  82.3  79.7  87.3  86.8  84.6  82.5

4 '逆紹介率（％）  65.0  53.0  68.0  63.0  56.0  55.0  57.0  58.0  56.0  58.0  63.0  64.0  60.0

5 '逆紹介率（％）  68.0  58.0  62.0  62.0  59.0  61.0  63.0  61.0  66.0  62.0  66.0  71.0  63.0

●救急患者数推移� （単位：人／％）

令和
4 年度 令和 5 年度

平均
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

救急患者数（全体） 647 674 703 636 775 734 705 684 651 738 801 721 668 707.5

うち入院患者数 302  308 297 274 345 324 337 282 306 336 360 341 310 318.3

救急患者数に
占める割合（%）46.7% 45.7% 42.2% 43.1% 44.5% 44.1% 47.8% 41.2% 47.0% 45.5% 44.9% 47.3% 46.4% 45.0%

救急搬送患者数 374 365 327 343 421 394 402 361 366 389 402 392 347 375.8

新規入院患者数（参考）1,101 1,017 1,081 1,087 1,138 1,178 1,078 1,114 1,107 1,008 1,185 1,114 1,088 1,100

�' 逆紹介率�' 紹介率 �' 逆紹介率

̏月̎月̍月��月��月��月̕月̔月̓月̒月̑月̐月

�' 紹介率

��

��

��

��

��

��

救急患者数に占める割合救急患者数（全体） うち入院患者数

（%）
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経常収支率

損益計算書� （千円）

区　　分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

医業収益 19,448,997 19,448,441 18,764,055

　入院診療収益 13,117,592 13,255,009 12,752,472

　室料差額収益 371,602 378,835 347,355

　外来診療収益 5,881,902 5,774,427 5,650,506

　保健予防活動収益 100,062 40,857 30,922

　文書料収益 61,537 68,449 61,859

　その他医業収益 17,944 12,753 11,272

　保険等査定減（△） ▲101,642 ▲81,889 ▲90,331

診療業務費 20,065,182 19,551,995 19,744,462

　給与費 9,270,733 9,255,912 9,037,494

　材料費 6,302,232 6,196,399 6,472,503

　委託費 976,525 978,781 1,089,716

　設備関係費 2,235,607 1,940,799 2,027,820

　研究研修費 3,990 12,928 9,675

　経費 1,276,095 1,167,176 1,107,253

医業収支差 ▲616,185 ▲103,554 ▲980,407

医業収支率 96.9% 99.5% 95.0%

　人件費率 47.7% 47.6% 45.8%

　材料費率 32.4% 31.9% 32.8%

　委託費率 5.0% 5.0% 5.5%

　経費率 6.6% 6.0% 5.6%

人件費＋委託費率 52.7% 52.6% 51.3%

経常収益 23,179,333 23,142,615 20,652,051

経常費用 20,840,663 20,338,813 20,489,201

経常収支差 2,338,670 2,803,802 162,850

経常収支率 111.2% 113.8% 100.8%

区　　分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

教育研修収益 230,264 226,091 233,582

教育研修費用 245,120 258,632 267,246

収支差 ▲14,856 ▲32,541 ▲33,664

区　　分 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

臨床研究収益 400,707 357,317 361,333

臨床研究費用 410,892 414,843 385,793

収支差 ▲10,185 ▲57,526 ▲24,459
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総合内科／総合診療科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

感 染 制
御 部 長
総合診療
科・感染
症 科 長

小田垣孝雄

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本プライマリ・ケア連合学会
　プライマリ・ケア認定医・指導医
日本化学療法学会抗菌化学療法指導医
Infection Control Doctor
日本内科学会JMECC指導者講習会ディレクター
日本救急医学会ICLS指導者
　ワークショップ・ディレクター
日本医師会認定産業医

総合診療
感染制御

Commom
diseases

医 師 陣内　牧子
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本呼吸器学会呼吸器専門医
京都大学博士（医学）

内科一般
呼吸器内科一般

喘息・慢性咳嗽、
呼吸器感染症

専 攻 医 江村　純正 内科一般

専 攻 医 福富　康平 内科一般

非常勤医師 菊地　祐子
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本腎臓学会腎臓専門医
日本透析医学会透析専門医
日本糖尿病学会糖尿病専門医

内科一般、
腎臓、糖尿病 生活習慣病

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
医療系大学間共用試験実施
評価機構医学系OSCE実施
管理委員会委員他

独立行政法人国立病院機構
　医師育成・教育委員会委員
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
内科一般
内科診断学
医学教育
臨床疫学

統括診療部長
教育研修部長
診療科長
小山　弘
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｜令和 5年度の主な取組｜

　救急入院された方の超急性期・急性期以降の治療と、総合病院への地域の医療機関への紹介の窓口など
の役割を担ってきました。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 25.6 14.6

新入院患者数（名） 342 344

平均在院日数（日） 22 14.5

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 38.8 30.8

主な疾患の件数（2023年度）

感染症 195件 腫瘍 12件

　腎泌尿器  61件 　血液 5件

　菌血症・敗血症  46件 　呼吸器 2件

　呼吸器  41件 　消化器 2件

　皮膚  16件 　脳 2件

　筋骨格  15件 　頭頸部 1件

　消化器  11件 呼吸器（腫瘍、感染症を除く） 11件

加齢関連疾患  75件 血液（腫瘍、感染症を除く） 7件

　誤嚥性肺炎  70件 循環器（腫瘍、感染症を除く） 7件

　脆弱性骨折   5 件 神経（腫瘍、感染症を除く） 7件

リウマチ性疾患  26件 皮膚（腫瘍、感染症を除く） 6件

　結晶性関節炎  15件 精神 5件

消化器（腫瘍、感染症を除く）  14件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.24 第240回日本内科学会近畿地方会
「憩室炎に伴う門脈化膿性血栓性静脈炎に対し, 抗凝固療法なく抗菌薬で速やかに血栓消失が得られた 1例」

平井　将隆、上田　忠弘、小山　弘
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膠原病・リウマチ内科

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本リウマチ学会認定教育施設

診療科の特徴
1 ．膠原病・関節リウマチは慢性疾患であるため、患者さんご自身が治療に納得して上手に疾患と付き合っ

ていく必要があります。様々な治療の選択肢をご提示し、ご納得いただける治療をご提供します。
2．他の疾患領域と同様に膠原病・リウマチ性疾患の治療は飛躍的に進化しています。最新の知見に基づ

いた最善の治療を提供します。
3．膠原病・関節リウマチは全身に合併症をきたす可能性がある疾患なので各科と連携しながら治療を行っ

ていきます。当院で対応困難な疾患の場合には速やかに大学病院にご紹介します。
4．関節リウマチについては地域連携に努めています。

主な対象疾患
　関節リウマチ、リウマチ性多発筋痛症、悪性関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、シェーグレン症
候群、強皮症、血管炎、多発性筋炎／皮膚筋炎、ベーチェット病、IgG4関連疾患　など

診療内容
　月・水・木・金曜に外来診療を行っております（火曜日は応相談）。
　関節エコーを用いてリアルタイムに現在の関節炎の活動性を評価します。
　挙児希望関節リウマチ・膠原病患者さんにも対応します。

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
日本リウマチ学会専門医
日本リウマチ学会指導医
日本リウマチ学会　
　登録ソノグラファー
日本リウマチ財団登録医
医学博士

専門分野
リウマチ･膠原病

医長
井口　美季子

026 Kyoto Medical center Annual report



｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 3.1 3.1

新入院患者数（名） 70 82

平均在院日数（日） 15.3 11.4

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 24.2 26.4
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血液内科・稀少血液疾患科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 坂井　智美 日本血液学会　血液内科専門医
京都大学　医学博士 血液一般

医 師 森　美奈子

日本血液学会　血液専門医・指導医
日本内科学会　内科認定医・総合内科専門医
日本がん治療認定医機構　がん治療認定医
日本造血・免疫細胞療法学会　認定医
京都大学　医学博士

血液一般

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本血液学会 血液研修教育施設

外来診療
・月曜日から金曜日まで毎日、幅広い血液疾患に対応し、基本的に断らない外来診療を行っております。
外来での化学療法や輸血療法も積極的に行っております。

入院診療
・2023年度中の新規入院患者数（転科・転院受け入れを含む）は430人で、昨年度より大幅に増加しておりま
す。内訳は、悪性リンパ腫や白血病、骨髄異形成症候群、多発性骨髄腫などの血液腫瘍の患者さんが大
部分をしめています。最近は、ご高齢の患者さんにも実施可能な新規抗がん剤治療が多数登場していま
す。当院でもこれらを積極的に導入し。患者さんの生活背景やご希望に配慮しつつ、科学的エビデンス
に基づいた治療の選択肢をご提案して実施しております。

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
日本血液学会専門医・指導医
日本輸血・細胞治療学会
　認定医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師
広島大学医学部客員教授
金沢医科大学非常勤講師

専門分野
血液一般

得意疾患
骨髄異形成症候群
稀少血液疾患
鉄代謝異常

副院長
診療部長（外来管理担当）
診療科長（稀少血液疾患科）
がんセンター長
臨床検査科科長
輸血管理士
川端　浩
診療科長（血液内科）

（2023年 4 月 1 日から）
副院長

（2024年 1 月 1 日から）
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京都大学を中心施設とした多施設共同研究への参加
・「ベネトクラクス血中濃度の個体間変動と効果・副作用に関する研究」（R2915）
・「再生不良性貧血/骨髄異形成症候群の前方視的症例登録・セントラルレビュー・追跡調査研究・遺伝子
研究」（G1268/RADDAR-J）

・「造血器疾患における遺伝子異常の網羅的解析研究」（G0697）

ご高齢の患者さんにも実施可能な、新規抗がん剤治療の導入を積極的に推進しています。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 11.1 17.0

月平均の新入院患者数（名） 26.8 34.7

平均在院日数（日） 12.5 15.0

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 16.8 16.2

診療実績（2023年度）

外来新規患者数（院内対診を含む） 379人

入院患者数
新規 再入院を除く実数

430人 154人

再生不良性貧血 7 3

急性骨髄性白血病 44 14

慢性骨髄性白血病 1 1

骨髄異形成症候群 55 15

骨髄増殖性腫瘍 3 3

悪性リンパ腫 266 79

多発性骨髄腫（ALアミロイドーシスを含む） 25 17

免疫性血球減少症
（免疫性血小板減少症、自己免疫性好中球減少症、AIHAなど） 14 7

その他の血液疾患
（後天性血友病、悪性貧血、薬剤性血球減少、TAFRO症候群、血栓性血小
板減少性紫斑病、出血性貧血、赤芽球癆、好酸球増多症 各 1）

8 8

固形癌 2 2

COVID-19感染症（血液疾患患者以外） 5 5

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.03.16 日本内科学会第243回近畿地方会
「プレドニゾロン漸減中、血便再燃を契機に潰瘍性大腸炎の合併が判明し、メサラジン併用が奏功した特発性血小板
減少性紫斑病の一例」

平井　将隆、森　美奈子、坂井　智美、渡邊　康博、森吉　弘毅、川端　　浩
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.15 第120回日本内科学会総会・講演会
「造血器腫瘍とIgG4関連疾患の鑑別に苦慮した 2例」

大角　翔太、 森　美奈子、小山　弘、 森吉　弘毅、川端　　浩、奥野　芳章
2023.05.27 第118回 近畿血液学地方会
「遺伝子解析によってBurkitt-like lymphoma with 11q aberrationの診断に至った一例」

橋野　功暉、森　美奈子、 川端　　浩、 奥野　芳章、森吉　弘毅、 南谷　泰仁、小川　誠司、岩崎　　惇、 
諫田　淳也、 高折　晃史

2023.09.02 第47回日本鉄バイオサイエンス学会
「鉄欠乏性貧血の新たな治療選択～高用量静注鉄剤モノヴァーについて～」

川端　　浩
2023.09.02 第47回日本鉄バイオサイエンス学会
「健常者と血液疾患患者を対象としたラテックス比濁法による血清ヘプシジン25の測定」

宮澤　尚己、松田　由美、里部　美咲、溝上　泰司、栗山　陽子、笹　　倫郎、森　美奈子、坂井　智美、
川端　　浩

2023.10.13 第85回日本血液学会学術集会
「造血器疾患患者で同定される生殖細胞系列変異の取り扱いにおける課題」

渡邊　瑞希、岡　　知美、諫田　淳也、岩崎　　惇、竹田　淳恵、岡　　智子、野吾　　宏、山崎　寛章、
三好　隆史、平田　大二、前迫　善智、浅越　康助、菱澤　方勝、北野　俊行、田中　康博、渡邊　光正、
辻　　將公、中坊　幸晴、今田　和典、伊藤　　満、川端　　浩、川崎　秀徳、越智陽太郎、南谷　泰仁、
小川　誠司、高折　晃史

2023.10.13 第85回日本血液学会学術集会
「TP53変異をもつ骨髄性造血器腫瘍における染色体コピー異常の予後に与える影響」

竹田　淳恵、岩崎　　惇、諫田　淳也、南谷　泰仁、平本　展大、近藤　忠一、石川　隆之、河田　岳人、
渡邊　光正、前田　　猛、今田　和典、北野　俊行、辻將　　公、前迫　善智、岡　　智子、有馬　靖佳、
三好　隆史、浅越　康助、伊藤　　満、平田　大二、川端　　浩、菱澤　方勝、前田　明則、野吾　和宏、
佐々木奈々、小川　誠司、高折　晃史

2023.10.14 第85回日本血液学会学術集会
「鉄欠乏性貧血の新たな治療選択～高用量静注鉄剤デルイソマルトース第二鉄について～」

川端　　浩
2023.10.15 第85回日本血液学会学術集会
「市中病院におけるクロスミキシングテストの後方視的解析 A Retrospective Analysis of the Cross-Mixing Test
in a General Hospital」

吹田　奈帆美、黒木　瑠菜、金丸　青空、里部　美咲、溝上　泰司、栗山　陽子、笹　倫郎、坂井　智美、
森　　美奈子、川端　　浩

2023.10.15 第85回日本血液学会学術集会
「AML治療におけるvenetoclax血中濃度測定の意義」

林　　裕美、山際　岳朗、諫田　淳也、石川　隆之、渡邊　光正、宮原　裕子、宮尾　康太郎、堤　康彦、
立花　崇孝、平田　大二、藤原慎一郎、上田　恭典、片岡　良久、川端　　浩、北野　俊行、木村　俊一、
横山　洋紀、吉藤　康太、太田　健介、脇田　知志、阪本　貴士、水本　智咲、北脇　年雄、米澤　　淳、
川上　智也、中川　俊作、谷口　理沙、寺田　智祐、高折　晃史

2023.12.11 American Society of Hematology 66th Annual Meeting and Exposition
「Prognostic Impact of Chromosomal Abnormalities in TP53-Mutated Acute Myeloid Leukemia and High-
Risk Myelodysplastic Syndrome」

Takeda J, Iwasaki M, Kanda J, Nannya Y, Hiramoto N, Kondo T, Ishikawa T, Watanabe M, Kawata T, 
Maeda T, Ueda Y, Imada K, Kitano T, Tsuji M, Maesako Y, Oka S, Tanaka Y, Miyoshi T, Asagoe K, Itoh 
M, Hirata H, Kawabata H, Hishizawa M, Maeda A, Yago K, Sasaki N, Uoshima N, Ogawa S, Takaori-
Kondo A

2023.12.13 群馬県医師会: 第176回地域連携学術講演会～地域で診る貧血診療～
「鉄欠乏性貧血の新たな治療選択肢～高用量静注鉄剤デルイソマルトース第二鉄について」

川端　　浩
2023.12.14 第85回日本血液学会学術集会
「鉄欠乏性貧血の新たな治療選択～高用量静注鉄剤デルイソマルトース第二鉄について～x」

川端　　浩
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
キャッスルマン病・TAFRO症候群の疫学
炎症と免疫, 31, 5, 419-424, 2023.08, 先端医学社

川端　　浩
［解説］
HIV感染者のキャッスルマン病の治療方針について～Answer
HIV感染症とAIDSの治療, 14, 1, 28-31, 2023.12.15, メディカルレビュー社

川端　　浩
［解説］
鉄欠乏性貧血
シーン別内科病棟頻用薬の使い方, 123-128, 2023.12, 日本医事新報社

川端　　浩
［総説］
腎性貧血
血液専門医テキスト 改訂第 4 版, 216-218, 2023.10, 南江堂

川端　　浩
［総説］
ACD
血液専門医テキスト 改訂第 4 版, 213-215, 2023.10, 南江堂

川端　　浩
［総説］
HIV感染者のキャッスルマン病の治療方針について～Answer
HIV感染症とAIDSの治療, 14( 1 ), 28-23, 2023

川端　　浩
［総説］
キャッスルマン病・TAFRO症候群の疫学
炎症と免疫, 31( 5 ), 419-424, 2023

川端　　浩
［総説］
キャッスルマン病
新リンパ腫学, vol 81, 376-382, 2023, 日本臨牀社

川端　　浩
［解説］
腎性貧血
日本血液学会編 血液専門医テキスト 改訂第 4 版, 216-218, 2023x, 南江堂

川端　　浩
［解説］
ACD
日本血液学会編 血液専門医テキスト 改訂第 4 版, 213-215, 2023, 南江堂

川端　　浩
［ガイドライン］
不応性貧血(骨髄異形成症候群)の形態学的診断基準作成のためのワーキンググループ
不応性貧血(骨髄異形成症候群)の形態学的異形成に基づく診断確度区分と形態診断アトラス (第 2 版). 厚生労働科学
研究費補助金 難治性疾患政策研究事業特発性造血障害に関する調査研究, 2023

松田　　晃、朝長万左男、通山　薫、茅野　秀一、鈴木　隆浩、波多　智子、川端　　浩、前田　智也、
北中　　明、新　　保敬、かやの　荒

［原著論文］
Simultaneous regression of non-small cell lung cancer and orbital extranodal marginal zone lymphoma
with chemoradiotherapy for lung cancer.
Respirol Case Rep, 11, 7, 01171, 2023.07

Oi I, Saito Z, Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mori M, Morioshi K, Mio T
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Genomics of deletion 7 and 7q in myeloid neoplasm: from pathogenic culprits to potential synthetic
lethal therapeutic targets
Leukemia, 37, 10, 2082-2093, 2023.10

Mori M, Kubota Y, Durmaz A, Gurnari C, Goodings C, Adema V, Ponvilawan B, Bahaj WS, Kewan 
T, LaFramboise T, Meggendorfer M, Haferlach C, Barnard J, Wlodarski M, Visconte V, Haferlach T, 
Maciejewski JP

［原著論文］
Weak response of bovine hepcidin induction to iron through decreased expression of Smad4.
Faseb j, 37, 11, e23243 , 2023.01

Sadakane H, Matsumura M, Murakami M, Itoyama E, Shimokawa F, Sakota S, Yoshioka H, Kawabata 
H, Matsui T, Funaba M

［原著論文］
Simultaneous regression of non-small cell lung cancer and orbital extranodal marginal zone lymphoma
with chemoradiotherapy for lung cancer.
Respirol Case Rep, 11( 7 ), e01171, 2023

Oi I, Saito Z, Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mori M, Morioshi K, Mio T
［原著論文］
Weak response of bovine hepcidin induction to iron through decreased expression of Smad4
Faseb j ,37(11), e23243 ,2023

Sadakane H, Matsumura M, Murakami M, Itoyama E, Shimokawa F, Sakota S, Yoshioka H, Kawabata 
H, Matsui T, Funaba M

［原著論文］
Genomics of deletion 7 and 7q in myeloid neoplasm: from pathogenic culprits to potential synthetic
lethal therapeutic targets.
Leukemia, 37(10), 2082-2093, 2023

Mori M, Kubota Y, Durmaz A, Gurnari C, Goodings C, Adema V, Ponvilawan B, Bahaj WS, Kewan 
T, LaFramboise T, Meggendorfer M, Haferlach C, Barnard J, Wlodarski M, Visconte V, Haferlach T, 
Maciejewski JP

［原著論文］
Measurement of serum hepcidin-25 by latex agglutination in healthy volunteers and patients with
hematologic disorders.
Int J Hematol, 119( 4 ), 392-398, 2024

Kawabata H, Miyazawa N, Matsuda Y, Satobe M, Mizogami Y, Kuriyama Y, Sakai T, Mori M, Sasa M
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内分泌・代謝内科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 立木　美香

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医
日本高血圧学会専門医
臨床研修指導医
東京女子医科大学医学博士

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
高血圧・副腎疾患

医 師 難波　多挙

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医
米国心臓協会FAHA
臨床研修指導医
日本甲状腺学会　専門医
ミシガン大学医学部
　リサーチ・アシスタント・プロフェッサー（非常勤）

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
高血圧•副腎疾患、
甲状腺疾患

医 師 石原　裕己
日本内科学会認定内科医
日本内分泌学会　内分泌代謝科専門医
日本甲状腺学会　専門医
日本医師会　認定産業医

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
甲状腺疾患

レジデント 北村　拓也 日本専門医機構認定　内科専門医 内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

レジデント 澤井　拓未 日本専門医機構認定　内科専門医
日本糖尿病学会　専門医

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

専 攻 医 野村　拓未 内科･
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

専門医資格等
日本内科学会
　認定内科医・
　総合内科専門医・指導医・
　近畿支部評議員
日本内分泌学会
内分泌代謝科専門医・�
指導医・教育責任者・

　評議員・英文雑誌編集委員・
　近畿支部副支部長・
　2024年近畿支部学術集会長
日本甲状腺学会
　専門医・評議員・理事長・
　2020年学術集会長

臨床研修指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部
　臨床教授・講師
京都府社会保険
　診療報酬支払基金審査委員
京都地方裁判所専門委員
T-PECドクターオブドクターズ

専門分野
内科・内分泌代謝
（甲状腺疾患）

診療部長（医事管理担当）
診療科長（内分泌・代謝内科）
田上　哲也

033Kyoto Medical center Annual report



｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本内分泌学会認定研修施設
・日本高血圧学会認定研修施設
・日本甲状腺学会認定研修施設

クリティカルパス
パス名 パス日数 パス適用人数（のべ）

副腎静脈サンプリング 3 4

副腎インシデンタローマ 5 15

原発性アルドステロン症 2種 4 0

原発性アルドステロン症 3種 5 6

褐色細胞腫CVD［化学療法］ 6 4 （途中から適用のため）

褐色細胞腫蓄尿 3 15

バセドウ病アイソトープ 8 15

甲状腺眼症 18 2

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 3.9 2.3

平均在院日数（日） 8.9 6.8

内分泌疾患年間入院患者数（名） 161 115

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 54.8 52.5

年平均外来初診患者数（名） 33 31

主な検査の件数（2023年度）

甲状腺エコー実施数 1456件 バセドウ病に対するアイソトープ
治療 15件

甲状腺細胞診実施数 105件 甲状腺眼症に対するステロイドパ
ルス療法+放射線外照射療法 2件

副腎静脈サンプリング 4件 悪性褐色細胞腫化学療法 のべ9回（1症例）
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2023年度入院患者内訳（人）

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023-05-28 世界甲状腺デー市民健康講座
「甲状腺機能低下症」

田上　哲也
2023.06.01-03 第96回日本内分泌学会学術総会（オンデマンド）
「糖質コルチコイドがエネルギー代謝作用に及ぼす影響について」

杷野　宏美、光谷　真奈、松下　　翠、増田奈菜子、横山　明似、寺脇　聖乃、野網　万那、森田　歩生、
二若　久美、田上　哲也、森山　賢治

2023.06.01.03 第96回日本内分泌学会学術総会（オンデマンド）
「GHがコレステロール代謝に及ぼす影響」

横山　明似、光谷　真奈、増田奈菜子、森田　歩生、寺脇　聖乃、野網　万那、杷野　宏美、二若　久美、
田上　哲也、森山　賢治

2023.06.02 第96回日本内分泌学会学術総会
「COVID-19罹患を契機に診断し得たACTH単独欠損症の一例」

野村　拓未、難波　多挙、大西　優輝、北村　拓也、石原　裕己、立木　美香、日下部　徹、浅原　哲子、
八十田明宏、田上　哲也

2023.06.03 第96回日本内分泌が会学術総会
「副腎研究の最前線　難治性副腎疾患臨床研究の進歩と課題」

立木　美香、田辺　晶代、成瀬　光栄
2023.06.24 日本内科学会第240回近畿地方会
「褐色細胞腫術後に耐糖能が顕著に改善した二次性糖尿病の一例」

北村　拓也、難波　多挙、野村　英生、宮﨑　　有、野村　拓未、石原　裕己、立木　美香、森吉　弘毅、
田上　哲也

2023.07.01 第22回京滋臨床甲状腺懇話会
「甲状腺ホルモン補充開始後に精神病症状を生じた粘液水腫性昏睡」

北村　拓也、立木　美香、石原　裕己、難波　多挙、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也
2023.07.12 下京東部医師会　学術講演会
「原発性アルドステロン症の診断と治療」

難波　多挙

糖代謝異常　�

COVID-��　�

Ca代謝異常・副甲状腺疾患　�

甲状腺疾患
��

高血圧・副腎疾患
��

下垂体疾患
��

電解質異常
��

性腺疾患　�
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.27 甲状腺ファーマシーセミナー2023
「甲状腺機能亢進症と低下症の診断と治療」

田上　哲也
2023.07.29 第39回北海道甲状腺談話会
「甲状腺疾患診療の進歩～バセドウ病を中心に」

田上　哲也
2023.08.03 伏見内分泌代謝ネットワーク第39回連携の会
「糖尿病薬と痩せ薬」

北村　拓也
2023.08.03 伏見内分泌代謝ネットワーク第39回連携の会
「肥満と副腎偶発腫」

難波　多挙
2023.10.12 第26回日本骨粗鬆症学会学術集会
「骨粗鬆症における下肢運動機能の評価」

石原　裕己、日下部　徹、北村　拓也、八十田明宏、立木　美香、難波　多挙、浅原　哲子、田上　哲也
2023.10.24 第24回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「甲状腺ホルモン補充開始後に精神病症状を生じた粘液水腫性昏睡の一例」

北村　拓也、立木　美香、石原　裕己、難波　多挙、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也
2023.11.03 第33回臨床内分泌代謝Update
「AVSに基づく原発性アルドステロン症のクラスター解析」

兼子　大輝、馬越　洋宜、和田　典男、一城　貴政、坂本　昌平、渡邉　哲博、石原　裕己、田上　哲也、
福元　多鶴、小笠原辰樹、岩橋　徳英、馬越　真希、松田やよい、坂本　竜一、小川　佳宏

2023.11.04 第33回臨床内分泌代謝Update
「10年ぶりの穿刺吸引細胞診で急性びまん性甲状腺腫大を呈した 1例」

石原　裕己、北村　拓也、難波　多挙、立木　美香、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也
2023.11.04 第33回臨床内分泌代謝Update
「甲状腺眼症治療の新たな展開2023」

田上　哲也
2024.01.20 第45回京都甲状腺研究会
「基調講演：バセドウ病診療におけるTRAbとTSAbの使い分けについて」

田上　哲也
2024.02.02 第16回内分泌代謝トランスレーショナル医学塾
「オステオサルコペニアの臨床的特徴と効果的なスクリーニングツールの検討」

石原　裕己
2024.02.10 第17回 糖尿病臨床フォーラム
「BMI 73の過体重により画像検査が不可能であったProteus mirabilis菌血症の 1例」

北村　拓也、野村　英生、渡邊　知一、村田　　敬、小倉　雅仁
2024.02.15 伏見内分泌代謝ネットワーク第40回連携の会
「保険診療を踏まえた甲状腺疾患の診かた」

田上　哲也
2024.03.07 甲状腺ファーマシーセミナー2024
「薬剤師として知っておきたい甲状腺の基礎知識～専門医がわかりやすく語る、甲状腺疾患の診断・治療・処方～」

田上　哲也
2024.03.09 第31回日本ステロイドホルモン学会学術集会
「両側性アルドステロン症Update」

難波　多挙
2024.03.16 第37回甲状腺眼症研究会
「甲状腺眼症診療のこれまでとこれから」

田上　哲也
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.03.25 第102回京都内分泌同好会
「インシデンタル膀胱パラガングリオーマの 2例」

北村　拓也、難波　多挙、立木　美香、石原　裕己、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［会議録］
COL1A1変異による骨形成不全症に下垂体茎断裂を合併した一例
日本内分泌学会雑誌, 99, Suppl. Update , 32-35, 2023.05.31, 一般社団法人 日本内分泌学会

北村　拓也、石原　裕己、日下部　徹、立木　美香、難波　多挙、野村　拓未、濱中　佳歩[廣嶋]、
浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也

［解説］
【甲状腺疾患の診かた-内科医が知っておきたい勘どころ-】甲状腺疾患診療の基礎知識
糖尿病・内分泌プラクティスWeb, 2023年, 7 ・ 8 月, a0049, 2023.08, 創新社

田上　哲也
［原著論文］
TRAbのカットオフ値近傍における新規TSAb測定試薬バイオセンサTSAb「ヤマサ」の陽性率の検討
医学と薬学, 81, 1, 75-86, 2023.12.27, 自然科学社

田上　哲也、立木　美香、難波　多挙、北村　拓也
［解説］
慢性甲状腺炎（橋本病）
今日の治療指針 2024年版[デスク判]: 私はこう治療している, 66, 789-790, 2024.01.01, 医学書院

田上　哲也
［解説］
慢性甲状腺炎（橋本病）
今日の治療指針 2024年版[ポケット判]: 私はこう治療している, 2024年, 789-790, 2024.01.01, 医学書院

田上　哲也
［解説］
【徹底攻略! 副腎腫瘍2023-泌尿器科医が知っておくべき重要ポイント】<診断>　原発性アルドステロン症と褐色細
胞腫・パラガングリオーマの新しい内分泌学的検査
臨床泌尿器科, 77, 10, 762-764, 2023.09, 医学書院

立木　美香、成瀬　光栄
［Q＆A］
免疫チェックポイント阻害薬による甲状腺機能異常の種類と診断法は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 62-63, 2023.06.12, 診断と治療社

立木　美香
［Q＆A］
原発性アルドステロン症の機能確認検査の種類と特徴は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 132-133, 2023.06.12, 診断と治療社

成瀬　光栄、立木　美香
［Q＆A］
副腎静脈サンプリング（AVS）の判定基準は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 137-138, 2023.06.12, 診断と治療社

成瀬　光栄、立木　美香
［Q＆A］
副腎性サブクリニカルCushing症候群の手術適応は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 143, 2023.06.12, 診断と治療社

立木　美香、成瀬　光栄
［Q＆A］
褐色細胞腫・パラガングリオーマにおけるカテコールアミン合成阻害薬の適応は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 159, 2023.06.12, 診断と治療社

立木　美香
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［Q＆A］
褐色細胞腫における高血圧クリーゼの診断と治療は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 160-161, 2023.06.12, 診断と治療社

立木　美香、成瀬　光栄
［Q＆A］
CQ21 甲状腺機能亢進症で抗TSH受容体抗体が陰性の場合はどうする？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 48-49, 2023.06.12, 診断と治療社

田上　哲也
［Q＆A］
CQ28 亜急性甲状腺炎と橋本病の急性増悪の鑑別のポイントは？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 64-66, 2023.06.12, 診断と治療社

田上　哲也
［Q＆A］
CQ29 亜急性甲状腺炎の治療はNSAIDsでよいか？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 67-68, 2023.06.12, 診断と治療社

田上　哲也
［Q＆A］
CQ32 潜在性甲状腺機能低下症の治療方針は？
内分泌代謝疾患クリニカルクエスチョン100　改訂第 2 版, 72-74, 2023.06.12, 診断と治療社

田上　哲也
［原著論文］
A case of osteogenesis imperfecta caused by a COL1A1 variant, coexisting with pituitary stalk interruption
syndrome
Endocrine Journal, 70 , 8, 839-846, 2023.08

Kitamura T, Ishihara Y, Kusakabe T, Tsuiki M, Nanba K, Hiroshima-Hamanaka K, Nomura T, Satoh-Asahara 
N, Yasoda A, Tagami T

［原著論文］
Follicle-stimulating hormone-producing pituitary neuroendocrine tumor as a cause of ovarian
hyperstimulation syndrome
Endocrinology, Diabetes and Metabolism Case Reports, 2024, 23-0119, 2024.02

Takuya Kitamura, Kazutaka Nanba, Kento Doi, Naoya Kishimoto, Kaoru Abiko, Ryo Kuwahara, Koki 
Moriyoshi, Naoko Inoshita, Tetsuya Tagami

［原著論文以外］
Bilateral Cortical-sparing Adrenalectomy for the Treatment of Bilateral Aldosterone-producing Adenomas
JCEM Case Rep., 1, luad144, 2023.11

Nanba K, Kaneko H, Mishina M, Tagami T.
［原著論文以外］
Somatic SLC30A1 mutations altering zinc transporter ZnT1 cause aldosterone-producing adenomas and
primary aldosteronism
Nat Genet., 55, 1623–1631, 2023.09

Rege J, Bandulik S, Nanba K, Kosmann C, Blinder AR, Plain A, Vats P, Kumar-Sinha C, Lerario AM, Else 
T, Yamazaki Y, Satoh F, Sasano H, Giordano TJ, Williams TA, Reincke M, Turcu AF, Udager AM, Warth 
R, Rainey WE.

［原著論文］
Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under 80
years
Aging Health Res., 3, 100130, 2023.06

Fujita K, Kanai O, Hata H, Ishigami K, Nanba K, Esaka N, Seta K, Mio T, Odagaki T.
［原著論文］
A hyperaldosteronism subtypes predictive model using ensemble learning.
Sci Rep., 21, 13, 3043, 2023.02

Karashima S, Kawakami M, Nambo H, Kometani M, Kurihara I, Ichijo T, Katabami T, Tsuiki M, Wada N, 
Oki K, Ogawa Y, Okamoto R, Tamura K, Inagaki N, Yoshimoto T, Kobayashi H, Kakutani M, Fujita M, 
Izawa S, Suwa T, Kamemura K, Yamada M, Tanabe A, Naruse M, Yoneda T; JPAS/JRAS Study Group.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Impact of a change to a novel chemiluminescent immunoassay for measuring plasma aldosterone on the
diagnosis of primary aldosteronism
Endocr J, 70, 5, 489, 2023.05

Kobayashi H, Nakamura Y, Abe M, Tanabe A, Sone M, Katabami T, Kurihara I, Ichijo T, Tsuiki M, Izawa 
S, Wada N, Yoneda T, Takahashi K, Tamura K, Ogawa Y, Inagaki N, Yamamoto K, Rakugi H, Naruse M; 
JPAS/JRAS Study Group.

［原著論文］
Double somatic mutations in CTNNB1 and GNA11 in an aldosterone-producing adenoma
Front Endocrinol, 15, 1286297, 2024.03

Nanba K, Blinder AR, Udager AM, Hirokawa Y, Miura T, Okuno H, Moriyoshi K, Yamazaki Y, Sasano H, 
Yasoda A, Satoh-Asahara N, Rainey WE, Tagami T.
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糖尿病内科（糖尿病センター）

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

臨床栄養
科長
医長

村田　　敬

日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本小児・思春期糖尿病学会評議員
日本メディカルAI学会評議員
東京大学医学博士
同志社女子大学客員教授

糖尿病 若年者糖尿病

医 師 渡邊　知一 日本糖尿病学会糖尿病専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医 糖尿病 糖尿病

医 師 野村　英生

日本糖尿病学会糖尿病専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域専門研修指導医
臨床研修指導医

糖尿病 糖尿病

診療科長
糖尿病センター長
小倉　雅仁

専門医資格等
日本糖尿病学会糖尿病専門医・
　研修指導医
日本糖尿病学会学術評議員
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本病態栄養学会
　専門医・指導医・
　NSTコーディネーター

日本病態栄養学会学術評議員
内分泌代謝・糖尿病内科領域
　専門研修指導医
臨床研修指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床准教授

専門分野
糖尿病
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

内分泌代
謝高血圧
研究部長

浅原　哲子

日本内分泌学会 理事
日本肥満症治療学会 理事
日本内科学会 認定内科医、総合内科専門医、
　内科指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域
　専門研修指導医（領域指導医）
日本糖尿病学会 専門医、研修指導医、学術評議員
日本内分泌学会 内分泌代謝科（内科）専門医、
　内分泌代謝科指導医、理事、広報連携部会副部会長、
　JES WE CAN（男女共同参画推進委員会）委員長、
　100周年記念事業タスクフォース委員、
　内分泌代謝・糖尿病内科領域専門医認定委員会委員、
　Endocrine Journal編集委員
日本肥満学会　肥満症専門医・肥満症指導医、評議員、
　肥満症生活習慣病改善指導士認定試験委員会委員長、
　専門医カリキュラム委員会副委員長、
　肥満症生活習慣改善指導士認定員会委員、
　倫理・COI委員会委員、
　日本肥満学会・サルコペニア･フレイル学会
　合同サルコペニア肥満ワーキング委員、
　寄付・賛助委員会委員、財務委員会委員、
　若手委員会委員
日本肥満症治療学会 理事、栄養部会委員、
　メンタルヘルス行動部会委員、
　小児・思春期における減量・代謝改善手術の
　適応検討委員会委員、肥満症治療学の展望編集委員、
　日本人の肥満を合併する産科婦人科系疾患患者の
　診療ガイドラインを検討する 3学会合同委員会委員
日本心脈管作動物質学会 理事
日本人類遺伝学会 臨床遺伝専門医、臨床遺伝指導医
日本動脈硬化学会 専門医、評議員
日本抗加齢医学会 専門医、評議員
日本心血管内分泌代謝学会 評議員
日本神経内分泌学会 評議員
日本性差医学・医療学会 評議員
日本脳血管・認知症学会 評議員
日本糖尿病協会 療養指導医
日本糖尿病・生活習慣病ヒューマンデータ学会
　評議員、糖尿病標準治療マニュアル作成委員会　
　編集委員日本内分泌学会
京都大学博士（医学）
京都大学医学部　非常勤講師
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門　
　客員教授同志社大学スポーツ健康科学部客員教授
久留米大学医学部内科学講座心臓・血管内科部門
　客員教授
国立循環器病研究センター　客員研究員
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
　医療イノベーション推進センターフェロー

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、内
分泌代謝、予防
医学、遺伝診療

糖尿病、肥満症（メ
タボリックシンド
ローム）、内分泌代
謝、予防医学、遺
伝性疾患全般

予防医学
研究室長 坂根　直樹 日本内科学会認定内科医

京都府立医科大学医学博士
糖尿病
予防医学 糖尿病

臨床内分泌
代謝（専任）
研究室長

日下部　徹

日本内科学会認定内科医•総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医•指導医•評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医•研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医•指導医•評議員
日本肥満症治療学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
日本神経内分泌学会評議員
日本サルコペニア•フレイル学会評議員
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
日本骨粗鬆症学会認定医京都大学博士（医学）
京都大学客員研究員

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、脂
肪萎縮症、内分
泌代謝サルコペ
ニア、骨粗鬆症、
遺伝診療
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本糖尿病学会認定教育施設
・日本肥満学会認定専門病院

主な対象疾患
　 2型糖尿病、耐糖能異常、1型糖尿病、肥満症、メタボリック症候群、糖尿病神経障害と糖尿病足病変、
糖尿病腎症、糖尿病網膜症（眼科）、妊娠糖尿病、糖尿病性昏睡、重症低血糖

診療（業務）内容
　糖尿病センターでは一般糖尿病外来および入院での診療に加えてさまざまな専門外来を開設し、さまざ
まなタイプの糖尿病および関連疾患およびそれらの合併症の充実した診療活動につながっている。
下記の専門外来の診療活動について紹介する。
・ 1型糖尿病外来（2005年開設）毎週火曜日の午前午後、第2,4木曜日の午前午後、第1,3,5金曜日の午前。/
インスリンポンプ（CSII）外来（2010年開設）毎週月曜日の午後。
医師、看護師、管理栄養士がチームを組み、 1型糖尿病の系統的な自己管理教育と心理・社会的な問題
への対応を含めた患者支援を行っている。食事中の炭水化物量に合わせてインスリンの単位数を自己調
節するカーボカウントや、インスリンポンプ・CGM(持続血糖モニター)などの先進糖尿病デバイスの
活用により、合併症予防と生活の質（QOL）の両立を目指している。小児期発症患者の成人移行、 1型
糖尿病合併妊娠の内科的管理、 1型糖尿病患者を対象とした臨床研究も実施している。

・肥満・メタボリックシンドローム外来（2001年開設）　毎週　月曜日・水曜日 9 時～14時
肥満・メタボリックシンドローム外来では、医師・看護師・管理栄養士によるチーム医療をベースに、
体重グラフや食事記録表を登録した当院独自の「ダイエットノート」を活用し、日本肥満学会が提唱す
る減量指導を行い、動脈硬化等の合併症も定期的に評価している。
また、外来患者を中心に2006年よりメタボ会（患者会）を定期的に開催。さらにメタボ通信、スマートラ
ンチ等をチーム医療で展開し、外来開設から現在まで述べ19,000人以上の患者治療を行ってきた。

・妊娠糖尿病外来（2007年 3 月開設）第1,3,5金曜日13時～15時　妊娠糖尿病は妊娠中に初めて発見された軽
度の（糖尿病には至っていないレベルの）耐糖能異常で巨大児その他の周産期合併症の原因となる。また出
産後の糖尿病発症リスクが増大する。妊娠前に糖尿病を発症した場合、糖尿病合併妊娠となり、胎児奇
形が大きな問題となり、妊娠前血糖管理が重要となる。

・さらに、糖尿病センターではコメディカルスタッフによる指導として一般糖尿病食事指導（管理栄養士）
および糖尿病療養指導外来（インスリン自己注射、血糖自己測定、フットケア指導など：看護師）を開設して
いる。また、自己管理（療養）を患者に指導する医療スタッフである糖尿病療養指導士（CDEJ）・CDE
京都は、当院内で看護部、薬剤部、臨床栄養科、臨床検査科などに多数を擁し、綿密な糖尿病セルフケ
アを支援している。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 6.9 6.4

新入院患者数（名） 217 189

平均在院日数（日） 11.1 11.8
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外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 70.1 50.4

主な手術・検査の件数（2022年度）

CAVI/ABI測定 178例 CT（内臓脂肪面積測定） 60例

インスリンポンプ 80例 CGM(持続血糖モニター) 170例

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.09 第38回日本臨床栄養代謝学会
「救急救命領域における栄養指標や重症度と栄養投与経路との関連」

村田　　敬、福万　智子 、寺嶋真理子、宮本真奈美、中辻　晴香、大谷　哲之、平野　和保
2023.05.11 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1型糖尿病における先進医療による低血糖予防：ISCHIA 研究から」

村田　　敬、ISCHIA研究グループ
2023.05.11 第66回日本糖尿病学会
「重症低血糖を繰り返す成人 1型糖尿病を持つ人の心理と低血糖問題解決能力の意義」

坂根　靖子、加藤　　研、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、的場　ゆか、村田　　敬、
同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹

2023.05.12 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1型糖尿病患者におけるFreeStyleリブレ(第 3 世代アルゴリズム)の計測特性分析」

村田　　敬、坂根　直樹、廣田　勇士、豊田　雅夫、松久　宗英、黒田　暁生、伊藤　　新、目黒　　周、
三浦順之助、的場　ゆか、加藤　　研、鈴木　渉太

2023.05.27 CGM Study Group Web Seminar
「 1型糖尿病におけるisCGMの有用性　―ISCHIA研究から明らかになったこと―」

村田　　敬
2023.07.17 第28回日本小児・思春期糖尿病学会
「Hybrid closed loop systemの使用と関連した低血糖が疑われた 1型糖尿病患者の事例」

村田　　敬、橋本有紀子
2023.09.23-24 第28回日本小児・思春期糖尿病学会
「 1型糖尿病者を持つ高齢者の低血糖の現状と低血糖問題解決能力」

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹、PR-IAH研究グループ
2023.10.14 第60回　日本糖尿病学会近畿地方会
「認知機能低下のため、インスリン自己注射が困難であった初発劇症 1型糖尿病」

野村　英生、北村　拓也、大塚桂容子、渡邊真知子、坊　真致子、宮本真奈美、村田　　敬、渡邊　知一、
小倉　雅仁

2023.11.04 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「軽度認知障害を予測する骨格筋評価指標の検討：Phase angleの有用性（Elder Safe Study）」

池上健太郎、山陰　　一、加藤さやか、山本　結子、桝田　　出、石井好二郎、浅原　哲子
2023.11.05 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「脳心血管病リスク因子の重積に着目した肥満症の評価方法」

日下部　徹、池上健太郎、浅原　哲子
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「 2型糖尿病合併肥満症に対するGLP- 1 受容体作動薬使用時の栄養管理―最近の話題も含めて―」

浅原　哲子、岩佐　真代
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「肥満症のCVDリスク改善に必要な減量率―NHO多施設共同肥満症統合コホート・ 5年追跡研究―」
山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩佐　真代、桝田　　出、浅原　哲子、
NHO-JOMS/JDOS2研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の減量後の体重再増加とCVDリスク･影響因子－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

加藤さやか、山陰　　一、岩佐　真代、加藤　久詞、岩下　香里、池上健太郎、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症における心腎連関進展早期評価系の検討－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

加藤　久詞、加藤さやか、山陰　　一、岩佐　真代、岩下　香里、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2024.01.27 第27回日本病態栄養学会年次学術集会
「高齢者糖尿病における健康長寿を目指したサスティナブルな栄養管理・治療戦略」

浅原　哲子
2024.02.15 第39回日本臨床栄養代謝学会学術集会（JSPEN2024）
「ヘルスケアアプリの開発と活用：個別化栄養指導を目指して」

坂根　直樹
2024.02.16 第58回糖尿病学の進歩
「高齢者糖尿病と認知症～最新研究からの治療展望～」

浅原　哲子
2024.02.16 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「脳心血管病リスク因子の重積に着目した肥満症の評価方法」

日下部　徹、池上健太郎、浅原　哲子
2024.02.17 第58回糖尿病学の進歩
「MASLD/MASHを考慮した糖尿病治療UPDATE」

浅原　哲子
2024.02.17 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「軽度認知障害を予測する骨格筋評価指標の検討：Phase angleの有用性（Elder Safe Study）」

池上健太郎、山陰　　一、加藤さやか、山本　結子、桝田　　出、石井好二郎、浅原　哲子

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［その他］
がんにおける糖質、脂質、蛋白質代謝
がん栄養療法ガイドブック2024, 83-84, 2024.02.10, 南江堂

小倉　雅仁、幣憲　一郎、稲垣　暢也
［その他］
エネルギー・三大栄養素・微量元素・水の必要量
がん栄養療法ガイドブック2024, 85-88, 2024.02.10, 南江堂

小倉　雅仁、幣憲　一郎、稲垣　暢也
［その他］
高齢者糖尿病診療ガイドライン2023, 2023.05.25, 南江堂

小倉　雅仁（執筆協力者）
［その他］
改訂第 9 版糖尿病専門医研修ガイドブック, 2023.08.21, 診断と治療社

小倉　雅仁
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
糖尿病の検査・診断
糖尿病ケア 2024年 春季増刊 糖尿病看護 はじめてナビ, 16-19, 2024.03.10, MCメディカ出版

小倉　雅仁
［原著論文］
AIによる病院給食における食品の物体検出の精度および定量性に関するパイロットスタディ
日本先進糖尿病治療研究会雑誌, 17, 1, 15-23, 2023.05.27, J-STAGE

村田　　敬、小林　　司、豊田　雅夫、廣田　勇士、三浦順之助、森岡　宏介、平野　和保、鍛 亜由美、
高橋　路子、坂根　直樹

［解説］
【激アツ!糖尿病教室ハイパースライド】(第 2 章)患者の心をつかむ★糖尿病教室で使えるハイパースライド&台本　
アイスブレイクで場があたたまるハイパースライド
糖尿病ケア+, 2023夏季増刊, 44-51, 2023.06, メディカ出版

坂根　直樹
［会議録］
CGMデータを使用した 1型糖尿病外来での栄養士の介入
糖尿病, 66, S-321, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

中辻　晴香、杉山　香奈、宮本真奈美、森岡　宏介、平野　和保、坂根　靖子、坂根　直樹、村田　　敬
［会議録］
1型糖尿病患者におけるFreeStyleリブレ(第 3 世代アルゴリズム)の計測特性分析
糖尿病, 66, S-214, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

村田　　敬、坂根　直樹、廣田　勇士、豊田　雅夫、松久　宗英、黒田　暁生、伊藤　　新、目黒　　周、
三浦順之助、的場ゆかり、加藤　　研、鈴木　渉太

［会議録］
重症低血糖を繰り返す成人 1型糖尿病を持つ人の心理と低血糖問題解決能力の意義
糖尿病, 66, S-150, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

坂根　靖子、加藤　　研、秦　　誠倫、西村英里香、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、
的場　ゆか、村田　　敬、坂根　直樹

［会議録］
1型糖尿病者を持つ高齢者の低血糖の現状と低血糖問題解決能力
日本糖尿病教育・看護学会誌, 27, 特別号, 131, 2023.08, (一社)日本糖尿病教育･看護学会

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹、PR-IAH研究グループ
［総説］
病態毎の「未病」と先制医療の考え方　 1 ) 糖代謝異常の診断閾値
糖尿病・内分泌代謝科, 57, 3, 1 ～8, 2023.09,28, 科学評論社

加藤さやか、浅原　哲子
［原著論文］
An exploratory study of factors in disordered eating behavior in diabetes self-management in Japan
J Diabetes Investig., 2024.03

Tsukamoto-Kawashima S, Ikeda K, Sone M, Ogura M, Okamura E, Kondo A, Ueba Y, Inagaki N.
［原著論文］
Association of Impaired Awareness of Hypoglycemia with Driving Safety and Hypoglycemia Problem-
solving Abilities among Patients with Type 1 Diabetes in Japan: The PR-IAH Study.
Internal medicine (Tokyo, Japan), 62, 10, 1431-1439, 2023.05

Naoki Sakane, Ken Kato, Sonyun Hata, Erika Nishimura, Rika Araki, Kunichi Kouyama, Masako Hatao, 
Yuka Matoba, Yuichi Matsushita, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata, 
Fei Ling Wu

［原著論文］
Renoprotective effects of combination treatment with sodium-glucose cotransporter inhibitors and GLP-
1 receptor agonists in patients with type 2 diabetes mellitus according to preceding medication.
Diabetes & vascular disease research, 20, 6, 14791641231222837-14791641231222837, 2023.12

Kazuo Kobayashi, Masao Toyoda, Atsuhito Tone, Daiji Kawanami, Daisuke Suzuki, Daisuke Tsuriya, 
Hideo Machimura, Hidetoshi Shimura, Hiroshi Takeda, Hisashi Yokomizo, Kei Takeshita, Keiichi Chin, 
Keizo Kanasaki, Masaaki Miyauchi, Masuo Saburi, Miwa Morita, Miwako Yomota, Moritsugu Kimura, 
Nobuo Hatori, Shinichi Nakajima, Shun Ito, Shunichiro Tsukamoto, Takashi Murata, Takaya Matsushita, 
Takayuki Furuki, Takuya Hashimoto, Tomoya Umezono, Yoshimi Muta, Yuichi Takashi, Kouichi Tamura
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Protective and risk factors of impaired awareness of hypoglycemia in patients with type 1 diabetes: a
cross-sectional analysis of baseline data from the PR-IAH study.
Diabetology & metabolic syndrome, 15, 1, 79-79, 2023.04

Naoki Sakane, Ken Kato, Sonyun Hata, Erika Nishimura, Rika Araki, Kunichi Kouyama, Masako Hatao, 
Yuka Matoba, Yuichi Matsushita, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata, 
Fei Ling Wu

［原著論文］
Possible Relationship between the Deteriorated Accuracy of Intermittent-Scanning Continuous Glucose
Monitoring Device and the Contact Dermatitis: Post-hoc analysis of the ISCHIA Study.
The Tokai journal of experimental and clinical medicine, 48, 3, 83-90, 2023.09

Masao Toyoda, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, Ryuji 
Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, Kunihiro 
Nishimura, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Naoki Sakane; ISCHIA Study Group 

［原著論文］
Association of scan frequency with CGM-derived metrics and influential factors in adults with type 1
diabetes mellitus.
Diabetology international, 15, 1, 109-116, 2024.01

Naoki Sakane, Yushi Hirota, Akane Yamamoto, Junnosuke Miura, Hiroko Takaike, Sari Hoshina, Masao 
Toyoda, Nobumichi Saito, Kiminori Hosoda, Masaki Matsubara, Atsuhito Tone, Satoshi Kawashima,　
Hideaki Sawaki, Tomokazu Matsuda, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane,Takashi Murata

［原著論文］
Safety and glycemic control with insulin degludec use in clinical practice: results from a 3 -year Japanese
post-marketing surveillance study.
Diabetology international, 15, 1, 76-85, 2024.01

Takashi Murata, Lise Lotte N Husemoen, Satoko Nemoto, Munehide Matsuhisa
［原著論文］
Predictors of the effectiveness of isCGM usage in adults with type 1 diabetes mellitus: post-hoc analysis
of the ISCHIA study
Diabetology international, 2024

The ISCHIA Study Group, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, 
Ryuji Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, 
Kunihiro Nishimura, Naoki Sakane, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Masao Toyoda 

［原著論文］
Optimization of nutritional strategies using a mechanistic computational model in prediabetes: Application
to the J-DOIT1 study data
PLoS One, 30, 18, 11, 2023.11

Julia H Chen, Momoko Fukasawa, Naoki Sakane, Akiko Suganuma, Hideshi Kuzuya, Shikhar Pandey, 
Paul D'Alessandro, Sai Phanindra Venkatapurapu, Gaurav Dwivedi

［原著論文］
Association of a pro-inflammatory diet and gestational diabetes mellitus with maternal anemia and
hemoglobin levels during pregnancy: a prospective observational case-control study
Nutr Res, 115, 38-46, 2023.07

Ikuyo Hayashi, Naoki Sakane, Akiko Suganuma, Narumi Nagai
［原著論文］
To Use or Not to Use a Self-monitoring of Blood Glucose System? Real-world Flash Glucose Monitoring
Patterns Using a Cluster Analysis of the FGM-Japan Study
Intern Med, 62, 18, 2607-2615, 2023.09

Naoki Sakane, Yushi Hirota, Akane Yamamoto, Junnosuke Miura, Hiroko Takaike, Sari Hoshina, Masao 
Toyoda, Nobumichi Saito, Kiminori Hosoda, Masaki Matsubara, Atsuhito Tone, Satoshi Kawashima, 
Hideaki Sawaki, Tomokazu Matsuda, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata

［原著論文］
Age-wise examination of the association of obesity based on body mass index and waist circumference
with metabolic diseases in comprehensive health checkup participants
Obesity Science & Practice, 2024

Yamamoto Y, Ikeue K, Kanasaki M, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Masuda I, Ishii K
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Impact of coronavirus disease 2019 on medical practice in endocrine and metabolic diseases in Japan: a
nationwide surveillance study conducted by the Japan Endocrine Society.
Endocline Journal, 2024

Manaka K, Kato S, Sakamoto R, Yamakage H, Uema T, Kawai S, Shibata M, Hiratsuka I, I Nakachi S, 
Onoue T, Tsuchiya T, Fukui M, Hashimoto K, Suzuki A, Makita N, Ogawa Y, Arima H, Satoh-Asahara N, 
Masuzaki H.

［原著論文］
Imeglimin Exhibits Novel Anti-Inflammatory Effects on High-Glucose-Stimulated Mouse Microglia through
ULK1-Mediated Suppression of the TXNIP–NLRP3 Axis.
Cells, 13, 3, 284, 2024.01

Kato H, Iwashita K, Iwasa M, Kato S, Yamakage H, Suganami T, Tanaka M, Satoh-Asahara N
［原著論文］
Cross-sectional association of skeletal muscle mass and strength with dietary habits and physical activity
among first-year university students in Japan: Results from KEIJI-U study.
Nutrition, 118, 112265, 2024.02

Kusakabe T, Arai H, Yamamoto Y, Nakao K, Akamatsu Y, Ishihara Y, Tagami T, Yasoda A, Satoh-Asahara 
N. 

［原著論文］
INovel pathological implications of serum uric acid with cardiovascular disease risk in obesity.
Diabetes Reserch and Clinical Practice, 205, 110919, 2023.11

Wakabayashi D, Kato S, Tanaka M, Yamakage H, Kato H, Kusakabe T, Ozu N, Kasama S, Kasahara M,
Satoh-Asahara N, The Japan Obesity Metabolic Syndrome Study (JOMS) Group.

［原著論文］
A Body Shape Index is useful for BMI-independently identifying Japanese patients with obesity at high
risk of cardiovascular disease.
Nutrition, Metabolism & Cardiovascular Diseases, 34, 2, 387-394, 2024.02

Ikeue K, Kusakabe T, Yamakage H, Ishii K, Satoh-Asahara N
［原著論文］
Understanding Impacts of COVID-19 Restrictions on Glycemic Control for Patients with Diabetes in Japan.
Journal of Diabetes & Metabolism Disorders, 22, 1, 1695-1703, 2023.09

Uno-Eder K, Satoh-Asahara N, Hibiya M, Uno K, Uchino T, Morita K, Ishikawa T, Kaneko T, Yamakage 
H, Kitaoka Y, Sawa T, Tsukamoto K, Teramoto T. 

［原著論文］
Differences in metabolic characteristics between Metabolically Healthy Obesity (MHO) and Metabolically
Unhealthy Obesity (MUO) in weight reduction therapy.
Endocline Journal, 70, 12, 1175-1186, 2023.12

Kawai S, Yamakage H, Kotani K, Noda M, Satoh-Asahara N, Hashimoto K
［原著論文］
Taxifolin Suppresses Inflammatory Responses of High- Glucose-Stimulated Mouse Microglia by Attenuating
the TXNIP–NLRP3 Axis.
Nutrients, 15, 12, 2738, 2023.06

Iwasa M, Kato H, Iwashita K, Yamakage H, Kato S, Saito S, Ihara M, Nishimura H, Kawamoto A, Suganami 
T, Tanaka M, Satoh-Asahara N.
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腎 臓 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野

医師
教育研修
副部長

小泉　三輝

日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医・指導医
日本集中治療医学会専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・JMECCインストラクター
日本急性血液浄化学会認定指導者

腎臓内科

医 師 髙折　光司

日本腎臓学会専門医・指導医・評議員
日本透析医学会専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医
京都大学博士（医学）

腎臓内科

医 師 大野　祥子 腎臓内科

医 師 平井　大輔 日本内科学会認定内科医 腎臓内科

専 攻 医 石田　万菜 腎臓内科

専 攻 医 小阪　健祥 腎臓内科

医 師 泉谷　　梓 日本内科学会認定内科医
日本腎臓学会専門医 腎臓内科

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本腎臓学会研修施設
・日本透析医学会認定施設
・日本急性血液浄化学会認定指定施設

クリティカルパスは 3つ活用している。
・CKD教育入院パス　 7日間
・腎生検パス　 7日間
・トルバプタン導入入院パス　 2日間

専門医資格等
日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会
　専門医・指導医
日本高血圧学会
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・
　JMECCインストラクター

日本集中治療医学会専門医
日本救急医学会
　ICLSインストラクター
ICD制度協議会
認定インフェクション
コントロールドクター

京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授
奈良県立医科大学非常勤講師
日本内科学会近畿支部評議員
京都透析医会会長

診療部長（地域医療担当）
診療科長（腎臓内科）
瀬田　公一
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｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 

入院患者数/日（名） 8.6

平均在院日数（日） 9.1

外来患者数/日（名） 22.5

初診患者数/月（名） 16.2

紹介患者数（地域連携）（名） 248

腎生検診断一覧（2023年度）

IgA腎症 16例 糖尿病性腎症 2例

腎硬化症 13例 アミロイドーシス 1例

膜性腎症 2例 MPGN 1 例

微小変化型ネフローゼ 8例 FSGS 1 例

半月体形成性腎炎 9例 溶連菌感染後AGN 1例

間質性腎炎 2例

腎生検診断一覧（2023年度）

在宅透析患者数（名） 3

血液透析導入患者数（名） 55

腹膜透析導入患者数（名） 3

腹膜透析/うちハイブリッド患者数（名） 21/ 5

｜教育・啓発活動｜

・伏見CKD医療連携の会　（ハイブリッド開催　伏見医師会館）
　第26回　2023年10月28日（土）
　　「免疫チェックポイント阻害薬使用中の腎機能悪化について腎臓内科医が考えること」
　　　京都医療センター　腎臓内科　　平井　大輔
　　「エビデンスに基づく CKD 診療ガイドライン 2023 改訂ポイント
　　～高血圧・糖尿病性腎臓病の改訂を中心に～」
　　　京都大学大学院医学研究科　腎臓内科学　講師　　横井　秀基先生

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.09 第66回日本腎臓学会学術総会
「当院での Conservative Kidney Management(CKM) の経験」

平井　大輔、小阪　健祥、泉谷　梓、髙折　光司、小泉　三輝、瀬田　公一
2023.10.07 第55回日本腎臓学会西部学術大会
「デュルバルマブにて肉芽腫性間質性腎炎を認めた一例」

平井　大輔、小阪　健祥、石田　万菜、泉谷　梓、大野　祥子、高折　光司、小泉　三輝、瀬田　公一
2023.10.08 第55回日本腎臓学会西部学術大会
「タクロリムスによる血栓性微小血管症に強皮症腎クリーゼが合併していたと考えられた一例」

小阪　健祥、平井　大輔、石田　万菜、泉谷　梓、大野　祥子、高折　光司、小泉　三輝、瀬田　公一
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
ヘモフィルターについてのPros & Cons：Con：予後を改善しない
INTENSIVIST, 15, 3, 485-490, 2023.07.01, メディカル・サイエンス・インターナショナル

小泉　三輝
［図説］
他科疾患の治療　第12回慢性腎臓病　慢性腎臓病ってこんな病気です
消化器ナーシング, 29, 4, 92-93, 2024.03, MC メディカ出版

小泉　三輝
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腫 瘍 内 科

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本臨床腫瘍学会研修施設

　外科と消化器癌全般の症例について、消化器内科と胃癌、大腸癌症例について外来化学療法を協働して
いる。
　多診療科の腫瘍横断的ながん遺伝子パネル検査について当科が中心となりがんゲノム外来を行っている。

｜診療実績｜

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 12.2 11.7

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Association between homologous recombination gene variants and efficacy of oxaliplatin-based
chemotherapy in advanced pancreatic cancer: prospective multicenter observational study
Med Oncol, 40, 5, 144, 2023.04

Kondo T, Kanai M, Matsubara J, Yamaguchi D, Ura T, Kou T, Itani T, Nomura M, Funakoshi T, Yokoyama 
A, Doi K, Tamaoki M, Yoshimura M, Uza N, Yamada T, Masui T, Minamiguchi S, Matsumoto S, Ishikawa 
H, Muto M.

専門医資格等
日本臨床腫瘍学会
　がん薬物療法専門医
日本内科学会認定内科医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医

専門分野
腫瘍内科学（臨床腫瘍学）

得意疾患
がん薬物療法（化学療法）

診療科長
宇良　敬
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Early tumor shrinkage and depth of response in patients with metastatic esophageal cancer treated with
2 -weekly docetaxel combined with cisplatin plus fluorouracil: an exploratory analysis of the JCOG0807
Esophagus, 20, 2, 272-280, 2023.04

Ura T, Hironaka S, Tsubosa Y, Mizusawa J, Kato K, Tsushima T, Fushiki K, Chin K, Tomori A, Okuno T, 
Matsushita H, Kojima T, Doki Y, Kusaba H, Fujitani K, Seki S, Kitagawa Y.
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精 神 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 沼本　和記 精神病理学

非 常 勤
医 師 粟野　雄大 精神保健指定医

日本医師会認定産業医 精神医学一般

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
日本精神神経学会　研修施設

｜診療実績｜

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 45.1 42.6

専門医資格等
精神保健指定医
日本精神神経学会
　指導医・専門医

専門分野
精神医学一般

診療科長
吉田　貴子
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脳 神 経 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 梶川　駿介
日本神経学会神経内科専門医
日本脳卒中学会脳卒中専門医
日本てんかん学会てんかん専門医
日本臨床神経生理学会専門医

てんかん、
脳神経内科一般 てんかん

医 師 吉田　弘樹 日本神経学会神経内科専医
日本専門医機構認定内科専門医 脳神経内科一般 認知症

医　　師 西村　光平 脳神経内科一般

専 攻 医 中前　拓也 脳神経内科一般

専 攻 医 相馬隆一郎 脳神経内科一般

｜令和 5年度の主な取組｜

　日本神経学会認定　准教育施設であり、以下の特徴がある。
・脳卒中の入院患者が最も多く、超急性期脳梗塞に対する血栓溶解療法（tPA）、血管内再開通療法を含め
た診療を脳神経外科と協力して行なっている。

・パーキンソン病などの変性疾患、てんかん、炎症性疾患など幅広い疾患の診療を行っている。
・てんかん専門医が 2 名在籍、ポータブル脳波計 1 台を有しており、非けいれん性てんかん重積状態が
鑑別に挙がるなど急を要する場合には当科医師が脳波記録・判読とも実施して迅速な診断・治療に役立
てている。

・認知症患者に対して外来で音楽療法（自由診療）を行っており、音楽療法の効果が期待できる患者の特徴
ついての臨床研究を開始した。

・アルツハイマー病の新薬である抗アミロイドβ抗体薬の導入施設となる準備を開始した。

専門医資格等
日本神経学会
　神経内科専門医・指導医
日本てんかん学会
　てんかん専門医・指導医
日本臨床神経生理学会
　専門医・指導医
（脳波・筋電図分野）
日本内科学会認定内科医

専門分野
臨床神経生理

得意疾患
てんかん、脳神経内科一般

診療科長
井内　盛遠
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｜診療実績｜
入院患者数

2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 29.5 40.7

新入院患者数（名） 498 528

平均在院日数（日） 20.6 16.7

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 44.7 44.6

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.01 第125回日本神経学会近畿地方会
「CILLPERS(chronic lymphocytic inflammation with pontine perivascular enhancement to steroids)症候群
様の画像所見を呈した抗MOG抗体関連疾患(MOGAD)の一例」

吉田　弘樹、相馬隆一郎、中前　拓也、西村　光平、梶川　駿介、井内　盛遠
2023.08.06 第 8 回脳波セミナー・アドバンスコース
「Critical care EEG (脳卒中、脳炎・脳症、非けいれん性てんかん重積状態など神経救急における脳波)」

井内　盛遠
2023.09.05 The 35th International Epilepsy Congress
「Modulation of excitation/inhibition balance at epileptic focus in human: analyzes of induced activities
by single-pulse electrical stimulation on the focus and seizure propagation zone.」

Shunsuke Kajikawa, Katsuya Kobayashi, Riki Matsumoto, Masao Matsuhashi, Tadashi Okada, Mayumi 
Otani, Masaya Togo, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi, Kazumichi 
Yoshida, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda. 

2023.09.29 MS Online Clinical Conference
「Seronegative NMOSDと考えられていたMS疑いの 1例」

吉田　弘樹
2023.10.03 てんかん診療を考える会 in 伏見
「京都医療センターでのてんかん診療の実際」

井内　盛遠
2023.10.21 第56回日本てんかん学会学術集会
「高齢者てんかんにおける high frequency oscillations (HFO)」

梶川　駿介、相馬　隆一郎、中前　拓也、西村　光平、吉田　弘樹、松橋　眞生、井内　盛遠
2023.10.27 NMOSD セミナー
「当院のMOGAD診療状況について」

相馬隆一郎、中前拓也、西村光平、吉田弘樹、梶川駿介、井内盛遠
2023.12.01 第53回日本臨床神経生理学会学術大会
「高周波数成分とのカップリングに着目したInfraslow activityの特徴」

井内　盛遠
2023.12.01 日本臨床神経生理学会第53回学術大会
「Cyclic alternative pattern of encephalopathyの臨床的意義：Infraslow oscillationsとのmodulation index
を用いた検討.」

梶川　駿介、相馬隆一郎、中前　拓也、西村　光平、吉田　弘樹、松橋　眞生、井内　盛遠
2023.12.02 日本臨床神経生理学会第53回学術大会
「自己免疫性脳炎における脳波所見. 」

梶川　駿介
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.02.03 第17回脳波・筋電図セミナー
「てんかん発作の脳波ビデオ」

井内　盛遠
2024.03.02 日本神経学会第129回近畿地方会
「オプソクローヌスを呈した自己免疫性glial��fibrillary acidic protein (GFAP)��astrocytopathyの一例”」

辻元健太郎、梶川　駿介、福富　康平、相馬隆一郎、中前　拓也、西村　光平、吉田　弘樹、井内　盛遠
2024.03.03 日本神経学会第127回近畿地方会
「硬膜動静脈瘻により進行性核上性麻痺の症状が急激に悪化した一例」

中前　拓也、足立　拓優、相馬隆一郎、西村　光平、吉田　弘樹、梶川　駿介、井内　盛遠
2024.03.03 日本神経学会第127回近畿地方会
「 7年前に梅毒の治療歴があり梅毒性脊髄炎として再発した一例」

中前　拓也、相馬隆一郎、西村　光平、吉田　弘樹、梶川　駿介、井内　盛遠
2024.03.03 第127回日本神経学会近畿地方会
「CO中毒後の遅発性脳症」

相馬隆一郎、吉田　弘樹、中前　拓也、西村　光平、梶川　駿介、井内　盛遠
2024.03.07 てんかんwebセミナー
「当院におけるてんかん診療について」

梶川　駿介

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［筆頭著者以外］
Periodic discharges plus fast activity on electroencephalogram predict worse outcomes in poststroke
epilepsy.
Epilepsia, 64, 12, 3279-3293., 2023.12

Kazuki Fukuma, Maya Tojima, Tomotaka Tanaka, Katsuya Kobayashi, Shunsuke Kajikawa, Akihiro 
Shimotake, Naruhiko Kamogawa, Shuhei Ikeda, Hiroyuki Ishiyama, Soichiro Abe, Yoshiaki Morita, Yuriko 
Nakaoku, Soshiro Ogata, Kunihiro Nishimura, Masatoshi Koga, Kazunori Toyoda, Riki Matsumoto, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda, Masafumi Ihara. 

［筆頭著者以外］
Focal ictal direct current shifts by a time constant of 2 seconds were clinically useful for resective epilepsy
surgery.
Epilepsia, 64, 12, 3294-3306, 2023.12

Masaki Izumi, Katsuya Kobayashi, Shunsuke Kajikawa, Kyoko Kanazawa, Yutaro Takayama, Keiya Iijima, 
Masaki Iwasaki, Yoji Okahara, Seiichiro Mine, Yasuo Iwadate, Akio Ikeda. 
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呼 吸 器 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 谷澤　公伸
2024年 2月 1日から

日本内科学会内科認定医・総合内科専門医
日本呼吸器学会専門医・指導医
身体障害者福祉法第15条の規定に基づく医師(呼吸器)
難病指定医
京都大学博士（医学）

呼吸器内科一般 間質性肺疾患

医 長 藤田　浩平

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医
日本感染症学会感染症専門医・指導医
日本感染症学会認定研修施設代表
京都大学博士（医学）

呼吸器内科一般
呼吸器感染症・
肺癌・
呼吸器内科全般

医 師 金井　　修

日本内科学会認定内科医
日本呼吸器学会呼吸器専門医
日本感染症学会感染症専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
日本エイズ学会認定医
エイズ拠点病院施設代表
京都市HIV感染症対策専門委員会委員

呼吸器内科一般 HIV感染症、睡眠
時無呼吸症候群

医 長 大井　一成

日本内科学会内科認定医・総合内科専門医
日本呼吸器学会呼吸器専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
インフェクションコントロールドクター
京都大学博士（医学）

呼吸器内科一般

医 師 今北　卓間 日本内科学会認定内科医
日本呼吸器学会呼吸器専門医 呼吸器内科一般

医 師 伊藤　高範 呼吸器内科一般

医 師 斉藤漸太郎 呼吸器内科一般

専門医資格等
日本内科学会
　内科認定医・
　総合内科専門医
日本呼吸器学会
　専門医・指導医
身体障害者福祉法第15条の
　規定に基づく医師(呼吸器)
難病指定医
京都大学博士（医学）

専門分野
呼吸器内科

得意疾患
間質性肺疾患

診療科長
谷澤　公伸

（2024年 2 月 1 日から）

専門医資格等
日本がん治療認定医機構
　暫定教育医
日本医師会認定産業医
アメリカ胸部疾患学会（ATS）
アメリカ臨床腫瘍学会（ASCO）
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授

専門分野
呼吸器内科

得意疾患
肺癌・間質性肺炎副院長

診療科長
三尾　直士

（2023年12月31日まで）
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本呼吸器学会認定研修施設
・日本呼吸器内視鏡学会認定研修施設
・日本感染症学会認定研修施設

クリニカルパスは主に 3つ活用している。
・気管支鏡検査パス 2日間
・CTガイド下生検パス 2日間
・PSG検査パス� � 2 日間

　呼吸器の疾患は肺がんや中皮腫などの悪性腫瘍、喘息•慢性閉塞性肺疾患などの気道系疾患、細菌や抗
酸菌などの病原微生物による感染症、びまん性肺疾患、睡眠時無呼吸症候群、種々の呼吸不全など多岐に
わたる。これらの疾患全てに対応するとともに、主に肺癌診療に力を入れている。感染症専門医が 2 名
在籍しており、COVID-19診療にも対応している。また気管支鏡専門医が 2名在籍し、気道ステント留置
や局所麻酔下胸腔鏡検査など難易度の高い手技も多数手がけている。
　新しい治療の開発のため肺がん、感染症、喘息、COPDの治験には積極的に参加している。また最新の
治療を習得・実践するため学術活動にも力を入れている。
当院はエイズ拠点病院に指定されていて、HIV 感染症/AIDS（後天性免疫不全症候群）の診療は当科で行っ
ている。

｜診療実績｜

呼吸器内科入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 25.67 26.8

新入院患者数（名） 843 876

平均在院日数（日） 10.7 8.7

呼吸器内科外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 52.1 52.2

主な手術・検査の件数（2023年度）

気管支鏡検査 287件 局所麻酔下胸腔鏡検査 9件

CTガイド下肺生検  35件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28-04.30 第63回日本呼吸器学会総会
「Impact of COVID-19 pandemic on the trajectory of the number of bronchoscopies performed in a tertiary
hospital in Kyoto city.」

Fujita K, Kanai O, Imakita T, Oi I, Hata H, Odagaki T, Mio T.
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28-04.30 第63回日本呼吸器学会総会
「EGFR L858Rに合併したde novo EGFR L718V変異陽性肺腺癌の一例」

伊藤　高範、藤田　浩平、斉藤　漸太郎、今北　卓間、大井　一成、金井　修、三尾　直士
2023.04.28-04.30 第63回日本呼吸器学会総会
「当院における進展型小細胞肺癌に対する免疫チェックポイント阻害薬併用化学療法の有効性および安全性の検討」

今北　卓間、伊藤　高範、斉藤　漸太郎、大井　一成、金井　修、藤田　浩平、三尾　直士
2023.04.28-04.30 第63回日本呼吸器学会総会
「COVID-19流行が胸部悪性疾患の診断，治療，予後に与えた影響に関する後向き観察研究」

金井　修、伊藤　高範、斉藤　漸太郎、今北　卓間、大井　一成、藤田　浩平、橋本　雅之、澤井　聡、三尾　直
士

2023.06.29-06.30 第46回日本呼吸器内視鏡学会学術集会
「原発性肺癌疑いの後期高齢者における軟性気管支鏡検査の有効性と安全性に関する後方視的調査」

斉藤　漸太郎、大井　一成、伊藤　高範、金井　修、藤田　浩平. 
2023.09.09-09.12 ERS Congress 2023
「Clinical features of pneumothorax associated with COVID-19: a single-centre retrospective analysis.」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Hashimoto M, Tanaka H, Odagaki T, Mio T.
2023.09.09-09.12 ERS International Congress 2023
「Preclinical evaluation of HL001, a novel lysophosphatidic acid 1 (LPA1) receptor antagonist, for idiopathic
pulmonary fibrosis utilizing physiologically relevant stem cell-derived lung organoids.」

Yamamoto Y, et al.
2023.09.09-09.12 ERS International Congress 2023
「 Impact of coronavirus disease 2019 on the clinical course of thoracic malignancies. 」

Kanai O, et al.
2023.09.09-09.12 ERS International Congress 2023
「Impact of COVID-19 pandemic on change in tobacco use behaviour.」

Kanai M, et al.
2023.09.09-09.12 World Conference of Lung Cancer
「Re-immunotherapy with Nivolumab plus Ipilimumab in Advanced NSCLC Patients Previously Treated with
Anti-PD-(L) 1 Antibody.」

Imakita T, Fujita K, Ito T, Saito Z, Oi I, Kanai O, Tachibana H, Mio T.
2023.09.09-09.12 2023 World Conference on Lung Cancer
「A Retrospective Study on the Efficacy and Safety of Flexible Bronchoscopy in Elderly Patients with
Suspected Primary Lung Cancer.」

Saito Z, Ito T, Imakita T, Oi I, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mio T
2023.10.12-10.15  ID Week 2023
「Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under
80 years. ID Week 2023」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Odagaki T, Mio T
2023.11.17-11.19 APSR 2023 Congress
「Comparison of efficacy and safety of thoracoscopy under local anaesthesia in patients aged over and
under 75 years: A single centre experience.」

Fujita K, Saito Z, Ito T, Imakita T, Oi I, Yamamoto Y, Kanai O, Tachibana H, Yoden M, Kaku R, Sawai S, 
Mio T

2023.11.17-11.19 APSR 2023 Congress
「Impact of the COVID-19 pandemic on the trajectory of the number of bronchoscopies performed in a
tertiary hospital in Kyoto City」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Hashimoto M, Odagaki T, Mio T
2023.11.02-11.04 第64回日本肺癌学会学術集会
「Pegfilgrastim投与後に大動脈炎を発症した小細胞肺癌の一例」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Hashimoto M, Tanaka H, Odagaki T, Mio T.

059Kyoto Medical center Annual report



発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.30-12.03 ESMO Asia 2023.
「A single center experience of anamorelin in patients with non-small cell lung cancer.」

Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K. 
2023.11.09-11.11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「対照的な経過を辿った膿胸を伴った侵襲性肺炎球菌感染症の 2例：早期の胸水穿刺の重要性」

伊藤　高範、藤田　浩平、斉藤　漸太郎、大井　一成、金井　修
2023.11.09-11.11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「肺多発空洞性病変を契機に入院となり右房内に疣贅を認めたStreptococcus intermediusによる感染性心内膜炎の
1例」

岡田　裕太、斉藤　漸太郎、藤田　浩平、伊藤　高範、大井　一成、金井　修
2023.11.09-11.11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「原発性肺癌と鑑別困難であった内部に空洞を伴う腫瘤性病変を認めた肺アスペルギルス症の一例」

藤本　直輝，伊藤　高範，金井　修，斉藤　漸太郎，大井　一成，藤田　浩平
2023.11.09-11.11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「CTガイド下pig tailカテーテル留置が奏功した超高齢者膿胸の一例」

平井　将隆, 斉藤　漸太郎, 藤田　浩平, 伊藤　高範, 金井　修.
2023.11.09-11.11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「当院における感染症領域への局所麻酔下胸腔鏡検査の実施状況.」

藤田　浩平

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Kristen rat sarcoma virus (KRAS) G12F-Positive Non-Small Cell Lung Cancer Mimicking KRAS G12C Positivity:
A Case Report.
Thorac Cancer, 2023

Oi I, Ito T, Saito Z, Imakita, T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mio T. 
［原著論文以外］
Pegfilgrastim-Induced Aortitis in a Patient with Small-Cell Lung Cancer Who Received Immunotherapy
Combined with Chemotherapy.
Case Rep Oncol., 2023

Ito T, Kanai O, Saito Z, Imakita T, Oi I, Fujita K, Tachibana H, Mio T.
［原著論文以外］
Successful Rechallenge with Osimertinib following Osimertinib-induced Ventricular Tachycardia: A Case
Report.
Case Rep Oncol., 2023

Saito Z, Imakita T, Ito T, Oi I, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mio T.
［原著論文］
Re-immunotherapy with nivolumab plus ipilimumab in advanced non small cell lung cancer patients
previously treated with anti programmed death 1 and/or anti programmed death ligand 1 antibodies.
Discov Oncol., 2023

Imakita T, Fujita K, Ito T, Saito Z, Oi I, Kanai O, Tachibana H, Sawai S, Mio T.
［原著論文］
Safety and Efficacy of Flexible Bronchoscopy in Elderly Patients: A Retrospective Comparative Study.
Open Respir Archiv, 2023

Saito Z, Oi I, Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mio T.
［原著論文以外］
Endobronchial bacterial polyp in the right upper bronchus.
Respir Endosc , 2023

Yamamoto Y, Ito T, Tachibana H, Moriyoshi K, Fujita K.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文以外］
Simultaneous regression of non-small cell lung cancer and orbital extranodal marginal zone lymphoma
with chemoradiotherapy for lung cancer.
Respirol Case Rep. 2023, 2023

Oi I, Saito Z, Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mio T.
［原著論文以外］
A 92-year-old patient with thoracic empyema successfully treated by CT-guided insertion of a pigtail
catheter.
Respirol Case Rep., 2023

Fujita K, Hirai M, Saito Z, Ito T, Imakita T, Oi I, Kanai O, Tachibana H, Mio T.
［原著論文以外］
De novo small-cell lung cancer transformation from KRAS G12C mutated lung adenocarcinoma with
excellent response to sotorasib: a case report.
JTO Clin Res Rep., 2023

Ito T, Oi I, Saito Z, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Moriyoshi K, Mio T.
［原著論文］
Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under 80
years.
Aging Health Res, 2023

Fujita K, Kanai O, Hata H, Ishigami K, Nanba K, Esaka N, Seta K, Mio T, Odagaki T.
［原著論文以外］
Rare case of de novo EGFR L718V mutation-positive non-small cell lung cancer successfully treated with
afatinib.
Curr Probl Cancer Case Rep , 2023

Ito T, Fujita K, Saito Z, Imakita T, Oi I, Kanai O, Tachibana H, Mio T.
［原著論文］
Impact of the COVID-19 pandemic on the trajectory of the number of bronchoscopies performed in a
tertiary hospital in Kyoto city.
Medicine, 2023

Fujita K, Kanai O, Ito T, Saito Z, Imakita T, Oi I, Yamamoto Y, Hashimoto M, Sawai S, Hata H, Odagaki 
T, Mio T.

［原著論文］
Effectiveness and Safety of Atezolizumab Monotherapy in Previously Treated Japanese Patients With
Unresectable Advanced or Recurrent NSCLC: A Multicenter, Prospective, Observational Study (J-TAIL).
JTO Clin Res Rep, 2023

Miura S, Nishio M, Akamatsu H, Goto Y, Hayashi H, Gemma A, Yoshino I, Misumi T, Hata A, Hataji O, 
Fujita K, Seike M, Yanagitani N, Nishino K, Hara S, Saito R, Mori M, Tsuda T, Iwasawa S, Nakagawa S, 
Mitsudomi T.
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消 化 器 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 岩本　　諭

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本消化器病学会
　専門医・指導医・近畿支部評議員・本部評議員
日本消化器内視鏡学会
　専門医・指導医・近畿支部評議員
日本肝臓学会専門医・指導医
京都大学博士（医学）

消化器内科全般 内視鏡検査・治療、
肝疾患全般

緩和ケア科
医 長 江坂　直樹

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・
　JMECCインストラクタ－
日本消化器病学会専門医・近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会
　専門医・指導医・近畿支部評議員
日本肝臓学会専門医
日本カプセル内視鏡学会JACEカプセル内視鏡認定医・
　指導医
緩和ケア研修会指導者講習会修了者
臨床研修指導医

消化器内科全般 緩和医療

医 師 太田　義之 日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医 消化器内科全般 消化管疾患

医 師 中野　佳子

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本消化器病学会専門医・指導医・近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会
　専門医・指導医・近畿支部評議員
日本肝臓学会専門医
神戸大学医学博士

消化器内科全般 内視鏡検査・治療

医 師 岡田　浩和
日本内科学会　認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本消化器病学会　専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会専門医
京都大学博士（医学）

消化器内科全般 内視鏡検査・治療
（胆道・膵疾患）

医 師 下釜　　翼
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医

消化器内科全般
胆道・膵疾患検査・
治療（EUS, ERCP,
PTBD等）

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
日本消化器病学会
　専門医・指導医・
　近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会
　専門医・指導医・
　近畿支部評議員・
　本部評議員
日本肝臓学会専門医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医
緩和ケア研修会
　指導者講習会修了者
京都大学医学部非常勤講師
京都大学博士（医学）

専門分野
消化管癌内視鏡治療
消化器癌化学療法

診療部長（健診担当）
診療科長（消化器内科）
食道・胃がんユニット長
宮本　心一
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 村井　克行

日本内科学会認定内科医•総合内科専門医
日本消化器病学会専門医・指導医・近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会専門医•指導医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本臨床腫瘍学会
京都大学博士（医学）

消化器内科全般
消化管癌の内視鏡
診断と治療（ESD）、
消化器癌の化学療
法（抗癌剤）

医 師 村田　雅樹

日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医・近畿支部評議員
日本ヘリコバクター学会H.pylori 感染症認定医・代議員
東京医科大学医学博士

消化器内科全般
内視鏡検査・治療、
炎症性腸疾患、小
腸内視鏡検査

医 師
（育児休業）

森　すみれ
2023年12月28日から

日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
兵庫医科大学医学博士

消化器内科全般 消化管疾患

医 師 黄　　莉媛 日本専門医機構認定内科専門医 消化器内科全般

医 師 芝田くるみ 日本専門医機構認定内科専門医
日本消化器病学会専門医 消化器内科全般

レジデント 山﨑　由希

レジデント 渡邊　康博

専 攻 医 浅野　陽一

専 攻 医 黒内　光輝

非 常 勤
医 師
（診療援助）

米田　俊貴
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本消化器病学会専門医
日本肝臓学会専門医・指導医・西部会評議員
京都大学博士（医学）

消化器内科全般 肝疾患

非 常 勤
医 師
（診療援助）

遠藤　文司

日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会
　専門医・近畿支部評議員・本部評議員
日本肝臓学会専門医
日本膵臓学会専門医
日本胆道学会
　指導医（内視鏡診断治療・経皮経肝的診断治療）
日本消化器がん検診学会胃・肝胆膵認定医・
　総合認定医
日本化学療法学会抗菌化学療法認定医・指導医
ICD協議会認定
　インフェクションコントロールドクター
日本医師会認定産業医
臨床研修指導医

消化器内科全般 胆道・膵疾患検査・
治療

非 常 勤
医 師
（診療援助）

中野　重治
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本肝臓学会専門医

消化器内科 肝疾患・治療

｜令和 5年度の主な取組｜

認定施設
・日本消化器病学会認定施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設
・日本肝臓学会認定施設
・京都府肝疾患専門医療機関
・胃がん・大腸がん検診二次精密検査医療機関（京都府医師会）
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1 ．三次救急病院の消化器内科として、緊急内視鏡検査に24時間対応しています。
2．地域がん診療連携拠点病院の消化器内科として消化器癌全般の診断、早期癌の内視鏡治療、進行癌に

対する化学療法から終末期の緩和ケアに至るまでシームレスに対応します。
3．炎症性腸疾患の専門診療を実施、多くの企業治験に参加しています。

主な対象疾患として
消化器癌全般（食道、胃、十二指腸、大腸、肝臓、膵臓、胆道系）
炎症性腸疾患（クローン病、潰瘍性大腸炎）
急性及び慢性肝疾患（ウイルス性、アルコール性、自己免疫性）
肝硬変
ヘリコバクター感染症関連疾患（消化性潰瘍、MALTリンパ腫）
消化器救急疾患（消化管出血、閉塞性黄疸、急性膵炎）

診療（業務）内容
消化器内科一般外来
上部消化管、下部消化管内視鏡検査および治療
ERCPおよびERCP関連治療
PTCおよびPTC関連治療
EUSおよびEUS-FNA、Interventional EUS
消化管・胆膵系ステント留置
小腸内視鏡（カプセルおよびバルーン内視鏡）
炎症性腸疾患に対する専門的治療（免疫調節剤、生物学的製剤）
進行癌に対する化学療法（腫瘍内科とワークシェア）
ウイルス性肝炎に対する抗ウイルス療法（内服薬、インターフェロン）
肝癌に対する経皮的治療
セカンドオピニオン外来

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 37.6 40.7

新入院患者数（名） 1345 1454

平均在院日数（日） 9.9 10.0

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 96.7 87.4

主な手術・検査の件数（2023年度）

上部消化管内視鏡検査 4798件 食道•胃ESD 91件

下部消化管内視鏡検査 2052件 大腸ESD 37件

ERCP 485件 肝癌ラジオ波焼灼術 24件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.13 食道癌の薬物治療を考える会　in　京滋
「脳転移、骨転移を有する食道癌に対するペムブロリズマブ使用の経験」

黄　　莉媛
2023.05.09 第38回日本臨床栄養代謝学会学術集会
「進行肝細胞癌レンバチニブ治療にHMB配合飲料とロコモ運動は有用か？ランダム化比較試験：HELLO study」

長沼　　篤、蒔田富士雄、杉本　理恵、菊池　真大、古田　　清、岩本　　諭、三田　英治、高野　弘嗣、
有尾　啓介、八橋　　弘

2023.05.23 第10回内視鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会
「小腸内視鏡におけるミダゾラム持続静注と塩酸ペチジン併用の有効性と安全姓」

榊原　祐子、万波　智彦、桑井　寿雄、豊川　達也、江坂　直樹、神田　暁博、島田　昌明、倉持みずき、
藤井　宏行、加賀谷尚史、渡邉　典子、久保　公利、佐々木善浩、原田　直彦

2023.05.26 第105回日本消化器内視鏡学会総会
「切除不能悪性胃十二指腸狭窄に対する金属ステント留置の有用性と予後因子の検討」

中野　佳子、水本　吉則、遠藤　文司、宮本　心一
2023.05.27 第 1 回ピロリ陰性時代の胃癌に関する研究会
「Helicobacter pylori 未感染胃に胃型形質の上皮性腫瘍が異時性多発した一例」

芝田くるみ、水本　吉則、米田　佳司、渡邊　康博、平井　達基、山﨑　由希、黄　　莉媛、森　すみれ、
村田　雅樹、村井　克行、下釜　　翼、中野　佳子、太田　義之、江坂　直樹、岩本　　諭、宮本　心一

2023.05.27 Fight JAPAN研究会
「DOAC内服者における内視鏡的粘膜下層剥離術後出血の薬理学的予測因子の探索的研究」

村田 雅樹、 杉本　光繁
2023.05.27 Fight JAPAN研究会
「抗凝固薬服用者に対する胃内視鏡的粘膜下層剥離術後後出血のリスク評価と抗血栓薬内服者に対する消化器内視鏡
診療ガイドライン追補版の妥当性評価：多施設共同観察研究」

村田 雅樹、 杉本　光繁
2023.06.16 第59回日本肝臓学会総会
「原因不明型急性肝炎の特徴と転帰」

山崎　一美、勝島 慎二、八橋　　弘
2023.06.24 第110回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「濾胞性リンパ腫に併存した小腸原発EBV.positive mucocutaneous ulcerの 1 例」

藤本 直輝、 村田 雅樹、 岩本　　諭、 米田 佳司、 渡邊 康博、 芝田くるみ、 平井 達基、 山崎 由希、
黄 莉媛、 森 すみれ、 村井 克行、 下釜　　翼、 中野 佳子、 太田 義之、 江坂 直樹、 水本 吉則、
宮本 心一

2023.06.24 第110回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「高齢者大腸憩室出血における臨床的特徴と再発率の検討」

村田 雅樹、 宮本 心一
2023.06.30 第29回日本ヘリコバクター学会学術集会
「Helicobacter pylori��除菌治療により病変が退縮し、内視鏡切除し得た早期胃癌の一例」

渡邊 康博、 村田 雅樹、 宮本 心一
2023.07.01 第44回京大消化器内科関連病院症例検討会
「Helicobacter pylori 未感染胃に胃型形質の上皮性腫瘍が異時性多発した一例」

芝田くるみ、 水本　吉則、米田 佳司、 渡邊 康博、 平井 達基、 山﨑 由希、 黄 莉媛、 森　すみれ、
村田 雅樹、 村井 克行、 下釜 翼、 中野 佳子、 太田 義之、 江坂 直樹、 岩本　　諭、 宮本 心一

2023.07.15 IBD地域連携Webセミナー
「当院の大腸内視鏡診療」

太田　義之
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.15 IBD地域連携Webセミナー
「IBDの診断・治療マネジメント；医診連携を見据えて」

村田 雅樹
2023.08.05 第174回総合画像診断症例検討会～Special Lecture～
「炎症性腸疾患の医診連携；診療所と我々の架け橋」

村田 雅樹
2023.09.02 Kyoto GI & Hepatology Seminar
「遺伝子パネル検査で明らかになったTMB-high胆嚢癌の一例」

浅野 陽一、 宇良 敬、 宮本 心一
2023.09.14 第59回日本胆道学会学術集会
「胆管プラスチックステントの長期留置によって生じたStent-Stone Complexの 3 例」

遠藤 文司、 下釜 翼、 筑後　孝紀、岩本　　諭、水本　吉則、宮本 心一
2023.09.30 日本消化器病学会近畿支部第119回例会
「遺伝子パネル検査が有用であった切除不能胆嚢癌の一例」

浅野 陽一、 宇良 敬、 宮本 心一
2023.09.30 日本消化器病学会近畿支部第119回例会
「NSAIDs経皮製剤により胃穿孔を繰り返した 1例」

森 すみれ、 黒内 光輝、 浅野 陽一、 渡邊 康博、 芝田くるみ、 黄 莉媛、 山崎 由希、 村田 雅樹、
下釜 翼、 村井 克行、 岡田 浩和、 中野 佳子、 太田 義之、 岩本 諭、 宮本 心一、 中西 保貴

2023.09.30 日本消化器病学会近畿支部第119回例会
「肝転移を伴う胃原発mixed neuroendocrine-non-neuroendocrine neoplasm(MiNEN)に対し、転移巣の病理学
的評価を行った上で化学療法のレジメンを選択した 1例」

山崎 由希、 中野 佳子、 黒内 光輝、 渡邊 康博、 芝田くるみ、 黄 莉媛、 森 すみれ、 村田 雅樹、
下釜 翼、 村井 克行、 岡田 浩和、 太田 義之、 岩本 諭、 宮本 心一

2023.09.30 日本消化器病学会近畿支部第119回例会
「初回の肝生検で炎症性偽腫瘍が疑われたが、再生検により肝細胞癌と診断され切除に至った一例」

黄　　 莉媛、 岩本 諭、 黒内 光輝、 浅野 陽一、 渡邊 康博、 芝田くるみ、 山崎 由希、 森 すみれ、
村田 雅樹、 下釜 翼、 村井 克行、 岡田 浩和、 中野 佳子、 江坂 直樹、 太田 義之、 宮本 心一、
森吉 弘毅、 中野　重治

2023.10.04 第27回東播消化管カンファレンス
「超高齢化社会における内視鏡診療の在り方」

宮本 心一
2023.11.03 第65回日本消化器病学会大会
「SVR後における肝内胆管癌の発癌率と危険因子」

勝島 慎二、 米田 俊貴、 松山　希一、柏　　敦文、藤永　陽介、竹田　一博、山内　宏哲、大石　嘉恭、
小畑 達郎

2023.11.18 第111回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「内視鏡的に経過を追えたCapecitabine起因性大腸炎の一例」

黒内 光輝、 村田 雅樹、 渡邊 康博、 岩本 諭、 宮本 心一、 船越 太郎、 宇良 敬、 森吉 弘毅　
2023.11.18 第111回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「当院における超音波内視鏡下経消化管ドレナージ術の治療成績」

下釜 翼、 岡田 浩和、 宮本 心一、 遠藤　文司、 水本　吉則
2023.11.18 第111回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「小腸内視鏡が診断に寄与した小腸動静脈奇形の 1例」

鋸屋美沙絵、 村田 雅樹、 渡邊 康博、 黒内 光輝、 浅野 陽一、 芝田くるみ、 山崎 由希、 黄 莉媛、
森 すみれ、 村井 克行、 下釜 翼、 中野 佳子、 岡田 浩和、 太田 義之、 岩本 諭、 宮本 心一

2023.11.18 第111回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会
「シングルバルーン小腸内視鏡によるover tube切開法の有用性」

渡邊 康博、 村田 雅樹、 宮本 心一
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.20 アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法のirAE対策
「アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法のirAE対策」

渡邊 康博、 村田 雅樹、 宮本 心一
2023.11.25 伏見消化器研究会
「炎症性腸疾患の診断治療のエッセンス　～病診連携を交えて～」

村田 雅樹
2023.12.14 第36回伏見薬薬連携協議会
「消化器がん領域におけるオキサリプラチンの役割」

宮本 心一
2023.12.16 第44回日本臨床薬理学会学術総会
「早期消化器癌患者におけるアピキサバンの薬物動態/薬力学/ゲノム薬理学的解析」

松田　清那、上島　　智、平　　大樹、石井　和樹、村田　雅樹、杉本　光繁、寺田　智祐、桂　　敏也
2023.12.27 京都薬剤師会定期集会
「潰瘍性大腸炎治療薬～実臨床での薬剤選択の基礎と応用～」

村田 雅樹
2024.01.06 京都消化器内視鏡実践研究会
「大腸内視鏡挿入　S状結腸の攻略～理想と現実～」

太田 義之
2024.01.18 KYOTO LC Complications Meeting
「当院における肝性脳症の診断・治療　～改訂ガイドラインを踏まえた治療戦略～」

岩本 諭
2024.01.27 日本消化器病学会近畿支部第120回例会
「当院における切除不能肝細胞癌に対するアテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法施行患者に関する検討」

岩本 諭、 山崎 由希、 黄 莉媛、 村田 雅樹、 村井 克行、 下釜 翼、 岡田 浩和、 中野 佳子、
太田 義之、 宮本 心一

2024.01.27 日本消化器病学会近畿支部第120回例会
「胃壁外に逸脱しかかったフルカバー型大口径メタルステントを内視鏡的に抜去しえた一例」

村井 克行、 水本 吉則、 下釜 翼、 村田 雅樹、 岡田 浩和、 中野 佳子、 江坂 直樹、 太田 義之、
岩本 諭、 宮本 心一

2024.01.27 日本消化器病学会近畿支部第120回例会
「正常肝を背景に若年男性に生じた肝細胞癌の一例」

桐畑 直樹、 中野 佳子、 黒内 光輝、 浅野 陽一、 渡邊 康博、 芝田くるみ、 山崎 由希、 黄 莉媛、
森 すみれ、 村田 雅樹、 村井 克行、 下釜 翼、 岡田 浩和、 太田 義之、 岩本 諭、 宮本 心一

2024.02.09 第20回日本消化管学会総会学術集会
「シングルバルーン小腸内視鏡によるover tube切開法の有用性：Case series」

村田 雅樹
2024.02.09 第20回日本消化管学会総会学術集会
「側彎合併食道裂孔ヘルニアの臨床的特徴に関する解析」

中西 保貴、 村田 雅樹、 森 すみれ
2024.03.09 地域で診る腸疾患
「大腸内視鏡診療の現状」

中野 佳子
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［解説］
病変の状況に応じた内視鏡治療戦略とそのすみ分け（3,000例の多施設共同研究から）
消化器内視鏡, 35, 6, 760-765, 2023.06.25, 東京医学社

加藤　元彦、竹内　洋司、布袋　屋修、小山　恒男、野中　　哲、吉水　祥一、角嶋　直美、大圃　　件、
山本　博徳、原　　裕子、土山　寿志、土肥　　統、山崎　恭史、上山　浩也、滝本　見吾、蔵原　晃一、
田島　知明、阿部　展次、中山　敦史、小田　一郎、矢作　直久

［解説］
【画像検査、カプセル内視鏡、生検・・・知っておきたい!消化器疾患に必要な検査】 6 �超音波検査
消化器ナーシング, 28, 10, 941-945, 2023.09.13, メディカ出版

岩本　　諭
［解説］
【画像検査、カプセル内視鏡、生検・・・知っておきたい!消化器疾患に必要な検査】 7 �カプセル内視鏡検査
消化器ナーシング, 28, 10, 946-950, 2023.09.13, メディカ出版

江坂　直樹
［解説］
【画像検査、カプセル内視鏡、生検・・・知っておきたい!消化器疾患に必要な検査】10 ピロリ菌検査
消化器ナーシング, 28, 10, 962-967, 2023.09.13, メディカ出版

村田　雅樹
［総説］
胃ESD後出血を予測するスコアリングシステムの活用法
日本消化器内視鏡学会雑誌, 66, 1, 56-68, 2024.01.20, 日本消化器内視鏡学会雑誌

村田　雅樹、八田　和久、杉本　光繁
［一般］
画像クイズ；十二指腸動静脈奇形
日本消化管学会雑誌, 7, 1, 1 -2, 2023.09.30, 日本消化管学会雑誌

村田　雅樹
［原著論文］
Nationwide cohort study identifies clinical outcomes of angioectasia in patients with acute hematochezia.
J Gastroenterol., 58, 4, 367-378, 2023.04

Kobayashi M, Akiyama S, Narasaka T, Kobayashi K, Yamauchi A, Yamada A, Omori J, Ikeya T, Aoyama 
T, Tominaga N, Sato Y, Kishino T, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori 
S, Uotani T, Fujita M, Sato H, Suzuki S, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, Mikami T, 
Gushima R, Fujii H, Fuyuno Y, Gunji N, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, Sumida Y, 
Funakoshi S, Kobayashi K, Matsuhashi T, Komaki Y, Miki K, Watanabe K, Tsuchiya K, Kaise M, Nagata 
N.

［原著論文以外］
Colonic amyloidosis: Rare endoscopic findings mimicking a depressed neoplastic lesion.
JGH Open., 7, 5, 395-396, 2023.04

Esaka N, Moriyoshi K, Miyamoto S.
［原著論文以外］
On the origin of gastric tumours: analysis of a case with intramucosal gastric carcinoma and oxyntic gland
adenoma.
J Pathol., 259, 4, 362-368, 2023.04

Kumagai K, Shimizu T, Nikaido M, Hirano T, Kakiuchi N, Takeuchi Y, Minamiguchi S, Sakurai T, Teramura 
M, Utsumi T, Hiramatsu Y, Nakanishi Y, Takai A, Miyamoto S, Ogawa S, Seno H.

［原著論文］
Assessment of delayed bleeding after endoscopic submucosal dissection of early-stage gastrointestinal
tumors in patients receiving direct oral anticoagulants.
World J Gastroenterol., 29, 19, 2916-2931, 2023.05

Sugimoto M, Murata M, Kawai T.
［原著論文］
Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under 80
years.
Aging Health Res., 3, 2, 100130, 2023.06

Fujita K, Kanai O, Hata H, Ishigami K, Nanba K, Esaka N, Seta K, Mio T, Odagaki T.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Analysis of prognostic factors in patients with self-expandable metallic stents for treatment of malignant
gastric outlet obstruction.
Scand J Gastroenterol., 58, 7, 822-829, 2023.07

Nakano Y, Mizumoto Y, Endoh B, Shimogama T, Iwamoto S, Esaka N, Ohta Y, Murai K, Murata M, 
Miyamoto S.

［原著論文］
Outcomes and recurrent bleeding risks of detachable snare and band ligation for colonic diverticular
bleeding: a multicenter retrospective cohort study.
Gastrointest Endosc., 98, 1, 59-72.e7, 2023.07

Yamauchi A, Ishii N, Yamada A, Kobayashi K, Omori J, Ikeya T, Aoyama T, Tominaga N, Sato Y, Kishino 
T, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori S, Uotani T, Fujita M, Sato H, Suzuki S, 
Narasaka T, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, Mikami T, Gushima R, Fujii H, Fuyuno 
Y, Gunji N, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, Sumida Y, Funakoshi S, Kobayashi K, 
Matsuhashi T, Komaki Y, Miki K, Watanabe K, Mori Y, Osawa K, Nakagami S, Kawai Y, Yoshikawa T, 
Kaise M, Nagata N.

［原著論文］
Multicenter propensity score-matched analysis comparing short versus long cap-assisted colonoscopy
for acute hematochezia.
JGH Open., 7, 7, 487-496, 2023.07

Kobayashi M, Akiyama S, Narasaka T, Kobayashi K, Yamauchi A, Yamada A, Omori J, Ikeya T, Aoyama 
T, Tominaga N, Sato Y, Kishino T, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori 
S, Uotani T, Fujita M, Sato H, Suzuki S, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, Mikami T, 
Gushima R, Fujii H, Fuyuno Y, Gunji N, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, Sumida Y, 
Funakoshi S, Kobayashi K, Matsuhashi T, Komaki Y, Tsuchiya K, Kaise M, Nagata N

［原著論文］
Development and validation of a novel model for predicting stigmata of recent hemorrhage in acute lower
gastrointestinal bleeding: Multicenter nationwide study.
Dig Endosc., 35, 6, 777-789, 2023.09

Aoki T, Yamada A, Kobayashi K, Yamauchi A, Omori J, Ikeya T, Aoyama T, Tominaga N, Sato Y, Kishino 
T, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori S, Uotani T, Fujita M, Sato 
H, Suzuki S, Narasaka T, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Fujishiro M, Kaise M, Nagata N; 
Collaborators.

［原著論文］
Early feeding reduces length of hospital stay in patients with acute lower gastrointestinal bleeding: A
large multicentre cohort study.
Colorectal Dis., 25, 11, 2206-2216, 2023.11

Kishino T, Aoki T, Sadashima E, Kobayashi K, Yamauchi A, Yamada A, Omori J, Ikeya T, Aoyama T, 
Tominaga N, Sato Y, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori S, Uotani T, 
Fujita M, Sato H, Suzuki S, Narasaka T, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, Mikami T, 
Gushima R, Fujii H, Fuyuno Y, Gunji N, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, Sumida Y, 
Funakoshi S, Kobayashi K, Matsuhashi T, Komaki Y, Kaise M, Nagata N.

［原著論文］
Improvement of dyspeptic symptoms after Helicobacter pylori eradication therapy in Japanese patients.
JGH Open., 7, 12, 855-862, 2023.11

Iwata E, Sugimoto M, Murata M, Morino Y, Akimoto Y, Hamada M, Niikura R, Nagata N, Kawai T.
［原著論文以外］
Treating delayed perforation after esophageal endoscopic submucosal dissection using polyglycolic acid
sheets and fibrin glue.
Endoscopy., 55, S　01, E446-E447, 2023.12

Kawata N, Murai K, Hosotani K, Ono H.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
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［原著論文］
Long-term Risks of Recurrence After Hospital Discharge for Acute Lower Gastrointestinal Bleeding: A Large
Nationwide Cohort Study
Clin Gastroenterol Hepatol, 21, 13, 3258-3269, 2023.12

Sato Y, Aoki T, Sadashima E, Nakamoto Y, Kobayashi K, Yamauchi A, Yamada A, Omori J, Ikeya T, 
Aoyama T, Tominaga N, Kishino T, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori 
S, Uotani T, Fujita M, Sato H, Suzuki S, Narasaka T, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, 
Mikami T, Gushima R, Fujii H, Fuyuno Y, Gunji N, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, 
Sumida Y, Funakoshi S, Kobayashi K, Matsuhashi T, Komaki Y, Maehata T, Tateishi K, Kaise M, Nagata 
N.

［原著論文］
Characteristics, outcomes, and risk factors of surgery for acute lower gastrointestinal bleeding: nationwide
cohort study of 10,342 hematochezia cases.
J Gastroenterol., 59, 1, 24-33, 2024.01

Omori J, Kaise M, Nagata N, Aoki T, Kobayashi K, Yamauchi A, Yamada A, Ikeya T, Aoyama T, Tominaga 
N, Sato Y, Kishino T, Ishii N, Sawada T, Murata M, Takao A, Mizukami K, Kinjo K, Fujimori S, Uotani T, 
Fujita M, Sato H, Suzuki S, Narasaka T, Hayasaka J, Funabiki T, Kinjo Y, Mizuki A, Kiyotoki S, Mikami T, 
Gushima R, Fujii H, Fuyuno Y, Hikichi T, Toya Y, Narimatsu K, Manabe N, Nagaike K, Kinjo T, Sumida 
Y, Funakoshi S, Kobayashi K, Matsuhashi T, Komaki Y, Miki K, Watanabe K, Iwakiri K.

［原著論文以外］
Metastatic pancreatic cancer with multiple metastases confined to the large intestine: a case report and
literature review.
Clin J Gastroenterol., 17, 1, 75-79, 2024.02

Omatsu R, Nakano Y, Esaka N, Moriyoshi K, Miyamoto S.
［原著論文以外］
Image of the Month��Penile metastasis from esophageal squamous cell cancer.
Gastro Hep Advances,3,4,446-447,2024.02

Hayata N, Araki N, Miyamoto S
［原著論文］
Multicenter study of invasive gastric cancer detected after 10 years of Helicobacter pylori eradication in
Japan: Clinical, endoscopic and histopathologic characteristics
DEN Open, 4, 1, e345, 2024.03

Kobayashi M, Fujisaki J, Namikawa K, Hoteya S, Sasaki A, Shibagaki K, Yao K, Abe S, Oda I, Ueyama 
H, Isomoto H, Ito M, Sugimoto M, Kawai T, Kodama M, Murakami K, Adachi K, Matsuhashi N, Ohata K, 
Ushijima T, Kato M, Miyamoto S, Yoshimura D, Yao T, Yagi K, Iwaizumi M, Uemura N.
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循 環 器 内 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

心血管カテーテル治療科
科長
心血管治療センター長
医長
医療安全管理副部長
臨床工学科長
産業医
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

阿部　　充

日本循環器学会認定循環器専門医・
　近畿支部評議員
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本心血管インターベンション治療学会
　専門医・指導医・代議員
米国心臓協会（AHA）、日本心臓病学会、
日本高血圧学会
京都大学博士（医学）

冠動脈、下肢動
脈および大動脈
弁狭窄症に対す
るカテーテル治
療、造影剤腎症、
臨床研究一般

医長
病棟医長
リスクマネージャー
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

益永　信豊

日本循環器学会循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本心血管インターベンション治療学会
　認定医・専門医
腹部大動脈ステントグラフト指導医
日本心臓病学会、日本糖尿病学会

冠動脈カテーテ
ル治療、末梢動
脈カテーテル治
療、大動脈ステ
ントグラフト治
療

院内医長
外来医長
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

石井　　充

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本心血管インターベンション治療学会
　専門医
日本心臓病学会
JMECC インストラクター、
ICLSインストラクター
京都大学博士（医学）

狭心症・心筋梗
塞・閉塞性動脈
硬化症及び、大
動脈弁狭窄症な
どのインターベ
ンション、循環
器全般

医師
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

藤野　明子

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本心血管インターベンション治療学会
　認定医
日本心臓病学会
兵庫医科大学博士（医学）

狭心症、心筋梗
塞などの冠動脈
疾患（特に、血管
内超音波や光干渉
断層法を用いた冠
動脈血管内イメー
ジング）

医師 井手　裕也
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本循環器学会
京都大学博士（医学）

循環器内科一般

専門医資格等
日本循環器学会
認定循環器専門医・社員・
近畿支部評議員・FJCS会員

日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医・
　近畿支部評議員
日本不整脈心電学会評議員
日本心血管脳卒中学会評議員
京都大学医学部臨床教授
京都大学医学部非常勤講師

欧州心臓学会（ESC）・
FESC会員
米国心臓協会（AHA）
日本心臓病学会
京都大学博士（医学）
京都府医師会学術・
生涯教育委員

専門分野
心房細動、不整脈、臨床疫学

診療部長（内科系担当・病
棟管理担当併任）
診療科長
臨床研究センター
展開医療研究部　主任研
究員
赤尾　昌治
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医師
心不全チーフ
臨床研究センター
展開医療研究部　研究員

濱谷　康弘

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本循環器学会認定循環器専門医
日本超音波学会認定超音波専門医
日本心エコー図学会
　SHD心エコー図認証医
ASD治療TEE認証医
日本心臓病学会、日本心不全学会、日本心
血管インターベンション治療学会
京都大学博士（医学）

心不全、心筋
症、心不全緩和
ケ ア、心エコー
（経食道心エコー・
負荷エコー）

医師
不整脈チーフ 吉澤　尚志

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本循環器学会循環器専門医
日本不整脈心電学会不整脈専門医
植込み型除細動器（ICD）/ペーシングによ
る心不全治療（CRT）研修修了
日本超音波医学会超音波専門医

臨床不整脈
カテーテルアブ
レーション

医師 土井　康佑
日本内科学会認定内科医
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会

冠動脈および末
梢動脈のカテー
テル検査・治
療、静脈血栓塞
栓症、腫瘍循環
器、循環器全般

医師 池田　周平
日本内科学会認定内科医
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会

循環器内科一般

医師 石上健二郎
日本内科学会
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会
日本心エコー図学会

循環器内科一般

専攻医 南　　公人
日本内科学会 日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会
日本心エコー図学会

循環器内科一般

専攻医 仲西優美子
日本内科学会
日本循環器学会
日本不整脈学会
日本心血管インターベンション治療学会

循環器内科一般

専攻医 吉田　裕介
日本内科学会
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会

循環器内科一般

専攻医 岡本　恵太
日本内科学会
日本循環器学会
日本心血管インターベンション治療学会

循環器内科一般

院内医長
心臓リハビリテーション
科科長
臨床研究センター
展開医療研究部 研究員

井口　守丈

日本循環器学会認定循環器専門医日本内科
学会認定内科医
総合内科専門医・指導医
日本超音波医学会超音波専門医（心臓）
　京都大学博士（医学）
心臓リハビリテーション指導士
日本心不全学会、日本心臓リハビリテー
ション学会、日本心エコー図学会、
SCCT 研究会、アメリカ心臓協会（AHA）、
ヨーロッパ心臓病学会（ESC）

心不全、循環器
領域の画像診断
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本循環器学会認定循環器研修施設

診療科の特色・体制
●急性心筋梗塞を始めとする循環器救急疾患
24時間365日、万全の体制で対応します。狭心症、末梢動脈疾患などの血管内治療も、最高レベルの術者
が、エビデンスに基づいた最善の治療を提供します。

●不整脈
　複数の不整脈専門医が在籍し、アブレーションやペースメーカー植込を始め全ての治療に対応します。
●心室細動に伴う心停止
　救命救急科とも密に連携を取り、補助循環であるECMO/PCPSを用いた蘇生を積極的に行っています。
●高齢化で増加している心不全
心不全専門医、看護師、薬剤師、理学療法士、管理栄養士など多職種からなる心不全チームで、心不全
患者の急性期から慢性期の管理、再入院予防を行っており、心不全患者の緩和ケアにも先駆的に取り組
んでいます。

●TAVIハートチーム
重症大動脈弁狭窄に対するカテーテル治療であるTAVIを2022年 6 月から開始しました。心臓外科、麻
酔科、看護部、放射線科、臨床工学科などと共にハートチームとして、万全の体制で術前評価や実際の
手術を行っています。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 26.3 26.5

新入院患者数（名） 1035 964

平均在院日数（日） 9.2 9.9

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 57.5 53.0

主な手術・検査の件数（2023年度）

冠動脈カテーテル治療 214件 カテーテルアブレーション 64件

冠動脈カテーテル検査 357件 ペースメーカー植込 68件

下肢動脈カテーテル治療  28件 経カテーテル大動脈弁留置術 20件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.01.06 第22回京都心血管疾患フォーラム
「蛋白尿は心房細動患者の心不全イベントを予測する重要な因子である～伏見AFレジストリーサブ解析～」

池田　周平、岡本　恵太、仲西優美子、吉田　裕介、南　　公人、石上健二郎、土井　康佑、濱谷　康弘、
吉澤　尚志、井手　裕也、藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、和田　啓道、長谷川浩二、
阿部　　充、赤尾　昌治

2023.02.03 Cardiovascular Conference in Kyoto TAVI
「最新の大動脈弁狭窄症治療(TAVI)に関して」

池田　周平
2023.04.13 エリキュース発売10周年記念講演会 in 香川
「伏見AFレジストリからみた、ニッポンの抗凝固療法の10年」

赤尾　昌治
2023.05.10 AF診療～令和の課題を再考する
「伏見AFレジストリからみた、ニッポンの抗凝固療法の10年」

赤尾　昌治
2023.05.19 EuroPCR
「Image Analysis before IVL」

Akiko Fujino
2023.05.19 EuroPCR
「Image Analysis after IVL」

Akiko Fujino
2023.05.27 第 2 回伏見医師会学術講演会
「ELDERCARE-AF試験徹底解説！～エドキサバン15ミリを実臨床でどう活かすか」

赤尾　昌治
2023.06.05 Japan Cardiology Expert Tour 2023 in Keiji-Hokuriku
「OCTによる石灰化病変の評価」

藤野　明子
2023.06.15 南京都弁膜症カンファレンス~超高齢者の治療をどうするか~
「AS診断のコツとTAVI最新情報」

阿部　　充
2023.06.21 Practical Course in Vascular Treatment
「OCTによる石灰化病変の評価」

藤野　明子
2023.06.23 New Era Summit in Kyoto 2023
「始まりは病診連携パス～伏見AFレジストリの10年を振り返る」

赤尾　昌治
2023.06.24 エリキュース発売10周年記念講演会 in 東北
「エリキュース登場から10年、ニッポンの抗凝固療法はどう変わったか」

赤尾　昌治
2023.06.29 超高齢社会の心房細動を考える in Kagoshima
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢～エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2023.07.07 循環器フォーラム～平成一二三の会～ in 札幌
「エリキュース登場から10年、ニッポンの抗凝固療法はどう変わったか」

赤尾　昌治

074 Kyoto Medical center Annual report



発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.07 69th Japanese Heart Rhythm Society
「Incidence and predictors of cardiac implantable electronic device implantation after AF ablation; From
the TRANQUILIZE-AF registry」

Takashi Yoshizawa, Tetsuma Kawaji, Takanori Aizawa, Shushi Nishiwaki, Suguru Nishiuchi, Satoshi 
Shizuta.

2023.07.08 中京西部医師会 循環器研究会
「腫瘍循環器～がん患者の心臓を守るために～」

土井　康佑
2023.07.13 心房細動Webセミナー
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢～エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2023.07.15 第135回日本循環器学会近畿地方会
「好酸球増多症に併発した心筋炎の一例」

土井　康佑、岡本　恵太、仲西優美子、南　　公人、石上健二郎、池田　周平、濱谷　康弘、吉澤　尚志、
井手　裕也、藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、阿部　　充、赤尾　昌治

2023.07.15 第135回日本循環器学会近畿地方会
「右部分肺静脈還流異常症を合併した右肺癌に対して、右心カテーテル検査で治療方針を検討した 1例」

石上健二郎、仲西優美子、池田　周平、土井　康佑、吉澤　尚志、濱谷　康弘、井手　裕也、藤野　明子、
石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、阿部　　充、澤井　　聡、赤尾　昌治

22023.07.15 第10回伏見AFネットワークミーティング
「脳梗塞、地域で防げ！伏見AF10年の歩み」

赤尾　昌治
2023.07.27 東近江循環器カンファレンス
「超高齢・高出血リスク心房細動患者に、抗凝固療法を諦めない！」

赤尾　昌治
2023.08.04 日本心血管インターベンション治療学会第31回学術集会（CVIT2023）
「メディカル一般口演 29"Antiplatelet Therapy- 2 ":The safety and efficacy of 3 -month triple antithrombotic
therapy in patients with stent implantation: the MODEL U-SES sub-study」

阿部　　充
2023.08.26 European Society of Cardiology(ESC) Congress 2023 Amsterdam
「The gender difference in risk factor and incidence rate of hospitalization for heart failure in Japanese
atrial fibrillation patients: The Fushimi AF Registry」

Kosuke Doi, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.08.28 European Society of Cardiology(ESC) Congress 2023 Amsterdam
「Year-to-year change of antithrombotic strategy and clinical outcomes of atrial fibrillation patients with
vascular disease in this decade: The Fushimi AF Registry.」

Nobutoyo Masunaga, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Masahiro 
Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.09.01 京都心血管研究会
「”Post-ISCHEMIA時代”のCCS診療」

藤野　明子
2023.09.20 ここが知りたい　心房細動治療を再考する
「伏見AFレジストリからみた、ニッポンの抗凝固療法の10年」

赤尾　昌治
2023.10.14 市民公開講座 超高齢化社会で元気に過ごすために考える生活習慣病と心臓病
「糖尿病・脂質異常症と心臓病 ~人生100年時代にしなやかな血管を保つために~」

阿部　　充
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.10.27 Keiji PCI Conference for Next Generation
「LAD CTOの治療に難渋した 1例」

石上健二郎、阿部　　充、岡本　恵太、仲西優美子、池田　周平、土井　康祐、井手　裕也、藤野　明子、
石井　　充、益永　信豊、赤尾　昌治

2023.11.02 心房細動トータルケアセミナー
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢～エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2023.11.09 K-PCI Conference
「LAD CTOの治療に難渋した 1例」

石上健二郎、阿部　　充、岡本　恵太、仲西優美子、池田　周平、土井　康祐、井手　裕也、藤野　明子、
石井　　充、益永　信豊、赤尾　昌治

2023.11.11 American Heart Association 2023
「Association of cardiothoracic ratio with heart failure events in atrial fibrillation without heart failure: The
Fushimi AF Registry」

Syuhei Ikeda, Yasuhiro Hamatani, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, 
Kosuke Doi, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.11.11 American Heart Association 2023
「Prognosis of patients with atrial fibrillation and weight loss: The Fushimi AF registry」

Moritake Iguchi, Yasuhiro Hamatani, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Yuya Ide, Akiko Fujino, 
Takashi Yoshizawa, Kousuke Doi, Syuhei Ikeda, Kenjiro Ishigami, Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji 
Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.11.12 American Heart Association 2023
「Relationship between the degree of anemia and major bleeding in patients with atrial fibrillation: The
Fushimi AF Registry」

Mitsuru Ishii, Yumiko Nakanishi, Kenjiro ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Takashi Yoshizawa, Yasuhiro 
Hamatani, Yuya Ide, Akiko Fujino, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hiromichi 
Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.11.12 American Heart Association 2023
「Clinical characteristics and all-cause mortality after minor bleeding in patients with atrial fibrillation taking
or not oral-anticogulant: The Fushimi AF Registry」

Kenjiro Ishigami, Yumiko Nakanishi, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Tkashi Yoshizawa, Yasuhiro Hamatani, 
Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro Esato, Hiromichi 
Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.11.13 American Heart Association 2023
「Left atrial enlargement is a useful predictor for incident heart failure in atrial fibrillation patients without
pre-existing heart failure」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, 
Kosuke Doi, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru 
Abe, Masaharu Akao.

2023.11.13 American Heart Association 2023
「The gender difference in risk factors and incidence rate of ischemic stroke in Japanese atrial fibrillation
patients: The Fushimi AF Registry」

Kosuke Doi, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2023.11.16 伏見循環器・呼吸器研究会　イブニングセミナー　
「息切れを主訴とする患者の鑑別診断�～循環器内科医の立場から～」

井手　裕也
2023.11.18 カテーテルアブレーション関連秋季大会2023
「心房細動アブレーションの周術期に先天性第XII因子欠乏症と診断され抗凝固療法に工夫を要した一例」

仲西優美子、吉澤　尚志、南　　公人、石上健二郎、池田　周平、土井　康佑、濱谷　康弘、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、阿部　　充、赤尾　昌治

076 Kyoto Medical center Annual report



発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.22 Practical Course in Vascular Treatment
「”Post-ISCHEMIA時代”のCCS診療」

藤野　明子
2023.11.26 ANAFIE Registry 総括報告会
「抗凝固薬関連（アドヒアランス、抗凝固療法用量別）」

赤尾　昌治
2023.11.30 伏見心血管勉強会
「糖尿病患者の心血管イベントを避けるために」

益永　信豊
2023.11.30 伏見心血管病勉強会
「糖尿病と冠動脈疾患: 一次予防のためのリスク管理」

藤野　明子
2023.12.14 第117回循環器診療セミナー in 西宮
「超高齢・高出血リスク心房細動患者に、抗凝固療法を諦めない！」

赤尾　昌治
2023.12.16 第136回日本循環器学会近畿地方会
「内科的治療でコントロール困難となった重症僧帽弁逸脱症の高度肥満患者に外科的治療を施行した一例」

石上健二郎、岡本　恵太、仲西優美子、池田　周平、土井　康佑、吉澤　尚志、濱谷　康弘、井手　裕也、
藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、幾野　　毅、益永　信豊、片岡　　剛、阿部　　充、白神幸太郎、
赤尾　昌治

2024.01.06 第22回京都心血管疾患フォーラム
「蛋白尿は心房細動患者の心不全イベントを予測する重要な因子である～伏見AFレジストリーサブ解析～」

池田　周平、岡本　恵太、仲西優美子、吉田　裕介、南　　公人、石上健二郎、土井　康佑、濱谷　康弘、
吉澤　尚志、井手　裕也、藤野　明子、石井　　充、井口　守丈、益永　信豊、和田　啓道、長谷川浩二、
阿部　　充、赤尾　昌治

2024.01.27 第54回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会
「OCTによる石灰化病変の評価」

藤野　明子
2024.01.28 第24回動脈硬化教育フォーラム
「効果と副作用のジレンマ：高齢者の抗血栓療法」

赤尾　昌治
2024.01.30 若手医師のためのCTO PCI入門講座
「J-CTOスコア誕生のいきさつ」

阿部　　充
2024.02.03 Cardiovascular Conference in Kyoto
「弁膜症診断のコツとTAVIの実際」

阿部　　充
2024.02.04 第19回日本PCIフェローコース
「冠動脈疾患と腎障害 ~PCIの安全性を追求する~」

阿部　　充
2024.02.06 心房細動Webセミナー
「高齢・低体重・低腎機能の日本人患者に適した抗凝固療法～国産DOACエドキサバンの 3用量を使いこなす」

赤尾　昌治
2024.02.09 心房細動セミナー in 藤枝
「超高齢・高出血リスク心房細動患者への新たな選択肢～エドキサバン15 mgが切り拓く未来」

赤尾　昌治
2024.02.09 第16回植込みデバイス関連冬季大会
「ペースメーカ心内心電図で診断に至った特発性心室細動患者に対して、S-ICD植込みを行った一例」

吉澤　尚志、仲西優美子、井手　裕也、阿部　充、赤尾　昌治
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2024.03.02 第42回CVIT近畿地方会
「左前下行枝の慢性完全閉塞病変の治療に難渋した 1例」

石上健二郎、阿部　　充、岡本　恵太、仲西優美子、池田　周平、土井　康祐、井手　裕也、藤野　明子、
石井　　充、益永　信豊、赤尾　昌治

2024.03.05 南区医師会循環器勉強会
「超高齢・高出血リスク心房細動患者に、抗凝固療法を諦めない！」

赤尾　昌治
2024.03.06 第11回日本心血管脳卒中学会学術集会
「心房細動は本当に悪者なのか（シンポジウム）」

赤尾　昌治
2024.03.08 第88回日本循環器学会
「Atrial Fibrillation Type and Clinical Outcomes in Hospitalized Patients with Heart Failure: Insight from
JROADHF」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Takashi Yoshizawa, Tetsuma Kawaji, Tomomi Ide, Takeshi Tohyama, 
Nobuyuki Enzan, Shouji Matsushima, Mitsuru Abe, Hiroyuki Tsutsui, Masaharu Akao.

2024.03.09 第88回日本循環器学会
「Relationship between the degree of anemia and clinical events in patients with atrial fibrillation: The
Fushimi AF Registry」

Mitsuru Ishii, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kenjiro ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Takashi 
Yoshizawa, Yasuhiro Hamatani, Yuya Ide, Akiko Fujino, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro 
Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.03.09 第88回日本循環器学会
「Association of beta blockers with prognosis in patients with atrial fibrillation: The Fushimi AF registry」

Moritake Iguchi, Yasuhiro Hamatani, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Akiko Fujino, Yuya Ide, Takashi 
Yoshizawa, Kosuke Doi, Syuhei Ikeda, kenjiro Ishigami, Yumiko Nakanishi, Okamoto, Masahiro Esato, 
Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.03.09 第88回日本循環器学会
「冠動脈疾患と高カリウム血症」

Moritake Iguchi, Yasuhiro Hamatani, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Akiko Fujino, Yuya Ide, Takashi 
Yoshizawa, Kosuke Doi, Syuhei Ikeda, kenjiro Ishigami, Yumiko Nakanishi, Okamoto, Masahiro Esato, 
Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.
藤野　明子

2024.03.10 第88回日本循環器学会
「Incidence and Predictors of Future Heart Failure Events in Patients with Atrial Fibrillation and Heart Failure
with Preserved Ejection Fraction」

Yasuhiro Hamatani, Moritake Iguchi, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro 
Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Nobutoyo 
Masunaga, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao

2024.03.10 第88回日本循環器学会
「The relationship between 10-year trend of anticoagulation therapy status and clinical outcomes and
body weight in atrial fibrillation patients: The Fushimi AF Registry」

Kosuke Doi, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.03.10 第88回日本循環器学会
「Clinical characteristics and outcomes in atrial fibrillation patients not treated with oral anticoagulants
using cluster analysis: the Fushimi AF Registry」

Yuya Ide, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Yasuhiro 
Hamatani, Takashi Yoshizawa, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, 
Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.
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2024.03.10 第88回日本循環器学会
「10-year trend of antithrombotic therapy status and clinical outcomes of atrial fibrillation patients with
renal dysfunction: The Fushimi AF Registry.」

Nobutoyo Masunaga, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Masahiro 
Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.03.14 不整脈病診連携セミナー
「超高齢・高出血リスク心房細動患者に、抗凝固療法を諦めない！」

赤尾　昌治
2023.11.11-13 American Heart Association 2023
「Efficacy and Safety of Low-Dose Edoxaban According to Body Weight in Very Elderly Patients With Atrial
Fibrillation: A Sub-Analysis of the ELDERCARE-AF Trial」

Masaharu Akao, Takeshi Yamashita, Masayuki Fukuzawa, Takuya Hayashi, Ken Okumura.
2024.3.8-10 第88回日本循環器学会
「Novel Risk Stratification Schemes for Ischemic Stroke and Major Bleeding in Japanese Non-valvular Atrial
Fibrillation Patients: the J-RISK AF Study　（シンポジウム）」

Hirofumi Tomita, Ken Okumura, Masaharu Akao, Michikazu Nakai, Eitaro Kodani, Shinya Suzuki, Kenshi 
Hayashi, Mitsuaki Sawano, Masahiko Goya, Takeshi Yamashita, Keiichi Fukuda, Toyonobu Tsuda, 
Mitsuaki Isobe, Kazunori Toyoda, Yoshihiro Miyamoto, Tomonori Okamura, Yusuke Sasahara.

2024.3.8-10 第88回日本循環器学会
「Clinical characteristics and outcomes after minor bleeding in patients with atrial fibrillation taking oral-
anticoagulant: The Fushimi AF Registry.」

Kenjiro Ishigami, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, Takashi Yoshizawa, 
Yasuhiro Hamatani, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo Masunaga, Masahiro 
Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.3.8-10 第88回日本循環器学会
「Clinical characteristics and long-term prognosis of dialysis patients with atrial fibrillation: The Fushimi
AF Registry」

Syuhei Ikeda, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Kosuke Doi, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.3.8-10 第88回日本循環器学会
「10-year trend of antithrombotic therapy status and clinical outcomes of elderly patients (aged ≥80 years)
with atrial fibrillation: The Fushimi AF Registry.」

Yumiko Nakanishi, Keita Okamoto, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Syuhei Ikeda, Kosuke Doi, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.3.8-10 第88回日本循環器学会
「Clinical Characteristics and Outcomes of Dialysis Patients with Atrial Fibrillation: The Fushimi AF Registry」

Syuhei Ikeda, Keita Okamoto, Yumiko Nakanishi, Kimihito Minami, Kenjiro Ishigami, Kosuke Doi, 
Yasuhiro Hamatani, Takashi Yoshizawa, Yuya Ide, Akiko Fujino, Mitsuru Ishii, Moritake Iguchi, Nobutoyo 
Masunaga, Masahiro Esato, Hikari Tsuji, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
COVID-19 ワクチン接種後の心筋炎
日本血栓止血学会誌, 34, 4, 452-456, 2023.08.23, 日本血栓止血学会

濱谷　康弘、赤尾　昌治
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［総説］
心不全発症のリスク評価
Medicina, 60, 13, 2260-2263, 2023.12.10, 医学書院

濱谷　康弘
［総説］
抗凝固薬、抗血小板薬の減薬・中止基準
Medicine, 60, 9, 1485-1489, 2023.08.10, 大樹生命厚生財団

石井　充、赤尾　昌治
［総説］
血栓症
月間薬事 5 月臨時増刊号　病態生理学, 65, 7, 31-37, 2023.05.25, じほう

井手　裕也、赤尾　昌治
［総説］
心房細動：心原性脳梗塞予防
循環器疾患最新の治療2024-25, 122-125, 2023.12.15, 南江堂

赤尾　昌治
［総説］
直接型経口抗凝固薬(DOAC)の使い方と注意点
産科と婦人科, 90, 10, 2023.09.20, 診断と治療社

吉澤　尚志、赤尾　昌治
［総説］
一般医家のためのDOAC時代の心房細動診療（責任編集）
medicina, 60, 13, 2202-2353, 2023.12.10, 医学書院

赤尾　昌治
［総説］
序論～伏見AFレジストリからみたDOAC登場後の10年
medicina, 60, 13, 2209-2213, 2023.12.10, 医学書院

赤尾　昌治
［総説］
抗凝固・抗血小板療法
今日の治療指針 2024年版, 66, 350-351, 2024.01.01, 医学書院

赤尾　昌治
［総説］
ワルファリンのコントロールにおけるPTの意義
検査と技術, 51, 9, 1023-1027, 2023.08.16, 医学書院

益永　信豊、赤尾　昌治
［一般］
NHO研究ネットワークグル－プの活動とNHOブランディングへの貢献－ 心脳大血管グループ（循環器サブグルー
プ）10年の歩み －Activity of the NHO Research Network Group and Its Contribution to the Branding of
NHO:The 10-Year History of Cardio-Cerebrovascular Group (Cardiology Subgroup)"
国立医療学会誌　医療, 77, 5, 324-330, 2023.10.20, 国立医療学会

和田　啓道、井口　守丈、長谷川浩二
［総説］
心房細動と心不全
ｍedicina, 60, 13, 2255-2259, 2023.12.10, 医学書院

井口　守丈
［総説］
どんな患者を電気的除細動する？
ｍedicina, 60, 13, 2324-2328, 2023.12.10, 医学書院

吉澤　尚志
［原著論文］
Utility of left ventricular ejection fraction in atrial fibrillation patients without pre-existing heart failure.
ESC Heart Fail., 10, 5, 3091-3101, 2023.10

Hamatani Y, Iguchi M, Minami K, Ishigami K, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Ogawa H, Abe M, 
Lip GYH, Akao M.
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［原著論文］
Impact of smoking initiation age on nicotine dependency and cardiovascular risk factors: a retrospective
cohort study in Japan.
Eur Heart J Open., 4, 1, 135, 2023.12

Mittal S, Komiyama M, Ozaki Y, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Wada H, Yasoda A, Funamoto M, 
Katanasaka Y, Sunagawa Y, Morimoto T, Akao M, Abe M, Takahashi Y, Nakayama T, Hasegawa K

［原著論文］
Atrial fibrillation type and long-term clinical outcomes in hospitalized patients with heart failure: insight
from JROADHF
Eur Heart J Qual Care Clin Outcomes.doi: 10.1093/ehjqcco/qcae005., qcae005, 2024.01

Hamatani Y, Enzan N, Iguchi M, Yoshizawa T, Kawaji T, Ide T, Tohyama T, Matsushima S, Abe M, Tsutsui 
H, Akao M

［原著論文］
SYNTAX Score and 1 -Year Outcomes in the OPTIVUS-Complex PCI Study Multivessel Cohort.
Am J Cardiol., 205, 431-441, 2023.10

Gohbara M, Hibi K, Morimoto T, Kirigaya H, Yamamoto K, Ono K, Shiomi H, Ohya M, Yamaji K, Watanabe 
H, Amano T, Morino Y, Takagi K, Honye J, Matsuo H, Abe M, Kadota K, Ando K, Nakao K, Sonoda S, 
Suwa S, Kawai K, Kozuma K, Nakagawa Y, Ikari Y, Nanasato M, Hanaoka K, Tanabe K, Hata Y, Akasaka 
T, Kimura T; OPTIVUS-Complex PCI investigators.

［原著論文］
Ten-year clinical outcomes from a randomized trial comparing new-generation everolimus-eluting stent
versus first-generation Sirolimus-eluting stent: Results from the RESET extended study
Catheter Cardiovasc Interv., 102, 4, 594-607, 2023.10

Shiomi H, Kozuma K, Morimoto T, Kadota K, Tanabe K, Morino Y, Tamura T, Abe M, Suwa S, Ito Y, 
Kobayashi M, Dai K, Nakao K, Tarutani Y, Taniguchi R, Nishikawa H, Yamamoto Y, Yamasaki T, Okamura 
A, Nakagawa Y, Ando K, Kobayashi K, Kawai K, Hibi K, Kimura T

［原著論文］
Clinical significance of ST-segment depression during atrial fibrillation rhythm for subsequent heart failure
events
Eur Heart J Open., 3, 3, oead060, 2023.06

Kawaji T, Hamatani Y, Kato M, Yokomatsu T, Miki S, Abe M, Akao M.
［原著論文］
Post-contrast Acute Kidney Injury After Emergent and Elective Percutaneous Coronary Intervention (from
the CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry Cohort 3 )
Am J Cardiol., 202, 58-66, 2023.09

Kaneda K, Shiomi H, Abe M, Morimoto T, Yamamoto K, Obayashi Y, Nishikawa R, Tamura A, Kadota K, 
Domei T, Nakatsuma K, Yokomatsu T, Imai M, Taniguchi T, Nawada R, Toyofuku M, Tamura T, Inada 
T, Matsuda M, Sato Y, Furukawa Y, Ando K, Nakagawa Y, Kimura T

［原著論文］
Biodegradable or durable polymer drug-eluting stents in patients with coronary artery disease: ten-year
outcomes of the randomised NEXT Trial
EuroIntervention., 19, 5, e402-e413, 2023.08

Natsuaki M, Watanabe H, Morimoto T, Kozuma K, Kadota K, Muramatsu T, Nakagawa Y, Akasaka T, 
Hanaoka KI, Tanabe K, Morino Y, Ishikawa T, Katoh H, Nishikawa H, Tamura T, Ono K, Yamamoto K, 
Ishihara T, Abe M, Taniguchi R, Ikari Y, Okada K, Kimura T. 

［原著論文］
Single-Session Versus Staged Multivessel Optimal IVUS-Guided PCI in Patients With CCS or NSTE-ACS.
JACC Asia., 3, 4, 649-661, 2023.06

Yamamoto K, Shiomi H, Morimoto T, Miyazawa A, Watanabe H, Nakamura S, Suwa S, Domei T, Ono 
K, Sakamoto H, Shigetoshi M, Taniguchi R, Okayama H, Toyota T, Yokomatsu T, Muto M, Kawaguchi 
R, Kishi K, Hadase M, Fujita T, Nishida Y, Nishino M, Otake H, Natsuaki M, Watanabe H, Suematsu N, 
Tanabe K, Abe M, Hibi K, Kadota K, Ando K, Kimura T; OPTIVUS-Complex PCI Investigators.

［原著論文］
Dual Antiplatelet Therapy Duration After Multivessel Optimal Intravascular Ultrasound-Guided
Percutaneous Coronary Intervention
Circ J., 87, 11, 1661-1671, 2023.10

Yamamoto K, Shiomi H, Morimoto T, Miyazawa A, Watanabe H, Nakamura S, Suwa S, Domei T, Ono 
K, Sakamoto H, Shigetoshi M, Taniguchi R, Okayama H, Yokomatsu T, Muto M, Kawaguchi R, Kishi K, 
Hadase M, Fujita T, Nishida Y, Nishino M, Otake H, Natsuaki M, Watanabe H, Suematsu N, Tanabe K, 
Abe M, Hibi K, Kadota K, Ando K, Kimura T; OPTIVUS-Complex PCI Investigators.
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［原著論文］
Target Lesion Revascularization After Intravascular Ultrasound-Guided Percutaneous Coronary Intervention
Circ Cardiovasc Interv., 16, 5, e012922, 2023.05

Yamamoto K, Shiomi H, Morimoto T, Miyazawa A, Watanabe H, Natsuaki M, Watanabe H, Yamaji K, 
Ohya M, Nakamura S, Mitomo S, Suwa S, Domei T, Tatsushima S, Ono K, Sakamoto H, Shimamura K, 
Shigetoshi M, Taniguchi R, Nishimoto Y, Okayama H, Matsuda K, Yokomatsu T, Muto M, Kawaguchi 
R, Kishi K, Hadase M, Fujita T, Nishida Y, Nishino M, Otake H, Suematsu N, Ajimi T, Tanabe K, Abe M, 
Hibi K, Kadota K, Ando K, Kimura T; OPTIVUS-Complex PCI Investigators.

［総説］
End-of-Life Discussions in Cardiovascular Diseases - What We Can Learn From the Bereaved Family
Members
Circ J., 88, 1, 144-145, 2023.12

Hamatani Y
［原著論文］
In-hospital outcomes after SAVR or TAVI in patients with severe aortic stenosis
Cardiovasc Interv Ther., 39, 1, 65-73, 2024.01

Yasuaki Takeji,Tomohiko Taniguchi, Takeshi Morimoto, Shinichi Shirai, Takeshi Kitai, Hiroyuki 
Tabata, Kazuki Kitano, Nobuhisa Ohno, Ryosuke Murai, Kohei Osakada, Koichiro Murata, Masanao 
Nakai, Hiroshi Tsuneyoshi, Tomohisa Tada, Masashi Amano, Shin Watanabe, Hiroki Shiomi, Hirotoshi 
Watanabe, Yusuke Yoshikawa, Ryusuke Nishikawa, Ko Yamamoto, Yuki Obayashi, Mamoru 
Toyofuku, Shojiro Tatsushima, Norio Kanamori, Makoto Miyake, Hiroyuki Nakayama, Kazuya 
Nagao, Masayasu Izuhara, Kenji Nakatsuma, Moriaki Inoko, Takanari Fujita, Masahiro Kimura, Mitsuru 
Ishii , Shunsuke Usami, Kenichiro Sawada, Fumiko Nakazeki, Marie Okabayashi, Manabu 
Shirotani, Yasutaka Inuzuka, Kenji Ando, Tatsuhiko Komiya, Kenji Minatoya, Takeshi Kimura

［原著論文］
Relationship between direct oral anticoagulant doses and clinical outcomes in elderly patients with non-
valvular atrial fibrillation - ANAFIE Registry sub-analysis.
Circ J, 87, 12, 1765-1774, 2023.11

Akao M, Inoue H, Yamashita T, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Suzuki S, Tsutsui H, Toyoda 
K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita A, Shimizu W.

［原著論文］
Comprehension of Nonvalvular Atrial Fibrillation and Anticoagulant Adherence in Elderly Patients in a
Subcohort Study of the All Nippon Atrial Fibrillation in the Elderly Registry.
Am J Cardiol, 204, -, 159-167, 2023.10

Akao M, Yamashita T, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu W, Suzuki S, Tsutsui H, 
Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita A, Inoue 
H.

［原著論文］
Effects of Long-Term Carvedilol Therapy in Patients With ST-Segment Elevation Myocardial Infarction and
Mildly Reduced Left Ventricular Ejection Fraction.
Am J Cardiol, 199, -, 50-58, 2023.07

Amano M, Izumi C, Watanabe H, Ozasa N, Morimoto T, Bingyuan B, Suwa S, Miyake M, Tamura T, 
Nakagawa Y, Kadota K, Inuzuka Y, Minamimoto Y, Furukawa Y, Kaji S, Suzuki T, Akao M, Inada T, Kimura 
T.

［原著論文］
Effectiveness and safety of morphine administration for refractory dyspnoea among hospitalised patients
with advanced heart failure: the Morphine-HF study.
BMJ Support Palliat Care,, spcare-2023-004247, 2023.05

Hamatani Y, Iguchi M, Moriuchi K, Anchi Y, Inuzuka Y, Nishikawa R, Shimamura K, Kondo H, Mima H, 
Yamashita Y, Takabayashi K, Takenaka K, Korai K, Kawase Y, Murai R, Yaku H, Nagao K, Kitano M, Aono 
Y, Kitai T, Sato Y, Kimura T, Akao M.

［原著論文］
Echocardiographic parameters of left atrial structure and function and clinical outcomes at 2 years in
elderly patients with atrial fibrillation　- The ANAFIE echocardiographic substudy.
Circ J, doi: 10.1253/circj.CJ-23-0084

Hiasa KI, Kaku H, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu 
W, Suzuki S, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, 
Takita A, Tsutsui H.
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［原著論文］
Thrombocytopenia as a bleeding risk factor in atrial fibrillation and coronary artery disease: Insights from
the AFIRE Study.
J Am Heart Assoc, 12, 20, e031096, 2023.10

Iijima R, Tokue M, Nakamura M, Yasuda S, Kaikita K, Akao M, Ako J, Matoba T, Miyauchi K, Hagiwara 
N, Kimura K, Hirayama A, Matsui K, Ogawa H.

［原著論文］
Proteinuria is independently associated with heart failure events in patients with atrial fibrillation: The
Fushimi AF registry.
Eur Heart J Qual Care Clin Outcome, 9, 8, 758-767, 2023.12

Ikeda S, An Y, Iguchi M, Ogawa H, Nakanishi Y, Minami K, Ishigami K, Aono Y, Doi K, Hamatani Y, 
Yoshizawa T, Ide Y, Fujino A, Ishii M, Masunaga N, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, 
Akao M.

［原著論文］
Risk prediction score for clinical outcome in atrial fibrillation and stable coronary artery disease.
Open Heart, 10, 1, e002292, 2023.05

Ishii M, Kaikita K, Yasuda S, Akao M, Ako J, Matoba T, Nakamura M, Miyauchi K, Hagiwara N, Kimura 
K, Hirayama A, Nishihara E, Nakamura S, Matsui K, Ogawa H, Tsujita K.

［原著論文］
Anticoagulant therapy and home blood pressure-associated risk for stroke/bleeding events in elderly
patients with non-valvular atrial fibrillation: the sub-cohort study of ANAFIE registry.
Hypertens Res, 46, 12, 2575-2582, 2023.12

Kario K, Hasebe N, Okumura K, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Shimizu W, 
Suzuki S, Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima 
Y, Takita A, Inoue H.

［原著論文］
Coagulation Biomarkers and Clinical Outcomes in Elderly Patients With Nonvalvular Atrial Fibrillation:
ANAFIE Subcohort Study.
JACC Asia, 3, 4, 595-607, 2023.08

Koretsune Y, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Okumura K, Shimizu W, Suzuki S, Tsutsui H, 
Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita A, Inoue 
H.

［原著論文］
Renal Function and Clinical Outcomes Among Elderly Patients With Nonvalvular Atrial Fibrillation From
ANAFIE.
JACC Asia, 3, 3, 475-487, 2023.04

Shimizu W, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Suzuki S, Tsutsui H, 
Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita A, Inoue 
H.

［原著論文］
Risk of both intracranial hemorrhage and ischemic stroke in elderly individuals with nonvalvular atrial
fibrillation taking direct oral anticoagulants compared with warfarin: Analysis of the ANAFIE registry.
Int J Stroke, 18, 8, 986-995, 2023.10

Shiozawa M, Koga M, Inoue H, Yamashita T, Yasaka M, Suzuki S, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Okumura 
K, Koretsune Y, Shimizu W, Tsutsui H, Hirayama A, Nakahara J, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, 
Takita A, Yamaguchi T, Toyoda K.

［原著論文］
Clinical application of artificial intelligence algorithm for prediction of one-year mortality in heart failure
patients.
Heart Vessels, 38, 6, 785-792, 2023.06

Takahama H, Nishimura K, Ahsan B, Hamatani Y, Makino Y, Nakagawa S, Irie Y, Moriuchi K, Amano M, 
Okada A, Kitai T, Amaki M, Kanzaki H, Noguchi T, Kusano K, Akao M, Yasuda S, Izumi C.

［原著論文］
Age and long-term outcomes of patients with venous thromboembolism: From the COMMAND VTE
Registry.
Int J Cardiol, 383, -, 89-95, 2023.07

Takahashi K, Yamashita Y, Morimoto T, Tada T, Sakamoto H, Takase T, Hiramori S, Kim K, Oi M, Akao M, 
Kobayashi Y, Chen PM, Murata K, Tsuyuki Y, Nishimoto Y, Sakamoto J, Togi K, Mabuchi H, Takabayashi 
K, Kato T, Ono K, Kimura T.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Impact of glycated hemoglobin on 2 -year clinical outcomes in elderly patients with atrial fibrillation: sub-
analysis of ANAFIE Registry, a large observational study.
Cardiovasc Diabetol, 22, 1, 175, 2023.07

Terauchi Y, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Suzuki S, 
Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita 
A, Shimizu W.

［原著論文］
Application of the RIETE score to identify low-risk patients with pulmonary embolism: From the COMMAND
VTE Registry.
Thromb Res, 232, 35-42, 2023.12

Tsujisaka Y, Yamashita Y, Morimoto T, Takase T, Hiramori S, Kim K, Oi M, Akao M, Kobayashi Y, Chen 
PM, Murata K, Tsuyuki Y, Nishimoto Y, Sakamoto J, Togi K, Mabuchi H, Takabayashi K, Kato T, Ono K, 
Kimura T.

［原著論文］
Causes of death in elderly patients with non-valvular atrial fibrillation　- Results from the ANAFIE Registry.
Circ J, 87, 7, 957-963, 2023.06

Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Ikeda T, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu W, Suzuki S, Tsutsui H, 
Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita A, Inoue 
H.

［原著論文］
Efficacy and safety of low-dose edoxaban by body weight in very elderly patients with atrial fibrillation:
A subanalysis of the randomized ELDERCARE-AF Trial.
J Am Heart Assoc, 13, 3, e031506, 2024.02

Akao M, Yamashita T, Fukuzawa M, Hayashi T, Okumura K. 
［原著論文］
Clinical outcomes and anticoagulation therapy in elderly non-valvular atrial fibrillation and heart failure
patients.
ESC Heart Fail, doi: 10.1002/ehf2.14550", 2024.01

Ikeda S, Hiasa KI, Inoue H, Yamashita T, Akao M, Atarashi H, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu W, Suzuki 
S, Ikeda T, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M, Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Morishima Y, Takita 
A, Tsutsui H.

［原著論文］
Clopidogrel vs aspirin monotherapy beyond 1 year after percutaneous coronary intervention.
J Am Coll Cardiol, 83, 1, 17-31, 2024.1

Watanabe H, Morimoto T, Natsuaki M, Yamamoto K, Obayashi Y, Nishikawa R, Ando K, Ono K, Kadota 
K, Suwa S, Morishima I, Yoshida R, Hata Y, Akao M, Yagi M, Suematsu N, Morino Y, Yokomatsu T, 
Takamisawa I, Noda T, Doi M, Okayama H, Nakamura Y, Hibi K, Sakamoto H, Noguchi T, Kimura T.

［総説］
Is the left ventricle a backroom fixer of left atrial thrombus?
Circ J, 87, 12, 1798-1799, 2023.11

Akao M.
［原著論文］
Prognostic Importance of B-Type Natriuretic Peptide Level in Patients Undergoing Catheter Ablation for
Atrial Fibrillation
 Circ J., 87, 12, 1730-1739, 2023, 11

Tetsuma Kawaji, Satoshi Shizuta, Takanori Aizawa, Shushi Nishiwaki, Takashi Yoshizawa, Suguru 
Nishiuchi, Masashi Kato, Takafumi Yokomatsu, Shinji Miki; TRANQUILIZE AF Registry Investigators

［原著論文］
Association of left atrial enlargement with heart failure events in non-valvular atrial fibrillation patients
with preserved left ventricular ejection fraction.
Eur Heart J Open, 4, 2, oeae015, 2024.03

Hamatani Y, Iguchi M, Okamoto K, Nakanishi Y, Minami K, Ishigami K, Ikeda S, Doi K, Yoshizawa T, Ide 
Y, Fujino A, Ishii M, Masunaga N, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, Akao M.
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小 児 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 石塚　哲也 小児科一般、
小児救急 小児感染症

医 師 北　　　誠
日本小児科学会小児科専門医・指導医
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
新生児蘇生法「専門」コースインストラクター

小児科一般、
遺伝 虐待・遺伝性疾患

医 師
（育児短時間） 橋本有紀子

日本小児科学会小児科専門医・指導医
日本内分泌学会内分泌代謝科（小児科）専門医
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医

内分泌、代謝、
遺伝、小児科一
般

低身長・甲状腺・
遺伝性疾患

医 師 常念　大輔
日本小児科学会小児科専門医・指導医
日本アレルギー学会アレルギー専門医
出生前コンサルト小児科医

小児アレルギー、
小児科一般 食物アレルギー

専 攻 医 竹下　峻希 小児科一般

専 攻 医 永田　徹 小児科一般

非 常 勤
医 師 仁井　純子 日本小児科学会小児科専門医 小児科一般 心身症

専門医資格等
日本小児科学会　
　小児科専門医・指導医
日本アレルギー学会　
　アレルギー専門医・指導医
　代議員
日本小児アレルギー学会　
　代議員
小児感染症学会　
　小児感染症認定医・代議員
ICD
京都小児科医会理事
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授

専門分野
小児アレルギー・小児感染症

小児科診療科長
浅井　康一

専門医資格等
日本小児科学会　
　小児科専門医・指導医
京都大学博士（医学）

専門分野
新生児

NICU診療科長
松倉　崇
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
　京都大学小児科専門医研修プログラム連携施設
　日本アレルギー学会専門医教育研修施設

診療内容
　NICU（新生児集中治療室） 6床により、産婦人科と協力し24時間体制での新生児診療。
　小児病棟（ 2－ 3病棟）での小児一般急性疾患（感染症全般・熱性痙攣・川崎病・食物アレルギー経口負荷試験
など）の診療。
　小児一般外来や予防接種・健診の他、アレルギー・内分泌・NICUフォローアップ・神経・心臓などの
専門外来。
　京都市からの委託により、院内病児保育の実施。
　院内保育所ひまわり保育園の集団健診。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 6.9 5.9

新入院患者数（名） 246 317

平均在院日数（日） 10.2 6.0

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 18.2 17.3

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.07 第449回日本小児科学会京都地方会
「蕁麻疹が診断の契機となったシェーグレン症候群の 1例」

常念　大輔、竹下　峻希、上月　景弘、橋本　有紀子、北　誠、仁井　純子、石塚　哲也、松倉　崇、浅井　康
一、井澤　和司

2023.06.10 第32回京都小児科医会感染症研究会
「肺炎クラミジア感染を契機に呼吸不全をきたした気管支喘息の学童例」

浅井　康一
2023.08.03 伏見内分泌代謝ネットワーク第39回連携の会
「謎のレボチロキシン吸収障害」

橋本　有紀子、北村　拓也、石原　裕己、難波　多挙、立木　美香、田上　哲也
2023.11.04 第22回日本先進糖尿病治療・ 1 型糖尿病研究会
「 1型糖尿病幼児の幼稚園での昼食時インスリン注射の支援体制について」

橋本　有紀子、村田　敬、坂根　靖子、河口　八重子、坂根　直樹
2023.12.16 第136回日本循環器学会近畿地方会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「プロテインS欠乏を伴った静脈血栓塞栓症の一例」
仲西　優美子、藤野　明子、北　誠、橋本　有紀子、小西　陽介、岡本　恵太、南　公人、石上　健二郎、池田　
周平、土井　康佑、濱谷　康弘、吉澤　尚志、井手　裕也、石井　充、井口　守丈、益永　信豊、阿部　充、赤
尾　昌治

2024.03.10 第37回近畿小児科学会
「MRUとDWI-MRIが有用であったHDR症候群の 1例」

北　誠、永田　徹、常念　大輔、橋本　有紀子、仁井　純子、松倉　崇、石塚　哲也、浅井　康一
薬効調査

「日本人小児糖尿病患者を対象としたグルカゴン点鼻粉末（バクスミー点鼻製剤 3㎎）特定使用成績調査」
橋本　有紀子、村田　敬、渡邊　知一

薬効調査
「ボックスゾゴ皮下注用0.4mg/0.56mg/1.2mg　使用成績調査」

橋本　有紀子、八十田　明宏

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
蕁麻疹が診断の契機となったシェーグレン症候群の11歳女児
小児科臨床, 77, 1, 97-100, 2024.02.20, 総合医学社

常念　大輔、浅井　康一、井澤　和司
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呼 吸 器 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 賀来　良輔

日本外科学会外科専門医
日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
INTUITIVE社認定ダ・ヴィンチコンソール術者
滋賀医科大学呼吸器外科非常勤講師
滋賀医科大学医学博士

呼吸器外科全般 呼吸器外科
ロボット手術

医 師 余田　　誠 日本外科学会外科専門医 呼吸器外科全般

専 修 医 渡邊　敦子 呼吸器外科全般

専門医資格等
日本呼吸器外科学会
　専門医・指導医・評議員
呼吸器外科専門医
日本外科学会専門医
日本呼吸器内視鏡学会
　気管支鏡専門医・指導医
滋賀医科大学医学博士

専門分野
呼吸器外科全般

診療科長
澤井　聡
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｜令和 5年度の主な取組｜

認定施設
・日本呼吸器外科基幹施設
・日本呼吸器内視鏡学会認定施設

クリティカルパスは術前・術後に分け、手術症例の大半に適応している。
・縦隔鏡検査　 3日間
・術前（標準）　術前日～術当日
・術前（長期）　術 7日前～術当日（術前ヘパリン化など）
・術後（短期）　術直後～ 7病日
・術後（標準）　術直後～ 9病日
・術後（長期）　術直後～11病日
　その他、気管支鏡検査、化学療法等は呼吸器内科のクリティカルパスを適応している。

　令和 5年度の手術件数の約90％は胸腔鏡下手術で、そのうちロボット支援下手術は14件であった。ま
た、根治度と肺機能温存を考慮した区域切除（難易度の高い複雑区域切除を多く含む）が16件で、ロボット支
援下手術にその適応を拡大した。その他、進行肺癌に対する術前導入化学療法や術後補助化学療法、再発
時の化学療法など、最新の知見に基づいた治療（分子標的治療やICI 治療など）も積極的に行い良好な結果を
得ている。
　呼吸器内科や他職種と密な連携をもった呼吸器センターを形成しており、引き続き患者さんが安心でき
る質の高い医療が提供できるように努めて参りたい。

｜診療実績｜

呼吸器外科入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 9.0 9.0

新入院患者数（名） 284 316

平均在院日数（日） 11.3 5.0

呼吸器外科外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 12.2 12.6

主な手術・検査の件数（2023年度）

手術（全身麻酔） 178件 転移性肺腫瘍手術 23件

手術（全身麻酔）（ロボット支援下） 14件 縦隔腫瘍手術 14件

肺癌手術（診断含む） 98件 気胸手術 15件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.29 第46回日本呼吸器内視鏡学会学術集会
「気管支鏡下に複数回治療した原発性肺癌の気管支内転移の 1例」

渡邊　敦子、白鳥　琢也、岡本　圭伍、片岡　瑛子、川口　　庸、大塩　恭彦、花岡　　淳、内田　泰樹、
仲川　宏昭、中野　恭幸

2023.06.29 第46回日本呼吸器内視鏡学会学術集会
「気管切開孔より軟性気管支鏡で気道異物（乳歯）を摘出した重症心身障害児の 1例」

余田　　誠、賀来　良輔、橋本　雅之、澤井　　聡、大塩麻友美
2023.07.13 第40回日本呼吸器外科学会学術集会
「腫瘍穿破により血胸を来した胸腺腫の一例」

賀来　良輔、余田　　誠、大塩麻友美、橋本　雅之、澤井　　聡
2023.07.14 第40回日本呼吸器外科学会学術集会
「高悪性度胎児型腺癌の一切除例」

余田　　誠、賀来　良輔、橋本　雅之、澤井　　聡、大塩　麻友美
2023.07.14 第40回日本呼吸器外科学会学術集会
「長期経過を経て胸部症状が出現した嚢胞性病変を伴った胸腺腫の一例」

渡邊　敦子、白鳥　琢也、岡本　圭伍、片岡　瑛子、川口　　庸、大塩　恭彦、花岡　　淳
2023.11.02 第64回日本肺癌学会学術集会
「慢性リンパ性白血病/小リンパ球性リンパ腫に合併した肺扁平上皮癌の一例」

余田　　誠、渡邊　敦子、賀来　良輔、大塩麻友美、澤井　聡
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外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長
（肝胆膵責
任者）

成田　匡大
2023年 9月30日まで

日本外科学会外科専門医•指導医
日本消化器外科学会消化器外科専門医•指導医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
日本肝胆膵外科学会
　評議員•肝胆膵外科高度技能専門医
日本内視鏡外科学会内視鏡外科技術認定医（肝臓）
日本消化器病学会専門医
Le Diplôme Inter Universitaire　EUROPEAN
CANCERS HEPATO BILIO PANCREATIQUES
日本ヘルニア学会評議員
関西ヘルニア研究会世話人
京都大学医学部臨床准教授
京都大学博士（医学）

肝胆膵

肝臓がん、
胆道がん、
膵臓がん
鼠径ヘルニア・鼠
径ヘルニア術後疼
痛

医 長
（肝胆膵責
任者）

中村公治郎
2023年10月 1日から

本外科学会　外科専門医・指導医
日本消化器外科学会　消化器外科専門医・指導医
日本消化器外科学会　消化器がん外科治療認定医
日本肝胆膵外科学会　肝胆膵外科高度技能専門医・評
議員
日本肝臓学会　肝臓専門医・指導医・西部会評議員
日本消化器病学会　消化器病専門医・指導医
日本移植学会　移植認定医
日本腹部救急医学会　腹部救急認定医
日本がん治療認定医機構　がん治療認定医
近畿外科学会 評議員
京都大学　医学博士

肝胆膵
肝臓がん、
胆道がん、
膵臓がん

医 長
（下部消化
管責任者）

水野　　礼

日本外科学会　外科専門医
日本消化器外科学会　消化器外科専門医･指導医
日本内視鏡外科学会　内視鏡外科技術認定医（大腸）
ダビンチ 術者・プロクター（大腸）
京都大学　医学博士

下部消化管 大腸がん

医 師 山岡　竜也

日本外科学会外科専門医
日本消化器外科学会消化器外科専門医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医日本肝
胆膵外科学会評議員
京都大学博士（医学）

肝胆膵
肝臓がん、
胆道がん、
膵臓がん

専門医資格等
日本外科学会外科専門医・
　指導医
日本消化器外科学会
　消化器外科専門医・指導医
日本内視鏡外科学会
　内視鏡外科技術認定医（胃）・
　評議員
日本感染症学会
　感染症専門医・評議員・
　臨床研究促進委員会委員
日本食道学会食道科認定医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医
日本消化器外科学会
　消化器がん外科治療認定医
ICD（インフェクションコント
ロールドクター）

日本外科感染症学会
周術期感染管理認定医・

　教育医・評議員・
　教育委員会委員長・
　編集委員会委員
日本化学療法学会
評議員・抗菌化学療法認定
医制度審議委員会委員・国
際渉外委員会委員

日本化学療法学会・日本感染
症学会
JAID/JSC感染症治療ガイ
ド・ガイドライン作成委員・
MRSA感染症の治療ガイド
ライン作成委員・薬剤耐性
菌感染症を対象とした抗菌
薬ガイドライン作成に関す
る合同委員会委員

日本環境感染学会
　評議員・JHAIS委員会委員・
　あり方委員会委員
日本臨床外科学会評議員
京都大学博士（医学）

専門分野
上部消化管・外科感染症

得意疾患
胃がん・食道がん

診療科長
感染制御副部長

（上部消化管責任者）
畑　啓昭

（2023年 4 月 1 日から）
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 中西　保貴

日本外科学会外科専門医•指導医
日本消化器外科学会消化器外科専門医
日本内視鏡外科学会　内視鏡外科技術認定医（胃）
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
日本食道学会食道科認定医
日本消化器病学会消化器病専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本消化管学会胃腸科専門医
近畿外科学会評議員京都大学博士（医学）

上部消化管 胃がん･食道がん

医 師 西川　　元
日本外科学会外科専門医・指導医
日本消化器外科学会消化器外科専門医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
京都大学博士（医学）

下部消化管 大腸がん
肛門疾患

医 師 中西　宏貴
日本外科学会外科専門医
日本内視鏡外科学会　内視鏡外科技術認定医（大腸）
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

外科全般 消化器がん

医 師 末永　尚浩 日本外科学会外科専門医 外科全般

医 師 小嶋　大也 日本外科学会外科専門医 外科全般

医 師 伏谷　仁志 外科全般

専 攻 医 出川佳奈子 外科全般

専 攻 医 庭野　公聖 外科全般
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｜令和 5年度の主な取組｜

　消化器悪性疾患を中心に、良性疾患から緊急手術まで24時間対応で診療を行っている。

専門医制度修練施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本消化器外科学会専門医修練施設
・日本肝胆膵外科学会 肝胆膵外科高度技術専門医修練施設Ａ
・日本大腸肛門病学会認定施設
・食道外科専門医準認定施設
・日本胃癌学会認定施設Ａ
・日本外科感染症学会 外科周術期感染管理教育施設
・Japan Clinical Oncology Group（JCOG）大腸がんグループ参加施設
・Japan Clinical Oncology Group（JCOG）胃がんグループ参加施設

　また、多数の治験・医師主導治験・他機関共同臨床研究に参加している。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 34.9 30.0

新入院患者数（名） 967 945

平均在院日数（日） 13 11.5

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 37.8 38.1

手術実績（2023年度）

全手術数（外来手術を含める） 968件 局麻手術 246件

全麻手術 719件 緊急手術件数 169件

腰麻手術 3件

主な術式別手術件数（うち鏡視下手術）（2023年度）

（ 1）食道   4（4）件 （11）膵体尾部    6（4）件

（ 2）幽門側 24（24）件 （12）膵切    1（0）件

（ 3）胃全摘   7（6）件 （13）胆摘 96（92）件

（ 4）結腸 77（71）件 （14）脾摘    0（0）件

（ 5）直腸切除 49（46）件 （15）虫垂  44（41）件

（ 6）直腸切断   3（2）件 （16）ヘルニア 157（20）件

（ 7）肝葉   6（2）件 （17）肛門   19（5）件

（ 8）肝区域・亜区域  10（7）件 （18）小児    0（0）件

（ 9）肝部分 12（11）件

（10）膵頭十二指腸  16（0）件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28-30 第97回日本感染症学会総会・学術講演会
「COVID-19　重症化因子探索事業 ad hoc 委員会報告　『RQ（リサーチクエスチョン）からわかったこと』」

畑　啓昭
2023.04.28-30 第97回日本感染症学会総会・学術講演会
「シンポジウム33　『術前のMRSA除菌は推奨されるか』」

畑　啓昭
2023.04.28-30 第97回日本感染症学会総会・学術講演会
「当院でポリマークリップによる虫垂断端処理を行った腹腔鏡下虫垂切除症例の検討」

出川　佳奈子、西川　元、後藤　健太郎、守山　雅晃、三木　晶森、小嶋　大也、伏谷　仁志、末永　尚浩、神
部　宏幸、中西　宏貴、中西　保貴、山岡　竜也、畑　啓昭、成田　匡大、山口　高史

2023.05.12 第20回日本ヘルニア学会学術集会
「シンポジウム 1　世界へ発信できる日本初のヘルニアのエビデンス　「本邦における鼠径ヘルニア術後慢性疼痛の実
態―多機関共同前向き研究」」

成田　匡大、片岡　政人、藤田　洋一、新田　敏勝、田崎　達也、濱　　直樹、宮木佑一郎、清水　　亘、
西原　佑一、若杉　正樹

2023.05.12-13 第20回日本ヘルニア学会学術集会
「鼠径部ヘルニア術後慢性疼痛に対する至適術式の選択」

成田　匡大
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「冲永賞受賞講演「鼠径ヘルニア待機的手術の選択肢の一つとしてShouldice法は許容できるか？」」

成田　匡大、宗景　史晃、後藤　健太郎、山岡　竜也、松末　亮、畑　啓昭、山口　高史
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
基調発言「本邦におけるCPIPの予防から治療まで」

成田　匡大
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「Painful inguinal hernia には前方切開法が至適術式である」

成田　匡大、山岡　竜也、守山　雅晃、伏谷　仁志
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「Shouldice法から学んだ鼠径ヘルニア手術のコツ」

山岡　竜也、成田　匡大
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「治療抵抗性の術後メッシュ感染に対して手術加療を行った 1例」

伏谷　仁志、成田　匡大、山岡　竜也、出川　佳奈子、末永　尚浩、神部　宏幸、三木　晶森、中西　宏貴、西
川　元、中西　保貴、畑　啓昭、山口　高史

2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「前方切開法による神経摘出をしなければ解消し得なかった疼痛を伴う鼠径ヘルニアの 1例」

守山　雅晃、成田　匡大、小嶋　大也、畑　啓昭
2023.05.26-27 第21回日本ヘルニア学会学術集会
「CPIPに対するメッシュ除去後鼠径部修復の有無の検討」

守山　雅晃、成田　匡大、伏谷　仁志、山岡　竜也、畑　啓昭
2023.05.27 日本化学療法学会第67回抗菌薬適正使用生涯教育セミナー
「胆道感染症」

畑　啓昭
2023.06.02 福島市民病院オープンカンファレンス
「外科に関わる感染対策～最近の話題～」

畑　啓昭
2023.06.29-30 第77回日本食道学会学術集会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「再発軽減を目指した巨大食道裂孔ヘルニア根治術の取り組み」
中西　保貴、畑　啓昭、小嶋　大也、末永　尚浩、神部　宏幸、三木　晶森、中西　宏貴、佐治　雅史、西川　元、
山口　高史

2023.06.30-07.01 第35回日本肝胆膵外科学会学術集会
「The frequency and din ica l impl icat ions of the remnant pancreat ic duct d i la t ion af ter
pancreaticoduodenectomy」

Narita M, Kitamura K, Terajima H, Kitagawa H, Mitsuoka E, Machimoto T, Morita S, Nishitai R, Masui T, 
Hatano E

2023.06.30-07.01 第35回日本肝胆膵外科学会学術集会
「Laparoscopic fenestration of symptomatic liver cyst leads to a high patient satisfaction」

Yamaoka R, Narita M
2023.06.30-07.01 第35回日本肝胆膵外科学会学術集会
「Report on Risk Factors for Surgical Site Infection after Hepatectomy」

Suenaga T, Narita M, Yamaoka R
2023.06.30-07.01 第35回日本肝胆膵外科学会学術集会
「Evaluation of patients with primary duodenal cancer who underwent curative resection」

Fushitani M, Narita M, Yamaoka R
2023.07.08 CPIP Metavinar 研究会 “今こそ聞きたい、学びたい！お悩み相談室。”（WEB開催）
「CPIPを真剣に考えた先にある未来　～至適TAPP法へのあくなき探求～「お悩み相談室 1：CPIP」」

成田　匡大
2023.07.12-14 第78回日本消化器外科学会総会
「消化器外科症例において有用なAcute Care Surgeryの知識・手技－当科の症例経験から」

畑　啓昭、末永　尚浩、中西　宏貴、佐治　雅史、中西　保貴、西川　元、山岡　竜也、成田　匡大、山口　高
史

2023.07.12-14 第78回日本消化器外科学会総会
「AGSurg Forum「Who is the candidate for neoadjuvant chemotherapy for ampullary carcinoma? Analysis
in 452 patients」」

Narita M
2023.07.12-14 第78回日本消化器外科学会総会
「主膵管損傷を伴う医原性膵頭部損傷に対して外科的ドレナージにより治療した一例」

伏谷仁志　山岡　竜也、成田　匡大、守山　雅晃、出川　佳奈子、小嶋　大也、末永　尚浩、中西　宏貴、畑　啓
昭、山口　高史

2023.07.12-14 第78回日本消化器外科学会総会
「複雑性虫垂炎手術時におけるポリマークリップ使用例の検討」

出川　佳奈子、西川　元、山口　高史
2023.07.12-14 第78回日本消化器外科学会総会
「高度肥満を伴う傍乳頭憩室に近接した十二指腸GISTに対して腹腔鏡下十二指腸部分切除を施行しえた 1例」

守山　雅晃、中西　保貴、畑　啓昭
2023.07.15 MRSAフォーラム2023
「術前のMRSA鼻腔除菌の有効性についての文献的検討」

畑　啓昭
2023.07.16 第 4 回広島血液培養と菌血症サミットc/w子血菌力（こどもの血液培養と菌血症カレッジ）
「大腸穿孔の腹水培養なんてクソくらえ」

畑　啓昭
2023.07.20 第38回日本環境感染症学会総会・学術集会
「委員会企画 8 [JHAIS委員会]サーベイランス事業報告および事例解説　事例判定：SSI」

畑　啓昭
2023.07.22 第 8 回京都大学外科関連施設ヘルニア教育セミナー
「再発、CPIPの予防を目的とした当院でのLichitenstein法の工夫」

小嶋　大也
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.08.25 伏見医師会ランチョンセミナー
「術後慢性疼痛における診断と治療～神経障害性疼痛治療を中心に～」

成田　匡大
2023.08.26 第19回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会　ランチョンセミナー
「International Guidelinesの謎解き～世界共通のガイドラインが語った未来～」

成田　匡大
2023.09.08 第 4 回築地大腸手術セミナー
「卒後 9年の歩み」

西川　元
2023.09.09 第21回滋賀ヘルニア研究会
「術後慢性疼痛の診断と治療」

成田　匡大
2023.09.21-23 American Hernia Society (AHS)
「The frequency and risk factors of Chronic postoperative inguinal pain in Japan: A prospective, longitudinal
nationwide survey.」

成田　匡大
2023.09.29 第 3 回肝胆膵・移植外科手術セミナー
「当院における腹腔鏡下・ロボット支援による再肝切除手術の実績」

山岡　竜也
2023.09.30 第36回近畿内視鏡外科研究会
「ワークショップ 6　ロボット支援下肝切除手術：手術の工夫と導入期の治療成績　「ロボット肝切除を快適に行うま
での歩み」」

成田　匡大
2023.09.30 日本手術看護学会京都ブロックセミナー
「手術室看護師が知っておくべき手術部位感染防止対策と周術期管理」

畑　啓昭
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Effects Of Oral Antibiotic Prophylaxis For Surgical Site Infections In Colorectal Surgery. Insights From Real
Worid Data」

Hata H, Nakanishi H, Nishikawa G, Matsusue R
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under
80 years」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Odagaki T, Mio T
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Duration of viable SARS-CoV- 2 shedding in immunocompromised COVID-19 patients during the
widespread vaccination era」

Kanai O, Fujita K, Hata H, Odagaki T, Mio T
2023.10.11-15 ID Week 2023
「A retrospective observational study to evaluate the efficacy of antimicrobial time-out for optimizing the
duration of antimicrobial administration in emergency abdominal surgery patients」

Suenaga T, Hata H
2023.10.31 FM845「カラダ元気コーナー」
「逆流性食道炎・食道裂孔ヘルニアのはなし」

畑　啓昭
2023.11.03 JDDW　2023　KOBE
「ロボット肝臓手術を快適に行うまでの歩み」

成田　匡大
2023.11.09-11  第93回日本感染症学会西日本地方学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会　

合同開催
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

教育講演 3「腹腔内感染症の診断と治療」
畑　啓昭

2023.11.09-11  第93回日本感染症学会西日本地方学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会　
合同開催

「大腸穿孔術後の抗菌薬使用の適正化における、抗菌薬タイムアウトの有用性の検討」
末永　尚浩

2023.11.09-11  第93回日本感染症学会西日本地方学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会　
合同開催

「当院における脾臓摘出時の肺炎球菌ワクチン接種状況の調査」
出川　佳奈子

2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「ワークショップ13　薬剤耐性菌対策を考えた抗菌薬の適切な選択と投与期間への介入の試み」

末永　尚浩、畑　啓昭、庭野　公聖、出川　佳奈子、小嶋　大也、伏谷　仁志、中西　宏貴、西川　元、中西　保
貴、山岡　竜也、成田　匡大

2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「診断に術中経肛門的小腸内視鏡が有用であった、小腸吻合部潰瘍・狭窄の一例」

小嶋　大也、中西　保貴、庭野　公聖、川佳　奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、中西　宏貴、山岡　竜也、西川　
元、成田　匡大、畑　啓昭

2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「内腹斜筋内に発生した神経鞘腫の一切除例」

庭野　公聖、中西　保貴、伏谷　仁志、出川　佳奈子、小嶋　大也、末永　尚浩、中西　宏貴、山岡　竜也、西
川　元、成田　匡大、大谷　哲之、畑　啓昭

2023.11.25 第 3 回消化管外科手術手技セミナー（WEB開催）
「技術認定医取得後のネクストステップ」

畑　啓昭
2023.11.25 第 3 回消化管外科手術手技セミナー（WEB開催）
「技術認定医取得後のネクストステップ」

中西　保貴
2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「肛門内圧測定による直腸癌肛門温存手術が術後肛門機能に及ぼす影響の評価」

水野　礼、野村　勇貴、藤岡　祥恵、竹内　豪、武内　悠馬 
2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「胃内容排泄遅延に留意した幽門側胃切除後Roux-en-Y再建の工夫」

中西　保貴、畑　啓昭、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、小嶋　大也、末永　尚浩、中西　宏貴、佐治　
雅史、山岡　竜也、西川　元、成田　匡大、大谷　哲之

2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「単孔式腹腔鏡補助下手術が有効であった小腸動静脈奇形の 1例」

小嶋　大也、中西　保貴、出川　佳奈子、伏谷　仁志、中西　宏貴、山岡　竜也、成田　匡大、畑　啓昭
2023.12.09 オルソサポートセミナー
「日米のリーダーから学ぶ最新のSSI対策「最近の外科に関わる感染症の話題」」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
合同セミナー（日本環境感染学会JHAIS委員会）「サーベイランスのためのSSI判定事例」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
委員会企画 5 （教育委員会）「一般外科領域のUpToDate」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「食道亜全摘・結腸再建術における術前予防的経口抗菌薬の投与成績」

末永　尚浩、出川　佳奈子、中西　保貴、畑　啓昭
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「人工肛門閉鎖術における当院での取り組み」

小嶋　大也、西川　元、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、中西　宏貴、中西　保貴、山岡　
竜也、成田　匡大、大谷　哲之、畑　啓昭

2024.02.03 令和 5 年度　がん地域医療連携力向上研修
「講演①　肝臓・膵臓の最近のがん治療」

中村　公治郎
2024.02.09-11 第20回日本消化管学会総合学術集会
「側弯合併食道裂孔ヘルニアの臨床的特徴に関する解析」

中西　保貴、村田　雅樹、森　すみれ
2024.02.10-11 第16回日本ロボット外科学会学術集会
「ロボット支援肝切除は離断面のテンションが命」

成田　匡大
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「食道切除後の胃管癌の手術症例」

畑　啓昭
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「術中蛍光ナビゲーションを用いた、より精緻な系統的肝切除の 1例」

山岡　竜也
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「局所進行直腸癌に対して total neoadjuvant therapy(TNT)後にロボット支援下直腸切断術を行った 1例」

水野　礼
2024.02.17 日本肝胆膵外科学会　第 3 回関西地区教育セミナー
「高度技能専門医による肝胆膵高難度手術手技を学ぶ「膵頭十二指腸切除術」」

中村　公治郎
2024.02.27 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「人工肛門閉鎖術における当院での取り組み」

小嶋　大也、西川　元、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、中西　宏貴、中西　保貴、山岡　
竜也、成田　匡大、大谷　哲之、畑　啓昭

2024.02.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「幽門側胃切除後の長期経過中に生じた十二指腸傍乳頭憩室穿孔の 1手術例」

伏谷　仁志、中西　保貴、庭野　公聖、出川　佳奈子、末永　尚浩、佐治　雅史、大谷　哲之、畑　啓昭
2024.02.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「胃神経内分泌癌に対する術後補助化学療法の意義」

庭野　公聖、中西　保貴、井田　智之、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、佐治　雅史、大谷　哲之、畑　
啓昭

2024.03.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「食道癌術後胃管癌に対し腹腔鏡下幽門側胃管分節切除術を施行した一例」

井田　智之、末永　尚浩、中西　保貴、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、佐治　雅史、畑　啓昭
2024.03.21-22 第60回日本腹部救急医学会総会
「シンポジウム6　腹部救急疾患術後 Surgical Site Infection に対するベストプラクティス「腹部救急疾患術後 Surgical
Site Infection に対する当院での抗菌薬適正使用の取り組み」」

畑　啓昭
2024.03.21-22 第60回日本腹部救急医学会総会
「大腿ヘルニア嵌頓による腸閉塞で肝内門脈肝静脈シャントを介し肝性脳症をきたした一例」

伏谷　仁志、西川　元、庭野　公聖、出川　佳奈子、畑　啓昭
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　他科疾患の治療　糖尿病
消化器ナーシング, 28, 6, 82-83, 2023.06.01, MCメディカ出版

末永　尚浩、畑　啓昭
[解説]
疾患別・臨床事例の全診療行為　カルテ・レセプトの原風景　カルテ254　直腸癌　骨盤内臓全摘術を行った事例(解
説)
月刊保険診療, 78, 7, 58-60, 2023.07.10, 医学通信社

畑　啓昭
[解説]
【“消去法”で考え直す「抗菌薬選択」のセオリー-広域に考え、狭域に始める】[抗菌薬選択クイズ]”消去法”で絞り込
む抗菌薬選択　胆道感染症(解説)
総合診療, 33, 7, 785-789, 2023.07.01, 医学書院

畑　啓昭、末永　尚浩　
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療　「心不全」
消化器ナーシング, 28, 9, 84-85, 2023.09.01, MCメディカ出版

濱谷　康弘、畑　啓昭
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療　「排尿障害」
消化器ナーシング, 28, 10, 92-93, 2023.10.01, MCメディカ出版

宮　崎有、畑　啓昭
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療　
消化器ナーシング, 28, 10, 1 -74, 2023.10.01, MCメディカ出版

畑　啓昭
[解説]
知っておきたい！　消化器疾患に必要な検査　「便潜血検査・便CD検査」
消化器ナーシング, 28, 10, 45-49, 2023.10.01, MCメディカ出版

中西　保貴
[解説]
知っておきたい！　消化器疾患に必要な検査　「ICG試験」
消化器ナーシング, 28, 10, 12-14, 2023.10.01, MCメディカ出版

末永　尚浩
[解説]
腹水培養よりも血液培養に着目して抗菌薬投与を行った穿孔性腹膜炎の 1例
CASE REPORT Season7 , BD

畑　啓昭
[総説]
鼠径ヘルニア術後慢性疼痛
日医雑誌, 152, 8, 882, 2023.11.01, 日本医師会

成田　匡大
[解説]
【市中感染症の診断と治療】肝・胆道感染症
日本内科学会雑誌, 112, 11, 2076-2082, 2023.11.10, 日本内科学会

成田　匡大
[原著論文]
鼠径部切開法における鼠径ヘルニア術後慢性疼痛予防としての術中神経確認励行の検討
日本消化器外科学会雑誌, 56, 12, 653-661, 2023.12.01, 日本消化器外科学会

後藤　健太郎、成田　匡大、出川　佳奈子、宗景　史晃、大倉　啓補、中西　保貴、山岡　竜也、松末　亮、畑　
啓昭、山口　高史
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[解説]
疾患別・臨床事例の全診療行為　カルテ・レセプトの原風景　カルテ259　椎間板ヘルニア　ヘルニアの治療法　異
なる治療法を選択した 3つの事例(解説)
月刊保険診療, 78, 12, 89-91, 2023.12.10, 医学通信社

名月　論、伊藤　陽子、畑　啓昭、小澤　竹俊、平敷　安希博、鈴木　俊治、木村　圭一、武田　匡弘
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　他科疾患の治療　誤嚥性肺炎
消化器ナーシング, 29, 3, 84-85, 2024.03.01, MCメディカ出版

小嶋　大也、畑　啓昭
[原著論文]
Impact of the COVID-19 pandemic on the trajectory of the number of bronchoscopies performed in a
tertiary hospital in Kyoto city
Medicine (Baltimore), 102, 21, e33918, 2023.05

Fujita K, Kanai O, Ito T, Saito Z, Imakita T, Oi I, Yamamoto Y, Hashimoto M, Sawai S, Hata H, Odagaki 
T, Mio T

[原著論文]
Identification of complications requiring interventions after gastrointestinal cancer surgery from real-world
data: An external validation study
Ann Gastroenterol Surg, 7, 6, 1032-1041, 2023.06

Kinoshita H, Nishigori T, Kunisawa S, Hida K, Hosogi H, Inamoto S, Hata H, Matsusue R, Imanaka Y, 
Obama K, Matsumura Y

[原著論文]
Intraneural fibrosis within ilioinguinal nerve in inguinal hernia patients with preoperative pain: it’s the sign
of irreversible nerve injury, isn’t it?
Langenbeck’s Archives of Surgery, 408, 1, 431, 2023.11

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Moriyama M, Degawa K, Fushitani M, Kojima H, Suenaga T, Nakanishi 
H, Nishikawa G, Nakanishi Y, Hata H.

[原著論文]
The “Plug folding” may be a pathogenesis in chronic postoperative inguinal pain following mesh plug
repair
Asian Journal of Surgery, 46, 12, 5770-5772, 2023.12

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Hata H.
[原著論文]
Identification of patients at high risk for recurrence in carcinoma of the ampulla of Vater: Analysis in 460
patients
AGSurg, 8, 2, 190-201, 2023.12

Narita M, Hatano E, Kitamura K, Fukumitsu K, Kitagawa H, Hamaguchi Y, Yazawa T, Terajima H, Kitaguchi 
K, Hata T, on behalf of the Kyoto University Hepatp-Biliary Pancreatic surgery Study Group(KUHBPS)

[原著論文]
A case of spindle and giant cell-type undifferentiated carcinoma of the extrahepatic bile duct
Clin J Gastroenterol,  Online ahead of print, 2024.01

Nagata K, Nakamura K, Iida T, Iwasaki J, Hata T, Yoshino K, Asai S, Ishihara M, Itami A, Kyogoku T 
[原著論文]
Clinical features of pneumothorax associated with COVID-19: A retrospective analysis of two centres
Respir Investig, 62, 1, 137-141, 2024.01

Fujita K, Iwata T, Kanai O, Hata H, Tanaka H, Imakita T, Oi I, Odagaki T, Aoyama A, Sawai S, Mio T
[原著論文]
Predictive and prognostic value of excision repair cross-complementing group 1 in patients with advanced
gastric cancer
bjc reports, Published: 05 March 2024, 2024.03

Yamada Y, Nagashima K, Azuma M, Masutani M, Ichikawa H, Iwasa S, Takahashi N, Hirano H, Kanato K, 
Machida N, Kinoshita T, Hata H, Kawakami H, Takahari D, Boku N, Kurokawa Y,  Terashima M, Yoshikawa 
T, Sekine S & Hiraoka N 

[原著論文]
A case of progressive xanthogranulomatous pancreatitis with splenic abscess
Clin J Gastroenterol, Online ahead of print, 2024.03

Nagata K, Nakamura K, Iida T, Iwasaki J, Ito R, Asai S, Ishihara M,Hata T, Itami A, Kyogoku T
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乳 腺 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 山賀　　郁

日本外科学会外科専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本乳癌学会乳腺専門医
検診マンモグラフィ読影認定医
京都大学博士（医学）
新リンパ浮腫研修修了

乳腺（乳がん）

｜令和 5年度の主な取組｜

認定施設
・日本乳癌学会認定施設
・遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設
・日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会再建実施施設認定

　患者教室として「乳がん教室」を月 1回開催し、患者教育に取り組んでいる

専門医資格等
日本外科学会外科専門医
日本乳癌学会乳腺指導医
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
乳腺（乳がん）

診療科長
加藤　大典
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｜診療実績｜

入院患者数
2023年度

1 日平均患者数（名） 1.9

新入院患者数（名） 89

平均在院日数（日） 7.8

外来患者数
2023年度

1 日平均総患者数（名） 26.9

主な手術の件数（2022年度）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

乳癌手術（乳房数） 67 86 103 81

温存手術（乳房数） 30 43 55 48

乳房同時再建 0 3 0 2

HBOC乳房リスク低減手術 0 1 1 2

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.29 第31回日本乳癌学会学術総会
「Indocyanine Green (ICG) 蛍光法の乳腺全摘手術における適切な皮弁作成への応用」

加藤　大典、出川佳奈子、山賀　　郁
2023.06.30 第31回日本乳癌学会学術総会
「乳癌術後上肢リンパ浮腫診療におけるR-scoreの有用性」

山賀　　郁、出川佳奈子、加藤　大典
2023.09.01 日本蛍光ガイド手術研究会第 6 回学術集会
「乳腺全摘手術における適切な皮弁作成へのIndocyanine Green (ICG) 蛍光法の応用」

加藤　大典、庭野　公聖、出川佳奈子、山賀　郁
2023.09.02 第79回京滋乳癌研究会
「HER2低発現の確認のために異なる抗体で再評価した症例の検討」

米田　真知、山賀　　郁、矢田　善弘、加藤　大典、森吉　弘毅
2023.11.25 第21回日本乳癌学会近畿地方会
「化学療法抵抗性になってきた多発性肺転移に対して、肺生検によって免疫チェックポイント阻害剤の適応を確認で
きた 1例」

出川佳奈子、加藤　大典、米田　真知、矢田　善弘、山賀　　郁、森吉　弘毅
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整 形 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 山本　博史

日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定リウマチ医
日本整形外科学会認定スポーツ医
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医
日本手外科学会専門医
日本マイクロサージャリー学会評議員
日本肘関節学会評議員
京都大学博士（医学）

マイクロサー
ジャリーによる
組織再建

上肢・手の外科、
四肢外傷

医 長 向井　章悟
日本専門医機構認定整形外科専門医
日本体育協会公認スポーツドクター
京都大学博士（医学）

関節鏡視下手
術、スポーツ整
形外科、小児整
形外科

医 長 宮田　誠彦

日本脊椎脊髄病学会認定脊椎脊髄外科指導医
日本脊椎脊髄病学会認定脊椎脊髄病医
日本専門医機構認定整形外科専門医
日本整形外科学会認定運動器リハビリテーション医
京都大学博士（医学）

脊椎外科

医 師 坪内　直也 日本専門医機構認定整形外科専門医 脊椎外科

医 師 中山　雄介 日本専門医機構認定整形外科専門医
日本体育協会公認スポーツドクター

膝関節、外傷、
骨粗鬆症

医 師 里見健太朗 日本専門医機構認定整形外科専門医 人工股関節

医 師 笹原慎太郎 日本専門医機構認定整形外科専門医 整形外科一般

専 攻 医 島袋　正樹
2022年10月 1日から 整形外科一般

｜令和 5年度の主な取組｜

　整形外科には複数のサブスペシャリティがあります。
　脊椎はハイブリッド手術室やナビゲーションシステムを使用して難易度の高い手術も安全に行えるよう

専門医資格等
日本専門医機構
　認定整形外科専門医
日本整形外科学会
　認定運動器
　リハビリテーション医
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
人工股関節

診療科長
山田　茂
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になっています。
　膝は靱帯再建術や、関節温存手術、人工関節置換術などを行います。後者は従来の全置換のみならず、
低侵襲の単顆型人工関節も行っています。
　肩は鏡視下手術や専門資格が必要な特殊な人工関節置換術も行います。
　手外科およびマイクロサージェリーの技術により手指機能再建や末梢神経関連の複雑な手術も行います。
変形性股関節症には人工股関節置換術を行っています。
　このように的確な診断と高い技術が要求される難易度の高い疾患分野を扱っていることが大病院の整形
外科の証であると思っております。
　骨折などの外傷についても広い分野をカバーしております。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 33.9 29.7

新入院患者数（名） 565 581

平均在院日数（日） 20.7 17.6

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 62.5 46.2

主な術式別手術件数（2023年度）

頸椎手術 24件 人工膝関節置換 62件

胸腰椎手術 74件 骨接合術 219件

人工股関節置換 57件 腱・靭帯手術 27件

人工骨頭置換 34件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.13-15 第52回日本脊椎脊髄病学会学術総会
「頚椎症性脊髄症におけるK-lineと前方骨性要素の距離（K-line brace height）＜動的評価や脊髄前後径を含めた安全
域の検討＞」

宮田　誠彦、坪内　直也
2023.04.13-15 第52回日本脊椎脊髄病学会学術総会
「Far-lateral TLIF（強斜位設置法）による長尺Box型ケージの使用経験－椎体間ケージを外側小皮切から強斜位で設置
する方法－」

坪内　直也、宮田　誠彦
2023.04.15 第36回西京整形外科病院勤務医･開業医有志による病診連携の会
「稀な手関節外傷」

山本　博史
2023.06.29 第49回日本骨折治療学会学術集会
「右開放性前腕骨折（AO type 22-C2）に対して回旋変形を矯正し 3枚のプレートで内固定した一」

笹原慎太郎、中山　雄介

104 Kyoto Medical center Annual report



発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.29-07.01 第49回日本骨折治療学会学術集会
「両側距骨体部粉砕骨折に対する異なる時期に施行した観血的整復固定術の症例」

山本　博史、笹原慎太郎、中村　亮太
2023.11.03-05 第 7 回リハビリテーション医学会秋期学術集会
「楽器奏者の橈尺骨遠位端骨折術後CRPSに対しmirror therapyが有効であった症例」

山本　博史、山田　　茂
2023.11.04 脊椎カンファレンス
「ハイブリッド手術室を用いた脊椎手術の盲点と対策～インシデントを含む導入後 2年間の経験～」

坪内　直也
2023.11.11 第34回臨床スポーツ医学会
「電気刺激下超音波による筋疲労評価」

喜屋　武弥、向井　章悟、黒木　裕士、中川　泰彰
2023.11.11 第37回西整会病診連携の会
「Degloving injuryの 3 例」

山本　博史
2023.12.08 第 1 回日本膝関節学会
「特発性大腿骨内顆骨壊死に対する自家骨軟骨移植併用開大型脛骨高位骨切り術の軟骨修復及び臨床成績に関係する
因子の解析」

向井　章悟、笹原慎太郎、中川　泰彰
2023.12.08 第 1 回日本膝関節学会
「自家骨軟骨移植術のドナー採取部のMRI変化についての検討」

笹原慎太郎、向井　章悟、中川　泰彰

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Suture button deviceを用いたPCL付着部裂離骨折鏡視下固定術 3例の小経験
JOSKAS, 48, 2, 466-467, 2023

向井　章悟、中川　泰彰、高橋　　基、中村　亮太
[原著論文]
自家骨軟骨移植にて上腕骨頭特発性骨壊死を治療した 1例
肩関節, 47, 438-441, 2023

向井　章悟、中川　泰彰
［原著論文］
前腕切断に対する再接着術の予後決定因子
整形外科, 74, 3, 209-214, 2023

山本　博史、藤田　俊史
［原著論文］
重度四肢外傷の感染を拡大させないためのデブリドマン－その質を高めるための模索－
骨折, 45, 3, 930-935, 2023

山本　博史、中村　亮太
［原著論文］
手根中手関節脱臼骨折の診断と治療のpitfall．
骨折, 45, 3, 731-435, 2023

中村　亮太、山本　博史
［原著論文］
頚椎症性脊髄症における屈曲位K-line（－）と後方除圧術後の頚椎前弯減少～中間位K-line（+）から（－）に転じる
リスクの評価～．
J. Spine Res, 14, 65-73, 2023

宮田　誠彦、坪内　直也
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Validating Knee Varus Alignment Measurements Using Markerless Motion Capture
Geriatrics (Basel), 8, 6, 109, 2023.11

Shogo Mukai 1, Yasuaki Nakagawa 2, Kohei Nishitani 3, Sayako Sakai 2, Ryouta Nakamura 2, Motoi 
Takahashi 2

［原著論文］
Preoperative diagnosis of knee cartilage, meniscal, and ligament injuries by magnetic resonance imaging
J Exp Orthop, 10, 1, 47, 2023.04

Yasuaki Nakagawa 1  2, Shogo Mukai 3, Sayako Sakai 3, Ryota Nakamura 3, Motoi Takahashi 3, 
Shinnosuke Nakagawa 4

［原著論文］
Radiological Findings of the Lumbar Spine in High School and Collegiate Sumo Wrestlers
Orthop J Sports Med, 11, 11, 2023.11

Yasuaki Nakagawa 1  2, Shogo Mukai 3, Masahiko Miyata 3, Kazufumi Minami 4, Yuji Hattori 5, Hiroya 
Yamagishi 6

［原著論文］
Autologous Osteochondral Grafts for Knee Osteochondral Diseases Result in Good Patient-Reported
Outcomes in Patients Older Than 60 Years
Arthrosc Sports Med Rehabil, 5, 5, 2023.07

Yasuaki Nakagawa 1  2, Koji Mori 3, Shogo Mukai 4, Yuki Shinya 4, Ryota Nakamura 4, Motoi Takahashi 
4  
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形 成 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 佐野　　弾 日本形成外科学会専門医 形成一般

医 師 尹　　　庸 日本形成外科学会専門医
日本医師会認定産業医 形成一般 足、レーザー

医 師 松田　翔太 日本形成外科学会専門医 形成一般 眼瞼下垂、
皮膚悪性腫瘍

非 常 勤
医 師 荒田　　順

日本形成外科学会評議員・形成外科専門医
日本手外科学会代議員・手外科専門医
日本創傷外科学会専門医
小児形成外科分野指導医
再建・マイクロサージャリー分野指導医
レーザー分野指導医
乳房再建用エキスパンダー・インプラント責任医師
日本体育協会公認スポーツドクター
滋賀医科大学病院教授
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

手外科、眼瞼形成、
レーザー、再建外
科

｜令和 5年度の主な取組｜

　美容レーザー治療を新しい料金体制に変更し、より治療していただきやすくしました。
　眼瞼下垂症手術の一泊二日入院を推奨しています。
　眼瞼下垂症は術後の腫れによる視界の不良や、特に高齢の患者さんでは自己処置が困難であることが多
いため、入院で手術を受けていただくことで、より安心で安全な医療を提供して参ります。

専門医資格等
日本形成外科学会専門医
日本創傷外科学会専門医
皮膚腫瘍外科指導医
日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医

専門分野
形成外科一般

得意疾患
外傷
熱傷
眼瞼下垂
乳房再建

医長
海透　修子
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｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 92 7.8

新入院患者数（名） 284 273

平均在院日数（日） 11.4 8.7

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 18.4 16.5

主な術式別手術件数（2023年度）

外傷 130件 難治性潰瘍 106件

先天異常  28件 炎症、変性疾患  91件

腫瘍 440件 レーザー 299件

瘢痕、ケロイド  33件 その他  73件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28 第66回日本形成外科学会総会・学術集会
「成人の前腕に発症した多発神経鞘腫の一例」

海透　修子、荒田　順、尹　庸、松田　翔太、山下　輝世
2023.04.28 第66回日本形成外科学会総会・学術集会
「IWGDFの国際ガイドラインに基づいた糖尿病性足病変の治療経験」

尹　庸、荒田　順、海透　修子、松田　翔太、河野　茂夫
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脳 神 経 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 土井　健人
日本脳神経外科学会脳神経外科専門医
日本脳卒中学会脳卒中専門医
日本神経内視鏡学会技術認定医
日本脳神経血管内治療学会脳血栓回収療法実施医

脳神経外科 脳血管障害、
脳腫瘍

医 師
（育児休業）

岸田　夏枝
2022年 5月 8日から

日本脳神経外科学会脳神経外科専門医
日本脳卒中学会脳卒中専門医
日本脳神経血管内治療学会専門医
日本医師会認定産業医
京都大学博士（医学）

脳卒中外科 脳血管内手術

医 師 牧野　恭秀

日本脳神経外科脳神経外科専門医
日本脳腫瘍学会脳腫瘍診療ガイドライン
　システマティックレビュー委員
日本脳神経血管内治療学会脳血栓回収療法実施医
京都大学博士（医学）

脳腫瘍 脳腫瘍、脳血管障
害、脊椎脊髄疾患

医 師 山尾　幸広

京都大学医学部 客員研究員、非常勤講師
日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医・指導医
日本脳卒中学会 脳卒中専門医・指導医
日本脳卒中の外科学会 技術認定医
日本脳神経血管内治療学会 専門医・指導医
日本てんかん学会 専門医・指導医
日本神経内視鏡学会 技術認定医
日本臨床神経生理学会 専門医(脳波)
日本臨床神経生理学会 術中脳脊髄モニタリング認定医

脳血管障害・
脳機能

脳血管障害・
脳機能

医 師 吉田　昌史 専攻医

医 長 早瀬　　睦 日本脳神経外科脳神経外科専門医
日本脳神経血管内治療学会指導医 脳血管内治療 脳血管内手術

専門医資格等
日本脳神経外科学会
　脳神経外科専門医
日本脳卒中学会
　脳卒中専門医・指導医
日本脳卒中の外科学会
　技術指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授・
　非常勤講師

専門分野
脳血管障害
頭蓋底外科
良性脳腫瘍
聴神経腫瘍

診療部長（医療技術担当）
脳神経センター長
診療科長
がんセンター
　脳腫瘍ユニット長
臨床研究センター
　血管障害室長
福田　俊一
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｜令和 5年度の主な取組｜

　令和 5年 3月末で足立先生が異動され、かわりに 4月より早瀬先生が医長として当院に着任されました。
早瀬先生は血管内指導医として当科の血管内手術の指導に尽力頂きました。牧野先生が 8月末で京大に異
動となり、代わりに上村先生が 9月より当院赴任となりました。
　病欠者や出産・育児休暇者のため、 9月より当科は定員 7名のところ 3名でやりくりすることとなりま
した。京大医局にご相談し、血管内手術が必要な場合は大学より執刀医を派遣していただくことになり、
さらに毎週土曜日の脳卒中当直医師も大学より派遣していただくことになりました。
　このような状況でなんとか年内を過ごすことができ、2024年 1 月より京大より脳血管内指導医の山尾先
生が赴任し、加えて脳外科専門医取得前の吉田先生も同時に当科着任となりました。山尾先生は着任後す
ぐに当科の脳血管内治療体制の立て直しに着手し、手術件数も著しく増加しました。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 15.1 13.5

新入院患者数（名） 276 263

平均在院日数（日） 18.3 18.0

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 21.7 19.6
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主な手術件数（2023年度）

脳血管障害

脳動脈瘤クリッピング術 5件

頚動脈内膜剥離術（CEA） 5 件

脳動静脈奇形摘出術 5件

浅側頭動脈-中大脳動脈バイパス術 1件

ハイフロー・バイパス術 0件

脳内出血摘出術 7件

開頭脳腫瘍摘出術

神経膠腫 5件

髄膜腫 9件

転移性脳腫瘍 6件

その他の脳腫瘍 6件

経蝶形骨洞手術 下垂体腫瘍 2件

外傷性頭蓋内血腫摘出術 2件

神経減圧術（顔面痙攣等） 0件

脊椎・脊髄手術
脊髄腫瘍摘出術・血管奇形摘出術 3件

脊椎症・ヘルニア手術 6件

シャント手術 11件

穿頭術 48件

脳血管内手術

脳動脈瘤コイル塞栓術 20件

血管形成術（CAS） 4 件

脳血栓回収術 13件

脳動静脈奇形塞栓術 1件

脳動静脈瘻塞栓術 0件

脳腫瘍血管塞栓術 2件

その他の手術
その他の開頭術 2件

その他 3件

合計 166件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.10 第38回日本臨床栄養代謝学会学術集会
「脳卒中急性期患者への栄養スクリーニングの検討」

早瀬　睦
2023.10.25 第82回日本脳神経外科学会学術総会
「くも膜下出血の急性期リハビリテーション治療の実状～全国一次脳卒中センターアンケート調査の結果から～」

早瀬　睦、大木　宏一、太田　剛史、中島　誠、小山　哲男、古賀　政利、井口　保之、藤本　茂、角田　亘、小
笠原　邦昭

2023.12.01 第51回日本頭痛学会総会
「医療従事者の頭痛の有病率と業務への影響に関する調査」

早瀬　睦、早瀬　史子
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.02.08 International Stroke Conference 2024
「A P2X4 Inhibitor Dramatically Suppresses The Progression Of Cervical Internal Carotid Artery Stenosis
- An Attempt To Develop A Therapeutic Agent For Carotid Artery Stenosis Focusing On The Role Of
Hemodynamic Factors -」

Shunichi Fukuda, Youko Niwa, Joji Ando, Kimiko Yamamoto, Takashi Suzuki, Akihiro Yasoda
2024.03.08 STROKE 2024
「内頚動脈狭窄症の進行におけるP2X4の役割検討：血行力学的役割に注目した頸動脈狭窄症治療約開発の試み」

福田　俊一、丹羽　陽子、山本　希美子、鈴木　崇士

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
経橈骨動脈アプローチ（trans radial approach)
脳神経外科速報, 34, 1, 11-14, 2024.01.10, ＭＣメディカ出版

早瀬　睦
［原著論文］
“本邦の一次脳卒中センターにおける脳卒中急性期リハビリテーションの現状”に関する多施設アンケート調査結果
脳卒中, 45, 2, 111-119, 2023.03

角田　亘、大木　宏一、中島　誠、小山　哲男、大山　直紀、古賀　政利、早瀬　睦、太田　剛史、大森　智裕、
松本　浩一、井口　保之、藤本　茂、小笠原　邦昭

［会議録］
脳卒中急性期におけるリハビリテーション提供の現状　全国アンケート調査
臨床神経学, 63, Suppl., 291, 2023.09

中島　誠、大森　智裕、後藤　和也、大木　宏一、大山　直紀、古賀　政利、小山　哲男、早瀬　睦、太田　剛
史、松本　浩一、井口　保之、藤本　茂、角田　亘、小笠原　邦昭

［会議録］
COVID-19の流行が急性期リハビリテーションに影響を与えた一次脳卒中センターの特徴
臨床神経学, 63, Suppl., 232, 2023.09

大山　直紀、大木　宏一、中島　誠、松本　浩一、大森　智裕、早瀬　睦、太田　剛史、古賀　政利、小山　哲
男、藤本　茂、井口　保之、角田　亘、小笠原　邦昭

［会議録］
脳卒中急性期リハビリテーションでの活動度拡大と合併症時対応　全国アンケート調査
臨床神経学, 63, Suppl., 232, 2023.09

大木　宏一, 中島　誠, 小山　哲男, 大山　直紀, 古賀　政利, 早瀬　睦, 太田　剛史, 大森　智裕, 松本　浩一, 井口　
保之, 藤本　茂, 角田　亘, 小笠原　邦昭

［会議録］
脳卒中急性期リハビリテーションの現状とこれから～全国アンケート調査結果を踏まえて～　COVID-19流行下にお
ける脳卒中急性期リハビリテーション
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 60, 特別号, 181, 2023.05

大山　直紀, 中島　誠, 大木　宏一, 松本　浩一, 新見　昌央, 阿志賀　大和, 大森　智裕, 板橋　亮, 早瀬　睦, 太田　
剛史, 橋本　洋一郎, 古賀　政利, 小山　哲男, 藤本　茂, 田島　文博, 井口　保之, 角田　亘, 小笠原　邦昭

［会議録］
脳卒中急性期リハビリテーションの現状とこれから～全国アンケート調査結果を踏まえて～　脳卒中急性期嚥下障害
の初期評価と訓練
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 60, 特別号, 180, 2023.05

中島　誠、大木　宏一、板橋　亮、早瀬　睦、新見　昌央、阿志賀　大和、松本　浩一、橋本　洋一郎、小山　哲
男、大山　直紀、古賀　政利、太田　剛史、大森　智裕、田島　文博、井口　保之、藤本　茂、角田　亘、小笠
原　邦昭
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［会議録］
脳卒中急性期リハビリテーションの現状とこれから～全国アンケート調査結果を踏まえて～　脳卒中急性期における
リハビリテーション治療の訓練時間・頻度・強度・休日体制
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine, 60, 特別号, 179, 2023.05

新見　昌央、井口　保之、作田　健一、小松　鉄平、古賀　政利、中島　誠、大木　宏一、板橋　亮、早瀬　睦、
阿志賀　大和、松本　浩一、橋本　洋一郎、小山　哲男、大山　直紀、太田　剛史、大森　智裕、田島　文博、藤
本　茂、角田　亘、小笠原　邦昭

［原著論文以外］
Transradial approach for coil embolization of a ruptured intracranial aneurysm during pregnancy to
minimize fetal radiation exposure
Radiology Case Reports, 19, 3, 1106-1109, 2024.03

Kasashima K, Kitahara T, Nakajima Y, Hayase M, Uesaka D, Torikoshi S, Ezaka Y, Tajima K, Nishimura 
M

［原著論文］
A nationwide survey for the provision of acute stroke rehabilitation in Japan: initial dose and weekend/
holiday rehabilitation
Journal of Stroke and Cerebrovascular Diseases, 33, 2, 107550, 2024.02

Makoto Nakajima, Koichi Oki, Tomohiro Omori, Tetsuo Koyama, Naoki Oyama, Masatoshi Koga, Makoto 
Hayase, Tsuyoshi Ohta, Koichi Matsumoto, Yasuyuki Iguchi, Shigeru Fujimoto, Wataru Kakuda, Kuniaki 
Ogasawara; Project Team for the Equalization and Standardization of Acute Stroke Rehabilitation

［原著論文］
Timing of initiation of acute stroke rehabilitation and management corresponding to complications at
primary stroke centers in Japan: a nationwide cross-sectional web-based questionnaire survey
Cerebrovascular Diseases, 2023.07

Koichi Oki, Makoto Nakajima, Tetsuo Koyama, Naoki Oyama, Masatoshi Koga, Makoto Hayase, Tsuyoshi 
Ohta, Tomohiro Omori, Koichi Matsumoto, Yasuyuki Iguchi, Shigeru Fujimoto, Wataru Kakuda, Kuniaki 
Ogasawara
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血 管 外 科

｜令和 5年度の主な取組｜

診療科の特徴
1 ．あらゆる診療科や地域医療機関で直面した血管疾患の問題に迅速に対応してまいります。
2．患者さんには診療内容に対する十分な説明と満足な治療成果が得られるよう努力いたします。
　　2006年（平成18年） 4 月に発足した、主に末梢動脈疾患に対する血行再建を担当する診療科です。
　　近年、糖尿病や腎不全による慢性透析患者さんが増加するとともに、閉塞性動脈硬化症例（ASO）が

増加しています。
　　閉塞性動脈硬化症とは、動脈硬化による下肢血流障害により各種症状（歩行時の下肢の痛み、安静時の足

の痛みおよび足部潰瘍・壊死）を生じ、最終的には下肢切断にも至る疾患です。
　　このような症例には、迅速な診断とともに適切な治療が必要で、時には技術的に困難とされる足関節

周囲への末梢バイパス手術と適切な局所処置が必要となります。
　　当科は、京都では数少ない血管外科専門科として日々下肢血流障害の治療にあたっています。
　　患者さんの多くは動脈硬化性の全身合併症があり、術前評価には循環器内科、脳神経外科、また、術

前後には麻酔科はもちろん、糖尿病内科、腎臓内科、形成外科、整形外科、皮膚科などとの協力が必
要で、各科連携した総合的診療を心がけています。

主な対象疾患
大動脈疾患（腹部大動脈瘤、大動脈解離など）
閉塞性動脈硬化症（糖尿病合併症例、慢性透析例を含む）
閉塞性血栓血管炎（バージャー病）
急性動脈閉塞症（血栓症、塞栓病、外傷など）
下肢静脈瘤、静脈（鬱滞）性潰瘍
深部静脈血栓症、肺塞栓症
リンパ浮腫
血管内治療（動・静脈閉塞性疾患、動脈瘤）
内シャント（blood access）作成

専門医資格等
心臓血管外科専門医
日本外科学会専門医
日本脈管学会評議員
旭川医科大学医学博士

専門分野
血管外科（閉塞性動脈硬化症、
動脈瘤、急性動脈閉塞、血管炎、
血管外傷に対する各種血行再建
術）静脈、リンパ疾患

診療科長
浅田　秀典
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診療（業務）内容
　外来診療は、月、水の午前・午後、木曜日午前中の週 3日間実施しております。
　心疾患、脳疾患、糖尿病、腎臓病などの併存症を持っている方でも院内全体の診療科が協力し、安全で
安心できる治療を行っています。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 7.4 6.4

新入院患者数（名） 207 171

平均在院日数（日） 13 13.8

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 9.4 9.1

主な手術・検査の件数（2023年度）

下肢末梢動脈手術 47件 下肢静脈瘤手術 2件

腹部大動脈瘤置換術 10件 四肢カテーテル治療 49件

透析内シャント作成術 46件 四肢動脈造影検査 74件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.03.23 第53回日本心臓血管外科学会
「CLTIに対して人工血管を併用したdistal bypassは有効か」

浅田　秀典、幾野　　毅、片岡　　剛、白神幸太郎
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心 臓 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 片岡　　剛
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・修練指導者
日本外科学会認定外科専門医
日本脈管学会認定脈管専門医・指導医

成人心臓大血管
疾患

成人心臓大血管手
術および周術期管
理、血管内治療

医 長 幾野　　毅
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・修練指導者
日本外科学会認定外科専門医
京都大学博士（医学）

成人心臓大血管
手術

｜令和 5年度の主な取組｜

2023年度総括
　2023年手術件数は心臓大血管手術数99件であった。主要な手術で分類すると、冠動脈バイパス術は24例、
人工心肺使用23例、非使用 1例であった。弁膜症手術は36例で弁形成術 9例、弁置換術27例であった。胸
部大動脈手術は18例で、大動脈解離が 6例、真性大動脈瘤が12例であった。ステントグラフトは胸部 6例、
腹部 8例であった。

手術成績
　2023年手術死亡は 3例に認められた。 1例は大動脈弁狭窄症に対するMICS手術症例であり、当院初回
のMICS-AVR（低侵襲右開胸による大動脈弁置換術）であった。長時間手術となり、術後低心拍出量症候群に
陥り、経皮的心肺補助を要した。感染性心内膜炎（人工弁感染）を発症、術後塞栓性心筋梗塞を併発し救命
できなかった。術前の準備をはじめ、手術手技、周術期管理に関して、国立病院機構近畿グループによる
拡大医療安全検討委員会で外部専門委員 3名を招請して医療安全上の問題点を検討した。 1例は不安定狭

専門医資格等
三学会構成心臓血管外科
　専門医認定機構認定
　心臓血管外科専門医・
　修練指導者
日本外科学会認定
　外科専門医
京都大学医学部臨床教授
京都大学医学部非常勤講師
日本医療機能評価機構認定
　医療クオリティマネージャー
日本医療メディエーター協会
　認定医療メディエーター
（医療対話推進者）
産業医

専門分野
成人心臓大血管手術

副院長
診療部長（医療安全担当・
医療技術担当併任）
診療科長
白神　幸太郎
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心症に対する緊急冠動脈バイパス術を施行、術後経過は比較的良好であったが、術後 3日目に腸管虚血を
発症、敗血症性ショックとなり救命できなかった。もう 1例は他院でのカテーテルアブレーションによる
心臓損傷に対してPCPS補助下に当院に搬送、緊急手術を施行したが、救命できなかった。

実測死亡率 予測死亡率 有害イベント
実測発生率

有害イベント
予測発生率

冠動脈手術 6.25％ 10.30％ 18.75％ 27.01％

心臓弁膜症手術 5.26％ 5.87％ 10.52％ 23.21％

胸部大動脈手術 0％ 7.52％ 16.67％ 30.27％

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 5.3 8.0

新入院患者数（名） 81 171

平均在院日数（日） 22.8 33.2

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 12.9 5.5

主な手術・検査の件数（2023年度）

冠動脈バイパス術 24件 胸部大動脈ステントグラフト留置術 6件

弁膜症手術 36件 腹部大動脈ステントグラフト留置術 8件

胸部大動脈手術 18件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.09.02 日本麻酔科学会第69回関西支部学術集会
「心臓手術における患者安全とチーム医療」

白神幸太郎
2023.09.02 JNN summit
「FROZNIXを用いた大動脈解離に対する治療戦略」

植野　恭平、幾野　　毅、峰松　紀年
2023.10.21 第77回国立病院総合医学会
「急性期病院として医療の質と病院経営の両立を目指した在院日数短縮への取り組み」

白神幸太郎
2023.10.26 第64回　日本脈管学会
「動脈硬化と血管炎が見られない29歳男性の腸骨動脈領域から下腿までの慢性閉塞に対してDistal bypassを施行し
た 1例」

片岡　　剛、幾野　　毅、白神幸太郎、浅田　秀典
2023.11.25 第18回日本医療の質・安全学会
「ハイリスク診療におけるノンテクニカルスキル　心臓手術における患者安全、医療安全」

白神幸太郎
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
DNARガイドラインの策定と運用
患者安全推進ジャーナル, 74, 38-43, 2023.12.01

白神幸太郎、難波　多挙
[原著論文]
エホバの証人信者における心臓血管手術
J.Cardiovasc,Surg., 52, 4, 211-215, 2023.04.23

工藤　雅文、片岡　　剛、白神幸太郎
［原著論文］
前腕切断に対する再接着術の予後決定因子
J.Cardiovasc,Surg., 52, 5, 314-319, 2023.05.15

工藤　雅文、片岡　　剛、白神幸太郎
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皮 膚 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 辻󠄀花光次郎 皮膚科一般

専 攻 医 髙本　一盛 皮膚科一般

専 攻 医 西谷　恒星 皮膚科一般

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本皮膚科学会専門医研修施設
・生物学的製剤使用承認施設

診療科の特徴
1 ．乾癬、アトピー性皮膚炎、慢性蕁麻疹、掌蹠膿疱症に対して生物学的製剤による治療を行っています。
2．糖尿病、悪性腫瘍など基礎疾患を持つ蜂窩織炎、帯状疱疹などの感染症や難治性潰瘍など、総合病院

の特色を生かして他科と密に連携して治療しています。
3．地域の他病院から紹介された診断困難な症例、難治例、重症例なども多く受け入れています。

専門医資格等
日本皮膚科学会皮膚科専門医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授
京都皮膚科医会理事

専門分野
皮膚科一般
皮膚免疫

得意疾患
乾癬
掌蹠膿疱症
糖尿病足病変

診療科長
十一　英子

119Kyoto Medical center Annual report



主な対象疾患
　尋常性乾癬、乾癬性関節炎、掌蹠膿疱症、アトピー性皮膚炎、接触皮膚炎、うっ滞性皮膚炎、蕁麻疹、
薬疹、水疱症、細菌感染症（ざ瘡、蜂窩織炎、丹毒、伝染性膿痂疹、など）、ウイルス感染症（帯状疱疹、単純疱
疹、カポジ水痘様発疹症、尋常性疣贅など）、真菌感染症（足白癬、股部白癬、爪白癬、カンジダ症など）、皮膚潰
瘍、皮膚腫瘍など

診療（業務）内容
乾　　　癬：治療が急速に進歩し、難治の皮疹や関節炎のため生物学的製剤の治療を受ける患者さんが増

えており、スクリーニング検査を行い適応を決め、投与しています。
掌蹠膿疱症：病巣感染などの検索を行って治療しています。生物学的製剤を使用する場合もあります。
アトピー性皮膚炎：
　　　　　　外用剤や免疫抑制剤内服で十分改善しない場合、生物学的製剤の治療を行っています。
蕁　麻　疹：抗アレルギー剤内服で効果不十分な場合、生物学的製剤の治療を行っています。
糖尿病に合併する皮膚疾患：
　　　　　　糖尿病と関連した難治性足潰瘍や皮膚病変を、糖尿病科、形成外科、血管外科、整形外科、

循環器科などと連携して診療しています。
帯状疱疹（ヘルペス）：重症度に応じて、抗ウイルス剤の内服、或いは入院で点滴治療を行っています。
爪　白　癬：難治な爪の水虫には抗真菌剤の内服治療を行っています。
接触皮膚炎：かぶれの原因検索に、パッチテストを行っています。
薬　　　疹：重症薬疹は入院で治療しています。
水　疱　症：天疱瘡の中等症以上では血漿交換療法や免疫グロブリン大量療法を行っています。

診断・治療のために積極的に皮膚生検を行っています。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 3.7 3.0

新入院患者数（名） 42 58

平均在院日数（日） 30 19.5

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 55.4 60.0

主な手術･検査の件数（2023年度）

皮膚生検 288件 皮膚皮下腫瘍摘出術 32件

皮膚切開術  43件 皮膚悪性腫瘍摘出術 3件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.01 第122回日本皮膚科学会総会
「アトピー性皮膚炎にデュピルマブを半年以上投与した症例の解析」

髙本　一盛、米倉　　慧、小阪　志帆、岡本　奈都子、十一　英子
2023.08.26 第38回日本乾癬学会学術大会
「尋常性乾癬に対する生物学的製剤を中断後、皮疹の再燃とともに新規に乾癬性関節炎を発症した 2例」

髙本　一盛、西谷　恒星、辻花　光次郎、十一　英子
2023.10.28 第74回日本皮膚科学会中部支部学術大会
「手袋使用を契機に手足に皮疹を生じた 1例」

西谷　恒星、髙本　一盛、辻花　光次郎、十一　英子
2023.12.16 第483回日京滋地方会
「ペンブロリズマブ投与中に片側性に急性痘瘡状苔癬状粃糠疹(PLEVA)を発症した 1例」

髙本　一盛、西谷　恒星、辻花　光次郎、十一　英子
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泌 尿 器 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 三品　睦輝

日本泌尿器科学会専門医・指導医
がん治療認定医
日本泌尿器内視鏡学会腹腔鏡技術認定医
INTUITIVE社認定ダ・ヴィンチコンソール術者
京都大学博士（医学）

泌尿器科一般 膀胱癌
尿路結石症

医 師 三浦　高慶

日本泌尿器科学会専門医
日本泌尿器内視鏡学会腹腔鏡技術認定医
INTUITIVE社認定ダ・ヴィンチコンソール術者
日本DMAT隊員
臨床研修医指導医

泌尿器科一般 泌尿器病理

医 師 早田　直生 INTUITIVE社認定ダ・ヴィンチコンソール術者 泌尿器科一般

専 攻 医 渡邊　岳之 INTUITIVE社認定ダ・ヴィンチコンソール助手 泌尿器科一般

診療部長
（外科系担当）
診療科長
奥野　博

（2024年 3 月31日まで）

専門医資格等
日本泌尿器科学会
　専門医・指導医
日本泌尿器科内視鏡学会
　代議員
日本生殖医学会評議員
日本アンドロロジー学会
　評議員
がん治療認定医
日本内視鏡外科学会
　技術認定医
日本泌尿器内視鏡学会
　腹腔鏡技術認定医
日本泌尿器内視鏡学会
ロボット支援手術プロク
ター（前立腺・腎・膀胱）

AMS社認定PVPトレーナー
INTUITIVE社認定
　ダ・ヴィンチコンソール術者
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授
関西医科大学臨床教授
京都府医師会前立腺がん検診
　委員長
京都泌尿器科医会会長

専門分野
泌尿器科一般

得意疾患
ロボット支援手術
前立腺癌
男性学

診療科長
寒野　徹

（2024年 4 月 1 日から）

専門医資格等
日本泌尿器科学会
　専門医・指導医
日本泌尿器内視鏡・ロボ
　ティクス学会
　泌尿器腹腔鏡技術認定医
日本内視鏡外科学会
　技術認定医
がん治療認定医
日本泌尿器内視鏡・ロボ
　ティクス学会　評議員
京都泌尿器科医会　理事
INTUITIVE社認定
　ダ・ヴィンチコンソール
　術者
泌尿器ロボット支援手術
　プロクター（膀胱、前立腺）
京都大学　医学博士
京都大学医学部　臨床教授
関西医科大学医学部
　臨床教授

専門分野
泌尿器科一般

得意疾患
泌尿器ロボット手術、
　腹腔鏡手術
尿路上皮癌
（膀胱癌、腎盂尿管癌）
腎細胞癌
前立腺癌
尿路結石症
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本泌尿器科学会研修施設

診療科の特徴
1 ．ロボット支援手術、体腔鏡、内視鏡をはじめとする低侵襲手術・検査（痛みが少なく入院期間を短く）に

より患者さんへの負担の軽減を図ります。
2．最先端医療も積極的に取り入れます。
3．地域の開業医、診療所、病院と積極的に医療連携を行います。
4．患者さんの人権を尊重し、安心と満足のいく良質の医療提供を目指します。

主な対象疾患
腎臓癌、膀胱癌、腎盂癌、尿管癌、前立腺癌、副腎腫瘍、前立腺肥大症、尿路結石症、過活動膀胱、夜間
頻尿、尿失禁、膀胱瘤、骨盤臓器脱、男性不妊症、性機能障害、内分泌障害、尿路感染症、性感染症、小
児泌尿器科、腹膜透析、慢性腎不全

診療（業務）内容
・尿路性器悪性腫瘍に対する集学的治療を多部門と連携し積極的に行っている
・ロボット支援手術を含め、体腔鏡、内視鏡をはじめとする低侵襲手術に取り組んでいる
・初診外来担当医は患者さんの入院、手術、退院後の診療を一貫して責任をもって受け持つ
・外来及び入院看護師には排尿機能検査士の取得者を配置し、専門的な医療と看護を提供
・外来診療：木曜は 4診　火曜、金曜は 3診、月曜、水曜は 2診
・手術：月、水、金曜日の週 3日間
・月曜日の早朝には手術ビデオカンファレンス
・火曜日の早朝には外来カンファレンス
・水曜日の早朝には病理医を招いて臨床病理カンファレンス
・木曜日の早朝から全体回診（医師、看護師長）
・木曜日の朝に放射線科医を招いて放射線画像・放射線治療カンファレンス
・金曜日の早朝には薬剤師、看護師を交えた病棟症例カンファレンス
・平成19年06月～「夜間頻尿外来」開設
・平成23年11月～前立腺肥大症に対し、光選択的前立腺レーザー蒸散術（PVP）HPSを導入
・平成26年08月～前立腺癌に対し、ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘を導入
・平成28年04月～「女性外来」開設
・平成28年08月～腎臓癌に対し、ロボット支援腎部分切除術を導入
・平成30年08月～経皮・経尿道同時尿路結石内視鏡手術を導入
・平成31年02月～膀胱癌に対し、ロボット支援膀胱全摘を導入
・令和 3年 2月～過活動膀胱、切迫性尿失禁に対し、ボトックス膀胱内注入療法を導入
・令和 3年 3月～前立腺肥大症に対し、光選択的前立腺レーザー蒸散術（PVP）XPSに更新
・令和 3年 8月～MRI超音波画像融合経会陰前立腺生検（バイオジェット）を導入
・令和 4年 9月～光線力学診断（PDD)を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術を導入

123Kyoto Medical center Annual report



｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 20.5 17.7

新入院患者数（名） 976 910

平均在院日数（日） 7.6 7.1

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 69.9 65.4

主な手術・検査の件数（2023年度）

ロボット支援前立腺全摘 54件 TURBT  59件

ロボット支援腎部分切除術 15件 光線力学診断（PDD)を用いたTURBT  51件

ロボット支援膀胱全摘 10件 骨盤臓器脱・
尿失禁手術

TVM   0 件

副腎腫瘍手術 9件 TOT   3 件

下腎癌手術（腎摘） 17件

前立腺針生検

経直腸前立腺生検  31件

鏡視鏡下下腎（尿管）悪性腫瘍手術 10件 経会陰前立腺生検  14件

尿路結石手術

TUL 63件 MRI超音波画像融合
経会陰前立腺生検 128件

PNL 0 件

ECRIS 0 件

前立腺肥大症
内視鏡手術

PVP 86件

TURP 9 件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.13 福井泌尿器科医会講演会
「腹腔鏡技術認定医取得とその先」～後腹膜鏡下腎摘除術を中心に～

寒野　　徹
2023.04.21 第110回日本泌尿器科学会総会
「A prospective single institution longitudinal study, using EPIC questionnaire　on QOL with patients of
localized prostate cancer in every treatment approach.」

Takayoshi Miura, Takeyuki Watanabe, Naoki Hayata, Yumi Manebe, Yu Miyazaki, Toru Kanno, Haruki 
Ito, Mutsuki Mishina, Hiroshi Okuno

2023.04.21 第110回日本泌尿器科学会総会
「転移性前立腺癌に対するドセタキセル療法のプレドニン併用における有害事象の検討」

早田　直生
2023.04.22 第110回日本泌尿器科学会総会
「腎盂尿管腫瘍に対する腎尿管全摘除術後の腎機能の予測モデル」

寒野　徹、小寺沢　成紀、、宗宮　伸弥、灰谷　崇夫、東　義人、山田　仁、今井　一登、長濱　寛二、赤尾　利
弥、小堀　豪、諸井　誠司

2023.05.23 プラクティスから考える　泌尿器科手術と薬物療法の会
「骨盤リンパ節郭清術と後腹膜リンパ節郭清術」～解剖学的見地から留意するポイント～

寒野　　徹
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.27 第12回　PVP研究会学術集会
「前立腺肥大症手術の強みとは　GreenLight XPSTMによる前立腺肥大症の強みとは」

奥野　博、渡邊　岳之、早田　直生、三浦　高慶、宮﨑　　有、寒野　　徹、三品　睦輝
2023.06.15 令和 5 年度前立腺がん検診講習会
「京都市前立腺がん検診10年の歩みと今後の課題」

奥野　　博
2023.06.24 第31回　日本がん検診・診断学会総会
「京都市前立腺がん検診10年の歩みと今後の課題」

奥野　　博、沖原宏冶、清川岳彦、赤松秀輔、上田崇、齋藤亮一、飯田明男、上田朋宏、北村浩二
2023.07.14 GU Cancer Seminar in Osaka～手術療法と薬物療法の融合～
「尿路上皮癌に対するリンパ節郭清術：薬物療法との融合の観点から」

寒野　　徹
2023.07.22 第27回　藤ノ森カンファレンス
「PDD併用TURBTの紹介と進行性尿路上皮癌の治療戦略の現状」

三浦　高慶、渡邊　岳之、早田　直生、真鍋　由美、寒野　　徹、伊藤　晴喜、三品　睦輝、奥野　博
2023.08.20 第16回　泌尿器科京都東山サマーセミナー
「Urosepsisの管理」

寒野　　徹
2023.09.02 京都泌尿器医会
「肉眼的血尿」

早田　直生
2023.09.09 第30回日本排尿機能学会
「植物由来フラボノイドであるノビレチン・タンゲレチン混合物の自律神経への影響と夜間頻尿との関連について」

伊東　晴喜、根来　宏光、河野　　仁、渡邊　岳之、早田　直生、三浦　高慶、真鍋　由美、寒野　　徹、
三品　睦輝、禹　　済泰、坂根　直樹、奥野　　博

2023.09.22 本音で語らう泌尿器科医前立腺癌セミナー
「アパルタミドの使用経験　～特に副作用の観点から～」

寒野　　徹
2023.10.07 第88回日本泌尿器科学会東部総会
「進行性腎細胞癌に対するアベルマブ+アキシチニブ療法の初期経験」

三浦　高慶、渡邊　岳之、早田　直生、真鍋　由美、寒野　　徹、伊藤　晴喜、三品　睦輝、奥野　　博
2023.10.07 第88回日本泌尿器科学会　東部　総会
「MRI/TRUS融合ガイド下生検におけるPI-RADS　v2　category3病変の臨床的検討」

早田　直生
2023.10.14 第73回日本泌尿器科学会中部総会 
「あおがきシンポジウム 5上部尿路上皮癌診療の現状と課題「上部尿路腫瘍リンパ節郭清術の治療成績」」

寒野　　徹
2023.10.27 GU Cancer Seminar in Nagasaki～手術療法と薬物療法の融合～
「上部尿路腫瘍に対する治療の個別化：手術療法と薬物療法の関連から」

寒野　　徹
2023.11.10 第37回日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会総会
「腹腔鏡ワークショップ　ロボット支援腹腔鏡下骨盤リンパ節郭清術標準化への取り組み　JW- 6 「内腸骨領域のリ
ンパ節郭清（内腸骨領域先）」」

寒野　　徹
2023.11.11 第37回日本泌尿器内視鏡ロボティクス学会総会
「前立腺癌直腸浸潤に対する腹腔鏡/ロボット骨盤全摘除術の経験」～適応と手術のポイント～

寒野　　徹、小寺沢　成紀、宗宮　伸弥、灰谷　崇夫、東　　義人、山田　　仁、大塚　一雄
2023.12.07 第36会内視鏡外科学会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「前立腺癌直腸浸潤に対する腹腔鏡/ロボット骨盤全摘除術の経験」
寒野　　徹

2024.01.21 第13回体腔鏡手技セミナー
「全13回の本会を振り返って：泌尿器科低侵襲手術の変遷」

寒野　　徹
2024.01.27 第41回泌尿器科手術研究会
「私のこだわり」～上部尿路腫瘍に対する後腹膜リンパ節郭清術を中心に～

寒野　　徹
2024.02.02 第 8 回目京都泌尿器腫瘍講演会
「ケースで考えるmRCC医療」

三浦　高慶、渡邊　岳之、早田　直生、真鍋　由美、寒野　　徹、伊藤　晴喜、三品　睦輝、奥野　博

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
3施設における腹腔鏡下体腔内新膀胱造設術の初期経験
Japanese Journal ofEndourology and Robotics, 36, 2, 261-263, 2023.09.01, 日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学
会雑誌

寒野　　徹、小堀　豪、小寺澤　成紀、宗宮　伸弥、 灰谷　崇夫、 長濱　寛二、伊藤　将彰、東　　義人、諸井　
誠司、赤尾　利弥、山田　　仁

［原著論文］
Atypical Oncologic Failure After Laparoscopic Radical Nephroureterectomy in a Japanese Multicenter
Study.
Journal of Endourology, 37, 7, 261-266, 2023.07

Kanno T, Kobori G, Ito K, Nakagawa H, Takahashi T, Koterazawa S, Takaoka N, Somiya S, Haitani T, 
Nagahama K, Ito M, Megumi Y, Higashi Y, Moroi S, Akao T, Yamada H.

［原著論文］
Hydronephrosis Severity as a Predictor of Postoperative Renal Function Decline Following Laparoscopic
Radical Nephroureterectomy.
International Journal of Clinical Oncology, 2024.02

Kanno T, Kobori G, Saito R, Ito K, Nakagawa H, Takahashi T, Koterazawa S, Takaoka N, Somiya S, Haitani 
T, Nagahama K, Ito M, Higashi Y, Moroi S, Akao T, Yamada H.

［原著論文］
The useful technique of laparoscopic segmental ureterectomy with ureteral reimplantation for distal upper
tract urothelial carcinoma
Asian Journal of Endoscopic surgery, 16, 3, 666-672, 2023, .07

Koterazawa S, Somiya S, Ito K, Haitani T, Higash Y, Yamada H, Kanno T
［原著論文］
Effectiveness and Safety of a Mixture of Nobiletin and Tangeretin in Nocturia Patients: A Randomized,
Placebo-Controlled, Double-Blind, Crossover Study
Journal of Clinical Medicine, 12, 8, 2757, 2023.04

Haruki Ito, Hiromitsu Negoro, Jin Kono, Naoki Hayata, Takayoshi Miura, Yumi Manabe, Yu Miyazaki, 
Mutsuki Mishina, Je Tae Woo, Naoki Sakane, Hiroshi Okuno
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｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 天野　泰彰

日本産科婦人科学会専門医・指導医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本婦人科腫瘍学会専門医・指導医
臨床研修指導医
母体保護法指定医
ダ・ヴィンチコンソール術者
京都大学博士（医学）

産婦人科一般 婦人科腫瘍
婦人科悪性腫瘍

医 長 江本　郁子

日本産科婦人科学会専門医・指導医
日本周産期新生児医学会周産期専門医（母体・胎児）
日本産科婦人科内視鏡学会認定腹腔鏡技術認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
日本産科婦人科遺伝診療学会認定医（周産期）
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本婦人科腫瘍学会専門医
日本女性医学学会女性ヘルスケア専門医
日本産科婦人科学会女性のヘルスケアアドバイザー
J-MELS ベーシックコースインストラクター
日本周産期・新生児医学会
新生児蘇生法「一次」コース（Bコース）インストラ
クター

臨床研修指導医
母体保護法指定医
ダ・ヴィンチコンソール術者

周産期
産婦人科一般

医 師 露木　大地 日本産科婦人科学会専門医
ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

医 師 岸本　尚也 日本産科婦人科学会専門医
ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

医 師 今竹ひかる 日本産科婦人科学会専門医
ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

専門医資格等
日本産科婦人科学会
　専門医・指導医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医
日本婦人科腫瘍学会
　専門医・指導医
日本産科婦人科内視鏡学会
　代議員
　認定腹腔鏡技術認定医
日本内視鏡外科学会
　技術認定医
日本ロボット外科学会専門医

女性ヘルスケア暫定指導医
日本婦人科腫瘍学会理事
京都産婦人科医会理事
ダ・ヴィンチコンソール術者
日本婦人科ロボット手術学会
認定プロクター（良性・悪
性・RSC）

京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授
関西医科大学医学部
　臨床教授

専門分野
婦人科悪性腫瘍手術
婦人科内視鏡手術
婦人科ロボット手術

得意疾患
婦人科腫瘍

診療科長
安彦　郁

産 科 婦 人 科
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

専 攻 医 田辺優理子 ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

専 攻 医 住永　優里 ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

専 攻 医 仲井　千裕 ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

専 攻 医 田中　有紀 ダ・ヴィンチコンソール術者 産婦人科一般

専 攻 医 松本　有加 産婦人科一般

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
日本産科婦人科学会　総合型専攻医指導施設
日本婦人科腫瘍学会　指定修練Ａ施設
日本周産期・新生児学会　母胎胎児指定施設
日本産科婦人科内視鏡学会　認定研修施設
臨床遺伝専門医制度　認定研修施設
日本女性医学学会　認定研修施設

令和 5年度の主な取組
・ロボット手術件数、無痛分娩件数が増加している。
・助産制度を利用した分娩受け入れは少数ながら需要がある。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 18.3 17.7

新入院患者数（名） 1119 1155

平均在院日数（日） 6 5.6

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 51.7 53.1

主な手術・検査の件数（2022年度）

分娩件数 232件（双胎5件） 腹腔鏡手術（ロボット手術含む） 336件

帝王切開件数 55件 ロボット手術 120件

無痛分娩件数 34件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.06 第19回麗し手術会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「ロボット初級者の子宮体がん手術」
露木　大地

2023.04.13 Cervical Cancer Seminar in Hokuriku
「免疫チェックポイント阻害薬時代の子宮頸がん治療～治療効果判定と副作用マネジメントを中心に～」

安彦　郁
2023.05.12 第75回日本産科婦人科学会学術講演会
「骨盤臓器脱の手術療法の比較検討」

田中　有紀、松本　有加、住永　優里、田辺　優理子、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天野　泰彰、安
彦　郁

2023.05.14 第75回日本産科婦人科学会学術講演会
「子宮頸部嚢胞の経過観察中に発生する子宮頸癌の実態」

田辺　優理子、山ノ井　康二、砂田　真澄、北村　幸子、滝　真奈、古武　陽子、村上　隆介、堀江　昭史、山
口　建、濱西　潤三、万代　昌紀

2023.05.14 第75回日本産科婦人科学会学術講演会
「病理診断者間診断不一致のある卵巣未熟・成熟奇形腫の臨床病理学的検討」

江本　郁子、安彦　郁、田中　有紀、住永　優里、西川　晶子、岸本　尚也、露木　大地、天野　泰彰、松村　謙
臣

2023.06.08 第20回麗し手術会
「『腟管切開いろいろと大きい子宮』演題III」

安彦　郁
2023.07.01 第 3 回東京婦人科ロボット手術研究会
「ロボット手術を始めたばかりの 7年前の私にタイムマシンで教えてあげたいこと」

安彦　郁
2023.07.14 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「卵巣胚細胞腫瘍の診断と治療」

安彦　郁
2023.07.14 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「会長特別企画 2　女性ギネコロジスト座談会」

安彦　郁
2023.07.15 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「子宮筋腫にadenoma malignum-likeな浸潤形態を認める子宮体癌の 1例」

岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天野　泰彰、安彦　郁
2023.07.15 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「診断不一致のある卵巣未熟・成熟奇形腫の臨床病理学的検討」

江本　郁子、岸本　尚也、露木　大地、天野　泰彰、安彦　郁
2023.07.15 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「[我々はこうしている～子宮頸癌手術におけるMISの工夫]腹腔鏡下広汎子宮全出術の工夫　後方アプローチと円錐
切除」

安彦　郁
2023.07.15 第65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「内視鏡手術により診断、治療を行った子宮頸癌小腸転移の一例」

天野泰彰、岸本尚也、露木大地、江本郁子、安彦郁
2023.08.03 第21回麗し手術会
「技術認定医合格のための助手力」

安彦　郁
2023.08.27 GyneRobo Educational Seminar in Kyoto
「ロボット手術を『全員ができる手技』にするためのとりくみ」

安彦　郁
2023.09.01 JSAWI2023
「『丸わかり！子宮内膜間質腫瘍』 1．産婦人科医から」

安彦　郁
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.09.01 JSAWI2023
「原発が異なる腹膜偽粘液腫の診断となった腹水を伴う卵巣腫瘍の 3症例」

今竹　ひかる、北村　幸子、嶋村　卓人、砂田　真澄、村上　隆介、滝　真奈、山ノ井　康二、山口　建、堀江　
昭史、濱西　潤三、倉田　靖桐、樋本　祐紀、南口　早智子、万代　昌紀

2023.09.14 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会
「Safety & Advance With AirSeal」

安彦　郁
2023.09.14 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会
「導入初期のロボット支援子宮摘出術の後方視的検討」

田辺　優理子、松本　有加、田中　有紀、仲井　千裕、住永　優里、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天
野　泰彰、安彦　郁

2023.09.16 第63回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会
「骨盤臓器脱に対するロボット支援下仙骨腟固定術（RSC)」

安彦　郁
2023.09.23 第24回京都女性のヘルスケア研究会
「転移性平滑筋腫に対しアロマターゼ阻害薬とメタボ外来の減量治療が奏効した 1例」

松本　有加
2023.09.24 第49回京都医学会
「子宮頸癌　同時化学放射線療法後に腹腔鏡下骨盤内臓全摘術を施行し完全寛解となった一例」

田中　有紀、松本　有加、仲井　千裕、住永　優里、田辺　優理子、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天
野　泰彰、安彦　郁

2023.10.01 第46回日本産婦人科手術学会
「進行卵巣がん治療に関するトピックス～卵巣腫瘍・卵管癌・腹膜癌取扱い規約　改訂のポイントを含めて」

安彦　郁
2023.10.21 京都産婦人科学会令和 5 年度学術集会
「帝王切開術同時広汎子宮全摘術の際に子宮体部切除を先行した 1例」

岸本　尚也、松本　有加、住永　優里、仲井　千裕、田辺　優理子、露木　大地、江本　郁子、天野　泰彰、安
彦　郁

2023.11.05 IGCS2023Annual Global Meeting Seoul
「Clinical factors relevant to inter-observer reproducibility in pathological diagnosis of immature teratoma
of the ovary: a retrospective study of 148 cases」

Kaoru Abiko, Ikuko Emoto, Takuma Hayashi, Ikuo Konishi, Noriomi Matsumura
2023.11.15 第 3 回京都産婦人科手術手技セミナー
「麗しいTLH」

安彦　郁
2023.11.25 第15回教徒婦人科鏡視下手術研究会
「同時化学放射線療法後の腹腔鏡下骨盤内臓全摘術を行った子宮頸癌の 1例」

田辺　優理子、松本　有加、田中　有紀、仲井　千裕、住永　優里、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天
野　泰彰、安彦　郁

2023.12.03 ASGO2023
「Clinical features of cases in which mature teratomas of the ovary were misdiagnosed as immature
teratoma」

Kaoru Abiko, Yuriko Tanabe, Ikuko emto, Noriomi Matsumura
2023.12.06 TLH Video Clinic & Lecture -The First- 
「Video：松本有加 京都医療センター婦人科」

松本　有加
2023.12.07-09 内視鏡外科学会
「ロボット支援下仙骨腟固定術の在り方と今後の展開」

安彦　郁
2023.12.07-09 内視鏡外科学会

130 Kyoto Medical center Annual report



発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「ロボット支援下仙骨腟固定術：合併症回避と手術成績向上のための工夫」
安彦　郁、松本　有加、田中　有紀、住永　優里、田辺　優理子、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天野　
泰彰

2023.12.07-09 内視鏡外科学会
「産婦人科医が行うロボット支援仙骨腟固定術」

安彦　郁、松本　有加、田中　有紀、住永　優里、田辺　優理子、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天野　
泰彰

2023.12.13 京都卵巣癌セミナー-診断と薬物療法-
「卵巣腫瘍・卵管癌・腹膜癌取扱い規約改訂のポイント」

安彦　郁
2023.12.14 第23回麗し手術会
「粘膜下頸部筋腫のRASH」

安彦　郁
2024.01.14 日本産科婦人科内視鏡学会第 3 回拡大学術研修会
「知ると近づく、技術認定医合格に向けたポイント解説～TLH：ビデオクリニック～」

安彦　郁
2024.02.04 第23回近畿婦人科内視鏡研究会
「腹腔鏡手術とロボット手術を行ったり来たりしてわかること」

安彦　郁
2024.02.22 新潟　子宮頸癌治療セミナー
「免疫チェックポイント阻害薬時代の子宮頸がん治療～手術、放射線、薬物療法から私たちは何を選べばよいのか～」

安彦　郁
2024.03.09 第16回伏見泌尿器科連携の会～女性・男性の排尿トラブル～
「ウロギネ外来の実際～過活動膀胱から骨盤臓器脱まで～」

安彦　郁
2024.03.23 第23回産婦人科手術療法・周術期研究会
「妊娠中の交通外傷により常位胎盤早期剥離、新生児死亡に至った一例」

住永　優里、松本　有加、田中　有紀、仲井　千裕、田辺　優理子、今竹　ひかる、岸本　尚也、露木　大地、江
本　郁子、天野　泰彰、安彦　郁

2024.10.13 第 2 回周産期セミナー
「臍帯下垂と鑑別が困難であった前置血管の一例」

今竹　ひかる

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
卵巣腫瘍合併妊娠に対して上腹部diamond配置で腹腔鏡手術を施行した 3例
京都医学会雑誌, 70,1,189-192, 2023.04

市川　尚寛、田中　有紀、西川　晶子、住永　優里、北野　照、岸本　尚也、露木　大地、江本　郁子、天野　泰
彰、安彦　郁

［原著論文］
糖代謝異常合併妊娠の後方視的検討
京都医学会雑誌, 70,1,145-151, 2023.04

北野　照、江本　郁子、後藤　禎人、田中　有紀、市川　尚寛、住永　優里、西川　晶子、岸本　尚也、露木　大
地、天野　泰彰、安彦　郁

［一般］
Ⅴ章治療後のヘルスケア　①生活習慣病
女性のがんサバイバーフォローアップQ&A, 98-103, 2023.12.24

安彦　郁
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［一般］
当院における妊娠中にくも膜下出血を発症した 2症例の検討
日本周産期・新生児医学会雑誌, 59,1,67-71, 2023.05

田辺　優理子、田邉　更衣子、谷村　昌哉、佐藤　晋平、荻野　敦子、中村　充宏、川田　悦子、林　信孝、小
山　瑠梨子、吉岡　信也

［原著論文］
Treatments with antitumor agents recommended for cancer genome panel for uterine leiomyosarcoma
J Clin Med Res.,15,10-11,461-468,2023.12

Hayashi T, Kishimoto N, Abiko K, Konishi I
［原著論文］
SLFN11 is a BRCA independent biomarker for the response to platinum-based chemotherapy in high-grade
serous ovarian cancer and clear cell ovarian carcinoma
Mol Cancer Ther.,23,1,106-116,2024.1

Akashi H, Yachida N, Ueda H, Yamaguchi M, Yamawaki K, Tamura R, Suda K, Ishiguro T, Adachi S, 
Nagase Y, Ueda Y, Ueda M, Abiko K, Kagabu M, Baba T, Nakaoka H, Enomoto T, Murai J, Yoshihara K

［原著論文以外］
Characteristic of endometrial stromal sarcoma by algorithm of potential biomarkers for uterine
mesenchymal tumor
Curr Issues Mol Biol.,45,8,6190-6201,2023.7

Hayashi T, Sano K, Yaegashi N, Abiko K, Konishi I
［原著論文以外］
FSH-producing pituitary neuroendocrine tumor as a cause of ovarian hyperstimulation syndrome
Endocrinol Diabetes Metab Case Rep.,2024,1,e230119,2024.1

Kitamura T, Nanba K, Doi K, Kishimoto N, Abiko K, Kuwahara R, Moriyoshi K, Inoshita N, Tagami T
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緩 和 ケ ア 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 江坂　直樹

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・JMECC　　
　インストラクタ－
日本消化器病学会　専門医･近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会　専門医・指導医・近畿支部評
　議員
日本肝臓学会　専門医
日本カプセル内視鏡学会　JACEカプセル内視鏡認定
　医・指導医
PEACE緩和ケア指導者
臨床研修指導医

緩和ケア
消化器内科

医 師 木下　多愛
日本緩和医療学会認定医
日本麻酔科学会専門医
麻酔科標榜医
PEACE緩和ケア指導者

緩和ケア
麻酔

音 楽
療 法 士 飯塚三枝子

音楽療法士
臨床音楽士
臨床音楽協会理事
ヴィオラニスト

音楽療法

音 楽
療 法 士 谷口奈緒美 日本音楽療法学会認定音楽療法士 音楽療法

ア ロ マ
セラピスト 畑　亜紀子

公認心理師
IFPA（The International Federation of Professional
Aromatherapists）認定アロマセラピスト

（公社）日本アロマ環境協会認定アロマ
セラピスト／アロマインストラクター

アロマセラピー

専門医資格等
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会認定医
麻酔科標榜医
PEACE緩和ケア指導者
京都大学医学部臨床教授

専門分野
緩和ケア、消化器外科、
臨床栄養、麻酔

診療部長（がん診療担当）
診療科長
大谷　哲之
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｜令和 5年度の主な取組｜

緩和ケア外来、緩和ケアチーム、緩和ケア病棟といった様々な場面での緩和ケアの提供
在宅療養への移行や在宅療養からの入院といった切れ目のない緩和ケアの推進
患者と家族の意思決定における丁寧な支援

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 18.5 18.0

新入院患者数（名） 85 84

平均在院日数（日） 24.7 36.5

外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 1.1 0.8

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.10 京都府看護協会「京都医療センター付属京都看護助産学校ホームカミングディ」
「すぐに使えるアロマ講座～香りの効果で癒しを～」

畑　亜紀子
2023.09.30 第 3 回日本メディカルコミュニケーション学会学術集会
「嗅覚から想起される自伝的記憶に関する医学研究の文献レビュー」

畑　亜紀子、岩隈　美穂
2023.10.03 生命のがん教育推進プロジェクト事業
「生命のがん教育」

大谷　哲之
2023.12.15 生命のがん教育推進プロジェクト事業
「生命のがん教育」

大谷　哲之
2024.02.08 がん終末期の在宅医療を考える会 in 京都
「がん疼痛管理の実際 ～病院から在宅療養を見据えて」

大谷　哲之、嶋田　和貴
2024.02.14 下京東部医師会学術講演会
「がん患者の緩和医療におけるキードラッグ」

江坂　直樹
2024.02.29 伏見医師会ランチョンセミナー
「在宅で役立つ、がん緩和ケアにおける麻薬の使い方」

大谷　哲之
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眼 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 濵　　祥代 日本眼科学会認定眼科専門医 眼科一般

専 攻 医 片岡　佑人 眼科一般

専 攻 医 細田　明良 眼科一般

｜令和 5年度の主な取組｜

・網膜硝子体分野を中心に、3D内視鏡併用硝子体手術、3Dビジュアルシステムを用いた手術など高度で
先進的な眼科医療を行い、良好な手術成績をあげ、多くの紹介を得た。

・当科主催の「眼科連携FSM2022」を本年度も開催し、地域との連携を強化した。
・先進的な眼科治療について、国際学会や国内学会等で、シンポジスト、オーガナイザー、特別講演者な
どとして、情報を発信した。

・眼科ロボット手術のアドバイサリーボードとして、ロボット手術の研究に寄与した。

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度

1 日平均患者数（名） 8.2 7.0

新入院患者数（名） 939 981

平均在院日数（日） 3.2 2.6

専門医資格等
京都大学医学部臨床教授
京都大学医学部非常勤講師
日本眼科学会認定
　眼科指導医
日本眼科学会認定
　眼科専門医
PDT認定医
京都大学博士（医学）
2012-2025
　Best Doctors選出

専門分野
網膜硝子体疾患
内視鏡併用硝子体手術

得意疾患
網膜剥離
糖尿病網膜症

診療部長（先進医療担当）
診療科長
喜多　美穂里
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外来患者数
2022年度 2023年度

1 日平均総患者数（名） 52.6 51.5

主な手術の件数（2023年度）

水晶体再建術 688件 中央手術室手術合計 1072件

硝子体手術 440件 緑内障手術   22件

強膜バックル手術   3 件 外来手術  481件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.08 第59回RETINAの会（特別講演）
「Retina Wants to Adhere」

喜多　美穂里
2023.04.08 第76回日本臨床眼科学会（ランチョンセミナー）
「デジタル時代の眼内内視鏡手術」

喜多　美穂里
2023.04.10 第76回日本臨床眼科学会（インストラクションコース・オーガナイザー）
「網膜剥離ファイトクラブ　round18 ー症例をシェアして自分のものにする」

喜多　美穂里、大島　佑介、門之園　一明、木村　英也、日下　俊次、栗山　晶治、竹内　忍
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「今年もデジタルがとまらない！」

喜多　美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「めざせ！安全・安心な手術　－外来編－」

芳賀　理恵、山脇　真由美　一井　津恵乃、喜多美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「こんなことが得意！OCTアンギオ」

加藤　慶、武村　美智代、大門　彩香、山藤　満、吉田　直子、喜多　美穂里

硝子体手術

強膜バックル手術
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.10 眼科連携FSM2023
「その症状ドライアイでは！ジクアスLXはいかが」

濵　祥代 、三木　岳 、細田　明良、喜多　美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「疑ったら、ためらわず手術！術後眼内炎」

三木　岳 、細田　明良、濵　祥代、喜多　美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「LASIK・PRK眼！網膜剥離」

細田　明良、三木　岳 、濵　祥代、喜多　美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「こんな症例にも！IVA」

片岡　佑人、細田　明良、三木　岳、濵　祥代、喜多　美穂里
2023.06.10 眼科連携FSM2023
「まだまだ怖い！糖尿病網膜症」

喜多　美穂里、細田　明良、三木　岳、浜　祥代、加藤　慶、山崎　真理子、久保　奈津子
2023.06.10 眼科連携FSM2023（座長）
「一生よく見える目をつくる！ カロテノイドと目の健康」

尾花　明、喜多　美穂里
2023.06.15 眼薬連携セミナー　（特別講演）
「眼科　今どきの話題　ドキドキ」

喜多　美穂里
2023.10.29 摂南大学薬学部公開講座
「網膜医療最前線」

喜多　美穂里
2024.01.12 看護学校講義
「眼の構造と機能、眼の検査と治療」

喜多　美穂里
2024.01.19 看護学校講義
「眼の疾患」

喜多　美穂里
2024.01.20 第45回メディカルスタッフ講習会
「 薬物、眼疾患の基礎知識、眼科用薬剤」

喜多　美穂里
2024.02.02 第47回日本眼科手術学会学術総会（総会長企画シンポジウム）（オーガナイザー、座長）
「コールドケース2024外伝」

喜多　美穂里（オーガナイザー、座長）、森實　祐基、大澤　俊介、門之園　一明、瓶井　資弘、日下　俊次、栗
山　晶治、本田　茂

2024.02.04 第47回日本眼科手術学会学術総会（シンポジウム）
「Heads up surgeryの実際」

喜多　美穂里
2024.02.04 第47回日本眼科手術学会学術総会（視能訓練士プログラム）
「デジタル時代の手術室における視能訓練士の役割」

加藤　慶
2024.03.01 第27回眼科手術の寺子屋（特別講演）
「デジタル時代の内視鏡手術と手術教育」

喜多　美穂里
2024.03.09 第29回網膜ラウンジ
「デジタル時代の手術教育」

喜多　美穂里
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 牛呂　幸司
耳鼻咽喉科専門医
耳鼻咽喉科専門研修指導医
がん治療認定医

頭頸部がん・甲
状腺がんの手術

頭頸部がん
甲状腺がん

医 師 辻󠄀　　拓也 耳鼻咽喉科専門医
京都大学博士（医学） 耳鼻咽喉科一般

医 師
（育児短時間）

伊藤　通子
2023年 2月 1日から

耳鼻咽喉科専門医
頭頚部がん専門医
がん治療認定医

耳鼻咽喉科一般 頭頸部腫瘍

医 師 石田　宏規
2023年 2月 1日から 耳鼻咽喉科一般

医 師 筑後　千智
2023年 2月 1日から 耳鼻咽喉科一般

専門医資格等
日本耳鼻咽喉科専門医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授

専門分野
耳科学･耳鼻咽喉科

得意疾患
耳疾患
頭頸部がん
めまい

耳鼻咽喉科診療科長
辻　純

専門医資格等
耳鼻咽喉科専門医
気管食道科専門医
頭頸部がん専門医
頭頸部がん専門医制度
指導医
内分泌外科専門医
内分泌外科指導医
がん治療認定医

専門分野
頭頸部外科･甲状腺外科

得意疾患
頭頸部腫瘍
甲状腺腫瘍
頭頸部がん
甲状腺がん

頭頸部外科診療科長
安里　亮
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本耳鼻咽喉科学会学会認定　耳鼻咽喉科専門医研修施設
・日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医制度　指定研修施設
・日本内分泌外科学会専門医制度　認定施設
・日本気管食道科学会認定専門医研修施設
・耳鼻咽喉科・頭頸部外科におけるロボット支援手術　実施施設

クリティカルパスは10種類活用している。
・喉頭微細手術� � � � � 4 日間
・免疫チェックポイント阻害剤（頭頸部がん）�� 3 日間
・口蓋扁桃摘出術（小児用）　　　　� � 7 日間
・口蓋扁桃摘出術（成人用）　　　　�� � 8 日間
・甲状腺全摘術（副甲状腺全摘）� � � 8 日間
・甲状腺全摘術（副甲状腺温存）� � � 8 日間
・甲状腺半切 7日間　� � � � 7 日間
・甲状腺半切 8日間（金曜入院）� � � 8 日間
・耳下腺・顎下腺・頚部腫瘍摘出術� � 7 日間
・鼻副鼻腔手術（全身麻酔）�� � � 6 日間
以下のように、甲状腺手術・頭頚部腫瘍（頭頸部がん）手術が多いのが特徴である。
・甲状腺がん　　　 34件
・頭頚部腫瘍手術　180件（頭頸部がん手術　103件）
耳鼻咽喉科手術を中心に頭頸部がんでは低侵襲手術から再建を要する進行癌手術まで幅広く対応している

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 14.9 12.0

新入院患者数（名） 513 538

平均在院日数（日） 10.5 8.2

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 39.1 40.1

主な手術・検査の件数（2023年度）

耳手術 23件 甲状腺・副甲状腺手術  73件

鼻副鼻腔手術 35件 頭頸部腫瘍手術 180件
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.18 第124回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
「咽喉頭扁平上皮癌に対する鏡視下経口的切除後の後発咽喉頭病変の検討：多施設共同による後方視的研究」

牛呂　幸司、渡邉　佳紀、岸本　曜、河合　良隆、藤村　真太郎、安里　亮、辻村　隆司、堀　龍介、隈部　洋
平、安田　佳織、玉木　久信、伊木　健浩、木谷　芳晴、倉田　馨介、児嶋　剛、高田　晋明、嘉田　真平、土
師　知行、大森　孝一

2023.06.15 第35回日本内分泌外科学会
「術前穿刺吸引細胞診検査にて甲状腺乳頭癌と診断された胸腺嚢胞の一例」

筑後　千智、石田　宏規、伊藤　通子、牛呂　幸司、安里　亮
2023.06.15 第47回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会
「咽喉頭扁平上皮癌に対する鏡視下経口的切除後の合併症や嚥下機能の検討：多施設共同による後方視的研究」

牛呂　幸司、渡邉　佳紀、岸本　曜、河合　良隆、安里　亮、辻村　隆司、堀　龍介、隈部　洋平、安田　佳織、
竹林　慎治、篠原　尚吾、浜口　清海、宮﨑　眞和、池永　直、前谷　俊樹、原田　博之、大森　孝一

2023.06.16 第35回日本内分泌外科学会
「当科における局所麻酔の副甲状腺手術」

伊藤　通子、嘉田　真平、筑後　千智、石田　宏規、牛呂　幸司、安里　亮
2023.06.24 第85回耳鼻咽喉科臨床学会総会
「内直筋内側の眼窩膿瘍に対して鼻内よりドレナージした一例」

石田　宏規、伊藤　通子、田中　千智、辻　拓也、牛呂　幸司、安里　亮、辻　純
2023.07.01 第22回京滋臨床甲状腺懇話会
「内科的治療抵抗性の高カルシウム血症に対して緊急手術を要した副甲状腺癌の一例」

石田　宏規
2023.12.09 第144回日耳鼻京滋合同地方部会
「喉頭癌再発に対する頭頸部アルミノックス治療例」

伊藤　通子、安里　亮、石田　宏規、筑後　千智、辻　拓也、牛呂　幸司、辻　純
2024.02.01 第33回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会
「頬粘膜小唾液腺に生じた分泌癌の一例」

石田　宏規、安里　亮、筑後　千智、伊藤　通子、牛呂　幸司
2024.02.01 第33回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会
「下咽頭癌に対する鏡視下経口的切除の際の頸部リンパ節転移についての検討：多施設共同による後方視的研究」

牛呂　幸司、渡邉　佳紀、岸本　曜、河合　良隆、藤村　真太郎、安里　亮、堀　龍介、隈部　洋平、安田　佳
織、辻村　隆司、竹林　慎治、大森　孝一

2024.03.08 第36回日本喉頭科学会
「術中CBCTを用いた喉頭癌に対する頭頸部アルミノックス治療例」

伊藤　通子
2024.03.08 第36回日本喉頭科学会
「自然軽快し気管切開孔閉鎖できた声門後部癒着症疑いの 1例」

辻　拓也、筑後　千智、石田　宏規、伊藤　通子、牛呂　幸司、安里　亮、辻　純

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
甲状腺に発生したEpidermal inclusion cyst例
耳鼻咽喉科臨床, 116, 8, 805-809, 2023.07.01, 耳鼻咽喉科臨床学会

山本　卓矢、安里　亮、牛呂　幸司、辻　拓也、伊藤　通子、平川　佳菜、安田　佳織、辻　純
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
粘液水腫に伴う上気道閉塞を生じた慢性甲状腺炎例
耳鼻咽喉科臨床, 116, 10, 985-990, 2023.10.01, 耳鼻咽喉科臨床学会

辻　拓也、山本　卓矢、安田　佳織、伊藤　通子、牛呂　幸司、安里　亮、辻　純
［原著論文］
経頭蓋・経蝶形骨洞アプローチで瘻孔を閉鎖した外傷性遅発性髄液鼻漏例
耳鼻咽喉科臨床, 117, 1, 55-61, 2024.01.01, 耳鼻咽喉科臨床学会

安田　佳織、安里　亮、牛呂　幸司、辻　拓也、伊藤　通子、辻　純
［原著論文］
Characteristics of oral squamous cell carcinoma focusing on cases unaffected by smoking and drinking:
A multicenter retrospective study
Head and Nsck, 45, 7, 1812-1822, 2023.07

Hiroyuki Harada MD, Masahiro Kikuchi MD, PhD, Ryo Asato MD, Kiyomi Hamaguchi MD, PhD, Hisanobu 
Tamaki MD, Masanobu Mizuta MD, PhD, Ryusuke Hori MD, PhD, Tsuyoshi Kojima MD, PhD, Keigo 
Honda MD, PhD, Takashi Tsujimura MD, Yohei Kumabe MD, Kazuyuki Ichimaru MD, Yoshiharu Kitani 
MD, PhD, Koji Ushiro MD, Morimasa Kitamura MD, PhD, Shogo Shinohara MD, PhD, Koichi Omori MD, 
PhD

［原著論文］
Impact of cervical lymph node metastasis on transoral surgery for hypopharyngeal squamous cell
carcinoma: A retrospective multicenter study
Head and Nsck, in press

Koji Ushiro MD, Yoshiki Watanabe MD, Yo Kishimoto MD, PhD, Yoshitaka Kawai MD, PhD, Shintaro 
Fujimura MD, PhD, Ryo Asato MD, Takashi Tsujimura MD, Ryusuke Hori MD, PhD, Yohei Kumabe MD, 
Kaori Yasuda MD, Hisanobu Tamaki MD, Takehiro Iki MD, PhD, Yoshiharu Kitani MD, PhD, Keisuke 
Kurata MD, Tsuyoshi Kojima MD, PhD, Kuniaki Takata MD, Shinpei Kada MD, PhD, Shinji Takebayashi 
MD, PhD, Shogo Shinohara MD, PhD, Kiyomi Hamaguchi MD, PhD, Masakazu Miyazaki MD, Tadashi 
Ikenaga MD, Toshiki Maetani MD, PhD, Hiroyuki Harada MD, Tomoyuki Haji MD, PhD, Koichi Omori 
MD, PhD

［原著論文］
Local recurrence and metachronous multiple cancers after transoral nonrobotic surgery for pharyngeal
and laryngeal squamous cell carcinoma: A retrospective multicenter study
Head and Nsck, 46, 1,  118-128, 2024.01

Koji Ushiro MD, Yoshiki Watanabe MD, Yo Kishimoto MD, PhD, Yoshitaka Kawai MD, PhD, Shintaro 
Fujimura MD, PhD, Ryo Asato MD, Takashi Tsujimura MD, Ryusuke Hori MD, PhD, Yohei Kumabe MD, 
Kaori Yasuda MD, Hisanobu Tamaki MD, Takehiro Iki MD, PhD, Yoshiharu Kitani MD, PhD, Keisuke 
Kurata MD, Tsuyoshi Kojima MD, PhD, Kuniaki Takata MD, Shinpei Kada MD, PhD, Shinji Takebayashi 
MD, PhD, Shogo Shinohara MD, PhD, Kiyomi Hamaguchi MD, PhD, Masakazu Miyazaki MD, Tadashi 
Ikenaga MD, Toshiki Maetani MD, PhD, Hiroyuki Harada MD, Tomoyuki Haji MD, PhD, Koichi Omori 
MD, PhD

［原著論文］
Mucosal melanoma of the head and neck: a retrospective analysis of 34 cases in Japan
Acta Oto-Laryngologica, in press

Keiichi Tamura,Yohei Kumabe,Yo Kishimoto,Morimasa Kitamura,Masanobu Mizuta,Hisanobu 
Tamaki,Keigo Honda,Koichiro Yamada,Shinzo Tanaka,Tsuyoshi Kojima,Ryo Asato,Koji Ushiro,Shogo 
Shinohara,Shinji Takebayashi,Toshiki Maetani,Kazuyuki Ichimaru,Yoshiharu Kitani &Koichi Omori

［原著論文］
A multi-institutional retrospective study of 340 cases of sinonasal malignant tumor
Auris Nasus Larynx, 51, 1, 86-98, 2024.02

Takuya Tsuji, Ryo Asato, Shinpei Kada, Morimasa Kitamura, Hisanobu Tamaki, Masanobu Mizuta, Shinzo 
Tanaka, Yoshiki Watanabe, Ryusuke Hori, Tsuyoshi Kojima, Shogo Shinohara, Shinji Takebayashi, Toshiki 
Maetani, Hiroyuki Harada, Yoshiharu Kitani, Yohei Kumabe, Takashi Tsujimura j, Keigo Honda, Kazuyuki 
Ichimaru, Koji Ushiro, Koichi Omori

［原著論文］
Parathyroid carcinoma: impact of preoperative diagnosis on the choice of surgical procedure
Endocrine Journal, 70, 10, 969-976, 2023.10

Yoshitaka Kawai, Yo Kishimoto  , Hisanobu Tamaki, Takashi Fujiwara, Ryo Asato, Koji Ushiro, Shogo 
Shinohara, Shinpei Kada, Shinji Takebayashi, Tsuyoshi Kojima, Shuya Otsuki, Masakazu Miyazaki, Yohei 
Kumabe, Koichi Omori
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麻 酔 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 杉本　亮大
厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科指導医
日本専門医機構認定機構専門医

麻酔管理一般
心臓血管外科手
術の麻酔管理

医 師 藤田　靖子 厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医 麻酔管理一般

医 師 原　　祐介 厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科認定医 麻酔管理一般

医 師 松山　智紀
厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医・指導医
京都大学博士（医学）

麻酔管理一般

医 師 吉岡　清行 厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医・指導医 麻酔管理一般

医 師 宮井　善三 厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医 麻酔管理一般

医 師 森　　　悠

厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科指導医
日本専門医機構認定機構専門医
日本心臓血管麻酔学会認定心臓血管麻酔専門医
日本周術期経食道エコー認定試験（JBPOT）合格
米国周術期経食道エコー認定試験（PTEeXAM）合格
日本小児麻酔学会認定医

麻酔管理一般
心臓血管外科手
術の麻酔管理
小児の麻酔管理

医 師 木村　詩織
厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科指導医
日本専門医機構認定機構専門医

麻酔管理一般
集中治療管理
小児の集中治療

医 師 ・
集中治療
室 長

水津　　悠

厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医
日本集中治療医学会認定集中治療専門医
日本呼吸器療法学会認定呼吸療法学会専門医
日本周術期経食道エコー認定試験（JBPOT）合格

麻酔管理一般
心臓血管外科手
術の麻酔管理
集中治療管理

専門医資格等
厚生労働省による
　麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定
　麻酔科指導医
日本専門医機構認定
　機構専門医
日本集中治療医学会認定
　集中治療専門医
京都大学医学部臨床教授
関西医科大学臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
麻酔科学全般
集中治療管理

診療部長
（手術管理担当）
診療科長
七野　力
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 鈴木　陽世 厚生労働省による麻酔科標榜許可
日本麻酔科学会認定麻酔科専門医 麻酔管理一般

医 師 井澤　眞代
日本集中治療医学会認定集中治療専門医
日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医

麻酔管理一般

専 攻 医 平林　雅史 麻酔管理一般

専 攻 医 上松　優奈 麻酔管理一般

専 攻 医 森　　大輔 麻酔管理一般

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本麻酔科学会認定病院（麻酔科標榜のための研修施設）
・日本集中治療医学会専門研修施設
・日本専門医機構　麻酔科専門研修プログラム基幹病院

　総手術件数5933件（麻酔科管理件数3656件）のうち臨時手術478件（294件）、緊急手術465件（381件）と積極
的に臨時手術、緊急手術を受け入れている。

　令和 2年に開始した24時間対応の硬膜外無痛分娩は順調に増加し、令和 4年度は49件であった。

｜診療実績｜

主な手術・検査の件数（2023年度）

麻酔科管理症例 3656件 硬膜外無痛分娩数 49件

院内集中治療室入室患者数  609件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.01 日本麻酔科学会第70回学術集会
「レミマゾラムによるTIVA後の術後回復室滞在時間に関する検討：後ろ向き観察研究」

小西　拓馬、松山　智紀、七野　　力
2023.09.03 日本麻酔科学会第69回関西支部学術集会
「腫瘍近傍に巨大静脈瘤が存在する腹腔鏡下直腸低位前方切除術の一例」

平林　雅史、森　大輔、七野　　力
2023.09.16 日本心臓血管麻酔学会第28回学術集会
「経カテーテル大動脈弁置換術(TAVI)を施行したエホバの証人の一例」

森　悠、小西　拓馬
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放 射 線 診 断 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 伊藤　　剛
日本医学放射線学会放射線診断専門医・研修指導者
日本病理学会認定病理医
京都大学博士（医学）

画像診断、IVR 放射線診断全般

医 長 黒田　昌志
日本医学放射線学会放射線診断専門医・研修指導者
日本核医学会専門医
PET核医学認定医
検診マンモグラフィ読影認定医（評価 A-S）

画像診断 骨軟部画像診断

医 長 大堂さやか 日本医学放射線学会放射線診断専門医・研修指導者
京都大学博士（医学） 画像診断 婦人科画像診断

医 師 桑原　　遼 日本医学放射線学会放射線診断専門医・研修指導者
京都大学博士（医学）

画像診断
（女性骨盤） 婦人科画像診断

医 師 濱中　訓生

日本救急医学会専門医・指導医
日本集中治療医学会専門医
日本医学放射線学会放射線診断専門医
日本内科学会認定内科医
麻酔科標榜医

画像診断、IVR

専 攻 医 吉田　　純 画像診断、IVR

診療放射線技師スタッフ
氏　名 専門資格等

技 師 長 松尾　浩二 磁気共鳴専門技術者、エックス線作業主任者、衛生工学衛生管理者、第 1種放射線取扱主任
者、第一種作業環境測定士、臨床実習指導者、臨床技術能力検定MRI検査 3級

副技師長 井上　賀仁 エックス線作業主任者、ガンマ線透過写真撮影作業主任者

副技師長 坂本　龍彦 エックス線作業主任者、ガンマ線透過写真撮影作業主任者

R I 検 査
主 任 清水　彰英 核医学専門技師、PET認定技師、ラジウム223治療安全取扱講習会

特殊撮影
主 任 室屋　隆伸

撮影透視
主 任 久木　繁行 第 1種放射線取扱主任者、Ｘ線CT認定技師

撮影透視
主 任 前川　則彦 Ｘ線CT認定技師、救急撮影認定技師

専門医資格等
日本医学放射線学会
　放射線診断専門医・
　研修指導者
日本核医学会専門医
PET核医学認定医
臨床研修指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授

専門分野
画像診断

診療科長
笠原　誓子
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氏　名 専門資格等

照射主任 松本　一繁 エックス線作業主任者、ガンマ線透過写真撮影作業主任者、肺がんCT検診認定技師、医療
情報技師、放射線治療専門放射線技師、放射線治療品質管理士

特殊撮影
主 任 森山　尚貴 日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師、マンモグラフィー認定技師

技 師 木村　浩一 Ｘ線CT認定技師、肺がんCT検診認定技師

技 師 柴田　真啓 Ｘ線CT認定技師

技 師 嵯峨根真也 核医学専門技師、第 1種放射線取扱主任者、PET認定技師、ラジウム223治療安全取扱講習会

技 師 濵田佳代子 医療情報技師、マンモグラフィ認定技師、PET認定技師、情報セキュリティマネージメント

技 師 吉川　拓行

技 師 若畑　旬弥 放射線管理士、放射線機器管理士、PET認定技師、ラジウム223治療安全取扱講習会

技 師 植木　　渉 上級磁気共鳴専門技術者

技 師 池上　周平 エックス線作業主任者、ガンマ線透過写真撮影作業主任者、Ｘ線CT認定技師、放射線治療
専門放射線技師

技 師 山本　　眸 マンモグラフィ認定技師

技 師 小嶋　智大 Ｘ線CT認定技師

技 師 戸川　謙太 放射線治療専門放射線技師、放射線治療品質管理士

技 師 穴吹　泰博 ラジウム223治療安全取扱講習会

技 師 日名地美花 マンモグラフィ認定技師、磁気共鳴専門技術者

技 師 的場　　徹 日本DMAT隊員登録、Ｘ線CT認定技師

技 師 仲山　暁介 放射線管理士

技 師 澤井　智将 日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師

技 師 林　　由貴 マンモグラフィ認定技師、京都DMAT隊員登録

技 師 北澤　祥生

技 師 吉田　彩乃 マンモグラフィ認定技師

技 師 清水ももこ

技 師 牧原　佑樹

技 師 永野　双葉 第 1種放射線取扱主任者、マンモグラフィー認定技師

技 師 中谷　明央

技 師 佐久川ひか
る マンモグラフィ認定技師

技 師 春日　衿那

技 師 山田　彬人

技 師 古田虎之助

技 師 羽太みづき

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本医学放射線学会放射線科専門医総合修練機関認定
・日本核医学会専門医教育病院
・日本医学放射線学会画像診断管理認定施設

▶日本医学放射線学会が定める「適切な被ばく管理に関する事項」
▶日本磁気共鳴医学会が定める「MRI安全管理に関する事項」
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▶日本磁気共鳴医学会が定める「全身MRIに関する事項」
・日本乳がん検診精度管理中央機構　マンモグラフィ検診施設・画像認定

｜診療実績｜

年間実施件数・読影件数（2023年度）

CT検査 27,975件
（うち読影件数：27,587件） 超音波検査（放射線診断科枠） 371件

MR検査 12,314件
（うち読影件数：12,281件）

Interｖentional Radiology
（放射線診断科枠）  89件

アイソトープ（核医学）検査  2,389件
（うち読影件数： 2,275件）

X線TV透視検査
（放射線診断科枠）  88件

エックス線単純撮影検査 58,646件
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放 射 線 治 療 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 植木　一仁
日本放射腺腫瘍学会および日本医学放射線学会
　放射線治療専門医
京都大学博士（医学）

放射線治療全
般、肺がん、高
精度放射線治療

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本医学放射線学会総合修練施設
・日本放射線腫瘍学会認定施設

診療科の特徴
　様々な臓器のがんに対して、画像誘導放射線治療（IGRT）、定位照射（SRS, SRT）、強度変調放射線治療
（IMRT）を施行しています。
　①各診療科との協働
　　院内の各種がん診療科と定期的にカンファレンスを開催し、臨床病期・治療選択・経過観察において、

様々な検討を行って最適ながん診療を提供しています。
　②オンコロジックエマージェンシー
　　がん診療における緊急状態（有症状脳転移、脊髄麻痺など）に対して、積極的かつ迅速に対応しています。
　③骨転移カンファレンス
　　2023年11月に再開。多職種参加にて、症例の共有と治療方針検討を行っています。
　④研究活動
　　京都大学および関連病院と連携し、国内の各種の臨床試験にも積極的に参加しています。
　　日々の臨床の中で、新規照射法を検討しています。

診療内容（対象疾患・専門疾患）
・根治照射から緩和照射まで、悪性腫瘍全般に幅広く対応しています。
・良性疾患（バセドウ眼症、ARMD、ケロイドなど）にも積極的に対応しています。

専門医資格等
日本放射腺腫瘍学会および
日本医学放射線学会　
　放射線治療専門医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医
臨床研修指導医
京都大学医学部臨床教授

専門分野
放射線治療全般、乳がん、
食道がん、脳腫瘍

高度放射線療法部長
診療科長
荒木　則雄
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主な対象疾患
悪性腫瘍全般

｜診療実績｜

主な手術・検査の件数（2023年度）

放射線治療 447件

JASTRO分類 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

脳脊髄 23 11 11 5

頭頸部 43 38 57 47

食道 26 24 27 18

肺気管縦隔 112 103 93 106

乳腺 61 84 92 78

肝胆膵 27 28 26 24

消化器 37 26 25 30

婦人科 31 25 28 45

泌尿器 82 76 79 74

血液・リンパ 11 12 16 14

皮膚・骨軟部 2 1 1 1

その他悪性腫瘍 0 0 5 0

良性 10 2 10 5

合　計 465 430 470 447

2021年度 2022年度 2023年度

定位照射

脳転移・脳腫瘍 19 13 10

肺 17 13 17

肺転移 0 2 1

肝臓 19 13 11

骨 4 12 6

その他オリゴ転移 5 6 8

定位照射小計 64 59 53

IMRT

脳 3 8 2

頭頸部 15 28 34

食道 14 13 7

乳腺 1 3 5

肺 10 7 9

肛門、直腸 1 1 5

IMRT

婦人科 4 14 24

前立腺 42 36 36

リンパ腫 4 2 2

IMRT小計 94 112 125
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2021年度 2022年度 2023年度

高精度照射合計 158 171 178

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.10.11-13 FARO & KOSRO 2023
「Interfractional shift of lymph node area during radical irradiation for lung cancer」

Kazuhito Ueki, Mitsuhiro Nakamura, Norio Araki
2023.12.01 日本放射線腫瘍学会　第36回学術大会
「肺癌根治照射中におけるリンパ節領域の位置変化の検討」

植木　一仁、中村　光宏、荒木　則雄
2023.12.02 日本放射線腫瘍学会　第36回学術大会
「画像誘導放射線治療における画像の一次照合に向けた精度検証」

松本　一繁、戸川　謙太、小林　哲也、松尾　浩二、中村　光宏、植木　一仁、荒木　則雄

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Who should receive single-fraction palliative radiotherapy for gastric cancer bleeding?: An exploratory
analysis of a multicenter prospective observational study (JROSG 17- 3 )
Clin Transl Radiat Oncol, 42, 100657, 2023.07

Sekii S, Saito T, Kosugi T, Nakamura N, Wada H, Tonari A, Ogawa H, Mitsuhashi N, Yamada K, Takahashi 
T, Ito K, Kawamoto T, Araki N, Nozaki M, Heianna J, Murotani K, Hirano Y, Satoh A, Onoe T, Shikama 
N.
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心臓リハビリテーション科

｜スタッフ｜

氏　名 専門資格等

主任理学療法士 高本　美菜 心臓リハビリテーション指導士

理 学 療 法 士 北村　拓也

理 学 療 法 士 奥脇　　基

2－7病棟看護師 秀島侑里花

2－7病棟看護師 山口　真季

｜令和 5年度の主な取組｜
　心不全に代表される心疾患は増悪を繰り返し、その度ごとに身体機能が低下していきます。心臓リハビ
リテーションでは多職種チームによる運動療法・患者指導を中心とした包括的なプログラムにより、心疾
患患者の身体機能・疾病管理を向上し、再発の予防・予後の改善・QOLの改善を目指しています。
　急増する高齢の心疾患患者でも心臓リハビリが継続できるようチーム全体でメニューを工夫して行って
います。

今年度の取り組み
1 ．外来心臓リハビリテーション、心肺運動負荷試験（CPX）の再開
　　心臓リハビリテーションは継続が最も大事です。コロナにより休止していた外来心臓リハビリテーショ

ンを再開しました。退院後 5か月をめどに、週 1回、準備体操・有酸素運動・クールダウンなどの約
1時間のメニューを行っています。現在、火・金の二枠ですが、徐々に参加人数を増やしています。

　　また、運動耐容能や負荷量の正確な評価のための心肺運動負荷試験（CPX）も再開しました。

2．集中治療における早期離床の取り組み
　　救命センター・集中治療室での早期離床を促すため、心臓外科術後や緊急入院患者に対して、チーム

全体で介入を行っています。

専門医資格等
日本循環器学会認定循環器
　専門医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本超音波医学会超音波
　専門医（心臓）
京都大学博士（医学）
心臓リハビリテーション
　指導士

日本心不全学会
日本心臓リハビリテーション学会
日本心エコー図学会
SCCT研究会
アメリカ心臓協会（AHA）
ヨーロッパ心臓病学会（ESC）

専門分野
循環器領域の画像診断

得意疾患
心不全

診療科長
（心臓リハビリテーション科）
井口　守丈
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3 ．高齢患者のHAD（Hospital associated disability）予防、再入院予防の取り組み
　　高齢の患者さんが増加されておられますが、なるべく集団心臓リハビリテーションに参加できるよう

にプログラムを工夫して、少しでも離床時間を増やし、入院中の身体機能の低下（HAD）の予防につ
なげています。また患者指導にも力をいれ、再入院の予防を目指しています。また身体機能の評価、
QOLの評価も併せて実施し、有効に取り組めているかどうか検証しています。

｜診療実績｜

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

心大血管疾患リハビリ新規患
者数（心筋梗塞、狭心症、開心
術後、心不全を含む）

59 50 55 46 58 39 42 40 35 41 32 46 543

心大血管疾患リハビリ新規慢
性心不全患者数 21 17 21 24 21 14 15 11 8 15 12 19 198

心大血管疾患リハビリテー
ション　実施件数(算定件数
のみ）

468 509 506 508 606 461 372 474 367 533 381 448 5633

総単位数 971 1068 1150 1280 1453 1178 943 1077 910 1311 960 1142 13443

外来心臓リハビリ実施件数；
年間延べ件数 16 27 26 28 24 44 42 36 46 53 35 40 417

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.13 APSC2023
「Clinical frailty and vascular endothelial growth factor C in heart failure: the PREHOSP-CHF Study」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Tsuyoshi Shinozaki, Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoshifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru Abe, 
Masaharu Akao, Koji Hasegawa

2023.07.14 APSC2023
「Growth differentiation factor 15 and prognosis across body mass index category in heart failure」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada,  Tsuyoshi Shinozaki,  Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoshifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru Abe, 
Masaharu Akao, Koji Hasegawa

2023.10.07 第27回日本心不全学会
「心不全再入院と関連するバイオマーカーの検討：PREHOSP-CHF研究より」

井口　守丈、和田　啓道、篠崎　　毅、鈴木　雅裕、網代　洋一、松田　守弘、小池　明広、小泉　智三、
清水　雅俊、小野裕二郎、竹中　　孝、阪上　　学、森田有紀子、藤本　和輝、米澤　一也、吉田　和朗、
二宮　暁代、中村　俊博、舩田　淳一、梶川　　裕、大石　佳史、加藤　　徹、小谷　和彦、阿部　　充、
赤尾　昌治、長谷川浩二

2023.11.11 American Heart Association’s Scientific Sessions 2022
「Prognosis of Patients With Atrial Fibrillation and Weight Loss: The Fushimi AF Registry」

Moritake Iguchi, Yasuhiro Hamatani, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Yuya Ide, Akiko Fujino, 
Takashi Yoshizawa, KOSUKE DOI, Syuhei Ikeda, Kenjiro Ishigami, Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji 
Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.12 American Heart Association’s Scientific Sessions 2022
「Serial Measurement of Vascular Endothelial Growth Factor-D in Heart Failure: The PREHOSP-CHF Study」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Tsuyoshi Shinozaki, Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoishifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru 
Abe, Masaharu Akao, Koji Hasegawa

2024.03.09 第88回日本循環器学会
「Association of beta blockers with prognosis in patients with atrial fibrillation: the Fushimi AF registry」

Moritake Iguchi, Yasuhiro Hamatani, Nobutoyo Masunaga, Mitsuru Ishii, Yuya Ide, Akiko Fujino, Takashi 
Yoshizawa, Kosuke Doi, Syuhei Ikeda, Kenjiro Ishigami, Kimihito Minami, Yumiko, Yumiko Nakanishi, 
Masahiro Esato, Hiromichi Wada, Koji Hasegawa, Hisashi Ogawa, Mitsuru Abe, Masaharu Akao.

2024.03.10 第88回日本循環器学会
「Sequential evaluation of Vascular endothelial growth factor-C and D in heart failure: the PRHOSP-CHF
study」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Tsuyoshi Shinozaki, Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoshifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru Abe,  
Masaharu Akao,Koji Hasegawa

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
心房細動と心不全
ｍedicina, 60, 13, 2255-2259, 2023.12.10, 医学書院

井口　守丈
［原著論文以外］
Are NOACs always the best strategy in elderly AF patients?
Eur Heart J Cardiovasc Pharmacother, 10, 2, 100, 2024.02

Moritake Iguchi, Juan Tamargo, Koji Hasegawa
［原著論文以外］
When Should We Start Sodium-Glucose Co-transporter Inhibitors in Patients with Heart Failure? The
Importance of Early Intervention
Eur Cardiol, 18, e41, 2023.07

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Felipe Martínez, Koji Hasegawa
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歯 科 口 腔 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 桐澤　知子
2024年 3月31日退職

日本口腔外科学会専門医
厚生労働省歯科医師臨床研修指導歯科医

歯科口腔外科
一般 抜歯

医 師 河岡　有美
日本口腔外科学会専門医・認定医
日本口腔科学会指導医・認定医
日本小児口腔外科学会指導医・認定医
厚生労働省歯科医師臨床研修指導歯科医

歯科口腔外科
一般 抜歯

レジデント 竹内　文乃 日本口腔外科学会認定医 歯科口腔外科
一般 顎顔面補綴

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本口腔外科学会
・日本顎関節学会
・日本睡眠学会
・日本補綴歯科学会

クリティカルパス
　小手術（ 2泊 3日）
　小手術（ 3泊 4日）

専門医資格等
日本口腔外科学会
　指導医・専門医
日本顎関節学会
　指導医・専門医
日本補綴歯科学会
　指導医・専門医
日本睡眠学会
　歯科専門医・評議員
日本睡眠歯科学会
　指導医・専門医・評議員

厚生労働省
　歯科医師臨床研修
　指導歯科医
大阪歯科大学博士（歯学）
京都大学博士（医学）
日本ボツリヌス治療学会
　理事

専門分野
歯科口腔外科一般

得意疾患
睡眠時無呼吸症候群
顎口腔領域の不随意運動
顎顔面補綴

診療科長
吉田　和也
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｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 1.3 1.2

新入院患者数（名） 100 139

平均在院日数（日） 4.9 3.2

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 37.7 39.7

主な手術・検査の件数（2022年度）

抜歯術 823件 骨折手術   6 件

嚢胞摘出術  43件 顎変形症手術 16件

腫瘍摘出術  99件 顎関節手術 6件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.30 第10回日本ボツリヌス治療学会学術大会
「シンポジウム がん治療から終末期までの口腔トラブルの緩和ケア「人生の最終段階における口腔ケアの質と効果向
上を目指して」」

下郷麻衣子
2023.10.02 第68回 日本口腔外科学会総会・学術大会
「乳がん治療と口腔ケア～どうして歯科受診が必要なの？～」

下郷麻衣子
2023.10.21 第68回 日本口腔外科学会総会・学術大会
「緩和ケア患者における口腔状態が予後と食事摂取量に及ぼす影響:決定木分析と機械学習を用いて」

下郷麻衣子、中尾　美文、中島　　健、坂根　直樹
2023.11.24 第43回医療情報学連合大会
「医療機関における次世代の無線通信」

中原　孝洋
2023.12.13 福岡県歯科医師会医療管理講習会
「在宅緩和ケアでのロ腔ケア普及を目指して！ 終末期がん患者さんのためのロ腔ケア」

下郷麻衣子
2023.12.16 第28回日本緩和医療学会学術大会
「歯科を取り巻くデジタルトランスフォーメーション」

中原　孝洋
2024.01.15 第77回国立病院総合医学会
「栄養サポートのための口腔管理～評価に基づく口腔ケア実践を目指して～」

下郷麻衣子
2024.02.17 第 9 回伏見医師会地域ケア懇談会
「基調講演「がん終末期における口腔ケアの重要性　～人生の最期を、ご自宅で穏やかに過ごすために～」」

下郷麻衣子
2024.03.11 第14回　乳がん教室
「がん終末期における口腔ケアの重要性～人生の最期を、ご自宅で穏やかに過ごすために～」

下郷麻衣子
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.10-12 一宮訪問看護連絡協会勉強会
「顎口腔ジストニアに対するボツリヌス治療前後の症状と生活の質の客観的評価．」

吉田　和也、河岡　有美、竹内　文乃、桐澤　知子、兵　　行忠
2023.11.10-12 NSTリンクナース会主催口腔ケア勉強会
「呼吸上皮を伴う先天性舌嚢胞の 1例．」

竹内　文乃、河岡　有美、吉田　和也
2023.9.23-24 日本歯科大学附属病院　口腔リハビリテーション多摩クリニック ランチョンセミナー
「シンポジウム　ボツリヌス治療が有効な病態．顎口腔ジストニア．」

吉田　和也

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［著書］
Therapeutic uses and efficacy of botulinum toxin in orofacial medicine from the standpoint of dental
professionals.
MDPI Press, 2024.

Yoshida K, Bakke M.
［著書］
精神的要因が関与する口腔・顎・顔面の病態.
最新言語聴覚学講座　臨床歯科医学・口腔外科学, 144-147, 2024.3.10, 医歯薬出版

豊福　　明、吉田　和也
［総説］
口腔疾患に対するボツリヌス治療 ―歯科口腔外科から．
脳神経内科, 99, 1, 119-126, 2023.8.1

吉田　和也
［原著論文以外］
Superior dislocation of the mandibular condyle into the middle cranial fossa: A comprehensive review of
the literature.
Journal of Clinical Medicine, 12, 11, 3781, 2023.05

Yoshida K.
［原著論文以外］
Bruxism or dystonia: That is the question.
Journal of Oral and Maxillofacial Surgery, 81, 8, 935-937, 2023.08

Yoshida K.
［原著論文以外］
Guillain-Barré syndrome presenting with masticatory disturbance and reduction in bite force.
Cureus, 15, 10, e47174, 2023.10

Yoshida K.
［原著論文］
Task-specific lingual dystonia during Japanese religious services.
Cureus, 15, 12, e50115, 2023.12

Yoshida K.
［原著論文］
Hemimasticatory spasm: A series of 17 cases and a comprehensive review of the literature.
Frontiers in Neurology, 15, 1377289, 2024.03

Yoshida K.
［原著論文以外］
RE: RE: “Bruxism or dystonia: That is the question”.
Journal of Oral and Maxillofacial Surgery, 82, 3, 391, 2024.03

Yoshida K.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文以外］
Hemimasticatory spasm treated with muscle afferent block therapy and occlusal splint.
Journal of Movement Disorders, 2024

Yoshida K.
［原著論文以外］
Japanese wooden plate denture as origin of suction retention.
Journal of the History of Dentistry, 2024

Yoshida K.
［原著論文以外］
Movement disorders in the stomatognathic system: a blind spot between dentistry and medicine.
Dental and Medical Problems, 2024

Yoshida K.
［原著論文］
Peripherally induced movement disorders in the stomatognathic system after oral surgical or dental
procedures.
Oral and Maxillofacial Surgery, 2024

Yoshida K.
［原著論文以外］
Nasal and orbital epitheses in Japan until early modern times.
Journal of the History of Dentistry, 2024

Yoshida K.
［原著論文以外］
Therapeutic uses and efficacy of botulinum toxin in orofacial medicine: from the standpoint of dental
professionals.
Toxins, 2024

Yoshida K, Bakke M.
［原著論文以外］
A rare case of cemento-ossifying fibroma in a 13-year-old boy with Crouzon syndrome with acanthosis
nigricans.
Journal of Oral and Maxillofacial Surgery, Medicine, and Pathology, 2024

Kawaoka Y, Yoshida K, Hyo Y, Yano N, Yoshida T, Moriyoshi K.
［原著論文］
Oral candida lesions and Candida tropicalis: Potential prognostic markers in end-of-life cancer patients
Special Care in Dentistry, 2024

Shimosato M, Kada S, Yase E, Sakane N
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救命救急センター（救命救急科）

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 吉岡　　崇
日本救急医学会専門医
日本産科婦人科学会専門医
麻酔科標榜医
京都DMAT隊員

救急医学
産婦人科救急

専門医資格等
日本救急医学会
　指導医・専門医
日本集中治療医学会
　専門医・評議員
日本麻酔科学会
　指導医・専門医・認定医
麻酔科標榜医
日本集中治療医学会 評議員
JATECインストラクター
FCCSインストラクター
ICLSインストラクター/
　ディレクター
死体解剖資格認定者
京都府立医科大学臨床准教授

専門分野
麻酔・集中治療
感染症
救急医学
法医学

救命集中治療科長
救命救急センター
　副センター長
別府　賢

専門医資格等
日本救急医学会
　指導医・専門医
日本外科学会認定医
日本胸部外科学会
　認定医・指導医
日本DMAT隊員・統括DMAT

専門分野
救急医学

救急部長
笹橋　望

専門医資格等
日本救急医学会
　指導医・専門医・評議員
日本集中治療医学会
　専門医・評議員
日本外科学会
　指導医・専門医・認定医
Acute Care Surgery学会
　評議員・認定医
日本腹部救急医学会評議員
ICLSインストラクター/
　ディレクター
JATECインストラクター
JPTECインストラクター
MCLSインストラクター
日本DMAT隊員
京都大学医学部臨床教授

専門分野
救急医学
集中治療学
外傷熱傷
一般外科
腹部救急

救命救急科科長
救命救急センター長
寺嶋　真理子

専門医資格等
日本救急医学会
　指導医・専門医
日本集中治療医学会
　専門医・評議員
日本麻酔科学会
　指導医・専門医
日本内科学会認定
　内科医・指導医
日本高気圧環境・潜水医学会
高気圧医学専門医
日本災害医学会評議員
麻酔科標榜医
ICT制度協議会ICD
ICLSインストラクター/
　ディレクター
JMECCインストラクター
日本DMAT隊員・統括DMAT
京都大学博士（医学）
京都大学臨床教授
京都府立医科大学臨床教授

専門分野
救急医学
集中治療医学
災害医療

救命救急部長
救命救急センター長
趙　晃済
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 田中　博之

日本救急医学会専門医
日本集中治療医学会専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本医師会認定産業医
呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医/指導医
ICLSインストラクター/ディレクター
ITLSインストラクター
JATECインストラクター
JMECCインストラクター/ディレクター
JPTECインストラクター
日本DMAT隊員・統括DMAT

救急医学
呼吸管理
災害医療

体外循環
（W ECMO）を用
いた重症呼吸管理

医 師 吉田　浩輔
日本救急医学会専門医
日本集中治療医学会専門医
ICD制度協議会認定
　インフェクションコントロールドクター

救急医学
集中治療学
重症感染症

医 師 村田　真紀

日本救急医学会専門医
日本集中治療医学会専門医
日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
ICD制度協議会認定
　インフェクションコントロールドクター
日本DMAT隊員

救急医学

医 師 增永　直久
日本外科学会専門医
日本救急医学会専門医
外傷外科手術治療戦略コース（SSTT)インストラクター
周産期初期診療アルゴリズム（PC3)インストラクター

a c u t e c a r e
surgery（外科,
救急,集中治療）
外傷診療
循環器集中治療
周産期初期診療

医 師 佐治　雅史

外科専門医（日本外科学会）
消化器外科専門医（日本消化器外科学会）
消化器がん外科治療認定医（日本消化器外科学会）
食道科認定医（日本食道学会）
がん治療認定医（日本がん治療認定医機構）
内視鏡外科技術認定医（胃）（日本内視鏡外科学会）
ICD（インフェクションコントロールドクター）
周術期感染管理認定医、教育医、評議員（日本外科感染
症学会）
抗菌化学療法認定医（日本化学療法学会）
臨床研修指導医
JATECインストラクター
ダ・ヴィンチ　コンソール術者ライセンス医

腹部救急疾患
消化器疾患

医 師 橋本　賢吾 日本救急医学会専門医
日本DMAT隊員 救急医学

医 師 中川貴美子
日本救急医学会専門医
麻酔科認定医
麻酔科標榜医
JPTECインストラクター

救急医学

医 師 太田　好紀

日本救急医学会専門医
日本集中治療医学会専門医
日本内科学会内科認定医/総合内科専門医
日本麻酔科学会専門医・認定医
京都大学博士（医学）

救急医学
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｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本救急医学会　専門医・指導医認定施設
・日本集中治療医学会　専門医認定施設

診療科の特徴
1 ．京都市南部唯一の救命救急センターとして初療から急性期の重症患者管理をシームレスに行う
2．院内急変対応や蘇生教育など安全管理態勢整備を行う
3．災害拠点病院・原子力基幹災害拠点病院として災害訓練、災害派遣を行う

主な対象疾患
敗血症/重症感染症、多発外傷、重症熱傷、急性呼吸不全、中毒

診療（業務）内容
救急搬送症例に対する初期外来対応
重症患者への集中治療管理
院内重症患者に対する集中治療管理
他院からの重症紹介症例の受け入れ
積極的な地域連携推進
各種災害訓練の実施と参加
実災害時の支援チーム派遣
蘇生講習などへの参加と指導
研修医教育（京都大学、京都府立医科大学病院研修医を含む）
学生臨床医学教育（京都大学、京都府立医科大学、同志社大学、橘大学、明治国際医療大学等）
コメディカルに対する教育研修
市民に対する救急啓蒙教育
消防との連携ならびに勉強会、情報交換
医師会、他病院等との連携ならびに情報交換

取組内容
災害拠点病院・原子力基幹災害拠点病院として災害派遣を行うなど有事対応につとめる

｜診療実績｜

入院患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均患者数（名） 10.9 10

新入院患者数（名） 1071 83

平均在院日数（日） 5.9 5.7

外来患者数
2022年度 2023年度 

1 日平均総患者数（名） 10.8 9.8
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28 The Korean Society of Critical Care Medicine · Acute and Critical Care Conference 2023
「Survey on culture positive cases of malignancy-related bacteria」

Kosai CHO, Takeya MINAMI, Satoru BEPPU
2023.06.28 第75回京都府プレホスピタル救急医療検討会
「産科救急～妊産褥婦・新生児対応を医療者のBasicに～」

吉岡　崇
2023.09.04 伏見救急講演会
「伏見から変える熱中症への対応～今年も残暑を乗り切りましょう～」

田中　博之
2023.09.13 下京東部医師会学術講演会
「高齢者CPA症例の検討」

笹橋　望
2023.11.29 第51救急医学会総会・学術集会
「一酸化炭素中毒後に下垂体卒中をきたした 1例」

増永　直久、寺嶋　真理子、笹橋　望、別府　賢、田中　博之、吉岡　崇、吉田　浩輔、村田　真紀、橋本　賢
吾、中川　貴美子、濱中　訓生、土井　健人

2023.12.26 その他
「FM845 カラダ元気 出演「救急医の仕事について」」

趙　晃済
2024.02.03 第22回医療連携フォーラム
「京都医療センターにおける次世代型救急」

趙　晃済
2024.03.14 第51回日本集中治療医学会学術集会
「血中濃度高値が持続したが保存的加療にて救命可能であった急性カフェイン中毒の 1例」

村田　真紀、中川　貴美子、別府　賢、安達　昂一郎、元濱　啓介、橋本　賢吾、田中　博之、寺嶋　真理子、笹
橋　望、趙　晃済

2024-03-14 第51回日本集中治療医学会学術集会
「女性ホルモンを個人輸入で入手し、肺塞栓で急死した男性の 1剖検例」

別府　賢、一杉　正仁、中村　麿美、元濱　啓介、佐治　雅史、趙　晃済、笹橋　望、杉谷　勇季、中川　貴美
子、福中　健太、寺嶋　真理子、吉岡　崇、増永　直久

2024.03.15 第51回日本集中治療医学会学術集会
「アロチノロール内服後に徐脈や低血圧をきたし、心原性失神や心原性ショックに至った 2症例の報告」

中川　貴美子、趙　晃済、安達　昂一郎、橋本　賢吾、佐治　雅史、増永　直久、村田　真紀、別府　賢、寺嶋　
真理子、笹橋　望

2024.03.15 第51回日本集中治療医学会学術集会
「多様性のある個を生かしたレジリエントな組織の実現を目指して」

趙　晃済、笹橋　望、寺嶋　真理子、別府　賢、西山　慶、志馬　伸朗、田中　博之、吉岡　崇、吉田　浩輔、村
田　真紀、増永　直久、佐治　雅史、橋本　賢吾、中川　貴美子

2024.10.06 第15回日本Acute Care Surgery
「腹膜透析患者の多発外傷・腹腔内出血に対し、透析排液性状観察でNOMが奏功した 1例」

増永　直久、寺嶋　真理子、笹橋　望、別府　賢、村田　真紀、佐治　雅史、中川　貴美子、福中　健太、畑　啓
昭、末永　尚浩
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［会議録］
一酸化炭素中毒後に下垂体卒中をきたした 1例
日本救急医学会雑誌, 34, 12, 815, 2023.12

増永　直久、寺嶋　真理子、笹橋　望、別府　賢、田中　博之、吉岡　崇、吉田　浩輔、村田　真紀、橋本　賢
吾、中川　貴美子、濱中　訓生、土井　健人

［会議録］
腹膜透析患者の多発外傷・腹腔内出血に対し、透析排液性状観察でNOMが奏功した 1例
Japanese Journal of Acute Care Surgery2023, 13, 146, 2023.10

増永　直久、寺嶋　真理子、笹橋　望、別府　賢、村田　真紀、佐治　雅史、中川　貴美子、福中　健太、畑　啓
昭、末永　尚浩

［会議録］
生理学的薬物動態モデルを用いた薬物過量服用患者の体内動態解析
中毒研究(0914-3777), 36, 2, 201, 2023.07, へるす出版

安達　昂一郎、別府　賢、山崎　浩史
［原著論文］
Ｅ－ディフェンス震動台実験における耐震・免震建物に設置された医療機器の地震時挙動
日本建築学会構造系論文集, 88, 809, 1116-1123, 2023.07.01, 日本建築学会

倉田　真宏、赤澤　資貴、相田　伸二、趙　晃済、河又　洋介、佐分利　和宏、大鶴　繁
［原著論文］
Multisystem inflammatory syndrome and lymphohistiocytic myocarditis after Covid-19 vaccine in a middle-
aged woman
ESC Heart Fail., 10, 2, 1435-1439, 2023.04

Kobayashi K, Hamatani Y, Moriyoshi K, Iguchi M, Masunaga N, Terashima M, Abe M, Sasahashi N, Akao 
M.

［原著論文］
Seismic Damage and Functional Defects of Ceiling Systems: Observation in Shaking Table Test of Hospital
Specimen
Earthquake Engineering & Structural Dynamics, 52, 10, 2888-2909, 2023.08

Qi L, Kurata M, Huang J, Kawamata Y, Aida S, Cho K, Kanao K, Takaoka M
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臨床研究センター

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

内分泌代
謝高血圧
研究部長

浅原　哲子

日本内科学会��認定内科医 総合内科
　専門医、内科指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域 専門研修指導医
日本糖尿病学会 専門医、研修指導医、学術評議員
日本内分泌学会 内分泌代謝科（内科）専門医・指導医
日本内分泌学会 理事、広報連携部会副部会長、
　男女共同参画推進委員会（JES WE CAN）委員長、
　100周年記念事業タスクフォース委員、
　内分泌代謝・糖尿病内科領域専門医認定委員会委員、
　Endocrine Journal編集委員など
日本肥満学会　肥満症専門医・肥満症指導医、評議員、
　肥満症生活習慣病改善指導士認定試験委員会委員長、
　専門医カリキュラム委員会副委員長、
　肥満症生活習慣改善指導士認定員会委員、
　倫理・COI委員会委員、財務委員会委員、
　日本肥満学会・日本サルコペニア･フレイル学会
　合同WG委員など
日本肥満症治療学会 理事、栄養部会委員、
　メンタルヘルス行動部会委員、
　肥満症治療学の展望編集委員など
日本心脈管作動物質学会 理事
日本人類遺伝学会 臨床遺伝専門医、臨床遺伝指導医
日本動脈硬化学会 専門医、評議員
日本抗加齢医学会 専門医、評議員
日本心血管内分泌代謝学会 評議員
日本神経内分泌学会 評議員
日本性差医学・医療学会 評議員
日本脳血管・認知症学会 評議員
日本糖尿病協会 療養指導医
日本糖尿病・生活習慣病ヒューマンデータ学会
　評議員、
　糖尿病標準治療マニュアル作成委員会　編集委員
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
同志社大学スポーツ健康科学部　客員教授
久留米大学医学部内科学講座心臓・血管内科部門
　客員教授
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
医療イノベーション推進センターフェロー

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、内
分泌代謝、予防
医学、遺伝診療

糖尿病、肥満症（メ
タボリックシンド
ローム）、内分泌代
謝、予防医学、遺
伝性疾患全般

専門医資格等
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医

専門分野
内科・内分泌代謝・骨代謝

臨床研究センター長
八十田　明宏
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

展開医療
研究部長 長谷川浩二

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
アメリカ心臓協会専門医（FAHA）
アメリカ心臓協会専門医（FACC）
日本禁煙科学会認定上級禁煙支援医
日本臨床分子医学会評議員
日本心不全学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
国際心臓研究学会（ISHR）評議員
日本禁煙科学会治療分科会長
日本学術振興会科学研究費委員会専門委員
認定NPO法人日本心血管協会特別名誉会員
日本動脈硬化学会評議員禁煙推進部会委員
国際心筋症・心筋炎・心不全学会幹事
国際心血管薬物療法学会（ISCP）常任理事・元理事長
京都大学博士（医学）
大阪医科大学非常勤講師
静岡県立大学客員教授
京都大学医学部臨床教授

心不全、虚血性
心疾患、心血管
危険因子管理・
特に禁煙指導、
心血管展開医
療、薬物療法に
関する研究

研究室長
（治験管理
室）

後藤　禎人
日本産婦人科学会専門医
社会医学系専門医・指導医
公衆衛生学修士（専門職）
京都大学博士（医学）

臨床研究

予防医学
研究室長 坂根　直樹 日本内科学会認定内科医

京都府立医科大学医学博士
糖尿病
予防医学

臨 床
内 分 泌
代 謝
（ 専 任 ）
研究室長

日下部　徹

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医・評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医・指導医・評議員
日本肥満症治療学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
日本神経内分泌学会評議員
日本サルコペニア・フレイル学会評議員
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
日本骨粗鬆症学会認定医
京都大学博士（医学）
京都大学客員研究員

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、脂
肪萎縮症、内分
泌代謝サルコペ
ニア、骨粗鬆症、
遺伝診療

研究室長
（先端医療
技術開発）

和田　啓道
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本循環器学会認定循環器専門医
認定NPO法人日本心血管協会評議員
京都大学博士（医学）

内科・循環器内
科、冠動脈疾患、
慢性腎臓病、コ
ホート研究、バイ
オマーカー開発

がんゲノム
医療研究
室 長

林　　琢磨

日本人類遺伝学会・遺伝医学
　臨床研究コーディネーター
日本救急医学会認定 ICLSインストラクター
臨床心理カウンセラー
米国立衛生研究所（NIH）/米国疾病対策センター（CDC）
BL3（P3）感染マテリアル取り扱い主任者資格（新興
感染症）

東京都/動物取扱管理責任者（同資格）
がん展開医療研究会 幹事
学校法人梅花女子大学/大学院 教授（兼務）
医学博士

婦人科腫瘍学
癌ゲノム医療学
腫瘍学
新興感染症学

｜令和 5年度の主な取組｜

　国立病院機構のミッションのひとつとして「臨床研究」があります。令和 3年度に、院内でおこなわれ
る様々な臨床研究をサポートする目的で「臨床研究支援事務局」を設置しましたが、今年度はスタッフを
拡充して体制を強化しました。将来的には臨床の活性化に寄与することを目指します。
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）※各研究部より一部抜粋｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.06 公益社団法人日本糖尿病協会　webセミナー
「アドボカシー活動を見据えた食事療法 -健康を護る節約術-」

野見　山崇、釣谷　大輔、北村　文乃、木村美枝子
2023.04.07 Reproductive Health and Infertility Medicine
「Molecular pathological studies of Uterine Mesencｈymal Tumor for Diagnosis and Therapy」

Hayashi T, Konishi I
2023.05.11 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「健診現場で活用できる機械学習を用いた糖尿病発症の予測法の開発」

高橋かおる、安田 敏成、菅沼　彰子、坂根　直樹
2023.05.11 第66回日本糖尿病学会
「重症低血糖を繰り返す成人 1型糖尿病を持つ人の心理と低血糖問題解決能力の意義」

坂根　靖子、加藤　　研、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、的場　ゆか、村田　　敬、
同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹

2023.05.11 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「Metabolically healthy obesity (MHO) とMetabolically unhealthy obesity (MUO)の代謝恒常性維持と破綻の
比較検討」

川合　汐里、山陰　　一、小谷　和彦、野田　光彦、浅原　哲子、橋本　貢士
2023.05.26 第95回日本産業衛生学
「特定保健指導用ヘルスケアプリ（けんぽアプリ）の開発とリクルート状況：KENPO-app study」

坂根　直樹、菅沼　彰子、藤崎　章好、金澤　亜依、杉本麻美子
2023.05.30 The 4th Int'l Conference on Stem Cell Research and Therapy (SCRT 2023)
「Pathological Evidence for Residual SARS-CoV- 2 in the Micrometastatic Niche of a Patient with Ovarian
Cancer : involvement of epitherial stem-like cells.」

Hayashi T, Sano K, Konishi I
2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「脂肪萎縮症の病態およびレプチン測定の有用性」

日下部　徹
2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「植物由来フラボノイド・タキシフォリンの肥満と脂肪肝/NASH/肝癌の進展抑制作用―褐色脂肪細胞活性化とFGF21
の関与―」

加藤　久詞、Bin Fu、田中　　都、西尾美和子、菅波　孝祥、浅原　哲子
2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「Natural bioactive flavonoid Taxifolin prevents the development of hepatic steatosis, fibrogenesis and
tumorigenesis in a mouse model of NASH, 第96回日本内分泌学会学術総会」

付　　　彬、田中　　都、越智　　梢、才田　恵美、伊藤美智子、西尾美和子、榎本　　篤、井上　隆之、
浅原　哲子、菅波　孝祥

2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「COVID-19罹患を契機に診断し得たACTH単独欠損症の一例」

野村　拓未、難波　多挙、大西　優輝、北村　拓也、石原　裕己、立木　美香、日下部　徹、浅原　哲子、
八十田明宏、田上　哲也

2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「Weight-Cyclingが脂肪組織に及ぼす影響について」

和田　恵梨、田中　　都、丹野　翔伍、北浦　靖之、浅原　哲子、菅波　孝祥
2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「減量治療におけるMetabolically healthy obesity (MHO) とMetabolically unhealthy obesity (MUO)の代謝恒
常性維持と破綻の比較検討」

川合　汐里、山陰　　一、小谷　和彦、野田　光彦、浅原　哲子、橋本　貢士
2023.06.18 第70回日本小児保健協会学術集会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「牛乳が苦手な未就学児を支援するサペレメソッドを用いたリモート＆リアル体験型食育プログラムの開発」
河口八重子、坂根　直樹、菅沼　彰子、染井順一郎

2023.06.29 The 2nd JCA-AACR Precision Cancer Medicine International Conference.
「Usefulness of cancer genome medicine using cancer gene panel for advanced uterine leiomyosarcoma.」

Hayashi T, Abiko K, Kishimoto K, Konishi I
2023.07.01 第22回京滋臨床甲状腺懇話会
「甲状腺ホルモン補充開始後に精神病症状を生じた粘液水腫性昏睡」

北村　拓也、立木　美香、石原　裕己、難波　多挙、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也
2023.07.04 3rd International Conference on Biomarkers and Clinical Research
「Molecular pathological studies of Uterine Mesencｈymal Tumor for Diagnosis and Therapy」

Hayashi T, Yaegashi N, Konishi I
2023.07.07 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会
「褐色細胞腫・パラガングリオーマ患者に対して行った13症例の遺伝カウンセリングの検討 Genetic counseling in
13 patients with pheochromocytoma and paraganglioma」

小西  陽介、小笠原辰樹、日下部　徹、難波　多挙、和田　美智子、江本　郁子、安彦　　郁、北　　　誠、
橋本有紀子、三宅　秀彦、浅原　哲子、八十田明宏

2023.07.08 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会
「褐色細胞腫・パラガングリオーマ患者に対して行った13症例の遺伝カウンセリングの検討」

小西　陽介、小笠原辰樹、日下部　徹、難波　多挙、和田美智子、江本　郁子、安彦　　郁、北　　　誠、
橋本有紀子、三宅　秀彦、浅原　哲子、八十田明宏

2023.07.11 COVIDeCon2023 Edition 1
「Pathological Evidence for Residual SARS-CoV- 2 in the Micrometastatic Niche of a Patient with Ovarian
Cancer」

Hayashi T, Konishi I
2023.07.16 日本婦人科腫瘍学会
「妊婦検診で確認された子宮間葉性腫瘍の腫瘍学的特徴の解析 PRUM-iBio study2」

林　　琢磨、佐野　健司、市村　友季、天野　泰彰、徳永　英樹、安彦　　郁、利根川　進、万代　昌紀、
八重樫伸生、小西　郁生

2023.07.17 愛知淑徳大学
「五感が育つ子どもの食育～食の体験学習サペレメソッド～」

染井順一郎、河口八重子
2023.07.21 IDF-WPR Congress 2023 / 15th Scientific Meeting of AASD
「Therapeutic potentials for obesity-induced hepatic steatosis and fibrogenesis. “Impact of Obesity on
Diabetes and Cardiovascular Disease ―National Hospital Organization Multicenter Obesity and Diabetes
Cohort Study―”」

Satoh-Asahara N
2023.07.21-23 IDF-WPR Congress 2023 & 15th Scientific Meeting of AASD
「Evaluation of PHR APP with Gamification Theory and Wearable Devices」

Futoshi Ebara, Naoki Sakane, Chidori Ebara
2023.07.23 第31回日本健康教育学会
「（実践報告） 2・ 3歳児へのサペレメソッドを使った五感体験・共感型食育活動の園外専門家による実践」

染井順一郎、河口八重子
2023.07.28 特定保健指導実践者育成研修会
「食生活に関する保健指導」

河口八重子
2023.08.27 European Society of Cardiology(ESC) Congress 2023 Amsterdam
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「Impact of chronic kidney disease on the association of vascular endothelial growth factor D with
cardiovascular mortality in patients with suspected or known coronary artery disease: the ANOX study
Session title: Ischaemia without obstructive disease
Session type: Moderated ePosters
Topic: Epidemiology, Prognosis, Outcome」

H. Wada, M. Suzuki, M. Matsuda, Y. Ajiro, T. Shinozaki, S. Sakagami, K. Yonezawa, M. Shimizu, J. Funada,
T. Takenaka, T. Nakayama, M. Iguchi, M. Abe, M. Akao, K. Hasegawa.

2023.09.01 公益社団法人日本糖尿病協会　著作物
「糖尿病腎障害の食事療法　あなたの腎臓を守る食事療法（かきくけこ）　改訂 第 3版」

清野　　裕、木村美枝子
2023.09.08 京都市北区保育士会研修会
「五感が育つ子どもの食育～子どもの感性を知る～」

染井順一郎、河口八重子
2023.09.09 第30回日本排尿機能学会
「植物由来フラボノイドであるノビレチン・タンゲレチン混合物の自律神経への影響と夜間頻尿との関連について」

伊東　晴喜、根来　宏光、河野　　仁、渡邊　岳之、早田　直生、三浦　高慶、真鍋　由美、寒野　　徹、
三品　睦輝、禹　　済泰、坂根　直樹、奥野　　博

2023.09.09 BRAVE GATE Meetupでの臨床研究の成果・特許明細のプレゼン. BRAVE GATE Meetup.
「子宮間葉性腫瘍に対する免疫組織化学的バイオマーカーを用いた生命予後法の検証.」

林　　琢磨
2023.09.17 日本睡眠学会第45回定期学術集会
「ゲーミフィケーション理論とウェアラブルデバイスを利用した職業ドライバー向け睡眠関連事故ゼロをめざした安
全プログラム開発」

荏原　　太、坂根　直樹
2023.09.23 第28回日本糖尿病教育・看護学会
「 1型糖尿病を持つ高齢者の低血糖症状と低血糖問題解決能力」

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹、Fei-Ling Wu
2023.09.23-24 第28回日本糖尿病教育・看護学会学術集会
「 1型糖尿病者を持つ高齢者の低血糖の現状と低血糖問題解決能力」

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹、PR-IAH研究グループ
2023.09.24 摂南大学薬学部公開講座
「肥満症診療の新展開‐今、期待される薬物療法‐」

日下部　徹
2023.09.27 公益社団法人日本糖尿病協会　webセミナー
「がんを併発した糖尿病患者さんの食事療法」

野見山　崇、大橋　　健、北村　文乃、木村美枝子
2023.09.30 第25回日本骨粗鬆症学会学術集会
「骨粗鬆症における下肢運動機能の評価」

石原　裕己、日下部　徹、北村　拓也、八十田明宏、立木　美香、難波　多挙、浅原　哲子、田上　哲也
2023.10.06 第63回全国国保地域医療学会
「「早寝、早起き、朝ごはん（こどもさんさんチャレンジ）」の兵庫県加東市の取組」

菅沼　彰子、同道　正行、兼田　淳子、坂根　直樹、生田　　光
2023.10.06 第63回全国国保地域医療学会
「オンラインによる特定保健指導用　グループ支援プログラムの開発」

同道　正行、平岩　千絵、平田　美紀、兼本　慈子、渡邉　美保、兼田　淳子、菅沼　彰子、坂根　直樹
2023.10.11 The Human Genetics Asia 2023（HGA2023）
「Usefulness of cancer genome medicine using cancer gene panel for advanced uterine leiomyosarcoma.」

Hayashi T, Konishi I
2023.10.13 京都市保育士会大研修会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「五感が育つ子どもの食育～食の体験学習サペレメソッド～」
染井順一郎、河口八重子

2023.10.16 姫路市食育指導者研修会
「五感が育つ子どもの食育～食の体験学習サペレメソッド～」

染井順一郎、河口八重子
2023.10.20 第77回国立病院総合医学
「Impact of Smoking Status on Growth Differentiation Factor 15 and Mortality in Patients With Suspected
or Known Coronary Artery Disease: The ANOX Study.」

和田　啓道
2023.10.23 第77回国立病院総合医学会
「臨床研究活性化の試み：臨床研究センターにおける取組み」

八十田明宏
2023.10.27 Big 10 Conference
「Prior exercise training increases oxylipins secretion from brown adipose tissue response to cold exposure」

Shinsuke Nirengi, Hirokazu Taniguchi, Kengo Ishihara, Diego Hernández-Saavedra, Pablo Vidal, Lisa 
Baer, Masayuki Domichi, Valerie Bussberg, Michael Kiebish, Hitoshi Wakabayashi, Mami Matsushita, 
Masayuki Saito, Naoki Sakane, Kristin Stanford.

2023.10.28 第24回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「甲状腺ホルモン補充開始後に精神病症状を生じた粘液水腫性昏睡の一例」

北村　拓也、立木　美香、石原　裕己、難波　多挙、日下部　徹、浅原　哲子、八十田明宏、田上　哲也
2023.10.28 第 5 回臨床血管健康研究会
「CAVI is a significant indicator in primary prevention of cardiovascular disease」

Amioka N, Miyoshi T, Ito H, Shirai K, Horinaka S, Higaki J, Yamamura S, Saiki A, Takahashi M, Masaki 
M, Okura T, Kotani K, Kubozono T, Kihara H, Hasegawa K, Satoh-Asahara N, Orimo H, and CAVI-J 
investigators.

2023.10.31 第96回日本生化学会大会
「Weight-Cyclingによる脂肪組織炎症と線維化への影響」

細野　博敬、和田　恵梨、宮川　　文、越智　　梢、北浦　靖之、浅原　哲子、田中　　都、室原　豊明、
菅波　孝祥

2023.11.03 日本内分泌学会　第33回臨床内分泌代謝Update
「肥満症治療の最前線ー肥満･メタボ外来20年の歴史と未来ー」

浅原　哲子
2023.11.03 日本内分泌学会　第33回臨床内分泌代謝Update
「10年ぶりの穿刺吸引細胞診で急性びまん性甲状腺腫大を呈した 1例」

石原　裕己、北村　拓也、難波　多挙、立木　美香、日下部　徹、浅原　哲子、八十田　明宏、田上　哲也
2023.11.04 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「軽度認知障害を予測する骨格筋評価指標の検討：Phase angleの有用性（Elder Safe Study）」

池上健太郎、山陰　　一、加藤さやか、山本　結子、桝田　　出、石井好二郎、浅原　哲子
2023.11.04 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「健診受診者における主観的な歩行速度とメタボリックシンドロームとの関連」

山本　結子、大石　　寛、池上健太郎、山口　寛基、花野　宏美、森　　隆彰、廣惠　　優、金﨑めぐみ、
山陰　　一、浅原　哲子、桝田　　出、石井好二郎

2023.11.05 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「脳心血管病リスク因子の重積に着目した肥満症の評価方法」

日下部　徹、池上健太郎、浅原　哲子
2023.11.05 はまぎん宇宙科学館洋光台サイエンスクラブ
「五感が育つ子どもの食育～食の体験学習サペレメソッド～」

染井順一郎、河口八重子
2023.11.07 Intel. Gynecol. Cancer Soci. IGCS 2023.
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「Clinical factors relevant to inter-observer reproducibility in pathological diagnosis of immature teratoma
of the ovary: a retrospective study of 148 cases.」

Abiko K, Emoto I, Hayashi T, Konishi I, Matsumura N
2023.11.07 Intel. Gynecol. Cancer Soci. IGCS 2023.
「Results of clinical research (PRUM-IBIO study): establishment of prognostic biomarkers for uterine
mesenchymal tumors」

Hayashi T, Sano K, Abiko K, Naegashi N, Konishi I
2023.11.11 2023年度 第20回花王健康科学助成金成果報告会
「脂肪－脳連関を軸とした肥満合併認知症の発症機序の解明－脂肪組織マクロファージ由来TREM2の糖脂質エネル
ギー代謝の認知機能への影響－」

加藤  久詞、浅原　哲子
2023.11.11 第82回日本栄養・食糧学会中部支部大会
「Weight-Cyclingが脂肪組織慢性炎症に及ぼす影響の解明」

宮川　文、和田　恵梨、細野　博敬、越智　梢、北浦　靖之、浅原　哲子、田中　都、菅波　孝祥
2023.11.12 American Heart Association 2023
「Serial Measurement of Vascular Endothelial Growth Factor-D in Heart Failure: The PREHOSP-CHF Study」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Tsuyoshi Shinozaki, Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoishifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru 
Abe, Masaharu Akao, Koji Hasegawa

2023.11.17 2nd Global Summit on Heart and Cardiovascular Care
「Spontaneous Myocarditis in Mice Predisposed to Autoimmune Disease: Including Vaccination-Induced
Onset.」

Hayashi T, Ichikawa M, Konishi I
2023.11.25 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「レプチン測定が拓く新時代の脂肪萎縮症診療―肥満症への展望―」

日下部　徹
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「 2型糖尿病合併肥満症に対するGLP- 1 受容体作動薬使用時の栄養管理―最近の話題も含めて―」

浅原　哲子、岩佐　真代
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満･メタボ専門外来患者のメンタルヘルスの現状とチーム医療によるサスティナブルな肥満症治療」

浅原　哲子
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「国立病院機構多施設コホート研究からのエビデンス：日本人肥満症の減量成功率と心血管アウトカム」

浅原　哲子
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「内分泌異常に伴う二次性肥満―甲状腺・副腎疾患のトピックス―」

浅原　哲子、加藤さやか、難波　多挙
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「Weight-Cyclingが肥満に伴う脂肪組織炎症へ及ぼす影響」

和田　恵梨、田中　　都、細野　博敬、宮川　　文、越智　　梢、北浦　靖之、浅原　哲子、菅波　孝祥
2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「NASH病態形成におけるβ 2アドレナリン受容体の役割の解明」

和田　恵梨、田中　　都、付　友紀子、越智　　梢、木村真一郎、菅原　祐樹、島野　礼音、伊藤美智子、
浅原　哲子、小川　佳宏、菅波　孝祥

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症のCVDリスク改善に必要な減量率―NHO多施設共同肥満症統合コホート・ 5年追跡研究―」

山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩佐　真代、桝田　　出、浅原　哲子、
NHO-JOMS/JDOS2研究グループ
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2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の減量後の体重再増加とCVDリスク･影響因子－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

加藤さやか、山陰　　一、岩佐　真代、加藤　久詞、岩下　香里、池上健太郎、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症における心腎連関進展早期評価系の検討－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

加藤　久詞、加藤さやか、山陰　　一、岩佐　真代、岩下　香里、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「日本人肥満患者の新規生活習慣病発症率と減量効果－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

小津  有輝、山陰　　一 、加藤さやか、加藤　久詞、岩佐　真代、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の心血管病リスクとしての高尿酸血症と性差―国立病院機構多施設共同コホート研究・JOMS―」

若林　　大、山陰　　一、小津　有輝、加藤さやか、加藤　久詞、田中　将志、笠原　正登、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.11.25 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症患者の治療脱落率とその要因に関する検討 ―国立病院機構多施設肥満症コホート・JOMS―」

桝田　　出、山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩佐　真代、浅原　哲子、JOMS研究グループ
2023.11.26 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「大学新入生における隠れ肥満と筋質についての検討」

日下部　徹、荒井　宏司、山本　祐二、中尾　一和、田上　哲也、赤松　裕訓、石原　裕己、北村　拓也、
八十田明宏、浅原　哲子

2023.11.26 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「健診時の生活習慣指標を用いた脂肪肝発症予測モデルの開発　-第 1 報 脂肪肝発症と生活習慣の関連-」

岩佐　真代、山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩下　香里、池上健太郎、小津　有輝、金崎めぐみ、
桝田　　出、浅原　哲子

2023.11.26 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「健診受診者の脳心血管病リスクを予測するサルコペニア肥満指標の解明—京都ESSスタディ—」

池上健太郎、山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、大石　　寛、山本　結子、金崎めぐみ、桝田　　出、
石井好二郎、浅原　哲子

2023.11.26 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会
「健診を受診した肥満者における主観的な歩行速度と代謝異常との関連」

山本  結子、池上健太郎、大石　　寛、山口　寛基、花野　宏美、森　　隆彰、廣惠　　優、金崎　めぐみ、
山陰　　一、浅原　哲子、桝田　　出、石井好二郎

2023.12.01 第 8 回 日本糖尿病・生活習慣病ヒューマンデータ学会
「日本人肥満患者の生活習慣病・MetS発症率と減量治療効果－国立病院機構肥満症コホート･JOMS－」

小津  有輝、山陰　　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩佐　真代、桝田　　出、浅原　哲子、
JOMS研究グループ

2023.12.01 第 8 回 日本糖尿病・生活習慣病ヒューマンデータ学会
「肥満症の心血管病リスクとしての高尿酸血症と性差の影響―国立病院機構肥満症多施設共同コホート研究JOMS―」

若林　　大、田中　将志、山陰　　一、小津　有輝、加藤さやか、加藤　久詞、笠間　　周、笠原　正登、
浅原　哲子、JOMS研究グループ

2023.12.11 宮城県登米市保育・児童館担当者研修会
「五感が育つ子どもの食育～食の体験学習サペレメソッド～」

染井順一郎、河口八重子
2023.12.17 The 5th Int’l Conference on Gynecology, Obstetrics and Reproductive Medicine 　　
　　　　　　　　　　　(GORM 2023).
「Molecular pathological approach to establish diagnostic method and clinical therapy for uterine
mesenchymal tumor」

Hayashi T
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2023.12.17 第 9 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会
「進行子宮平滑筋肉腫に対するがん遺伝子パネルを用いたがんゲノム医療の有用性」

林　　琢磨、小西　郁生
2023.12.22 The 13th WGC-2024
「Familial Gastrointestinal Stromal Tumor Associated with Zebra-like Pigmentation」

Hayashi T
2023.12.27 北海道大学公共政策大学院
「環境を五感で味わう」

染井順一郎
2024.01.27 第27回日本病態栄養学会年次学術集会
「高齢者糖尿病における健康長寿を目指したサスティナブルな栄養管理・治療戦略」

浅原　哲子
2024.02.03 第 1 回伏見骨粗鬆症リエゾンサービス・地域連携の会
「当院における内科・整形外科共同による骨粗鬆症リエゾンサービスの構築」

日下部　徹
2024.02.04 KEYSTONE SYMPOSIA
「Effects of weight-cycling on chronic inflammation of adipose tissue in obesity.」

Wada E, Tanaka M, Hosono H, Miyakawa F, Ochi K, Kitaura Y, Satoh-Asahara N, Suganami T.
2024.02.15 第39回日本臨床栄養代謝学会学術集会（JSPEN2024）
「ヘルスケアアプリの開発と活用：個別化栄養指導を目指して」

坂根　直樹
2024.02.16 特定保健指導実践者育成研修会
「食生活に関する保健指導」

河口八重子
2024.02.16 第58回糖尿病学の進歩
「高齢者糖尿病と認知症～最新研究からの治療展望～」

浅原　哲子
2024.02.17 第31回広島県栄養改善学会
「食から健康と喜びを～今話題のサペレメソッド～」

染井順一郎
2024.02.17 第58回糖尿病学の進歩
「MASLD/MASHを考慮した糖尿病治療UPDATE」

浅原　哲子
2024.03.02 第38回 日本体力医学会 近畿地方会
「バーチャルサイクリングが自転車パフォーマンスに及ぼす影響」

大島　秀武、内田　遼介、山口　志郎 、関　　和俊
2024.03.08-10 第88回日本循環器学会
「Impact of CKD on VEGF-D and Cardiovascular Mortality in Patients with Suspected or Known Coronary
Artery Disease: The ANOX Study」

Hiromichi Wada, Masahiro Suzuki, Morihiro Matsuda, Yoichi Ajiro, Tsuyoshi Shinozaki, Satoru Sakagami, 
Kazuya Yonezawa, Masatoshi Shimizu, Junichi Funada, Takashi Takenaka, Yukiko Morita, Toshihiro 
Nakamura, Kazuteru Fujimoto, Hiromi Matsubara, Toru Kato, Takumi Nakayama, Yuka Maeda, Kazuhiko 
Kotani, Mitsuru Abe, Masaharu Akao, Koji Hasegawa

2024.03.08-10 第88回日本循環器学会
「Impact of Diabetes on VEGF-D and Cardiovascular Mortality in Patients with Suspected or Known
Coronary Artery Disease: The ANOX Study」

Hiromichi Wada, Masahiro Suzuki, Morihiro Matsuda, Yoichi Ajiro, Tsuyoshi Shinozaki, Satoru Sakagami, 
Kazuya Yonezawa, Masatoshi Shimizu, Junichi Funada, Takashi Takenaka, Yukiko Morita, Toshihiro 
Nakamura, Kazuteru Fujimoto, Hiromi Matsubara, Toru Kato, Takashi Unoki, Daisuke Takagi, Kazuhiko 
Kotani, Mitsuru Abe, Masaharu Akao, Koji Hasegawa
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2024.03.08-10 第88回日本循環器学会
「Associations of Serum Amyloid A-low-densitylipoprotein Complex with All-cause and Causespecific
Mortality in High-risk Patients: The ANOX Study」

鈴木　雅裕、小谷　和彦、松田　守弘、網代　洋一、篠崎　　毅、阪上　　学、米澤　一也、清水　雅俊、
舩田　淳一、竹中　　孝、森田有紀子、中村　俊博、藤本　和輝、松原　広己、加藤　　徹、鵜木　　崇、
髙木　大輔、阿部　　充、赤尾　昌治、長谷川浩二、和田　啓道

2024.03.10 第88回日本循環器学会
「Sequential evaluation of Vascular endothelial growth factor-C and D in heart failure: the PRHOSP-CHF
study」

Moritake Iguchi, Hiromichi Wada, Tsuyoshi Shinozaki, Masahiro Suzuki, Yoichi Ajiro, Morihiro Matsuda, 
Akihiro Koike, Tomomi Koizumi, Masatoshi Shimizu, Yujiro Ono, Takashi Takenaka, Satoru Sakagami, 
Yukiko Morita, Kazuteru Fujimoto, Kazuya Yonezawa, Kazuro Yoshida, Akiyo Ninomiya, Toshihiro 
Nakamura, Junichi Funada, Yutaka Kajikawa, Yoshifumi Oishi, Toru Kato, Kazuhiko Kotani, Mitsuru Abe, 
Masaharu Akao, Koji Hasegawa

｜投稿論文など ※各研究部より一部抜粋｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［解説］
【激アツ!糖尿病教室ハイパースライド】(第 2 章)患者の心をつかむ★糖尿病教室で使えるハイパースライド&台本　
アイスブレイクで場があたたまるハイパースライド
糖尿病ケア+, 2023夏季増刊, 44-51, 2023.06, メディカ出版

坂根　直樹
［会議録］
成人移行期に糖尿病デバイスの管理に困難を伴った 1型糖尿病患者の経験
糖尿病ケア, 66, 4, 308, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

野村　英生、村田　　敬、大塚桂容子、河口八重子、杉山　香奈、宮本真奈美、渡邊　知一、坂根　直樹
［原著論文］
薬局に勤務する管理栄養士と薬剤師の協働による 2型糖尿病患者支援の効果に関する前後比較試験 PDCA study
調剤と情報, 29, 9, 1459-1463, 2023.07, (株)じほう

庄司　雅紀、坂根　直樹、伊藤　直紀、砂山　慶次、恩田　光子
［原著論文］
AIによる病院給食における食品の物体検出の精度および定量性に関するパイロットスタディ
日本先進糖尿病治療研究会雑誌, 17, 1, 2023.05, 日本先進糖尿病治療研究会

村田　　敬、小林　　司、豊田　雅夫、廣田　勇士、三浦順之助、森岡　宏介、平野　和保、鍛冶亜由美、
高橋　路子、坂根　直樹

［会議録］
CGMデータを使用した 1型糖尿病外来での栄養士の介入
糖尿病, 66, Suppl.1, S-321, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

中辻　晴香、杉山　香奈、宮本真奈美、森岡　宏介、平野　和保、坂根　靖子、坂根　直樹、村田　　敬
［会議録］
1型糖尿病患者におけるFreeStyleリブレ(第 3 世代アルゴリズム)の計測特性分析
糖尿病, 66, Suppl.1, S-214, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

村田　　敬、坂根　直樹、廣田　勇士、豊田　雅夫、松久　宗英、黒田　暁生、伊藤　　新、目黒　　周、
三浦順之助、的場ゆかり、加藤　　研、鈴木　渉太

［会議録］
Hemoglobin glycation indexと関連する要因の探索 FGM-Japan研究
糖尿病, 66, Suppl.1, S-200, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

三浦順之助、高池　浩子、保科　早里、山本あかね、廣田　勇士、利根　淳仁、豊田　雅夫、斎藤　仁通、
細田　公則、松原　正樹、澤木　秀明、川嶋　　聡、松田　友和、菅沼　彰子、同道　正行、村田　　敬、
坂根　直樹

171Kyoto Medical center Annual report



論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［会議録］
1型糖尿病における無自覚性低血糖が安全運転に与える影響 PR-IAH研究のサブ解析
糖尿病, 66, Suppl.1, S-180, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

加藤　　研、秦　　誠倫、西村英里香、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、的場　ゆか、
菅沼　彰子、同道　正行、坂根　靖子、村田　　敬、坂根　直樹

［会議録］
重症低血糖を繰り返す成人 1型糖尿病を持つ人の心理と低血糖問題解決能力の意義
糖尿病, 66, Suppl.1, S-150, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

坂根　靖子、加藤　　研、秦　　誠倫、西村英里香、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、
的場　ゆか、村田　　敬、坂根　直樹

［会議録］
1型糖尿病者を持つ高齢者の低血糖の現状と低血糖問題解決能力
日本糖尿病教育・看護学会誌, 27, 特別号, 131, 2023.08, (一社)日本糖尿病教育･看護学会

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹、PR-IAH研究グループ
［会議録］
薬局でのsCGMを用いた 2型糖尿病に対する生活習慣改善効果の検討　COMPASS-Libre研究　研究デザイン
糖尿病, 66, Suppl.1, S-258, 2023.04, (一社)日本糖尿病学会

岡田　　浩、鈴木　渉太、同道　正行、坂根　靖子、阿部　圭子、坂根　直樹
［総説］
糖尿病と慢性腎不全～地域の課題が研究テーマ～
BIO Clinica, 38, 7 月臨時増刊号, 70～75, 2023.06.30, 北隆館

藤原　真治、小谷　和彦、坂根　直樹
［解説］
本当に怖い、生活習慣病の話　　第 1回　あなたの生き方、逝き方は？
月刊誌「安全と健康」, 1, 2024, 5, 2024.01.01, 中央労働災害防止協会編

坂根　直樹
［解説］
本当に怖い生活習慣病の話　第 2回　　糖尿病の真実
月刊誌「安全と健康」, 2, 2024, 5, 2024.02.01, 中央労働災害防止協会編

坂根　直樹
［解説］
本当に怖い生活習慣病の話　糖尿病の予防
月刊誌「安全と健康」, 3, 2024, 6, 2024.03.01, 中央労働災害防止協会編

坂根　直樹
［総説］
保健指導・栄養指導に役立つ キーワードと理論で磨く伝える力
単行本, 188, 2023.07.18, 中央法規出版

坂根　直樹
［原著論文］
特定保健指導初回支援の介入方法別の改善効果について　分割型、初回完了型、結果説明型、事後型の比較
予防医学ジャーナル, 533, 64-67, 2023.11, (公財)予防医学事業中央会

山口　未希、亀井真由美、高橋かおる、西田利江子、藤尾　有希、隅谷　京子、小西　晴美、安田　敏成、
坂根　直樹

［会議録］
1型糖尿病幼児の幼稚園での昼食時インスリン注射の支援体制について
日本先進糖尿病治療研究会雑誌, 17, 3, 146, 2023.12, 日本先進糖尿病治療研究会

橋本　有紀子、村田　　敬、坂根　靖子、河口八重子、坂根　直樹
［会議録］
牛乳が苦手な未就学児を支援するサペレメソッドを用いたリモート&リアル体験型食育プログラムの開発
小児保健研究, 82, 145, 2023.05, (公社)日本小児保健協会

河口八重子、坂根　直樹、菅沼　彰子、染井順一郎
［会議録］
(実践報告) 2 ・ 3 歳児へのサペレメソッドを使った五感体験・共感型食育活動の園外専門家による実践
日本健康教育学会誌, 31, 137, 2023.07, (一社)日本健康教育学会

河口八重子、坂根　直樹、菅沼　彰子、染井順一郎
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［総説］
肥満及び肥満治療抵抗性に関与するゲノム研究の現状
月刊糖尿病, in press, 医学出版

加藤さやか、浅原　哲子
［総説］
病態毎の「未病」と先制医療の考え方　 1 ) 糖代謝異常の診断閾値
糖尿病・内分泌代謝科, 57, 3, 1 ～8, 2023.09.28, 科学評論社

加藤さやか、浅原　哲子
［総説］
特集/ココが変わった　肥満症診療の最前線　3.肥満症の治療と管理　10) 肥満症の薬物療法
診断と治療, 112, 2, 199～207, 2024.02.01, 診断と治療社

加藤さやか、浅原　哲子
［総説］
特集 さらば！ぽっこりおなか　太るには理由がある
栄養と料理, 10, 7 ～11, 2023.09.08, 女子栄養大学出版部

浅原　哲子
［総説］
特集 さらば！ぽっこりおなか　太るには理由がある
栄養と料理, 10, 73～78, 2023.09.08, 女子栄養大学出版部

浅原　哲子
［総説］
多職種連携による肥満治療の効果的な動機付け・Q＆A
糖尿病・内分泌プラクティスWeb, a0057-a0058, 2023.07.11, 糖尿病リソースガイド

浅原　哲子、加藤さやか、岩佐　真代、池上健太郎、若林　　大
［原著論文］
シマウマ様色素沈着が認められる　指を伴う胃の腫瘍
未病と抗老化, 32, 49-50, 2023.11, 一般財団法人博慈会

林　　琢磨、小西　郁生
［原著論文］
卵巣がん患者の微小転移ニッチにおける残留SARS-CoV- 2 の病理学的証拠
未病と抗老化, 32, 56, 2023.11, 一般財団法人博慈会

林　　琢磨、小西　郁生
［一般］
NHO研究ネットワークグル－プの活動とNHOブランディングへの貢献
－ 心脳大血管グループ（循環器サブグループ）10年の歩み��－
Activity of the NHO Research Network Group and Its Contribution to the Branding of NHO:
The 10-Year History of Cardio-Cerebrovascular Group (Cardiology Subgroup)
国立医療学会誌　医療, 77, 5, 324-330, 2023.10.20, 国立医療学会

和田　啓道、井口　守丈、長谷川浩二
［総説］
特発性肺線維症の治療ガイドライン
特発性肺線維症の治療ガイドライン, 2023.04, 南江堂

「特発性肺線維症の治療ガイドライン」作成委員会
［原著論文］
Association of scan frequency with CGM-derived metrics and influential factors in adults with type 1
diabetes mellitus
Diabetology International, 15, 109-116, 2023.09

Naoki Sakane, Yushi Hirota, Akane Yamamoto, Junnosuke Miura, Hiroko Takaike, Sari Hoshina, Masao 
Toyoda, Nobumichi Saito, Kiminori Hosoda, Masaki Matsubara, Atsuhito Tone, Satoshi Kawashima, 
Hideaki Sawaki, Tomokazu Matsuda, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata

［原著論文］
Oral candida lesions and Candida tropicalis: Potential prognostic markers in end-of-life cancer patients
Spec Care Dentist., 2024.01

Maiko Shimosato 1, Shinpei Kada 2  3, Eriko Yase 4, Naoki Sakane 5
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［原著論文］
Optimization of nutritional strategies using a mechanistic computational model in prediabetes: Application
to the J-DOIT1 study data
PLoS One, 30, 18, 11, 2023.11

Julia H Chen 1, Momoko Fukasawa 2, Naoki Sakane 3, Akiko Suganuma 3, Hideshi Kuzuya 3, Shikhar 
Pandey 1, Paul D'Alessandro 1, Sai Phanindra Venkatapurapu 1, Gaurav Dwivedi 1

［原著論文］
Imeglimin profoundly affects the circadian clock in mouse embryonic fibroblasts
J Pharmacol Sci., 153, 4, 215-220, 2023.12

Kotomi Miura 1, Jun-Ichi Morishige 1, Jotaro Abe 1, Pingping Xu 1, Yifan Shi 1, Zheng Jing 1, Naoto 
Nagata 1, Ryo Miyazaki 2, Naoki Sakane 3, Michihiro Mieda 4, Masanori Ono 5, Yoshiko Maida 6, Tomoko 
Fujiwara 7, Hiroshi Fujiwara 8, Hitoshi Ando 9

［原著論文］
Effects of Heat-Killed Lacticaseibacillus paracasei MCC1849 on the Maintenance of Physical Condition in
Healthy Adults: A Randomized, Double-Blind, Placebo-Controlled, Parallel-Group Study
Nutrients., 15, 15, 2023.08

Soichiro Sato 1, Satoshi Arai 1, Noriyuki Iwabuchi 1, Miyuki Tanaka 1, Ryosuke Hase 2, Naoki Sakane 3
［原著論文］
Associations between dairy consumption and the physical function in Japanese community-dwelling older
adults: The Shimane CoHRE study
Geriatr Nurs., 53, 19-24, 2023.09

Ryo Miyazaki 1, Takafumi Abe 2, Naoki Sakane 3, Hitoshi Ando 4, Shozo Yano 2, Kenta Okuyama 5, 
Minoru Isomura 6, Masayuki Yamasaki 6, Toru Nabika 2

［原著論文］
Association of a pro-inflammatory diet and gestational diabetes mellitus with maternal anemia and
hemoglobin levels during pregnancy: a prospective observational case-control study
Nutr Res., 115, 38-46, 2023.07

Ikuyo Hayashi 1, Naoki Sakane 2, Akiko Suganuma 2, Narumi Nagai 3
［原著論文］
Association between poor oral health and overall mortality in palliative care patients: An analysis using
time-dependent receiver operating characteristic curves
Spec Care Dentist., 2023.05

Mifumi Nakao 1, Maiko Shimosato 2, Naoki Sakane 3, Takeshi Nakashima 1
［原著論文］
Association of Impaired Awareness of Hypoglycemia with Driving Safety and Hypoglycemia Problem-
solving Abilities among Patients with Type 1 Diabetes in Japan: The PR-IAH Study
Intern Med., 62, 10, 1431-1439, 2023.05

Naoki Sakane 1, Ken Kato 2, Sonyun Hata 2, Erika Nishimura 2, Rika Araki 3, Kunichi Kouyama 4, Masako 
Hatao 5, Yuka Matoba 6, Yuichi Matsushita 7, Masayuki Domichi 1, Akiko Suganuma 1, Seiko Sakane 1, 
Takashi Murata 8, Fei Ling Wu 9

［原著論文］
Effectiveness and Safety of a Mixture of Nobiletin and Tangeretin in Nocturia Patients: A Randomized,
Placebo-Controlled, Double-Blind, Crossover Study
Journal of Clinical Medicine, 12, 8, 2757, 2023.04

Haruki Ito, Hiromitsu Negoro, Jin Kono, Naoki Hayata, Takayoshi Miura, Yumi Manabe, Yu Miyazaki, 
Mutsuki Mishina, Je Tae Woo, Naoki Sakane, Hiroshi Okuno

［原著論文］
Protective and risk factors of impaired awareness of hypoglycemia in patients with type 1 diabetes: a
cross-sectional analysis of baseline data from the PR-IAH study
Diabetol Metab Syndr., 15, 1, 2023.04

Naoki Sakane 1, Ken Kato 2, Sonyun Hata 2, Erika Nishimura 2, Rika Araki 3, Kunichi Kouyama 4, Masako 
Hatao 5, Yuka Matoba 6, Yuichi Matsushita 7, Masayuki Domichi 8, Akiko Suganuma 8, Seiko Sakane 8, 
Takashi Murata 9  10, Fei Ling Wu 11

［原著論文］
Fructose-induced FGF21 secretion does not activate brown adipose tissue in Japanese young men:
randomized cross-over and randomized controlled trials
J Physiol Anthropol, 43, 1, 5, 2024.01

Kataoka H, Nirengi S, Matsui Y, Taniguchi H.
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［原著論文］
Possible Relationship between the Deteriorated Accuracy of Intermittent-Scanning Continuous Glucose
Monitoring Device and the Contact Dermatitis: Post-hoc analysis of the ISCHIA Study.
Tokai J Exp Clin Med., 20, 48, 83-90, 2023.09

Masao Toyoda, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, Ryuji 
Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, Kunihiro 
Nishimura, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Naoki Sakane; ISCHIA Study Group

［原著論文］
The Effect of a mHealth App (KENPO-app) for Specific Health Guidance on Weight Changes in Adults With
Obesity and Hypertension: Pilot Randomized Controlled Trial.
JMIR mHealth and uHealth, 11, e43236, 2023.04

Naoki Sakane, Akiko Suganuma, Masayuki Domichi, Shin Sukino, Keiko Abe, Akiyoshi Fujisaki, Ai 
Kanazawa, Mamiko Sugimoto

［原著論文］
To Use or Not to Use a Self-monitoring of Blood Glucose System? Real-world Flash Glucose Monitoring
Patterns Using a Cluster Analysis of the FGM-Japan Study
Intern Med., 62, 18, 2607-2615, 2023.09

Naoki Sakane 1, Yushi Hirota 2, Akane Yamamoto 2, Junnosuke Miura 3, Hiroko Takaike 3, Sari Hoshina 
3, Masao Toyoda 4, Nobumichi Saito 4, Kiminori Hosoda 5, Masaki Matsubara 5  6, Atsuhito Tone 7, 
Satoshi Kawashima 8, Hideaki Sawaki 9, Tomokazu Matsuda 10, Masayuki Domichi 1, Akiko Suganuma 
1, Seiko Sakane 1, Takashi Murata 11

［原著論文以外］
Effect of pitavastatin treatment on PON1 lactonase activity in patients with hypercholesterolemia.

Arch Med Sci Atheroscler Dis, 9, 1, e1-2, 2024.01
Kotani K, Sakane N, Gugliucci A.

［原著論文］
Association of body size distortion with low body mass index in female patients with nontuberculous
mycobacterial lung disease
PLoS One, 18, 8, e0290277, 2023.08

Yumi Takayama, Yukina Yumen, Takamasa Kitajima, Noritsugu Honda, Naoki Sakane, Motonari Fukui, 
Narumi Nagai 

［原著論文］
Association of Social Networking Sites Use with Actual and Ideal Body Shapes, and Eating Behaviors in
Healthy Young Japanese Women
Nutrients, 15, 7, 1589, 2023, in press

Yukina Yumen, Yumi Takayama, Fumiaki Hanzawa, Naoki Sakane, Narumi Nagai 
［原著論文］
Age-wise examination of the association of obesity based on body mass index and waist circumference
with metabolic diseases in comprehensive health checkup participants
Obesity Science & Practice, 2024

Yamamoto Y, Ikeue K, Kanasaki M, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Masuda I, Ishii K
［原著論文］
Double somatic mutations in CTNNB1 and GNA11 in an aldosterone-producing adenoma.
Frontiers in Endocrinology, 2024

Nanba K, Blinder A, Udager A, Hirokawa Y, Miura T, Okuno H, Moriyoshi K, Yamazaki Y, Sasano H,
Yasoda A, Satoh-Asahara N, Rainey W, Tagami T.

［原著論文］
Impact of coronavirus disease 2019 on medical practice in endocrine and metabolic diseases in Japan: a
nationwide surveillance study conducted by the Japan Endocrine Society.
Endocline Journal, 2024

Manaka K, Kato S, Sakamoto R, Yamakage H, Uema T, Kawai S, Shibata M, Hiratsuka I, I Nakachi S, 
Onoue T, Tsuchiya T, Fukui M, Hashimoto K, Suzuki A, Makita N, Ogawa Y, Arima H, Satoh-Asahara N, 
Masuzaki H.

［原著論文］
Imeglimin Exhibits Novel Anti-Inflammatory Effects on High-Glucose-Stimulated Mouse Microglia through
ULK1-Mediated Suppression of the TXNIP–NLRP3 Axis.
Cells, 13, 3, 284, 2024.01

Kato H, Iwashita K, Iwasa M, Kato S, Yamakage H, Suganami T, Tanaka M, Satoh-Asahara N.
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［原著論文］
Cross-sectional association of skeletal muscle mass and strength with dietary habits and physical activity
among first-year university students in Japan: Results from KEIJI-U study.
Nutrition, 118, 112265, 2024.02

Kusakabe T, Arai H, Yamamoto Y, Nakao K, Akamatsu Y, Ishihara Y, Tagami T, Yasoda A, Satoh-Asahara 
N. 

［原著論文］
Novel pathological implications of serum uric acid with cardiovascular disease risk in obesity.
Diabetes Reserch and Clinical Practice, 205, 110919, 2023.11

Wakabayashi D, Kato S, Tanaka M, Yamakage H, Kato H, Kusakabe T, Ozu N, Kasama S, Kasahara M, 
Satoh-Asahara N, The Japan Obesity Metabolic Syndrome Study (JOMS) Group.

［原著論文］
A Body Shape Index is useful for BMI-independently identifying Japanese patients with obesity at high
risk of cardiovascular disease.
Nutrition, Metabolism & Cardiovascular Diseases, 34, 2, 387-394, 2024.02

Ikeue K, Kusakabe T, Yamakage H, Ishii K, Satoh-Asahara N.
［原著論文］
Understanding Impacts of COVID-19 Restrictions on Glycemic Control for Patients with Diabetes in Japan.
Journal of Diabetes & Metabolism Disorders, 22, 1, 1695-1703, 2023.09

Uno-Eder K, Satoh-Asahara N, Hibiya M, Uno K, Uchino T, Morita K, Ishikawa T, Kaneko T, Yamakage 
H, Kitaoka Y, Sawa T, Tsukamoto K, Teramoto T.

［原著論文］
Differences in metabolic characteristics between Metabolically Healthy Obesity (MHO) and Metabolically
Unhealthy Obesity (MUO) in weight reduction therapy.
Endocline Journal, 70, 12, 1175-1186, 2023.12

Kawai S, Yamakage H, Kotani K, Noda M, Satoh-Asahara N, Hashimoto K.
［原著論文］
Taxifolin Suppresses Inflammatory Responses of High- Glucose-Stimulated Mouse Microglia by Attenuating
the TXNIP–NLRP3 Axis.
Nutrients, 15, 12, 2738, 2023.06

Iwasa M, Kato H, Iwashita K, Yamakage H, Kato S, Saito S, Ihara M, Nishimura H, Kawamoto A, Suganami 
T, Tanaka M, Satoh-Asahara N.

［原著論文］
A case of osteogenesis imperfecta caused by COL1A1 mutations, coexisting with pituitary stalk interruption
syndrome.
Endocline Journal, 70, 8, 839-846, 2023.08

Kitamura T, Ishihara Y, Kusakabe T, Tsuiki M, Nanba K, Hiroshima-Hamanaka K, Satoh-Asahara N, Yasoda 
A, Tagami T.

［原著論文］
A case of osteogenesis imperfecta caused by a COL1A1 variant, coexisting with pituitary stalk interruption
syndrome.
Endocr J, 70, 8, 839-846, 2023.08

Kitamura T, Ishihara Y, Kusakabe T, Tsuiki M, Nanba K, Hiroshima-Hamanaka K, Nomura T, Satoh-Asahara 
N, Yasoda A, Tagami T.

［原著論文］
Novel pathological implications of serum uric acid with cardiovascular disease risk in obesity.
Diabetes Res Clin Pract, 205, 110919, 2023.11

Wakabayashi D, Kato S, Tanaka M, Yamakage H, Kato H, Kusakabe T, Ozu N, Kasama S, Kasahara M,
Satoh-Asahara N; Japan Obesity Metabolic Syndrome Study (JOMS) Group.

［原著論文］
A Body Shape Index is useful for BMI-independently identifying Japanese patients with obesity at high
risk of cardiovascular disease. A body shape index is useful for BMI-independently identifying Japanese
patients with obesity at high risk of cardiovascular disease.
Nutr Metab Cardiovasc Dis, 23, 367-8, 2023.09

Ikeue K, Kusakabe T, Yamakage H, Ishii K, Satoh-Asahara N.
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［原著論文］
Cross-sectional association of skeletal muscle mass and strength with dietary habits and physical activity
among first-year university students in Japan: Results from the KEIJI-U study.
Nutrition, 118, 112265, 2024.02

Kusakabe T, Arai H, Yamamoto Y, Nakao K, Akamatsu Y, Ishihara Y, Tagami T, Yasoda A, Satoh-Asahara 
N.

［原著論文］
Importance of diagnostic methods for round ligament leiomyomas in clinical practice.
Quantitative Imaging in Medicine and Surgery (QIMS), 13, 3, 2033-2037, 2023.03

Hayashi T, Yaegashi N, Tonegawa S, Konishi I
［原著論文］
Molecular Histopathology for Establishing Diagnostic Method and Clinical Therapy for Ovarian Carcinoma
J Clin Med Res., 15, 2, 68-75, 2023.03

Hayashi T, Konishi I
［原著論文］
Notes on the morphological features of cotyledonary dissecting leiomyoma, which is rare in clinical
practice.
Transl Cancer Res., 12, 3, 452-455, 2023.03

Tamura S, Hayashi T, Yaegashi N, Abiko K, Konishi I
［原著論文］
Familial Gastrointestinal Stromal Tumor Associated with Zebra-like Pigmentation.
Biomedicines., 11, 6, 1590, 2023.05

Hayashi T, Konishi I
［原著論文］
Histopathological Findings of Ectopic Pregnancy in Contraceptive-Wearing Woman.
J Clin Med Res., 15, 7, 384-389, 2023.07

Hayashi T, Sano K, Konishi I
［原著論文］
EFFECT OF RBD MUTATIONS IN SPIKE GLYCOPROTEIN OF SARS-COV- 2 ON NEUTRALIZING IGG
AFFINITY.
Georgian Med News., Jul-Aug, (340-341), 37-46, 2023.07

Hayashi T, Yaegashi N, Konishi I
［原著論文］
Characteristic of Endometrial Stromal Sarcoma by Algorithm of Potential Biomarkers for Uterine
Mesenchymal Tumor.
Curr Issues Mol Biol., 45, 8, 6190-6201, 2023.07

Hayashi T, Sano K, Yaegashi N, Abiko K, Konishi I
［原著論文］
The Effect of mRNA-Based COVID-19 Vaccination on Anti-Programmed Cell Death Protein 1 Blockade for
Nasopharyngeal Cancer May Differ From a Virus-Inactivated Vaccine.
World J Oncol., 14, 4, 316-320, 2023.08

Hayashi T, Konishi I
［原著論文］
POTENTIAL LIFE PROGNOSTIC MARKER FOR MESENCHYMAL TUMOR RESEMBLING UTERINE
LEIOMYOSARCOMA
Georgian Med News., 10, 343, 119-126., 2023.10

Nishikawa S, Hayashi T, Uzaki T, Yaegashi N, Abiko K, Konishi I
［原著論文］
Treatment With Antitumor Agents Recommended by Cancer Genome Panel for Uterine Leiomyosarcoma.
J Clin Med Res., 15, (10-11), :461-468, 2023.12

Hayashi T, Kishimoto N, Abiko K, Konishi I
［原著論文］
Risk factors predicting pathological degradation after cervical excision in cervical intraepithelial neoplasia
grade II P16-positive patients over 25 years old: a cross-sectional study
Transl Cancer Res., 12, 11, 3147-3155, 2023.11

Li Chen, Yuanmeng Zhang, Liping Liu, Julio Cesar Teixeira, Takuma Hayashi, Na Cui, Yuna Liu
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［原著論文］
Implications of HPV infectivity in early diagnosis and treatment of advanced/recurrent malignancies.
British Journal of Cancer., in press

Hayashi T, Konishi I
［原著論文］
Utility of left ventricular ejection fraction in atrial fibrillation patients without pre-existing heart failure.
ESC Heart Fail., 10, 5, 3091-3101, 2023.10

Hamatani Y, Iguchi M, Minami K, Ishigami K, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Ogawa H, Abe M, 
Lip GYH, Akao M.

［原著論文］
Randomised double-blind placebo-controlled multicentre trial for the effects of yokukansan in smokers
with depressive tendencies.
Eur Cardiol., 18, e30, 2023.04

Komiyama M, Ozaki Y, Wada H, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Yasoda A, Sunagawa Y, Morimoto T, 
Takahashi Y, Hasegawa K.Komiyama M, Ozaki Y, Wada H, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Yasoda A, 
Sunagawa Y, Morimoto T, Takahashi Y, Hasegawa K.

［原著論文］
Impact of smoking initiation age on nicotine dependency and cardiovascular risk factors: a retrospective
cohort study in Japan.
Eur Heart J Open., 4, 1, 135, 2023.12

Mittal S, Komiyama M, Ozaki Y, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Wada H, Yasoda A, Funamoto M, 
Katanasaka Y, Sunagawa Y, Morimoto T, Akao M, Abe M, Takahashi Y, Nakayama T, Hasegawa K

［原著論文］
Proteinuria is independently associated with heart failure events in patients with atrial fibrillation: The
Fushimi AF registry.
Eur Heart J Qual Care Clin Outcome, 9, 8, 758-767, 2023.12

Ikeda S, An Y, Iguchi M, Ogawa H, Nakanishi Y, Minami K, Ishigami K, Aono Y, Doi K, Hamatani Y, 
Yoshizawa T, Ide Y, Fujino A, Ishii M, Masunaga N, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, 
Akao M.

［原著論文］
Association of left atrial enlargement with heart failure events in non-valvular atrial fibrillation patients
with preserved left ventricular ejection fraction.
Eur Heart J Open, 4, 2, oeae015, 2024.03

Hamatani Y, Iguchi M, Okamoto K, Nakanishi Y, Minami K, Ishigami K, Ikeda S, Doi K, Yoshizawa T, Ide 
Y, Fujino A, Ishii M, Masunaga N, Esato M, Tsuji H, Wada H, Hasegawa K, Abe M, Akao M.

［原著論文］
Randomised Double-blind Placebo-Controlled Multicentre Trial for the Effects of Yokukansan in Smokers
with Depressive Tendencies
Eur Cardiol, 18, e30, 2023, in press

Maki Komiyama, Yuka Ozaki, Hiromichi Wada , Hajime Yamakage , Noriko Satoh-Asahara , Akihiro 
Yasoda , Yoichi Sunagawa , Tatsuya Morimoto , Yuko Takahashi , Koji Hasegawa 

［原著論文］
A case of osteogenesis imperfecta caused by COL1A1 mutations, coexisting with pituitary stalk interruption
syndrome.
Endocline Journal, 70, 8, 839-846, 2023.08

Kitamura T, Ishihara Y, Kusakabe T, Tsuiki M, Nanba K, Hiroshima-Hamanaka K, Satoh-Asahara N, Yasoda 
A, Tagami T.

［原著論文］
Impact of smoking initiation age on nicotine dependency and cardiovascular risk factors: a retrospective
cohort study in Japan.
Eur Heart J Open., 4, 1, 135, 2023.12

Mittal S, Komiyama M, Ozaki Y, Yamakage H, Satoh-Asahara N, Wada H, Yasoda A, Funamoto M, 
Katanasaka Y, Sunagawa Y, Morimoto T, Akao M, Abe M, Takahashi Y, Nakayama T, Hasegawa K

［原著論文］
Cross-sectional association of skeletal muscle mass and strength with dietary habits and physical activity
among first-year university students in Japan: Results from KEIJI-U study.
Nutrition, 118, 112265, 2024.02

Kusakabe T, Arai H, Yamamoto Y, Nakao K, Akamatsu Y, Ishihara Y, Tagami T, Yasoda A, Satoh-Asahara 
N. 
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Comparison of Minimally Invasive Surgery with Open Surgery for Remnant Gastric Cancer: A Multi-
institutional Cohort Study
Ann Surg Oncol., 30, 6, 3605-3614, 2023.06

Aoyama R, Tsunoda S, Okamura R, Yamashita Y, Hata H, Kinjo Y, Miki A, Kanaya S, Yamamoto M, 
Matsuo K, Manaka D, Tanaka E, Kawada H, Kondo M, Itami A, Kan T, Kadokawa Y, Ito T, Hirai K, Hosogi 
H, Nishigori T, Hisamori S, Hoshino N, Hida K, Goto Y, Nakayama T, Obama K. 
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遺 伝 診 療 部

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

顧 問 三宅　秀彦 臨床遺伝専門医・指導医、お茶の水女子大学教授

室 長 浅原　哲子 臨床遺伝専門医・指導医、内分泌代謝高血圧研究部部長

スタッフ 日下部　徹 臨床遺伝専門医、内分泌代謝高血圧研究部室長

スタッフ 橋本有紀子 臨床遺伝専門医、小児科医師

スタッフ 小西　陽介 認定遺伝カウンセラー、臨床研究センター

スタッフ 北　　　誠 臨床遺伝専門医、小児科医師

スタッフ 安彦　　郁 産科婦人科診療科長

スタッフ 江本　郁子 臨床遺伝専門医、産科婦人科病棟医長

スタッフ 難波　多挙 内分泌代謝内科医師

スタッフ 林　　琢磨 がん医療研究室室長

｜令和 5年度の主な取組｜

　昨年に引き続き、遺伝性腫瘍の遺伝カウンセリング症例が大半を占める結果となりました。
　産科分野では非侵襲性出生前遺伝学的検査（NIPT）の基幹施設を取得し、出生前診断の相談にも対応が
可能になりました。

専門医資格等
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師

専門分野
内科・内分泌代謝（骨代謝）

診療部長
八十田　明宏
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｜診療実績｜

遺伝診療部外来患者数
2022年度 2023年度 

年間総患者数（名） 105 122

年間初診患者数（名） 73 90

主な疾患の件数（2023年度）

腫瘍 77件 成人一般 8件

神経筋疾患 11件 周産期 22件

小児 4件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.06.01 第96回日本内分泌学会学術総会
「脂肪萎縮症の病態およびレプチン測定の有用性」

日下部　徹
2023.07.08 第47回日本遺伝カウンセリング学会学術集会
「褐色細胞腫・パラガングリオーマ患者に対して行った13症例の遺伝カウンセリングの検討」

小西　陽介、小笠原辰樹、日下部　徹、難波　多挙、和田美智子、江本　郁子、安彦　郁、北　誠、
橋本有紀子、三宅　秀彦、浅原　哲子、八十田明宏

2023.11.05-07 Intel. Gynecol. Cancer Soci. IGCS 2023
「Results of clinical research (PRUM-IBIO study): establishment of prognostic biomarkers for uterine
mesenchymal tumors 」

Hayashi T, Sano K, Abiko K, Yaegashi N, Konishi I
2023.11.25 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「レプチン測定が拓く新時代の脂肪萎縮症診療―肥満症への展望―」

日下部　徹
2024.03.10 第37回近畿小児科学会
「MRurographyおよびMRI拡散強調画像が腎盂腎炎の診断に有用であったHDR症候群の 1例」

北　誠、永田　徹、常念　大輔、橋本有紀子、仁井　純子、松倉　崇、石塚　哲也、浅井　康一

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
肥満及び肥満治療抵抗性に関与するゲノム研究の現状
月刊糖尿病, 16, 2, 79-86, 2024.12.05, 医学出版

加藤さやか、浅原　哲子
［原著論文］
Cross-sectional association of skeletal muscle mass and strength with dietary habits and physical activity
among first-year university students in Japan: Results from the KEIJI-U study.
Nutrition, 118, 112265, 2024.02

Kusakabe T, Arai H, Yamamoto Y, Nakao K, Akamatsu Y, Ishihara Y, Tagami T, Yasoda A, 
Satoh-Asahara N.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
A case of osteogenesis imperfecta caused by a COL1A1 variant, coexisting with pituitary stalk interruption
syndrome
Endocrine Journal, 70, 8, 839, 2023.08

Takuya Kitamura, Yuki Ishihara, Toru Kusakabe, Mika Tsuiki, Kazutaka Nanba, Kaho Hiroshima-Hamanaka, 
Takumi Nomura, Noriko Satoh-Asahara, Akihiro Yasoda, Tetsuya Tagami

［原著論文］
Double somatic mutations in CTNNB1 and GNA11 in an aldosterone-producing adenoma.
Frontiers in Endocrinology, 15, 1286297, 2024

Nanba K, Blinder A, Udager A, Hirokawa Y, Miura T, Okuno H, Moriyoshi K, Yamazaki Y, Sasano H, 
Yasoda A, Satoh-Asahara N, Rainey W, Tagami T.

［原著論文］
The Effect of mRNA-Based COVID-19 Vaccination on Anti-Programmed Cell Death Protein 1 Blockade for
Nasopharyngeal Cancer May Differ From a Virus-Inactivated Vaccine.
World Journal of Oncology., 14, 4, 316-320, 2023.08

Hayashi T, Konishi I
［原著論文］
Familial Gastrointestinal Stromal Tumor Associated with Zebra-like Pigmentation.
Biomedicines., 11, 6, 1590, 2023.05

Hayashi T, Konishi I
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医療安全管理部

副院長
医療安全管理部長
白神　幸太郎

　患者安全の確保、医療の質の担保と向上への取り組みは、急性期基幹病院である当院において最も重要
な課題であり、安全文化の醸成は医療教育機関としての責務である。これらの課題、責務を達成するため
に医療安全管理部が活動している。院内に医療安全管理室を設置し、各部署に医療安全推進担当者（リス
クマネージャー）をおいて医療安全管理体制を整備している。医療安全管理委員会、リスクマネージャー会
議などの定例会議を主催するとともに、随時オカレンス症例検討会、ハイリスク診療検討会などを開催し
ている。また、電子化した報告システムによりインシデント・アクシデント事例を収集し、個々の事例に
対応するだけでなく、マニュアル等の定期的な見直しを行い、医療安全管理体制の強化充実を図っている。
院内で共有すべき情報については積極的に情報発信を行い、スタッフ教育にも力を注いでいる。医療事故
調査制度より、当院で生じた死亡症例についてはモニタリングし、迅速かつ適切に事例の収集と検討が可
能となるシステムが整備された。これらの取り組みを通じて、医療に伴って発生する様々な危険や有害事
象をモニターし、調査、分析して医療に反映させること、重大な有害事象に対して病院をあげて迅速に対
応すること、スタッフ教育や院内システムの改善に役立てることを目標としている。

１ ．医療安全管理体制
1 ）組織図……医療安全管理マニュアル　参照

2）構成メンバー
　　　医療安全管理部長　　 1名
　　　医療安全管理副部長　 1名
　　　医療訴訟専門職　　　 1名
　　　医療安全管理係長　　 1名
　　　看護部医療安全担当副看護師長： 1名
　　　医療安全推進担当者（リスクマネージャー）各部署から 1名　計61名

副看護師長
増田　友香

医療安全管理係長
浅井　真由美

訴訟専門職
池田　健太郎

医療安全管理副部長
阿部　充
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2 ．医療安全に関する日常活動
1 ）医療安全に関する院内の情報収集及び実態調査（定期的な院内の巡回・点検、マニュアルの遵守状況の点検）
2）マニュアルの作成及び点検と見直しの提言等
3）インシデント・アクシデントレポートの収集、保管、分析、具体的な改善策の提案、分析結果の現

場へのフィードバックと集計結果の管理
4）医療安全に関する最新情報の把握と職員への周知
5）医療安全に関する職員への啓発、広報
6）医療安全に関する教育研修の企画・運営
7）医療安全対策ネットワーク整備事業に関する報告
8）医療安全管理に係る連絡調整に関すること

3 ．業務実績
1 ）医療事故に関する会議開催状況　（2023年度）

　　　（ 1）拡大医療安全管理委員会　　 1件
　　　（ 2）医療事故本部対策会議　　　 1件
　　　（ 3）オカレンス事例検討会議　　17件
　　　（ 4）ハイリスク診療検討会議　　 8件

2）マニュアル、ガイドライン等の作成・改訂
　　　・中心静脈カテーテル運用マニュアル（2012年）
　　　・ロヒプノール院内使用指針（2014年）
　　　・院内転倒時の頭部・顔面打撲対応（2019年改訂）
　　　・深部静脈血栓症・肺塞栓症の予防対策ガイドライン（2019年改訂）
　　　・抗血栓薬の適正使用と周術期の取り扱いに関するガイドライン（2021年改訂）
　　　・血糖測定・インスリン指示に関するテンプレート整備（2021年改訂）
　　　・患者用パンフレット：転倒転落予防のご協力のお願い（2021年作成）
　　　・全部署の救急カートの新規購入と救急カート内容・配置の統一（2022年）
　　　・医療安全管理マニュアル（2020年改訂）
　　　・医療事故防止対策マニュアル（2021年改訂）
　　　・医療安全管理マニュアルと医療事故防止マニュアルを改定合冊（令和 5年 3月）

3 ）インシデント・アクシデントレポート収集
　　　・2023年度報告件数　　2599件　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　インシデント　　　　2542件　
　　　　（レベル 0～レベル3a）

　　　　アクシデント　　　　  57件　
　　　　（レベル3b～レベル 5）

報告件数推移
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4 ）2023年度　緊急コール件数
　　　ドクターハートコール：21件
　　　METsコール��　　　　：17件
　　　ホワイトコードコール： 5件　

5）医療安全に関する活動及び情報提供
　　　・医療安全管理委員会　　　 1回/月　計12回
　　　・リスクマネージャー会議　 1回/月　計12回
　　　・診療科長会議、医局会、管理診療会議での情報提供
　　　・事故事例の情報発信等
　　　・各部門カンファレンス・検討会等参加

6）医療安全に関する教育研修
　　　（ 1）医療安全研修会
　　　　　　第 1回　患者の目線から医療安全を考える：令和 5年10月 6 日
　　　　　　第 2回　Shared Decision Making～患者さんの思いを組み入れるための医療情報～
　　　　　　　　　　：令和 5年 1月15日　　
　　　（ 2）医療事故防止研修会
　　　　　　第 1回　麻薬の管理と適切な使用方法：令和 5年 7月24日
　　　　　　第 2回　糖尿病治療薬について：令和 5年 9月 6日
　　　（ 3）その他研修
　　　　　　CVカテーテル挿入シミュレーション研修：令和 5年 8月 1日

7）医療安全に関する講義
　　　新採用者研修、看護助手等採用時研修、幹部看護師任用候補者研修、IVナース講義、看護学校講義、

医療安全管理研修、スペシャルメ-ディカルクラーク研修　　等

　 8）医療安全対策地域連携加算の相互評価
　　　加算 1：蘇生会総合病院　令和 6年 2月 8日
　　　　　　　京都市立病院　　令和 6年 2月16日
　　　加算 2：八幡中央病院　令和 6年 3月 6日
　　　　　　　伏見桃山総合病院　令和 6年 3月 7日

�
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医 療 情 報 部

｜スタッフ｜

・診療情報管理室
　　診療情報管理士 5名
　　　院内がん登録実務中級者 2名、同初級者 1名、医療情報技師 1名、�
　　　情報セキュリティマネジメント試験合格者 1名（延べ数）

・診療支援チーム
　　スペシャル医療クラーク　24名
　　医師事務作業補助者　　　18名
・医療情報システム管理室
　　運用管理職員（委託）　　　6名

｜令和 5年度の主な取組｜

活動実績
2023年度（2023/ 4 / 1 ～2024/ 3 /31まで）
1．新任者研修　　合計 3回実施
2．医療情報委員会　　12回開催（メール開催含む）
3．医療情報小委員会　21回開催
4．京都府がん医療戦略推進会議　院内がん登録部会　 3回開催
5．京都府がん医療戦略推進会議　院内がん登録部会　登録実務WG　 3回開催
6．京都府がん医療戦略推進会議　院内がん登録部会研修会　 2回開催
7．京都府院内がん登録セミナー　 1回開催
8．都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会―がん登録部会　 1回参加
9．都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会―PDCAサイクルフォーラム　 1回参加

専門医資格等
九州歯科大学特任教授
京都大学客員研究員

専門分野
医療ICT、教育ICT、
ネットワークセキュリティ
口腔外科

医療情報部長
情報化推進研究室
研究室長
中原　孝洋
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院内情報処理業務支援
・DVD-R作成件数
　2023年度　病診連携用画像DVD-R作成件数（放射線科、手術術野動画等）　5987件　（月平均454件）
　2022年度　病診連携用画像DVD-R作成件数（放射線科、手術術野動画等）　5850件　（月平均472件）
　2021年度　病診連携用画像DVD-R作成件数（放射線科、手術術野動画等）　5608件　（月平均460件）

・データ抽出の相談件数及びデータ出力件数
　2023年度　相談件数（ 7件）　データ出力件数（99件）

・医療情報システム運用対応
　2023年度　電話および来室によるヘルプデスク問い合わせ件数　10939件　（月平均911件）

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.23 第43回医療情報学連合大会
「パニック障害の架空症例を用いた対話型AI ChatGPTの精神科領域における臨床的有用性の検討」

須藤　英隼、中原　孝洋、黒田　知宏
2023.11.24 第43回医療情報学連合大会
「医療機関における次世代の無線通信」

中原　孝洋
2023.12.16 福岡県歯科医師会医療管理講習会
「歯科を取り巻くデジタルトランスフォーメーション」

中原　孝洋
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感 染 制 御 部

感染制御部長
ICTリーダー（ICD）（専任）
診療科長

（総合診療科・感染症科）
小田垣　孝雄

専門医資格等
CNIC（Certified�Nurse�
in�Infection�Control、
感染管理認定看護師）

副看護師長（専従）
宮川　英和

専門医資格等
日本外科学会外科専門医・
　指導医
日本消化器外科学会
　消化器外科専門医・指導医
日本内視鏡外科学会
　内視鏡外科技術認定医（胃）・
　評議員
日本感染症学会
　感染症専門医・評議員・
　臨床研究促進委員会委員
日本食道学会食道科認定医
日本がん治療認定医機構�
　がん治療認定医
日本消化器外科学会
　消化器がん外科治療認定医
ICD（インフェクションコント
ロールドクター）

日本外科感染症学会
周術期感染管理認定医・

　教育医・評議員・
　教育委員会委員長・
　編集委員会委員
日本化学療法学会
評議員・抗菌化学療法認定
医制度審議委員会委員・国
際渉外委員会委員

日本化学療法学会・日本感染
症学会
JAID/JSC感染症治療ガイ
ド・ガイドライン作成委員・
MRSA感染症の治療ガイド
ライン作成委員・薬剤耐性
菌感染症を対象とした抗菌
薬ガイドライン作成に関す
る合同委員会委員

日本環境感染学会
　評議員・JHAIS委員会委員・
　あり方委員会委員
日本臨床外科学会評議員
京都大学博士（医学）

専門分野
上部消化管・外科感染症

得意疾患
胃がん・食道がん

診療科長
感染制御副部長

（上部消化管責任者）
畑　啓昭
（2023年 4 月 1 日から）

専門医資格等
ICD：Infection�Control�

Doctor
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本化学療法学会
　抗菌化学療法指導医
日本プライマリ・ケア連合
　学会プライマリ・ケア
　認定医・指導医
日本専門医機構総合診療専門　
　研修プログラム統括責任者・
　特任指導医
日本医師会認定産業医

専門分野
内科一般、感染制御

得意疾患
一般内科疾患
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｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

薬 剤 師
（ICT専任） 保井　健太 KLEC認定薬剤師

日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師

薬 剤 師
（AST専任） 稲田　顕慶 KLEC認定薬剤師

検 査 科
（ 専 任 ） 吉川　耕平

感染制御認定臨床微生物検査技師
認定臨床微生物検査技師
感染制御認定臨床微生物検査技師（ICMT）

経営企画
室 長

小林　良平
（9月30日まで）
池口　知典
（10月 1日から）

｜令和 5年度の主な取組｜

令和 5年度（2023年度）　ICTメンバー
　小田垣孝雄　　感染制御部長・総合診療科長、院内感染管理者、ICTリーダー（ICD）（専任）
　畑　　啓昭　　感染制御副部長・外科診療科長（ICD）
　陣内　牧子　　総合内科医師（ICD）
　宮川　英和　　感染制御部専従看護師（CNIC）（専従）
　保井　健太　　薬剤師（専任）
　塚原　優太　　主任薬剤師
　稲田　顕慶　　薬剤師
　山階　規子　　薬剤師
　吉川　耕平　　主任臨床検査技師
　小林　良平　　経営企画室長（～ 9月30日）
　池口　知典　　経営企画室長（10月 1 日～）

令和 5年度（2023年度）　ASTメンバー
　小田垣孝雄　　感染制御部長・総合診療科長（ICD）（抗菌化学療法指導医）（専任）
　畑　　啓昭　　感染制御副部長・外科診療科長（ICD）
　藤田　浩平　　呼吸器内科医長
　金井　　修　　呼吸器内科医師
　宮川　英和　　感染制御部専従看護師（CNIC）（専任）
　稲田　顕慶　　薬剤師（専任）
　塚原　優太　　主任薬剤師
　保井　健太　　薬剤師
　山階　規子　　薬剤師
　吉川　耕平　　主任臨床検査技師（専従）
　小林　良平　　経営企画室長（～ 9月30日）
　池口　知典　　経営企画室長（10月 1 日～）

令和 5年度（2023年度）の主な取組
定例のチーム活動
　ICTミーティング　毎週水曜日　午後
　ICTラウンド　　　毎週木曜日　午前
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　ASTカルテラウンド
　　血液培養陽性者カルテラウンド：随時
　　集中治療室ラウンド：随時
　　特定抗菌薬使用患者カルテラウンド：毎週月曜日と木曜日

連携施設との合同カンファレンス、訪問指導・助言
　第 1回感染対策向上　地域連携カンファレンス　　2023年 7 月14日
　　「机上訓練：アウトブレイク時の対応～記述疫学について～」
　第 2回感染対策向上　地域連携カンファレンス　　2023年 9 月 1 日
　　各病院からの報告の後、職種別グループ討論
　第 3回感染対策向上　地域連携カンファレンス　　2023年12月 1 日
　　各病院からの報告の後、職種別グループ討論
　第 4回感染防対策向上　地域連携カンファレンス　2024年 2 月 2 日
　　各病院からの報告の後、職種別グループ討論

感染対策向上　地域連携相互評価：
　2023年10月20日　当院が京都市立病院を訪問して評価
　2023年11月 6 日　宇多野病院が当院を訪問して評価

感染対策の連携医療機関等への訪問指導•助言
　2023年 7 月21日　浩照会伏見桃山総合病院を訪問してラウンドおよびカンファレンス
　2023年 9 月 1 日　医聖会八幡中央病院を訪問してラウンドおよびカンファレンス
　2023年10月12日　みずもと内視鏡・消化器内科クリニックを訪問してラウンドおよびカンファレンス
　2023年10月12日　こうの内科・糖尿病内科クリニックを訪問してラウンドおよびカンファレンス
　2023年10月23日　伊藤人工透析クリニックを訪問してラウンドおよびカンファレンス

外来感染対策向上　連携カンファレンス
　第 1回　外来感染対策向上��連携カンファレンス　2023年 7 月 1 日
　　ミニレクチャー「COVID-19　感染症法 5類移行後の対応について」
　　動画視聴　「日常の診療体制」（広島県）
　　　　　　　「不織布マスクについて」（京都医療センター職員講習会用動画）
　第 2回　外来感染対策向上��連携カンファレンス　2023年11月25日
　　訓練　「N-95対応マスクの装着訓練」

2023年度　院内感染対策講習会、抗菌薬適正使用教育セミナー
　第 1回院内感染対策講習会　2023年 6 月　動画配信
　　感染対策の道具について勉強しよう
　　　①　不織布マスク
　　　②　アルコール手指消毒薬
　　　③　消毒薬「ポビドンヨード」
　　　④　嫌気ポーター
　第 2回院内感染対策講習会　2023年10月　動画配信
　　　①　結核の感染対策～誤解も解く～
　　　②　 3連痰の誤解
　　　③　抗インフルエンザ薬
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　日本専門医機構共通講習「感染対策」　2023年12月18日
　　第 1回抗菌薬適正使用講習会�「専門医に必要な経口抗菌薬の使い方」
　　第 3回院内感染対策講習会「専門医に必要な創部・手術部位感染対策」
　第� 2 �回抗菌薬適正使用教育講習会　2024年 3 月　動画配信
　　「AWaRe分類と当院採用抗菌薬について」
　　「Access抗菌薬使用比率向上を目指して！」

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.04.28-30 第97回日本感染症学会総会・学術講演会
「COVID-19　重症化因子探索事業�ad�hoc�委員会報告　「RQ（リサーチクエスチョン）からわかったこと」」

畑　啓昭
2023.04.28-30 第97回日本感染症学会総会・学術講演会
「シンポジウム33　術前のMRSA除菌は推奨されるか」

畑　啓昭
2023.05.12 GI knowledge LIVE (WEB配信)
「当院での胃手術と感染への対策」

畑　啓昭
2023.05.27 日本化学療法学会第67回抗菌薬適正使用生涯教育セミナー
「胆道感染症」

畑　啓昭
2023.06.02 福島市民病院オープンカンファレンス
「外科に関わる感染対策～最近の話題～」

畑　啓昭
2023.07.15 MRSAフォーラム2023
「術前のMRSA鼻腔除菌の有効性についての文献的検討」

畑　啓昭
2023.07.16 第 4 回広島血液培養と菌血症サミットc/w子血菌力（こどもの血液培養と菌血症カレッジ）
「大腸穿孔の腹水培養なんてクソくらえ」

畑　啓昭
2023.07.20 第38回日本環境感染症学会総会・学術集会
「委員会企画 8 �[JHAIS委員会]サーベイランス事業報告および事例解説　事例判定：SSI」

畑　啓昭
2023.09.30 日本手術看護学会京都ブロックセミナー
「手術室看護師が知っておくべき手術部位感染防止対策と周術期管理」

畑　啓昭
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Effects�Of�Oral�Antibiotic�Prophylaxis�For�Surgical�Site�Infections�In�Colorectal�Surgery.�Insights�From�Real�
Worid�Data」

Hata H, Nakanishi H, Nishikawa G, Matsusue R
2023.11.09-11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会
　　　　　　　　　  　合同開催
「教育講演 3「腹腔内感染症の診断と治療」」

畑　啓昭
2023.12.09 オルソサポートセミナー
「日米のリーダーから学ぶ最新のSSI対策「最近の外科に関わる感染症の話題」」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「合同セミナー（日本環境感染学会JHAIS委員会）「サーベイランスのためのSSI判定事例」」
畑　啓昭

2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「委員会企画 5 （教育委員会）「一般外科領域のUpToDate」」

畑　啓昭
2024.03.21-22 第60回日本腹部救急医学会総会
「シンポジウム6　腹部救急疾患術後�Surgical�Site�Infection�に対するベストプラクティス「腹部救急疾患術後�Surgical�
Site�Infection�に対する当院での抗菌薬適正使用の取り組み」」

畑　啓昭

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[解説]
【“消去法”で考え直す「抗菌薬選択」のセオリー-広域に考え、狭域に始める】[抗菌薬選択クイズ]”消去法”で絞り込
む抗菌薬選択　胆道感染症(解説)
総合診療, 33, 7, 785-789, 2023.07.01, 医学書院

末永　尚浩、畑　啓昭
[解説]
腹水培養よりも血液培養に着目して抗菌薬投与を行った穿孔性腹膜炎の 1例
CASE REPORT Season7 , BD

畑　啓昭
[解説]
【市中感染症の診断と治療】肝・胆道感染症
日本内科学会雑誌, 112, 11, 2076-2082, 2023.11.10, 日本内科学会

畑　啓昭、小嶋　大也、末永　尚浩
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.22 第 8 回京都大学外科関連施設ヘルニア教育セミナー
「再発、CPIPの予防を目的とした当院でのLichitenstein法の工夫」

小嶋　大也
2023.08.25 伏見医師会ランチョンセミナー
「術後慢性疼痛における診断と治療～神経障害性疼痛治療を中心に～」

成田　匡大
2023.08.26 第19回日本ヘルニア内視鏡外科手術手技研究集会　ランチョンセミナー
「International Guidelinesの謎解き～世界共通のガイドラインが語った未来～」

成田　匡大
2023.09.08 第 4 回築地大腸手術セミナー
「卒後 9年の歩み」

西川　元
2023.09.09 第21回滋賀ヘルニア研究会
「術後慢性疼痛の診断と治療」

成田　匡大
2023.09.21-23 American Hernia Society (AHS)
「The frequency and risk factors of Chronic postoperative inguinal pain in Japan: A prospective, longitudinal
nationwide survey.」

成田　匡大
2023.09.29 第 3 回肝胆膵・移植外科手術セミナー
「当院における腹腔鏡下・ロボット支援による再肝切除手術の実績」

山岡　竜也
2023.09.30 第36回近畿内視鏡外科研究会
「ワークショップ 6　ロボット支援下肝切除手術：手術の工夫と導入期の治療成績　「ロボット肝切除を快適に行うま
での歩み」」

成田　匡大
2023.09.30 日本手術看護学会京都ブロックセミナー
「手術室看護師が知っておくべき手術部位感染防止対策と周術期管理」

畑　啓昭
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Effects Of Oral Antibiotic Prophylaxis For Surgical Site Infections In Colorectal Surgery. Insights From Real
Worid Data」

Hata H, Nakanishi H, Nishikawa G, Matsusue R
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Comparison of the acceptability and safety of molnupiravir in COVID-19 patients aged over and under
80 years」

Fujita K, Kanai O, Hata H, Odagaki T, Mio T
2023.10.11-15 ID Week 2023
「Duration of viable SARS-CoV- 2 shedding in immunocompromised COVID-19 patients during the
widespread vaccination era」

Kanai O, Fujita K, Hata H, Odagaki T, Mio T
2023.10.11-15 ID Week 2023
「A retrospective observational study to evaluate the efficacy of antimicrobial time-out for optimizing the
duration of antimicrobial administration in emergency abdominal surgery patients」

Suenaga T, Hata H
2023.10.21 第77回国立病院総合医学会
「質量分析装置を用いた尿検体からのグラム陰性桿菌の直接同定法に関する有用性の検討」

吉川　耕平
2023.10.31 FM845「カラダ元気コーナー」
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「逆流性食道炎・食道裂孔ヘルニアのはなし」
畑　啓昭

2023.11.03 JDDW　2023　KOBE
「ロボット肝臓手術を快適に行うまでの歩み」

成田　匡大
2023.11.09-11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会
　　　　　　　　　  　合同開催
「教育講演 3「腹腔内感染症の診断と治療」」

畑　啓昭
2023.11.09-11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会
　　　　　　　　　  　合同開催
「大腸穿孔術後の抗菌薬使用の適正化における、抗菌薬タイムアウトの有用性の検討」

末永　尚浩
2023.11.09-11 第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会　第71回日本化学療法学会西日本支部総会
　　　　　　　　　  　合同開催
「当院における脾臓摘出時の肺炎球菌ワクチン接種状況の調査」

出川　佳奈子
2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「ワークショップ13　薬剤耐性菌対策を考えた抗菌薬の適切な選択と投与期間への介入の試み」

末永　尚浩、畑　啓昭、庭野　公聖、出川　佳奈子、小嶋　大也、伏谷　仁志、中西　宏貴、西川　元、中西　保
貴、山岡　竜也、成田　匡大

2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「診断に術中経肛門的小腸内視鏡が有用であった、小腸吻合部潰瘍・狭窄の一例」

小嶋　大也、中西　保貴、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、中西　宏貴、山岡　竜也、西
川　元、成田　匡大、畑　啓昭

2023.11.16-18 第85回日本臨床外科学会総会
「内腹斜筋内に発生した神経鞘腫の一切除例」

庭野　公聖、中西　保貴、伏谷　仁志、出川　佳奈子、小嶋　大也、末永　尚浩、中西　宏貴、山岡　竜也、西
川　元、成田　匡大、大谷　哲之、畑　啓昭

2023.11.25 第 3 回消化管外科手術手技セミナー（WEB開催）
「技術認定医取得後のネクストステップ」

畑　啓昭
2023.11.25 第 3 回消化管外科手術手技セミナー（WEB開催）
「技術認定医取得後のネクストステップ」

中西　保貴
2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「肛門内圧測定による直腸癌肛門温存手術が術後肛門機能に及ぼす影響の評価」

水野　礼、野村　勇貴、藤岡　祥恵、竹内　豪、武内　悠馬 
2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「胃内容排泄遅延に留意した幽門側胃切除後Roux-en-Y再建の工夫」

中西　保貴、畑　啓昭、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、小嶋　大也、末永　尚浩、中西　宏貴、佐治　
雅史、山岡　竜也、西川　元、成田　匡大、大谷　哲之

2023.12.07-09 第36回日本内視鏡外科学会総会
「単孔式腹腔鏡補助下手術が有効であった小腸動静脈奇形の 1例」

小嶋　大也、中西　保貴、出川　佳奈子、伏谷　仁志、中西　宏貴、山岡　竜也、成田　匡大、畑　啓昭　
2023.12.09 オルソサポートセミナー
「日米のリーダーから学ぶ最新のSSI対策「最近の外科に関わる感染症の話題」」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「合同セミナー（日本環境感染学会JHAIS委員会）「サーベイランスのためのSSI判定事例」」
畑　啓昭

2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「委員会企画 5 （教育委員会）「一般外科領域のUpToDate」」

畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「食道亜全摘・結腸再建術における術前予防的経口抗菌薬の投与成績」

末永　尚浩、出川　佳奈子、中西　保貴、畑　啓昭
2023.12.15-16 第36回日本外科感染症学会総会学術集会
「人工肛門閉鎖術における当院での取り組み」

小嶋　大也、西川　元、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、中西　宏貴、中西　保貴、山岡　
竜也、成田　匡大、大谷　哲之、畑　啓昭

2024.02.03 令和 5 年度　がん地域医療連携力向上研修
「講演①　肝臓・膵臓の最近のがん治療」

中村　公治郎
2024.02.09-11 第20回日本消化管学会総合学術集会
「側弯合併食道裂孔ヘルニアの臨床的特徴に関する解析」

中西　保貴、村田　雅樹、森　すみれ
2024.02.10-11 第16回日本ロボット外科学会学術集会
「ロボット支援肝切除は離断面のテンションが命」

成田　匡大
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「食道切除後の胃管癌の手術症例」

畑　啓昭
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「術中蛍光ナビゲーションを用いた、より精緻な系統的肝切除の 1例」

山岡　竜也
2024.02.17 京都外科医会 2 月例会
「局所進行直腸癌に対して total neoadjuvant therapy(TNT)後にロボット支援下直腸切断術を行った 1例」

水野　礼
2024.02.17 日本肝胆膵外科学会　第 3 回関西地区教育セミナー
「高度技能専門医による肝胆膵高難度手術手技を学ぶ「膵頭十二指腸切除術」」

中村　公治郎
2024.02.27 FM845「カラダ元気コーナー」
「直腸がん治療の最先端」

水野　礼
2024.02.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「幽門側胃切除後の長期経過中に生じた十二指腸傍乳頭憩室穿孔の 1手術例」

伏谷　仁志、中西　保貴、庭野　公聖、出川　佳奈子、末永　尚浩、佐治　雅史、大谷　哲之、畑　啓昭
2024.02.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「胃神経内分泌癌に対する術後補助化学療法の意義」

庭野　公聖、中西　保貴、井田　智之、出川　佳奈子、伏谷　仁志、末永　尚浩、佐治　雅史、大谷　哲之、畑　
啓昭

2024.02.28-03.01 第96回日本胃癌学会総会
「食道癌術後胃管癌に対し腹腔鏡下幽門側胃管分節切除術を施行した一例」

井田　智之、末永　尚浩、中西　保貴、庭野　公聖、出川　佳奈子、伏谷　仁志、佐治　雅史、畑　啓昭
2024.03.21-22 第60回日本腹部救急医学会総会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「シンポジウム6　腹部救急疾患術後 Surgical Site Infection に対するベストプラクティス「腹部救急疾患術後 Surgical
Site Infection に対する当院での抗菌薬適正使用の取り組み」」

畑　啓昭
2024.03.21-22 第60回日本腹部救急医学会総会
「大腿ヘルニア嵌頓による腸閉塞で肝内門脈肝静脈シャントを介し肝性脳症をきたした一例」

伏谷　仁志、西川　元、庭野　公聖、出川　佳奈子、畑　啓昭

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　他科疾患の治療　糖尿病
消化器ナーシング, 28, 6, 82-83, 2023.06.01, MCメディカ出版

末永　尚浩、畑　啓昭
[解説]
疾患別・臨床事例の全診療行為　カルテ・レセプトの原風景　カルテ254　直腸癌　骨盤内臓全摘術を行った事例(解
説)
月刊保険診療, 78, 7, 58-60, 2023.07.10, 医学通信社

畑　啓昭
[解説]
【“消去法”で考え直す「抗菌薬選択」のセオリー-広域に考え、狭域に始める】[抗菌薬選択クイズ]”消去法”で絞り込
む抗菌薬選択　胆道感染症(解説)
総合診療, 33, 7, 785-789, 2023.07.01, 医学書院

畑　啓昭、末永　尚浩　
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療　「心不全」
消化器ナーシング, 28, 9, 84-85, 2023.09.01, MCメディカ出版

濱谷　康弘、畑　啓昭
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療　「排尿障害」
消化器ナーシング, 28, 10, 92-93, 2023.10.01, MCメディカ出版

宮崎　有、畑　啓昭
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　消化器疾患の治療
消化器ナーシング, 28, 10, 1 -74, 2023.10.01, MCメディカ出版

畑　啓昭
[解説]
知っておきたい！　消化器疾患に必要な検査　「便潜血検査・便CD検査」
消化器ナーシング, 28, 10, 45-49, 2023.10.01, MCメディカ出版

中西　保貴
[解説]
知っておきたい！　消化器疾患に必要な検査　「ICG試験」
消化器ナーシング, 28, 10, 12-14, 2023.10.01, MCメディカ出版

末永　尚浩
[解説]
腹水培養よりも血液培養に着目して抗菌薬投与を行った穿孔性腹膜炎の 1例
CASE REPORT Season7, https://www.bdj.co.jp/micro/ketsubai/hkdqj200000vmca2-att/CaseReport07.pdf, 
BD

畑　啓昭
[解説]
知っておきたい！　消化器疾患に必要な検査　「ICG試験」
消化器ナーシング, 28, 10, 12-14, 2023.10.01, MCメディカ出版

末永　尚浩
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[総説]
鼠径ヘルニア術後慢性疼痛
日医雑誌, 152, 8, 882, 2023.11.01, 日本医師会

成田　匡大
[解説]
【市中感染症の診断と治療】肝・胆道感染症
日本内科学会雑誌, 112, 11, 2076-2082, 2023.11.10, 日本内科学会

畑　啓昭、小嶋　大也、末永　尚浩
[原著論文]
鼠径部切開法における鼠径ヘルニア術後慢性疼痛予防としての術中神経確認励行の検討
日本消化器外科学会雑誌, 56, 12, 653-661, 2023.12.01, 日本消化器外科学会

後藤　健太郎、成田　匡大、出川　佳奈子、宗景　史晃、大倉　啓補、中西　保貴、山岡　竜也、松末　亮、畑　
啓昭、山口　高史

[解説]
疾患別・臨床事例の全診療行為　カルテ・レセプトの原風景　カルテ259　椎間板ヘルニア　ヘルニアの治療法　異
なる治療法を選択した 3つの事例(解説)
消化器ナーシング, 78, 12, 89-91, 2023.12.10, 医学通信社

名月　論、伊藤　陽子、畑　啓昭、小澤　竹俊、平敷　安希博、鈴木　俊治、木村　圭一、武田　匡弘
[解説]
消化器ナースも知っておきたい！　他科疾患の治療　誤嚥性肺炎
消化器ナーシング, 29, 3, 84-85, 2024.03.01, MCメディカ出版

小嶋　大也、畑　啓昭
[解説]
Impact of the COVID-19 pandemic on the trajectory of the number of bronchoscopies performed in a
tertiary hospital in Kyoto city
Medicine (Baltimore), 102, 21, e33918, 2023.05, MCメディカ出版

Fujita K, Kanai O, Ito T, Saito Z, Imakita T, Oi I, Yamamoto Y, Hashimoto M, Sawai S, Hata H, Odagaki 
T, Mio T

[原著論文]
Identification of complications requiring interventions after gastrointestinal cancer surgery from real-world
data: An external validation study
Ann Gastroenterol Surg., 7, 6, 1032-1041, 2023.06

Kinoshita H, Nishigori T, Kunisawa S, Hida K, Hosogi H, Inamoto S, Hata H, Matsusue R, Imanaka Y, 
Obama K, Matsumura Y

[原著論文]
Intraneural fibrosis within ilioinguinal nerve in inguinal hernia patients with preoperative pain: it’s the sign
of irreversible nerve injury, isn’t it?
Langenbeck’s Archives of Surgery, 408, 1, 431, 2023.11

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Moriyama M, Degawa K, Fushitani M, Kojima H, Suenaga T, Nakanishi 
H, Nishikawa G, Nakanishi Y, Hata H.

[原著論文]
The “Plug folding” may be a pathogenesis in chronic postoperative inguinal pain following mesh plug
repair
Asian Journal of Surgery, 46, 12, 5770-5772, 2023.12.

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Hata H.
[原著論文]
Identification of patients at high risk for recurrence in carcinoma of the ampulla of Vater: Analysis in 460
patients
AGSurg, 8, 2, 190-201, 2023.12

Narita M, Hatano E, Kitamura K, Fukumitsu K, Kitagawa H, Hamaguchi Y, Yazawa T, Terajima H, Kitaguchi 
K, Hata T, on behalf of the Kyoto University Hepatp-Biliary Pancreatic surgery Study Group(KUHBPS)

[原著論文]
A case of spindle and giant cell-type undifferentiated carcinoma of the extrahepatic bile duct
Clin J Gastroenterol,  Online ahead of print., 2024.01

Nagata K, Nakamura K, Iida T, Iwasaki J, Hata T, Yoshino K, Asai S, Ishihara M, Itami A, Kyogoku T 
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Clinical features of pneumothorax associated with COVID-19: A retrospective analysis of two centres
Respir Investig, 62, 1, 137-141, 2024.01

Fujita K, Iwata T, Kanai O, Hata H, Tanaka H, Imakita T, Oi I, Odagaki T, Aoyama A, Sawai S, Mio T
[原著論文]
Predictive and prognostic value of excision repair cross-complementing group 1 in patients with advanced
gastric cancer
bjc reports , Published: 05 March 2024, 2024.03

Yamada Y, Nagashima K, Azuma M, Masutani M, Ichikawa H, Iwasa S, Takahashi N, Hirano H, Kanato K, 
Machida N, Kinoshita T, Hata H, Kawakami H, Takahari D, Boku N, Kurokawa Y,  Terashima M, Yoshikawa 
T, Sekine S & Hiraoka N 

[原著論文]
A case of progressive xanthogranulomatous pancreatitis with splenic abscess
Clin J Gastroenterol, Online ahead of print., 2024.03

Nagata K, Nakamura K, Iida T, Iwasaki J, Ito R, Asai S, Ishihara M,Hata T, Itami A, Kyogoku T
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教 育 研 修 部

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医師
教育研修
副部長

小泉　三輝

日本腎臓学会専門医・指導医
日本透析医学会専門医・指導医
日本集中治療医学会専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・
　JMECCインストラクター
日本急性血液浄化学会認定指導者

腎臓内科

医 師 難波　多挙

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医
米国心臓協会FAHA
臨床研修指導医
ミシガン大学医学部
　リサーチ・アシスタント・プロフェッサー（非常勤）

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
高血圧・副腎疾患、
甲状腺疾患

｜令和 5年度の主な取組｜

　2023年度採用臨床研修医のオリエンテーションにおいて各種レクチャーを行った。
　2024年度採用臨床研修医のマッチング試験では定数（10名）に対する受験者数は48人であった。

専門医資格等
医療系大学間共用試験実施
　評価機構医学系OSCE実施
　管理委員会委員他
独立行政法人国立病院機構
　医師育成・教育委員会委員
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
内科一般
内科診断学
臨床疫学

統括診療部長
教育研修部長
小山　弘
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地 域 医 療 部

｜地域医療部の特徴｜

　2019年11月に「患者支援センター」を開設しました。
　退院支援センター、入院支援センター、救急診療受付、診療受付センター、がん相談支援センター、患
者相談窓口を同じフロアへ統合・移転を行い、より緊密な医療連携を築いていけるよう職員一同精進して
います。

｜患者支援センターの業務内容｜

退院支援 退院支援（転院や退院の調整）
医療、介護、福祉に関わる機関との連携

入院支援
入院前までの患者情報の聴取
利用している社会資源（介護サービス等）の確認
入院生活のオリエンテーション
内服中の薬剤の確認

救急診療受付 救急紹介患者受診の受付

診療受付

他院からの初診、検査予約
他院への診療、検査予約
診療情報の提供、依頼
他院からの転院調整
セカンドオピニオン外来申し込み
居宅介護支援計画連絡票の受付
訪問看護指示書、訪問リハビリ指示書の管理

がん相談支援センター がんに関する相談

患者相談窓口
療養に関する相談
福祉制度（介護保険、障害制度、難病等）に関する説明、相談
医療費、生活費などの経済的問題についての相談

その他
開放型病床のデータ管理
市民公開講座、各種講演会の開催
広報誌、外来担当医表等の送付
各医療機関への訪問

地域医療部長
瀬田　公一
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１ ．沿革と体制
2002年　地域医療連携室設置
2007年　地域がん診療拠点病院の指定
2008年　地域医療支援病院の承認
2018年　地域連携支援センターへ名称変更
2019年　患者支援センター開設

2 ．構成メンバー

｜業務実績（令和 5年度）患者支援センターの業務内容｜

〈退院支援〉
・転院支援件数　　　　　　　　　　959件
・転院支援件数在院日数　　　　　  28.1日
・地域連携診療計画加算の算定件数　 17件

〈入院支援〉
・入院支援件数　6,268件

〈救急診療受付〉
・救急受診受付件数　　　 1,727件
・救急受診受入後入院件数   761件

〈診療受付〉
・地域医療連携室経由予約件数（診療予約）9,761件　（検査予約）1,169件
・ 1日平均予約件数（診療予約）40.2件　（検査予約）4.8件
・セカンドオピニオン相談件数　30件
・紹介率　84.6％　逆紹介率　71.0％

地域医療連携室長

地域医療連携室長補佐

病床管理師長

副看護師長 �名

看護師 ��名 医療社会事業専門員 �名

地域医療連携係長

（併任）

事務助手 �名

地域医療部長
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〈がん相談支援センター・患者相談窓口〉
・延べ相談件数　491件

〈その他〉
・開放型病床登録医数　　　 0件
・地域医療連携委員会　　　 1回/月
・地域支援病院運営委員会　四半期 1回

令和̑年度　入退院支援加算̍算定件数
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令和̑年度　診療予約件数（病院別）
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令和̑年度　診療予約件数（診療科別）
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令和̑年度　転院支援件数（病院別）
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｜地域医療連携・広報活動｜

・「新生、糖尿病センター　～地域の中で～」
　第21回　京都医療センター医療連携フォーラム　令和 5年 7月 8日　Web開催
・「京都医療センターにおける次世代型救急医療」
　第22回　京都医療センター医療連携フォーラム　令和 6年 2月 3日　Web開催

令和̑年度　転院支援件数（診療科別）
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薬 剤 部

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

副 部 長 ・
医薬品情報
管 理 室 長

丸山　直岳 認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、NST専門療法士（日本臨床栄養代謝学会）、KLEC
認定薬剤師、スポーツファーマシスト（日本アンチ・ドーピング機構）

副 部 長 小田　亮介
認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、抗菌化学療法認定薬剤師（日本化学療法学会）、
救急認定薬剤師（日本臨床救急医学会）、KLEC認定薬剤師、日病薬病院薬学認定薬剤師（日
本病院薬剤師会）

病 棟 業 務
管 理 主 任 田中　　亮

認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、外来がん治療専門薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）、
緩和薬物療法認定薬剤師（日本緩和医療薬学会）、研修認定薬剤師（薬学教育協議会）、KLEC
認定薬剤師、がん専門薬剤師（日本医療薬学会）

医薬品情報
管理主任・
医薬品情報
管 理 係 長

小原　直紘 認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、KLEC 認定薬剤師

製 剤 主 任 池上　洋平 認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、心不全療養指導士（日本循環器学会）、KLEC 認
定薬剤師、外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

調 剤 主 任 中内　崇夫 HIV感染専門薬剤師（日本病院薬剤師会）

研 究 教 育
主 任 中澤　　誉 KLEC 認定薬剤師、認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会

治 験 主 任 藤原佐知子 認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）、GCPパスポート（日本臨床試験学会）、治験管
理室

薬 務 主 任 塚原　優太 日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

薬 剤 師 森本　健幹 日本医療薬学会専門薬剤師、日本医療薬学会指導薬剤師（日本医療薬学会）

薬 剤 師
（育児短時間） 中嶋　尚子

薬 剤 師
（育児時間） 岩上　祥愛 心不全療養指導士（日本循環器学会）

薬 剤 師 八瀬恵理子
がん薬物療法認定薬剤師（日本病院薬剤師会）、小児薬物療法認定薬剤師（日本小児臨床薬理
学会）、研修認定薬剤師（薬学教育協議会）、日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）、
心電図検定 2級（日本不整脈心電学会）、がん専門薬剤師（日本医療薬学会）

薬 剤 師
（育児短時間） 宮地由香里 抗菌化学療法認定薬剤師（日本化学療法学会）

専門医資格等
KLEC認定薬剤師
（薬剤師認定制度認証機構認証）
認定実務実習指導薬剤師
（薬学教育協議会）

部長
土井　敏行
(2024年 3 月31日まで）

専門医資格等
KLEC 認定薬剤師
（薬剤師認定制度認証機構認証）
認定実務実習指導薬剤師
（薬学教育協議会）

部長
福田　利明
（2024年 4 月 1 日から）
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氏　名 専門医資格等

薬 剤 師 田渕　寿美 KLEC認定薬剤師、外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

薬 剤 師
（育児時間） 前川由季菜 心不全療養指導士（日本循環器学会）

薬 剤 師 稲田　顕慶
抗菌化学療法認定薬剤師（日本化学療法学会）、外来がん治療専門薬剤師（日本臨床腫瘍薬学
会）、日本DMAT隊員（厚生労働省）、KLEC認定薬剤師、日病薬病院薬学認定薬剤師（日本
病院薬剤師会）

薬 剤 師 松田　璃沙 外来がん治療専門薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）、KLEC認定薬剤師

薬 剤 師 保井　健太 抗菌化学療法認定薬剤師（日本化学療法学会）、研修認定薬剤師（薬学教育協議会）、KLEC 認
定薬剤師、外来がん治療専門薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

薬 剤 師 山階　規子 日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）、KLEC 認定薬剤師

薬 剤 師 和田　遼子 小児薬物療法認定薬剤師（日本小児臨床薬理学会）

薬 剤 師 東　　里奈 外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）、KLEC認定薬剤師、日病薬病院薬学認定薬
剤師（日本病院薬剤師会）

薬 剤 師 上柳　汐果 日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

薬 剤 師 杉野　太亮 術後疼痛管理研修（日本麻酔科学会）

薬 剤 師 中島　　淳 スポーツファーマシスト（日本アンチ・ドーピング機構）、心不全療養指導士（日本循環器学
会）、心電図検定 3級（日本不整脈心電学会）

薬 剤 師 大橋香菜子

薬 剤 師 髙村　有沙

薬 剤 師
（育児休業）

藤本　佳奈
2022年11月 7日から 外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

薬 剤 師 山口　真美 外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）、日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤
師会）

薬 剤 師 綿榎　充穂 KLEC認定薬剤師、外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

薬 剤 師 江島　怜那 KLEC認定薬剤師、治験管理室

薬 剤 師 古川　歩実 日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

薬 剤 師 松村　亜耶

薬 剤 師 大野　　茜 スポーツファーマシスト（日本アンチ・ドーピング機構）

薬 剤 師 須内　優衣

薬 剤 師 中村　友寿

薬 剤 師 林　洋太郎 スポーツファーマシスト（日本アンチ・ドーピング機構）

薬 剤 師 鬼木　彩乃

薬 剤 師 小森　幸果
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｜令和 5年度の主な取組｜

・プレアボイド報告� � （約 156件／月）
・後発医薬品使用の推進� � （平均使用数量割合：92.3%）
・薬学部実務実習生の受入 （27名／年）
・薬剤管理指導料� � （約 1690件／月）
・病棟薬剤業務実施加算 1． 2 （約 2660件／月）
・がん化学療法連携充実加算 （約 247件／月）
・地域薬局との連携（伏見薬薬連携協議会の開催： 4回）
・専門薬剤師、認定薬剤師の育成

2023年度新規取得
がん専門薬剤師（日本医療薬学会）： 1名、外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）： 4名
日病薬病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）： 2名、心不全療養指導士（日本循環器学会）： 2名
認定実務実習指導薬剤師（薬学教育協議会）： 1名
スポーツファーマシスト（日本アンチ・ドーピング機構）： 1名

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.21 第17回学術大会　日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会
「後発医薬品使用体制加算 1取得に向けた当院の取り組みと経済的効果の検証」

小原　直紘、山下　大輔、関本　裕美、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2023.10.21 第77回国立病院総合医学会
「プレアボイド報告の内容分析とその評価～薬物治療効果の向上から処方支援へ～」

大野　茜、杉野　太亮、小原　直紘、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2023.10.21 第77回国立病院総合医学会
「患者支援センターの介入率増加から見えてきた新たな課題」

小森　幸果、小原　直紘、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2023.11.03 第33回日本医療薬学会年会
「ベバシズマブの先行バイオ医薬品とバイオ後続品の治療学的安全性の比較」

小原　直紘、関本　裕美、本田　芳久、土井　敏行
2023.11.04 第33回日本医療薬学会年会
「Ipilimumab/Nivolumab併用免疫療法中に出血性膀胱炎を生じた肺腺癌の一症例」

八瀬　恵理子、林　洋太郎、上柳　汐果、中嶋　尚子、森本　健幹、荒木　博賢、今北　卓間、小田　亮介、丸
山　直岳、森吉　弘毅、奥野　博、三尾　直士、土井　敏行

2023.11.04 第33回日本医療薬学会年会
「当院薬剤部でのタブレット端末を用いた医薬品情報（DI）管理業務におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）
の推進」

稲田　顕慶、杉野　太亮、森本　健幹、小原　直紘、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2023.11.10 第71回日本化学療法学会西日本支部総会　第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「メロペネム（MEPM）とセファゾリン（CEZ）の出荷調整における当院の対策」

稲田　顕慶、保井　健太、山階　規子
2023.11.10 第71回日本化学療法学会西日本支部総会　第93回日本感染症学会西日本地方会学術集会
「当院におけるフィードバックシート（FS）を用いた抗菌薬適正使用支援（AS）の構築と運用後の評価」

上柳　汐果、森本　健幹、林　洋太郎、稲田　顕慶、八瀬　恵理子、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2024.03.03 日本臨床腫瘍薬学会　学術大会2024（第13回）
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「プレドニゾロンによるirAE腎障害の治療中に浮腫の増悪がみられたため、メチルプレドニゾロンに変更し治療が継
続できた一症例」

上柳　汐果、森本　健幹、林　洋太郎、稲田　顕慶、八瀬　恵理子、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
2024.03.30 日本薬学会　第144年会
「薬学実務実習生における多職種連携教育(IPE: interprofessional　education)参加後の意識調査について」

中澤　誉、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行、遠藤　真理、花村　一葉、井下　三惠、上南　雪野、関本　裕
美、芝田　信人

2024.03.31 日本薬学会　第144年会
「ペムブロリズマブ・レンバチニブ化学療法におけるレンバチニブの投与量に対する体重の影響に関する検討」

森本　健幹、杉野　太亮、稲田　顕慶、小原　直紘、土井 　敏行

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［短報］
後発医薬品使用体制加算 1 取得に向けた取り組みと経済効果の検討
ジェネリック研究, 17, 2, 66-71, 2023.12.22, 株式会社法研

小原　直紘、関本　裕美、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
［事例報告］
プレアボイド報告増加に向けた薬剤部の取り組みによる医薬品適正使用の推進
医療マネジメント学会雑誌, 24, 4, 243-248, 2024.03.01

小原　直紘、土井　敏行、白神　幸太郎
［原著論文］
A decreasing plasma concentration of a toxicologically active metabolite 9 -carboxymethoxymethylguanine
after dialysis - A potential new clinical biomarker for improving encephalopathy in patients treated with
acyclovir.
Journal of Infection and Chemotherapy, 29, 11, 1068-1070, 2023.07

Ryo Unita, Koichiro Adachi, Akiyoshi Inada, Makiko Shimizu, Satoru Beppu, Hiroshi Yamazaki
［原著論文］
Oral candida lesions and Candida tropicalis: Potential prognostic markers in end-of-life cancer patients
Special care in Dentistry, in press, 2024.01

Maiko Shimoato, Shinpei Kada, Eriko Yase, Naoki Sakane
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臨 床 検 査 科

｜スタッフ｜

技師スタッフ
氏　名 専門医資格等

臨 床 検 査
技 師 長 笹　　倫郎

超音波検査士（循環器）、超音波検査士（消化器）、細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶
剤作業主任者、二級臨床検査士（病理学）、京都府院内臓器移植コーディネーター、検体
採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

副臨床検査
技 師 長 栗山　陽子 認定輸血検査技師、認定血液検査技師、二級臨床検査士（血清学）、検体採取等に関する

厚生労働省指定講習会受講

副臨床検査
技 師 長 溝上　泰司

主 任 臨 床
検 査 技 師 吉川　耕平 認定臨床微生物検査技師、感染制御認定臨床微生物検査技師（ICMT）、検体採取等に関

する厚生労働省指定講習会受講

主 任 臨 床
検 査 技 師 大野　久美 細胞検査士、緊急臨床検査士、精度管理中央機構乳房超音波認定、検体採取等に関する

厚生労働省指定講習会受講

主 任 臨 床
検 査 技 師 水松千香子 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

主 任 臨 床
検 査 技 師 成海　仁在 細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶剤・特定化学作業主任者、検体採取等に関する厚

生労働省指定講習会受講

病 理 主 任 片山　真穂 細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶剤・特定化学作業主任者、検体採取等に関する厚
生労働省指定講習会受講

血 液 主 任 里部　美咲 認定血液検査技師、2級臨床検査士（血液）、緊急臨床検査士、有機溶剤・特定化学作業
主任者、毒劇物取扱責任者、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 西山　智美 超音波検査士（循環器）、緊急臨床検査士、管理栄養士、検体採取等に関する厚生労働省
指定講習会受講

臨床検査技師 伊藤　大輔 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 近澤　　薫 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

専門医資格等
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
日本血液学会専門医・指導医
日本輸血・細胞治療学会
　認定医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授・
　非常勤講師
広島大学医学部客員教授
金沢医科大学非常勤講師

専門分野
血液一般

得意疾患
骨髄異形成症候群
稀少血液疾患
鉄代謝異常

副院長
診療部長（外来管理担当）
診療科長（稀少血液疾患科）
がんセンター長
臨床検査科科長
輸血管理士
川端　浩
診療科長（血液内科）

（2023年 4 月 1 日から）
副院長

（2024年 1 月 1 日から）

専門医資格等
病理専門医
細胞診専門医
死体解剖資格

専門分野
外科病理全般

副診療科長
森吉　弘毅
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氏　名 専門医資格等

臨床検査技師 西澤　小夏 緊急臨床検査士、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 金丸　青空 中級バイオテクノロジスト認定、緊急臨床検査士、二級臨床検査士（血液学）、検体採取
等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 辻󠄀村　紗央
細胞検査士、国際細胞検査士、二級臨床検査士（病理学）、有機溶剤作業主任者、特定化
学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、毒劇物取扱者、中級バイオテクノロジスト認定、
検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 西山　絢菜 緊急臨床検査士、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 竹澤　　遼 緊急臨床検査士、特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、検体採取等に関する厚
生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 鈴木　　遥 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 久保　槙也 緊急臨床検査士、特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、検体採取等に関する厚
生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 黒木　瑠菜 二級臨床検査士（血液）、有機溶剤作業主任者

臨床検査技師 伊戸川大夢

臨床検査技師 辰己　　俊

臨床検査技師 岡田　伊弘 緊急臨床検査士、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 中西　　哲 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、有機溶剤作業主任者、検体採取等に関す
る厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 泉　　宏明

臨床検査技師 鶴野　緋莉 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 宮澤　尚己 毒劇物取扱責任者、乙種1.2.3.4.5.6類危険物取扱者、中級バイオテクノロジスト認定、検
体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師
（再） 井藤　博史

臨床検査技師 三代沙也香 超音波検査士、糖尿病療養指導士、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 山口優衣子 超音波検査士（体表臓器）、緊急臨床検査士、2級検査士（循環器）、検体採取等に関する
厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 浦田　佳奈

臨床検査技師 谷本　恭孝

臨床検査技師 吹田奈帆美 認定血液検査技師、認定緊急検査技師、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨床検査技師 塩見　　舞 細胞検査士

非常勤臨床
検 査 技 師 三浦　辰朗

非常勤臨床
検 査 技 師

竹村　　卓
2023年 9月 1日から

非常勤臨床
検 査 技 師 楠木　秀和 細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶剤作業主任者、特定化学物質及び四アルキル鉛等

作業主任者
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採血看護師

氏　名 専門医資格等

採血看護師
（ 非 常 勤 ）

白水　優子
2023年 8月21日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

古見堂未来
2023年 8月21日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

桐山　知里
2023年12月11日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

藤谷　　薫
2024年 1月 1日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

松野　了子
2024年 2月15日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

宮崎美恵子
2024年 2月26日から

受付スタッフ
氏　名 専門医資格等

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

絹川　里美
2023年 6月30日まで

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

岩﨑　京子
2023年 6月30日まで

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

松本弓佳利
2023年 6月16日まで

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ） 森川　信子

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

藤井　浩美
2023年 5月26日まで

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

小川千恵子
2023年 8月 1日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

尾﨑真由美
2023年 6月25日から

事 務 助 手
（ 非 常 勤 ）

今　　聡子
2023年11月 1日から

｜令和 5年度の主な取組｜

科（室）の特徴
・ISO15189 に適合した品質マネジメントシステム構築と継続のための勉強会を要員に年 1回以上行う。
　手順書の見直しを年度内に行い、臨床検査サービスの向上を目指す。
・質の高い検査精度を目指し、外部精度管理での項目評価でC、Dをゼロにする。
・人材育成とスタッフのスキル向上のため、検査科勉強会を年 6回以上開催する。
・乳腺エコー、マルク標本を読める技師を 1名以上、認定技師の育成を行う。
・職場環境改善のため、ハラスメント防止に努め、検査科内で勉強会を年 1回以上行い
　ハラスメントゼロを目指す。
・労務管理の改善のため、昨年度の年休取得日数を上回る年休取得を目指す。
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診療（業務）内容
　当科の業務は臨床検査を行うことであり、臨床検査は検体検査と生理機能検査の 2 つの分野に大きく
分かれます。
1．検体検査：血液、尿、便、痰、手術により切り出された組織、穿刺液等を用いて行う検査です。肝機

能検査や生活習慣病の血糖・尿糖検査、貧血検査、がん細胞検査等がこの中に含まれます。検査部門
としては血液学検査、生化学検査、免疫学検査、輸血関連検査、微生物学検査、病理学検査、一般検
査があります。

2．生理機能検査：直接患者さんの身体に接して、体内からの情報や変化の状態を数字や画像に変換して
目で見えるようにする検査です。分野別に心電図検査、肺機能検査、脳波検査、筋電図検査、超音波
検査、聴力検査、睡眠時無呼吸検査、出血時間検査があります。

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.09.02 第47回日本鉄バイオサイエンス学会学術集会
「健常者と血液疾患患者を対象としたラテックス比濁法による血清ペプシジン25の測定」

宮澤　尚己、松田　由美、里部　美咲、溝上　泰司、栗山　陽子、笹　　倫郎、森　美奈子、
坂井　智美、川端　　浩

2023.10.15 第85回日本血液学会学術集会
「市中病院におけるクロスミキシングテストの後方視的解析」

吹田奈帆美、黒木　瑠菜、金丸　青空、里部　美咲、溝上　泰司、栗山　陽子、笹　　倫郎
坂井　智美、森　美奈子、川端　　浩

2023.10.21 第77回国立病院総合医学会
「質量分析装置を用いた尿検体からのグラム陰性桿菌の直接同定法に関する有用性の検討」

吉川　耕平、辰己　　峻、鈴木　　遥、溝上　泰司、笹　　倫郎、川端　　浩
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臨 床 栄 養 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

栄養管理室長 今西　健二 NST専門療法士

主任栄養士（育児短時間） 中辻󠄀　晴香 NST専門療法士

主任栄養士 宮本真奈美 NST専門療法士

主任栄養士 織原茉祐花

栄養士（育児休業） 杉山　香奈
2023年 2月25日から

栄養士 坊　真致子 日本糖尿病療養指導士

栄養士 福万　智子

栄養士 本山　結恵

栄養士 浦田　加菜

調理師長 石井　俊雄

副調理師長 坂本　尚人

主任調理師 博多　健二

調理師 荒川　和彦

調理師（12月退職） 桝村　勝利

調理師（12月退職） 澤邊　元弘

調理師 松尾　隆生

調理師 蒲生　　亘

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定等
・日本臨床栄養代謝学会NST稼働認定施設

専門医資格等
日本糖尿病学会
　糖尿病専門医･研修指導医
日本内科学会認定内科医･
　総合内科専門医･指導医
日本小児・思春期糖尿病学会
　評議員
日本メディカルAI学会
　評議員
東京大学医学博士
同志社女子大学客員教授

専門分野
糖尿病
若年者糖尿病
先進糖尿病治療
食事療法
臨床研究

診療科長
村田　敬
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診療科の特徴
1 ．栄養サポートチーム活動
2．専門外来栄養指導の実施
3．特別メニュー食の提供
4．個人対応食（PS食）の提供
5．緩和ケア病棟での特別行事食の実施
6．集中治療室における早期栄養介入

診療（業務）内容
1 ．食事提供
　　　入院患者を対象に大量調理施設衛生マニュアル、HACCPに基づいた管理のもと、安全な食事（一

般食及び治療食）を提供している。患者サービス、喜ばれる食事の一環として、週 3回の選択食や月 2
回以上の行事食を実施している。患者アンケートでは、毎回70％以上の患者に良好な評価を頂いてい
る。緩和ケア病棟、化学療法における食欲不振時には、管理栄養士が訪室し、個別対応食（PS食）の
提供をしている。

2．栄養食事相談
　　　外来及び入院患者を対象に個人栄養相談や心臓病教室などの集団栄養教室を実施。特に外来栄養相

談においては、継続したフォローアップを重視し、医師と連携した療養相談を実施している。CSII（イ
ンスリンポンプ）外来や 1型糖尿病専門外来、メタボリックシンドローム外来などの専門外来栄養相談
も実施している。また、自宅や職場で栄養食事相談を受けていただける、電話での栄養食事相談を実
施している。

3．チーム医療
　　　栄養サポートチームや、緩和ケアチーム、糖尿病透析予防チームなどチームの一員として管理栄養

士が積極的に参加している。集中治療室に入室される患者に対して、栄養介入を実施し、早期の経腸
栄養の開始に寄与している。栄養サポートチームでは、中心的な役割を担い、患者の情報収集や情報
発信を積極的に行っている。

4．教育研修
　　　京都医療センター臨床栄養セミナーと称し、WEB配信形式での研修会を開始した。今後年 2回の

定期的な開催を実施し、センター内外、特に近隣地域の病院、福祉施設への情報発信を積極的に実施
している。

　　　管理栄養士養成大学より、 6校24名の実習生および 1名の修士課程大学院生インターンを受入れ、
人材育成に寄与している。

　　　京都医療センター付属京都看護助産師学校において助産師学生、看護学生に対して栄養に関する講
義を行っている。

　　　院内褥瘡勉強会で褥瘡の栄養管理について講演を行っている。

　　地域医療連携・広報活動
　　　『糖尿病週間』イベント：ポスター掲示と食品サンプル
　　　『骨粗鬆症デー』イベント：ポスター掲示と食品サンプル、講演、レストランの骨粗鬆症予防ランチ
　　　　　　　　　　　　　　　 監修
　　　『京都医療センター　医療連携フォーラム』第21回、第22回　講演
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｜実　績｜

食事療養数等
2023年度

食事療養食数（食） 352,106

特別食加算食数（食） 116,819

特別食加算率（％） 33.2

栄養食事相談
2023年度

入院時栄養食事指導（件） 1,172

外来栄養食事指導（件） 1,556

通信機器を用いた栄養食事指導（件） 47

集団栄養教室参加者数（件） 42

糖尿病透析予防外来における相談（件） 29

合計（件） 2,446

栄養サポートチーム
2023年度

栄養サポートチーム加算（件） 1,182

栄養サポートチーム介入
延べ患者数（人） 2,662

緩和ケアチーム
2023年度

個別栄養食事管理加算（件） 1,159

緩和ケアチーム介入延べ患者数（人） 334

急性期病棟における早期栄養介入
2023年度

早期栄養介入管理加算（件） 3,108

早期栄養介入対応延べ患者数（人） 2,478

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.09 第38回日本臨床栄養代謝学会
「救急救命領域における栄養指標や重症度と栄養投与経路との関連」

村田　敬、福万　智子 、寺嶋　真理子、宮本　真奈美、中辻　晴香、大谷　哲之、平野　和保
2023.05.11 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1型糖尿病における先進医療による低血糖予防：ISCHIA 研究から」

村田　敬、ISCHIA研究グループ
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.05.12 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1型糖尿病患者におけるFreeStyleリブレ(第 3 世代アルゴリズム)の計測特性分析」

村田　敬、坂根　直樹、廣田　勇士、豊田　雅夫、松久　宗英、黒田　暁生、伊藤　新、目黒　周、三浦　順之
助、的場　ゆか、加藤　研、鈴木　渉太

2023.05.13 第66回日本糖尿病学会年次学術集会
「CGMデータを使用した 1型糖尿病外来での栄養士の介入」

中辻　晴香、杉山　香奈、宮本　真奈美、森岡　宏介、平野　和保、坂根　靖子、坂根　直樹、村田　敬
2023.05.27 CGM Study Group Web Seminar
「 1型糖尿病におけるisCGMの有用性　―ISCHIA研究から明らかになったこと―」

村田　敬
2023.07.07 第28回日本小児・思春期糖尿病学会
「Hybrid closed loop systemの使用と関連した低血糖が疑われた 1型糖尿病患者の事例」

村田　敬、橋本　有紀子

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
AIによる病院給食における食品の物体検出の精度および定量性に関するパイロットスタディデバイスの展開
日本先進糖尿病治療研究会雑誌, 17, 1, 15-23, 2023.05.27, J-STAGE

村田　敬、小林　司、豊田　雅夫、廣田　勇士、三浦　順之助、森岡　宏介、平野　和保、鍛冶　亜由美、高橋　
路子、坂根　直樹

[原著論文]
Association of Impaired Awareness of Hypoglycemia with Driving Safety and Hypoglycemia Problem-
solving Abilities among Patients with Type 1 Diabetes in Japan: The PR-IAH Study.
Internal medicine (Tokyo, Japan), 62, 10, 1431-1439, 2023.05

Naoki Sakane, Ken Kato, Sonyun Hata, Erika Nishimura, Rika Araki, Kunichi Kouyama, Masako Hatao, 
Yuka Matoba, Yuichi Matsushita, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata, 
Fei Ling Wu

[原著論文]
Renoprotective effects of combination treatment with sodium-glucose cotransporter inhibitors and GLP-
1 receptor agonists in patients with type 2 diabetes mellitus according to preceding medication.
Diabetes & vascular disease research, 20, 6, 14791641231222837-14791641231222837, 2023.12

Kazuo Kobayashi, Masao Toyoda, Atsuhito Tone, Daiji Kawanami, Daisuke Suzuki, Daisuke Tsuriya, 
Hideo Machimura, Hidetoshi Shimura, Hiroshi Takeda, Hisashi Yokomizo, Kei Takeshita, Keiichi Chin, 
Keizo Kanasaki, Masaaki Miyauchi, Masuo Saburi, Miwa Morita, Miwako Yomota, Moritsugu Kimura, 
Nobuo Hatori, Shinichi Nakajima, Shun Ito, Shunichiro Tsukamoto, Takashi Murata, Takaya Matsushita, 
Takayuki Furuki, Takuya Hashimoto, Tomoya Umezono, Yoshimi Muta, Yuichi Takashi, Kouichi Tamura

[原著論文]
Protective and risk factors of impaired awareness of hypoglycemia in patients with type 1 diabetes: a
cross-sectional analysis of baseline data from the PR-IAH study.
Diabetology & metabolic syndrome, 15, 1, 79-79, 2023.04

Naoki Sakane, Ken Kato, Sonyun Hata, Erika Nishimura, Rika Araki, Kunichi Kouyama, Masako Hatao, 
Yuka Matoba, Yuichi Matsushita, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane, Takashi Murata, 
Fei Ling Wu

[原著論文]
Possible Relationship between the Deteriorated Accuracy of Intermittent-Scanning Continuous Glucose
Monitoring Device and the Contact Dermatitis: Post-hoc analysis of the ISCHIA Study.
The Tokai journal of experimental and clinical medicine, 48, 3, 83-90, 2023.09

Masao Toyoda, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, Ryuji 
Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, Kunihiro 
Nishimura, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Naoki Sakane; ISCHIA Study Group
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Association of scan frequency with CGM-derived metrics and influential factors in adults with type 1
diabetes mellitus.
Diabetology international, 15, 1, 109-116, 2024.01

Naoki Sakane, Yushi Hirota, Akane Yamamoto, Junnosuke Miura, Hiroko Takaike, Sari Hoshina, Masao 
Toyoda, Nobumichi Saito, Kiminori Hosoda, Masaki Matsubara, Atsuhito Tone, Satoshi Kawashima,　
Hideaki Sawaki, Tomokazu Matsuda, Masayuki Domichi, Akiko Suganuma, Seiko Sakane,Takashi Murata

[原著論文]
Safety and glycemic control with insulin degludec use in clinical practice: results from a 3 -year Japanese
post-marketing surveillance study.
Diabetology international, 15, 1, 76-85, 2024.01

Takashi Murata, Lise Lotte N Husemoen, Satoko Nemoto, Munehide Matsuhisaaki, Tomokazu Matsuda, 
Masayuki Domichi, Akiko Suganuma,
Seiko Sakane, Takashi Murata

[原著論文]
Predictors of the effectiveness of isCGM usage in adults with type 1 diabetes mellitus: post-hoc analysis
of the ISCHIA study
Diabetology international, 2024, in press

The ISCHIA Study Group, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, 
Ryuji Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, 
Kunihiro Nishimura, Naoki Sakane, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Masao Toyoda

[原著論文]
Influence of the combination of SGLT2 inhibitors and GLP- 1 receptor agonists on eGFR decline in type 2
diabetes: post-hoc analysis of RECAP study.
Frontiers in Pharmacology, 15, 2024, in press

The ISCHIA Study Group, Takashi Murata, Yushi Hirota, Kiminori Hosoda, Ken Kato, Kunichi Kouyama, 
Ryuji Kouyama, Akio Kuroda, Yuka Matoba, Munehide Matsuhisa, Shu Meguro, Junnosuke Miura, 
Kunihiro Nishimura, Naoki Sakane, Akira Shimada, Shota Suzuki, Atsuhito Tone, Masao Toyoda
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病 理 診 断 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師
（育児短時間） 倉田麻里代

病理専門医
細胞診専門医
死体解剖資格

外科病理全般

医 師 石田　文美
病理専門医
死体解剖資格
細胞診専門医
分子病理専門医

外科病理全般

臨 床
検査技師 片山　真穂

細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶剤・特定化学作
業主任者、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会
受講

臨 床
検査技師 辻󠄀村　紗央

細胞検査士、国際細胞検査士、二級臨床検査士（病理
学）、有機溶剤作業主任者、特定化学物質及び四アルキ
ル鉛等作業主任者、毒劇物取扱者、中級バイオテクノ
ロジスト認定、検体採取等に関する厚生労働省指定講
習会受講

臨 床
検査技師 久保　槙也

緊急臨床検査士、特定化学物質及び四アルキル鉛等作
業主任者、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会
受講

臨 床
検査技師 西山　絢菜 緊急臨床検査士、検体採取等に関する厚生労働省指定

講習会受講

臨 床
検査技師 竹澤　　遼

緊急臨床検査士、特定化学物質及び四アルキル鉛等作
業主任者、検体採取等に関する厚生労働省指定講習会
受講

臨 床
検査技師 鶴野　緋莉 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会受講

臨 床
検査技師 土庫　　舞 細胞検査士

専門医資格等
病理専門医
細胞診専門医
死体解剖資格

専門分野
外科病理全般

診療科長
森吉　弘毅
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

非 常 勤
臨 床
検査技師

楠木　秀和 細胞検査士、国際細胞検査士、有機溶剤作業主任者、
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者

｜令和 5年度の主な取組｜

施設認定
・日本病理学会研修登録施設
・日本臨床細胞学会認定施設
・ISO15189

｜診療実績｜

診断件数（2023年度）

組織診 6870件 病理解剖 8件

細胞診 7494件 CPC 7 件

術中迅速診断  422件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.06.10 第64回日本臨床細胞学会総会
「ミラノシステムに基づく会場参加型唾液腺スライドカンファレンス　症例 4 - 6 」

辻村　紗央、道面　将嗣、楠木　秀和、片山　真穂、笹　倫郎、石田　文美、倉田　麻里代、森吉　弘毅

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Metastatic pancreatic cancer with multiple metastases confined to the large intestine: a case report and
literature review.
Clin J Gastroenterol, 17, 1, 75-79, 2024.02

Omatsu R, Nakano Y, Esaka N, Moriyoshi K, Miyamoto S.
[原著論文]
The “Plug folding” may be a pathogenesis in chronic postoperative inguinal pain following mesh plug
repair.
Asian J Surg, 46, 12, 5770-5772, 2023.12

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Hata H.
[原著論文]
Intraneural fibrosis within ilioinguinal nerve in inguinal hernia patients with preoperative pain: it’s the sign
of irreversible nerve injury, isn’t it?
Langenbecks Arch Surg, 408, 1, 431, 2023.11

Narita M, Moriyoshi K, Yamaoka R, Moriyama M, Degawa K, Fushitani M, Kojima H, Suenaga T, Nakanishi 
H, Nishikawa G, Nakanishi Y, Hata H.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Who is a candidate for open anterior hernia repair in the era of laparoscopic surgery?
Asian J Endosc Surg, 16,4, 827-828, 2023.10

Fujita K, Okamura M, Imakita T, Yamamoto Y, Sawai S, Moriyoshi K, Mio T.
[原著論文]
A rare case of cemento-ossifying fibroma in a 13-year-old boy with Crouzon syndrome with acanthosis
nigricans.
Journal of Oral and Maxillofacial Surgery, Medicine, and Pathology

Yumi Kawaoka, Kazuya Yoshida, Yukitada Hyo, Naoko Yano, Takeshi Yoshida, Koki Moriyoshi
[原著論文]
Simultaneous regression of non-small cell lung cancer and orbital extranodal marginal zone lymphoma
with chemoradiotherapy for lung cancer.
Respir Med Case Rep, 11,7, e01171, 2023.05

Oi I, Saito Z, Ito T, Imakita T, Kanai O, Fujita K, Tachibana H, Mori M, Morioshi K, Mio T.
[原著論文]
Multisystem inflammatory syndrome and lymphohistiocytic myocarditis after Covid-19 vaccine in a middle-
aged woman.
ESC Heart Fail, 10, 2, 1435-1439, 2023.04

Kobayashi K, Hamatani Y, Moriyoshi K, Iguchi M, Masunaga N, Terashima M, Abe M, Sasahashi N,
Akao M.

[原著論文]
Colonic amyloidosis: Rare endoscopic findings mimicking a depressed neoplastic lesion.
JGH Open, 7, 5, 395-396, 2023.04

Esaka N, Moriyoshi K, Miyamoto S.
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臨 床 工 学 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 所属学会

主任臨床工学技士 柳澤　雅美
3学会合同呼吸療法認定士
不整脈治療専門臨床工学技士
透析技術認定士
第 2種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会

主任臨床工学技士 森　　圭佑
　2023年 4 月から

3 学会合同呼吸療法認定士
第 2種ME技術実力検定
植込み型心臓不整脈デバイス認定士

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会

臨床工学技士 大津　暁翔 体外循環技術認定士
第 2種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨床工学技士 長屋祐太郎 心血管インターベンション技師
第 2種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
日本心血管インターベンション治療学会
日本体外循環技術医学会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨床工学技士 上野　純弥
日本アフェレシス学会認定技士
第 2種ME技術実力検定
植込み型心臓不整脈デバイス認定士

日本臨床工学技士会
日本不整脈心電学会
日本アフェレシス学会

臨床工学技士 奥間　　彩
第 2種ME技術実力検定
心電図検定 2級
日本DMAT
京都DMAT

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会
日本災害医学会

臨床工学技士 永田　京夏 第 2種ME技術実力検定 全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本不整脈心電学会

臨床工学技士 平野　雄大
心血管インターベンション技師
第 2種ME技術実力検定
脳卒中療養相談士

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本心血管インターベンション治療学会
日本不整脈心電学会

臨床工学技士 牟田　直史 3学会合同呼吸療法認定士
第 2種ME技術実力検定

臨床工学技士 川野　竜政

臨床ME専門認定士
第 1種ME技術実力検定
第 2種ME技術実力検定
透析技術認定士
心電図検定 3級

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

専門医資格等
特定高圧ガス取扱主任
体外循環技術認定士
第 2種ME技術実力検定

所属学会
全国国立病院機構
　臨床工学技士協議会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨床工学技士長
瓦谷　義隆

診療科長
片岡　剛

（2023年 4 月 1 日から）
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氏　名 専門医資格等 所属学会

臨床工学技士 田村　成己
日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会
日本体外循環技術医学会

臨床工学技士 樋田　貴久 日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨床工学技士 荒井　伽月
　2023年 4 月から 第 2 種ME技術実力検定 日本臨床工学技士会

全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨床工学技士 森　　洸太
　2023年 4 月から

日本臨床工学技士会
全国国立病院機構臨床工学技士協議会

臨床工学技士
（産前産後休業）

嵯峨根由奈
　2024年 3 月まで

3 学会合同呼吸療法認定士
体外循環技術認定士

日本臨床工学技士会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

臨床工学技士
（産前産後休業）

豊山　美樹
　2024年 1 月から

体外循環技術認定士
第 2種ME技術実力検定

日本臨床工学技士会
日本人工臓器学会
日本体外循環技術医学会

｜令和 5年度の主な取組｜

１．担当技士（人事異動）
　2023年度の臨床工学科は、科長として片岡 剛 先生が就任された。また空位となっていた主任枠に森 圭
佑 臨床工学技士が主任臨床工学技士として昇任した。定数は 1名増員となり16名となった。産休・育休代
替えとして 1名過員状態とし、新人 2名を迎えて17名体制でのスタートとなった。増員 1名となり変則勤
務である金・土・日曜日および祝日の勤務において、先ずは10月より土曜日勤務を日勤業務に振替が行え
るよう調整を行っていたが、 1名が病休から産休となり人員的に変則勤務の是正には至らなかった。年末
に 2名のスタッフがコロナ陽性となり、年始には 2名のスタッフがインフルエンザ陽性、 3月にも 1名の
スタッフがコロナ陽性となるなど、人員的に厳しい状況下での運用となり、業務負担は増すばかりで苦慮
している状況であった。多岐にわたる幅広い業務が多く、かつ専門性が高く技術習得に時間がかかる業務
の中で、継続して人員要望を行いながらスタッフ育成・教育について構築していく。

2 ．診療補助業務
　臨床支援業務においては、例年に比べ全体的には微増となっている。手術室関連業務では、年々携わる
業務が多様化し、トラブル対応に関しても柔軟に対応を行っている。トラブル対応の件数は数値化できて
いない現状ではあるが、そういった件数を鑑みると手術室関係の業務量の拡大は計り知れない状況となっ
ている。
　ダビンチ手術においては、耳鼻科参入による整備を行いつつ各科・各症例に応じた配置レイアウトの整
備を行い、セッティングをはじめ臨機応変な対応を行っている。
　透析の件数においては、運用は前年度と同様で透析室では月から土であり、月・水・金は午前からと午
後からの 2クールで実施しつつ、更に重症度の高い患者さんには、救命センターやICUでの透析を実施し
総数で318件の症例に対応した。特殊血液浄化症例も72件の症例に対応するなど、透析関連業務としての件
数は微減しているものの、当科の業務としては増加している状況である。
　循環器科領域での心臓カテーテル検査・治療，アブレーション・EPSといった不整脈治療をはじめこの
領域においては前年より微増したが、遠隔モニタリングを夜間勤務時間帯での業務として定着させ2900件
の業務を行えた。ペースメーカをはじめとした植え込み型のデバイスに関しては、新規植込み症例がデバ
イスのフォローアップする件数に蓄積されていく状況であるため、スタッフの業務軽減のため遠隔モニタ
リングシステムの導入を視野に入れて業務の発展と共に検討していく。
　新たな業務への取り組みとしては、心臓外科から依頼のあったNO（一酸化窒素）吸入療法である。肺高
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血圧症に対する治療として適応があり人工呼吸器回路などに流し込んで肺に直接吸入させるように調整を
行っている。 7月にはBioBladeレーザーシステムを導入するに伴い、耳鼻科より立ち合い業務の依頼が
あり対応を行った。10月からは循環器内科がレンタル採用された冠動脈の抹消側微小循環障害の評価が行
えるコロフローのデバイスの取り扱いを習得し、心臓カテーテル業務時に対応を行っている。
　将来的な展望として業務依頼のある内視鏡手術での診療支援やトラブル時の対応などにも対応できるよ
うに、今後の課題として調整・教育の準備および人員要求を行っていく。

令和 5年度　臨床支援業務件数� � � � � �
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

血 液
浄化業務

血液透析件数
（人工腎） 185 219 195 157 144 194 154 129 109 138 173 158 1955

その他（透析室） 0 1 3 13 13 12 10 1 5 0 1 13 72
特殊血液浄化（透
析室以外） 41 38 19 26 11 20 26 31 22 14 29 41 318

今年度 226 258 217 196 168 226 190 161 136 152 203 212 2345
前年度 189 197 190 184 201 170 219 175 202 255 202 192 2376

人工呼吸
関連業務

人工呼吸器
ラウンド 140 140 157 162 236 157 184 150 80 104 173 125 1808

NIPVラウンド 60 27 16 27 25 32 34 38 54 28 71 36 448
NHF装着 0 11 20 58 106 59 38 67 99 148 122 86 814
持ち込みNPPV 0 3 9 8 5 5 5 5 11 5 8 11 75

今年度 200 167 173 189 261 189 218 188 134 132 244 161 2256
前年度 191 180 157 177 239 184 178 160 218 273 241 228 2426

人工心肺
業 務

人工心肺 6 7 6 4 6 2 4 2 4 4 3 5 53
off pomp 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 4
ステグラ 0 1 2 2 2 1 1 0 1 2 2 2 16

今年度 7 8 8 6 8 3 5 2 6 6 6 8 73
前年度 7 8 9 2 3 5 5 5 5 5 10 9 73

補助循環
関連業務

大動脈バルーンパ
ンピング 1 2 0 1 2 3 1 0 1 1 2 2 16

経皮的心肺補助 3 0 0 0 1 2 1 0 0 1 0 0 8
低体温 2 1 1 2 1 2 1 2 0 2 1 1 16

今年度 6 3 1 3 4 7 3 2 1 4 3 3 40
前年度 0 5 4 2 3 1 3 2 0 4 1 8 33

ペ ー ス
メーカー
業 務

植込み・電池交換 6 6 6 7 11 3 3 7 4 4 3 6 66
遠隔モニタリング 276 223 251 239 243 246 233 237 242 235 252 244 2921
外来点検 72 56 74 54 52 61 66 55 59 56 44 37 686
手術立ち会い 0 0 4 2 9 2 3 1 1 2 4 0 28

今年度 354 285 331 300 306 310 302 299 305 295 299 287 3673
　前年度 287 285 302 306 278 312 285 274 270 303 279 309 3490

カ テ 室
関連業務

診断カテ 44 53 28 33 31 29 44 32 43 49 41 40 467
PCI 24 4 19 10 11 19 20 12 18 15 15 14 181
ABL・EPS 8 0 4 3 6 6 6 3 8 5 7 9 65
PTA・その他 12 21 15 9 14 4 4 7 6 13 12 10 127

今年度 88 78 66 55 62 58 74 54 75 82 75 73 840
　前年度 118 74 86 59 63 74 77 81 50 74 75 72 903
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

手 術 室
関連業務

ラジオ波焼灼術 1 3 1 1 1 1 3 5 1 2 2 3 24
SEP・MEP 6 4 13 7 7 5 8 10 12 12 12 0 96
ABR 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
ダヴィンチ 19 21 17 20 25 25 24 18 25 25 17 20 256
自己血 2 0 0 1 1 1 2 2 3 1 0 3 16
TAVI 1 3 2 2 2 1 1 0 1 1 3 2 19

今年度 28 28 31 29 35 32 37 35 41 40 31 26 393
　前年度 27 23 30 24 28 15 30 34 31 35 42 25 344

そ の 他

膀胱内圧測定 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
救急車搬送 0 0 / 2 0 / 2 0 / 1 1 / 5 0 / 4 0 / 2 0 / 2 0 / 2 1 / 3 0 / 1 0 / 1 1
NO吸入 2 3 2 2 0 0 0 1 0 0 10

今年度 0 1 3 3 2 2 0 0 0 1 0 0 12
　前年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人工呼吸器関連業務
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デバイス関連業務
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カテーテル室関連業務

人工心肺関連業務
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3 ．ME機器管理業務
　医療機器管理業務では、従来からの輸液ポンプ・シリンジポンプ・人工呼吸器をはじめとした中央管理
機器の返却点検業務を行っている。点検に関しては、当部署内で対応できる機種を増やして点検費用の削
減を目標に掲げて運用を行った。人工呼吸器においては、メーカーによるメンテナンス講習を 3機種にお
いて 5名のスタッフが受講し、院内での定期点検や部品交換を実施できるように整備を行った。同様に保
育器のメンテナンス講習を 3名、透析のWEB講習を 1名が受講を行い、院内で点検や修理が行えるよう
にし、少しずつではあるが点検業務の構築に向けて邁進している。また本年度より点検の定義を明確にし、
点検の分類が混在していた部分の整理を行った。その影響もあるであろうが、件数的には終業時点検が増
えて定期点検が減少している結果となった。また医療機器に関する業務を夜間勤務時間帯に行っていくよ
うに調整を図るも現状として進んでいっていない。今後の課題として整備していく。機器管理登録システ
ムにおいては、タブレットを用いた運用方法にて、修理や点検への応用やトラブル対応時のマニュアル使
用など業務軽減に向けての活用方法を検討している。

令和 5年度　機器管理業務件数
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

終業点検
件 数

今年度 2186 2224 2541 2254 2464 2166 2254 2122 2296 2269 2303 2463 27542

前年度 1960 2133 2196 2186 1990 2009 2066 3481 1762 2127 2183 2187 26280

定期点検
件 数

当科実施 776 503 734 608 647 616 588 629 592 554 368 490 7105

メーカー実施 12 14 0 13 1 0 0 0 2 2 15 1 60

今年度 788 517 734 621 648 616 588 629 594 556 383 491 7165

前年度 588 754 671 982 710 800 696 1266 787 556 562 870 9242

当科実施率（％） 98.5 97.3 100.0 97.9 99.8 100.0 100.0 100.0 99.7 99.6 96.1 99.8

修 理・
OH件数

当科実施 66 56 78 91 54 38 71 33 57 48 49 47 688

メーカー実施 17 3 137 146 4 10 11 12 2 19 15 12 388

今年度 83 59 215 237 58 48 82 45 59 67 64 59 1076

前年度 77 93 99 77 68 67 69 115 68 58 79 67 937

当科実施率（％） 79.5 94.9 36.3 38.4 93.1 79.2 86.6 73.3 96.6 71.6 76.6 79.7
※終業点検及び、定期点検に関する点検内容、又は実施期間に関しては取扱説明書に準ずる

　日常返却点検として平均で80件/日（月平均で約2,300件）

定期点検件数
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4 ．その他活動
　本年度も例年通りRST（呼吸サポートチーム）に参加するとともに、臨床工学技士が毎日病棟呼吸器ラウ
ンドを実施し、人工呼吸器が適切に使用されるよう設定等のチェックを行った。
　院内での啓蒙活動として、新人看護師さんを対象とした輸液・シリンジポンプ取り扱い講習を始め、病
棟における人工呼吸器などの勉強会を開催し、新規装置納入講習や各部署からの要望に対する機器・装置
等の取り扱いに関する講習・勉強会を行った。講習会・勉強会総数は67件と院内でのME機器に関する取
り扱いと共に医療機器安全管理を周知する活動ができた。
　本年も臨地実習の受け入れはなかったが、帝京大学福岡校から病院見学の要望があったため 2名の学生
を受け入れた。来年度以降は、臨地実習の受け入れが可能となるように体制を整えていきたい。
　グループ主催関係の活動においては、新人研修で当部署の森圭佑主任臨床工学技士が「チーム医療にお
ける臨床工学技士の役割」の題目で登壇し講演を行った。本研修においては、新卒採用された荒井臨床工
学技士と森洸太臨床工学技士が受講を行った。また勤務時間管理研修および新任中堅管理者研修を森 圭佑
主任臨床工学技士が受講した。7月には東近江総合医療センターにおいて、PCPSおよびIABPの管理要請
を受けて、森圭佑主任臨床工学技士と上野臨床工学技士の派遣を行った。
　院内の成果発表会においては、「その修理、我らCEにお任せあれ ～離床センサー編～」との題目で大津
臨床工学技士が発表を行い、ポスター部門においてベストポスター賞を受賞した。
　対外的な活動としては、ここ数年では学会活動が全く行われていなかった状況であったが、本年度は部
署として学会発表を推奨することができ、学術的にも成果のあった年度となった。国立病院総合医学会で
は、「3Dマッピングシステム 3機種の使用経験」との題目で永田臨床工学技士が発表を行い、ベスト口演
賞を受賞した。

5 ．臨地実習受け入れ
　　なし

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.07.22 第33回日本臨床工学会
「コロナ禍におけるデバイス管理の経験」

柳澤　雅美、上野　純弥、永田　京夏、瓦谷　義隆、吉澤　尚志、小川　尚
2023.10.20 第77回公立病院総合医学会
「膀胱内圧測定業務の立ち上げを経験して」

森　圭佑、永田　京夏、川野　竜政、柳澤　雅美、瓦谷　義隆、片岡　剛
2023.10.21 第77回公立病院総合医学会
「3Dマッピングシステム 3機種の使用経験」

永田　京夏、田村　成己、川野　竜政、森　圭佑、柳澤　雅美、瓦谷　義隆、片岡　剛
2024.02.10 第 3 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「留置用カテーテル外れによる空気引き込み事例の検証」

柳澤　雅美、森　洸太、荒井　伽月、川野　竜政、平野　雄大、永田　京夏、奥間　彩、大津　暁翔、森　圭佑、
瓦谷　義隆、片岡　剛

2024.02.10 第 3 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「急性期病院における臨床工学技士の在宅人工呼吸器への関わり」

森　圭佑、大津　暁翔、森　洸太、荒井　伽月、川野　竜政、平野　雄大、永田　京夏、奥間　彩、柳澤　雅美、
瓦谷　義隆、片岡　剛
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.02.10 第 3 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「当院におけるダビンチ手術の変遷」

奥間　彩、森　洸太、荒井　伽月、川野　竜政、平野　雄大、永田　京夏、大津　暁翔、森　圭佑、柳澤　雅美、
瓦谷　義隆、片岡　剛

2024.02.10 第 3 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「新規業務のマニュアル作成を経験して～膀胱内圧測定業務より～」

川野　竜政、森　洸太、荒井　伽月、平野　雄大、永田　京夏、奥間　彩、大津　暁翔、森　圭佑、柳澤　雅美、
瓦谷　義隆、片岡　剛

2024.02.10 第 3 回国立病院機構臨床工学技士協議会近畿支部学術集会
「内視鏡トロリー転倒事例を経験して」

森　洸太、荒井　伽月、川野　竜政、平野　雄大、永田　京夏、奥間　彩、大津　暁翔、森　圭佑、柳澤　雅美、
瓦谷　義隆、片岡　剛
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リハビリテーション科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

理学療法士長 伊藤　浩一

副理学療法士長 谷川　由実 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了
心臓リハビリテーション指導士

主任理学療法士 橋本　昌樹 がんのリハビリテーション研修終了

主任理学療法士 加賀谷将之
2023年10月 1日から 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 増田　圭亮 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 殿水　　薫
2023年 9月30日まで 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 竹中　悠司
2023年11月30日まで

主任理学療法士 高本　美菜 心臓リハビリテーション指導士、日本理学療法士協会専門理学療法士（神経、内部障害）

理 学 療 法 士 中西　　祥

理 学 療 法 士 等々力賢輔
2023年 7月31日まで

理 学 療 法 士 奥脇　　基 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 北村　拓也 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 川瀬　　咲 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 小垂　龍司
2023年12月 1日から

理 学 療 法 士 稲田　貴子 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 高田　芽依
2023年 6月30日まで がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 山上　晴暉 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 羽田真之介 がんのリハビリテーション研修修了

専門医資格等
日本専門医機構
　認定整形外科専門医
日本整形外科学会
　認定運動器
　リハビリテーション医
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
運動器領域

診療科長
山田　茂

229Kyoto Medical center Annual report



氏　名 専門医資格等

理 学 療 法 士 𠮷野つくし がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 桑野　祐衣

理 学 療 法 士 西澤　奎太

理 学 療 法 士 西野　君彦

理 学 療 法 士 谷　映理果

作業療法士長 峯　　哲也 がんのリハビリテーション研修修了

主任作業療法士 冨士野芳美
2023年12月31日まで

主任作業療法士 西田　亮平

作 業 療 法 士
（ 育 児 休 業 ）

髙橋 倫香
2023年10月31日まで がんのリハビリテーション研修修了

作 業 療 法 士 廣尾　千晴 がんのリハビリテーション研修修了、心臓リハビリテーション指導士

作 業 療 法 士 金谷　菜央

作 業 療 法 士 豊田　桃佳

作 業 療 法 士 市原　美月
2024年 1月 1日から

作 業 療 法 士 鬼束　奈菜

作 業 療 法 士 佐藤　龍人

作 業 療 法 士 志水　汐吏
2023年12月31日まで

作 業 療 法 士 趙　喆軒

言語聴覚士長 坂部　浩一 がんのリハビリテーション研修修了

主任言語聴覚士 村上　礼奈

言 語 聴 覚 士 竹内　弥生 がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 西村　響子
2023年 9 月まで がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 西沢　拓也 がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 高岡　留衣

非常勤事務助手 横田　美樹

｜令和 5年度の主な取組｜

・入院時からの早期リハビリ介入を実践し、処方数の増加を目指す。また、急性期脳梗塞患者に対する早
期リハビリテーション開始率の改善も継続

・クリニカルパスへの積極的な参加により、早期離床や早期退院への寄与
・休日リハビリ体制の充実を図り、可及的速やかな早期離床の実践
・脳血管疾患、運動器疾患、呼吸器疾患、廃用症候群、がん等あらゆる疾患を治療対象として、質の高い
理学療法、作業療法、言語聴覚療法の提供を目指す

・NST、RST、排尿ケアチーム、褥瘡対策チーム、転倒転落予防チーム等のチーム医療の参加や、各科・
病棟カンファレンスを通じて医師や多職種との連携・情報共有

・救命救急、集中治療室とのカンファレンスによって、早期離床リハビリテーション加算への関与と、早
期リハビリテーション開始率の向上

・COVID-19患者に対する介入の拡大
・新人教育マニュアルに則った職員教育をはじめ、各種研修会、勉強会及び研究を通じた人材育成
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｜診療実績｜

2023年度　算定項目別割合（実施単位数）

2023年度　診療科別割合（処方数）

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.05 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「軽度認知障害を予測する骨格筋評価指標の検討：Phase angleの有用性（Elder Safe Study）」

池上　健太郎、山陰　一、加藤　さやか、山本　結子、大石　寛、桝田　出、石井　好二郎、浅原　哲子
2023.11.25 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の減量後の体重再増加と CVD リスク ･ 影響因子－国立病院機構肥満症コホート ･JOMS －」

加藤さやか、山陰　一、加藤　久詞、岩佐　真代、池上健太郎、岩下　香里、桝田　出、浅原　哲子、
JOMS 研究グループ

がん　�%

心大血管
（集団）

�%

心大血管（個別）�%

呼吸器
�%

脳血管
��%

廃用
��%

運動器
��%

その他　�%

泌尿器科　�%

総合内科　�%

血液内科　�%

脳神経外科　�%

乳腺外科　�%

救命救急科
��%

消化器科　�%

耳鼻咽喉科　�%
形成外科　�%

外科
��%

整形外科
��%

心臓
リハビリ科

��%

脳神経内科
��%呼吸器内科

�%

呼吸器外科
�%
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.11.25 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「健診時の生活習慣指標を用いた脂肪肝発症予測モデルの開発 - 第 1 報 脂肪肝発症と生活習慣の関連 -」

岩佐　真代、山陰　一、加藤さやか、加藤　久詞、岩下　香里、池上健太郎、小津　有輝、金崎　めぐみ、
桝田　出、浅原　哲子

2023.11.26 第44回日本肥満学会/第41回日本肥満症治療学会学術集会
「健診受診者の脳心血管病リスクを予測するサルコペニア肥満指標の解明—京都ESSスタディ—」

池上　健太郎、山陰　一、加藤　さやか、加藤　久詞、大石　寛、山本　結子、金崎めぐみ、桝田　出、石井　好
二郎、浅原　哲子

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［総説］
【多職種連携　必携キー・ノート】多職種連携による肥満治療の効果的な動機付けQ＆A
糖尿病・内分泌プラクティスweb, a0058, 2023.07.11, SOSHINSHA

浅原　哲子、加藤　さやか、岩佐　真代、池上　健太郎、若林　大
［原著論文］
A body shape index is useful for BMI-independently identifying　Japanese patients with obesity at high
risk of cardiovascular disease
Nutrition, Metabolism & Cardiovascular Diseases, 2023

Ikeue K, Kusakabe T, Yamakage H, Ishii K, Satoh-Asahara N

232 Kyoto Medical center Annual report



看 護 部

令和 5年度
｜看護部の理念｜

　私たちは、常に患者さんと共に歩み、安心して納得のいく医療を
　受けていただくために、わかりやすく丁寧な看護を提供いたします。

｜看護部の目標｜

スローガン
　『看護の主体性の発揮』

目標
1 　安心・安全な看護の提供
1）手順・マニュアルを遵守し患者の安全を守る看護を実践する
2）患者・家族が安心して地域で生活できる継続した看護を提供する

2　自ら考え、学び、行動できる看護師の育成
1）看護実践を通して専門性の高い看護師を育成する
2）OJTを強化しやりがい、満足度を高める
3）チーム医療を強化し、タスクシフトを推進する

3　DPC特定病院群への昇格に向けた経営参画
1）効果的な病床管理を行う
2）職場環境の活性化を図り、働きやすい職場をつくる

｜目指す看護｜

「患者が安心して医療を受けられるために、安全で優しく丁寧な看護に努め、責任をもって継続した看護を
実践します。」

専門医資格等
認定看護管理者
認定医療対話推進者

部長
髙田　幸千子

（2023年 4 月 1 日から）
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山 口 理 恵 子

（ 脳 卒 中 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 看 護 Ｃ Ｎ ）

上 村 　 雅 美

平 尾 　 朱 音 看 護 師

看 護 師

看 護 補 助 者

看 護 師 看 護 補 助 者

看 護 師 看 護 補 助 者

看 護 補 助 者

看 護 師 看 護 補 助 者

榎 本 　 里 香

片 岡 佐 由 美

苅 山 　 有 香 　

副 看 護 部 長

看 護 師 看 護 補 助 者

看 護 師

看 護 師

助 産 師

看 護 師 看 護 補 助 者

看 護 師

看 護 補 助 者

保 育 士

看 護 補 助 者野 村 　 雅 隆

上 山 （ 白 川 ） 千 春

足 達 　 美 希

山 口 真 理 子

住 友 　 亜 耶

柴 田 　 浩 司

前 　 　 拓 真

杉 村 　 真 波

松 尾 　 厚 子

小 椋 　 陽 子

打 越 　 智 子

高 木 あ お い

塩 川 　 紗 衣

與 那 覇 　 由

岡 庭 　 暁 子 （ 新 生 児 集 中 ケ ア Ｃ Ｎ ）

金 子 　 春 恵 井 上 　 公

野 村 　 江 舞

佐 々 木 友 香 　

涌 嶋 奈 津 子

禮 場 　 直 人

西 村 　 文 夫 （ ク リ テ ィ カ ル ケ ア Ｃ Ｎ ）

山 本 な お 美

荒 木 由 香 里 （ 乳 が ん 看 護 Ｃ Ｎ ）

山 口 　 牧 子 （ 緩 和 ケ ア Ｃ Ｎ ）

川 端 　 朋 加 （ が ん 放 射 線 療 法 看 護 Ｃ Ｎ ）

田 中 　 雅 子 （ が ん 化 学 療 法 看 護 Ｃ Ｎ ）

武 部 　 美 紀

坪 井 　 　 直

内 園 　 尚 子

塚 本 　 直 子

久 保 　 里 香

上 田 　 　 里

管 理 看 護 師 長

栄 養 サ ポ ー ト チ ー ム （ 看 護 師 専 任 ）

落 合 　 恵 　 老 人 看 護 Ｃ Ｎ Ｓ/ が ん 性 疼 痛 Ｃ Ｎ （ 副 看 護 師 長 ）

村 田 　 佳 奈 （ 皮 膚 ・ 排 泄 ケ ア Ｃ Ｎ ）

宮 川 　 英 和 （ 副 看 護 師 長 ）

石 山 　 　 薫 　 Ｃ Ｒ Ｃ （ 副 看 護 師 長 ）

̍
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室
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床
管
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運
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師
長
併
任

救
外

看 護 師

坂 井 み さ き 　 が ん 看 護 Ｃ Ｎ Ｓ （ 副 看 護 師 長 ）
看 護 師

沼 田 　 　 薫

小 川 　 　 恵

久 保 田 大 樹 （ 救 急 看 護 Ｃ Ｎ ）

塚 本 　 直 子救
命

HC
U

救
命

HC
U

黒 田 　 千 晶 （ 副 看 護 師 長 ）中 村 　 露 子

（ 手 術 看 護 Ｃ Ｎ ）

教 育 担 当 看 護 師 長

看 護 師 看 護 補 助 者玉 木 　 　 舞

中 野 　 達 也荒 河 内 涼 子

̎
－
̐

川 本 　 陽 子

̎
－
̏

N
IC
U

看 護 師 看 護 補 助 者岡 田 亜 里 紗

永 峰 　 淳 子尾 中 　 昭 之

̍
－
̓

看 護 師 看 護 補 助 者萩 原 亜 沙 美

加 苅 　 香 代笹 川 み ち る

̎
－
̑

看 護 補 助 者

准 看 護

師

髙 田 幸 千 子

看 護 部 長

呼 吸 ケ ア チ ー ム （ 副 看 護 師 長 ）

外
来

診
察

村 井 　 巧 典

IC
U

看 護 補 助 者看 護 師

助 産 師

看 護 師

助 産 師

看 護 補 助 者

看 護 師 長 副 看 護 師 長

地 域 医 療 連 携 係 長

退 院 調 整 看 護 師 （ 看 護 師 ）宮 岡 ま さ み （ 副 看 護 師 長 ）※ 下 記 参 照

　 田 中 　 舞 衣

増 田 　 友 香 （ 副 看 護 師 長 ）

医 療 安 全 管 理 係 長

浅 井 真 由 美

看 護 師 看 護 補 助 者小 西 み ゆ き̍
－
�

大 西 　 弥 生

看 護 師 看 護 補 助 者香 川 　 綾 花

井 上 　 晃 代武 田 　 ヒ サ緩
和

看 護 師

看
護
部
組
織
図

234 Kyoto Medical center Annual report



看護部会議・委員会組織図（機能図）

看護部が関わる主な病院諸会議

○管理診療会議
○経営企画・業績評価委員会
○コロナ対策本部会議
○サービス向上委員会
○薬事委員会・医療材料委員会
○診療報酬管理委員会
○病床管理委員会・小委員会
○外来管理委員会
○手術室運営委員会
○集中治療室運営委員会
○救命救急委員会
○緩和ケア運営委員会
○地域医療連携室委員会
○褥瘡対策委員会
○栄養管理委員会・NST委員会
○倫理利益相反委員会
○透析委員会

○臨床検査運営委員会
○広報委員会
○輸血療法委員会
○化学療法委員会
○医療安全管理委員会
○医療事故対策本部会議
○リスクマネージャー会
○院内感染対策委員会
○災害対策委員会
○医療機器安全管理委員会
○医療情報委員会・小委員会
○クリニカルパス委員会
○安全衛生委員会
○動物実験委員会

看
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長
会
議

副
看
護
師
長
会
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現
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・
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師
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会
議

会議 委員会 リンクナース会

副看護部長

看護部長 附属看護助産学校
看護学科・助産学科

連絡会
ワーキング

医
療
安
全
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

電
子
カ
ル
テ
ワ
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キ
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グ
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｜看護部委員会活動状況（令和 5年度）｜

会議・委員会
活動目標 活動内容

看
護
師
長
会

管理的観点を踏ま
えた看護研究に取
り組む

研究課題：中堅看護師のキャリア発達において看護管理者を選択することに影響を及ぼす要因
・研究計画書の作成
・倫理審査申請書の作成　倫理審査委員会に提出
10月～研究開始　質的研究
・11月～ 1月　データ収集期間　13名の中堅看護師へ半構造化面接
・ 1月～データ分析
・ 2月～まとめ
・ 3月11日　看護研究発表会で発表

看護師長の倫理的
感性を高める
・事例検討を通し
て、倫理的な問
題が生じている
ことに気づく力
を養う

・事例討議の学び
を、日頃の看護
管理に生かすこ
とが出来る

4月　倫理的感性を高める方法を検討する
5月　事例検討（グループメンバーが抱えているジレンマ、もやもやに気づいて立ち止まり考える）
6～ 7月　事例検討（倫理グループで）　気づく力を養うことを中心に話し合う
9月～12月臨床で倫理的問題に気がついた際はディスカッション

【話し合った事例】
①転倒した患者を再度転倒させないために上肢抑制を行った事例
②緊急入院の際に男女混合部屋で入院させてしまった事例
③管理夜勤中、看護師長が転倒の報告を受けてスタッフとのやりとり　の中で感じたこと
④重症貧血患者の輸血管理について
⑤緊急入院時にエアマット準備のために 1時間待たせることについて
⑥転倒し骨折で緊急入院になった患者に褥瘡を見つけた時にどう考えるか
⑦患者が亡くなられた際に遠方の家族がくるまで病室で待つことについて
⑧症状緩和が必要な患者が空床状況のタイミングで入院できなかった
⑨治療経過が思わしくない患者へのCV挿入のICについて
⑩入院患者を入院当日に怒らせてしまった事例について
キャリアや年代の違う看護師長が話し合うことで倫理ついて様々な意見交換ができた。気
がつかなかった視点に気づかされた。
日々看護師長として勤務する中で倫理的に問題となるようなことは多く存在する。それを
如何に気づき、何が問題と感じるかを声に出す（言語化することが重要である。）

積極的な病床管理
看護師長 1人 1人
が退院を意識した
調整ができる

【DPC2期内の退院促進のための活動】
5月　各部署より 4月の退院から現状の分析と課題について聞き取りの実施
6月　入退院管理シートの作成
7月　WGメンバーで入退院シートの活用と評価
8月　 6月分のDPCデータの結果から　共通の課題について検討
9月　 7月以降のデータの分析と課題の対策についての検討
10月～11月　各月のDPCデータをもとに 1～ 3日退院を超過している患者の原因を分析
・病床管理のための入退院管理シートを作成したが、各部署の特徴により入退院が多く使用
が困難な部署もあり、内容については見直しとなった。

・中間評価で各診療科の特徴があるが、入院日数がDPCⅡ期の日数を超過している患者の
中で 1～ 3日退院が超過している患者が全体の約半数であることが分かった。

・また、それ以上超過している患者についても、転院と比較し自宅退院の患者が多く、早期
退院支援に看護師長の介入が必要であることがわかった。

・各月の医事科からのDPCデータを各部署の師長に送付し医師とのカンファレンスや現状
分析に活用した。

【年末年始の病棟集約についての検討】
・12月～ 2月年末年始の病棟集約について安全に集約を行うための本年度病床統括の実施内
容について実施内容を次年度に活用できるようにまとめを行った。

副
看
護
師
長
会

【OJTスキルアッ
プ】
・OJT強化を実
施するにあたり
副看護師長自身
の教育技法の向
上を含めた教育
におけるスキル
アップを図る

6月：副看護師長のOJTに対する現状と課題について意見を収集し、分析した。
副看護師長としてOJTで困っていることの分析結果は
指導内容・方法：52％　コミュニケーション・人間関係：20％
指導者の教育スキルの差：20％　その他： 8％という結果であった。
そこから今年度は、①世代の特徴を掴んだ指導方法、②指導に対するリフレクションに取り
組むことにした。
①に対する取り組み：内藤知佐子先生の講義DVD、「今どきの教え方」を視聴し、指導方法
　を学びながら各病棟でOJTに取り組むように全体へ共有を行った。
②に対する取り組み： 9月に事例検討を行いリフレクションの意味付けを行った。 3月の勉
　強会で各副師長の事例を基にリフレクションを行いリフレクションスキルの向上を行った。
　また今年から新任の副師長も増えて、副師長達が集合研修のOJTをするときの不安もある
　という意見からOJT強化を　実施するために副看護師長の教育技法を図る目的で、副師長
　会勉強会を実施した

236 Kyoto Medical center Annual report



活動目標 活動内容

副
看
護
師
長
会

【OJTプランニン
グ】
・年間教育計画の
活用

・ACTy研修計画
に連動したOJT
プランニング・
実施・評価

・教育担当者を育
成するための年
間教育計画の活
用方法の検討

1）年間教育計画の使用状況・調査を行った。→研修前の動機づけ時に使用されている、使
用についての工夫は各病棟行っている。

2）ActyレベルⅡの研修に連動したOJTの計画立案を呼びかけ、立案、実施、評価、修正
ができているが、調査を行った。教育担当者の声/反応についても調査した。→研修生
がいる部署では100％立案ができていた。年間教育計画への　追加・修正は53％であっ
た、教育担当者からは日々の業務の中でOJTが難しいといった意見があった。

3）ActyレベルⅢ意思決定支援の研修におけるOJTプランを立案するように依頼し、実施
状況の調査を行った。

　　→計画立案は100％実施、年間教育計画への修正追加は25％だった。教育担当者とOJT
　　について共有できている部署は50％だった。
4）各部署のOJTの問題点についてグループで話し合いを行った。
5）OJTカードの導入を決め、全副看護師長に目的等を伝達し、OJTカードを各 1枚記載す

るようにした。
6）OJTカードを前腹看護師長が記載し、全体討議を行った。OJTカードを記載して気づい

たことや、今後の運用方法について話し合った。
7） 2月以降も記載の継続が必要と考え、周知した。

【業務改善】
・タスクシフトを
含めた業務内容
の整理、無理・
ムラ・ムダの改
善など現場レベ
ルの業務改善の
実施（看護助手や
夜間補助者の運営
方法の検討）

・ナーシングスキ
ルの一本化と
ルール遵守性を
高める仕組み作
り

《看護助手・夜間看護補助者・タスクシフトについて》
・ 5～ 6月：夜間補助者に関する現状調査を実施。
　副師長会にて夜間看護補助者が実施できる業務内容の一覧を配布し、理解の統一化を図っ
　た上で、独自のアンケート用紙を作成し、夜間補助者が配置されている11病棟を対象に調
　査を実施。
（夜間補助者の業務チェックリストの有無、業務内容、夜間補助者にして欲しい業務）
・ 7月～ 8月：各病棟の看護助手の業務内容一覧と、夜間補助者業務内容一覧に記載された
　業務の実施状況を各病棟で調査した。共通の業務について、 1日を通した時系列に並べ替
　え、看護補助者の 1日の流れとして看護助手とナイトの業務分担の案を作成。
・10月：看護補助者チェックリストが完成、一部修正（各勤務時間就業）。
・11月：看護補助者チェック表を看護補助者担当師長に提出し、内容の見直し。
・12月：看護師長会へ看護補助者の意見看護師長会での意見を元に看護補助者チェックリス
トの修正、また看護補助者業務の取り組みの目的や目標についての見直しを行い、看護師
長会と取り組みの整理。

・ 1月：看護師長と看護補助者のチェックリストの見直し・修正。
・ 3月：看護補助者チェックリストの運用開始。
《看護手順・ナーシングスキルについて》
・ 5～ 6月：全病棟で看護手順の見直しを実施。手順書の最終改定日の確認、手順書がファ
イリングされているか、ナーシングスキルに手順項目があるかどうかの確認。

・ 7月：看護手順の使用の有無について全項目を各病棟で調査。
・ 8月：各病棟の看護手順の使用の有無を集計し、グループメンバーで見直しを実施。
・11月：ナーシングスキルの業者打ち合わせでグループ内で業者へ質問したいことや要望に
ついて確認。

・ 1月16日：業者と打ちあわせを行い、ナーシングスキルのシステム概要、施設オリジナル
の項目追加の方法を確認し、今後の定期的な更新手順を検討。

・ 2 月14日：業者と打ち合わせ実施、ナーシングスキルの更新実施。看護手順と更新した
ナーシングスキルの照らし合わせ。

【固定チーム
� ナーシング】
・固定チームナー
シング機能の強
化、定期的な評
価を実施し課題
を抽出して改善
に取り組む

・「患者をチームで
補完する」体制
を強化し、チー
ム力、看護の質
の向上をはかる

7月：固定チームナーシング入門の著書を参考に、固定チームナーシング役割と業務チェッ
　クシートを用いてアンケート方式の評価をQRコードを用いて実施した。固定チームナー
　シングの質を上げるためにはまずは、各病棟のリーダークラスの現状を把握をし、問題点
　の抽出、そして課題の明確化が必要であると考えた。そのため、アンケートに関しては
　「固定チームのリーダーおよびサブリーダー」「日々のリーダー」を対象とした。各々15項
　目の計30項目とした。
対象期間： 7月12日-21日
対象者：固定チームリーダーおよびサブリーダー、日々のリーダーの看護師
方法：固定チームナーシング入門の著書を参考に、固定チームナーシング役割と業務チェッ
　クシートを用いてアンケート方式の自己評価をQRコードを用いて実施した。固定チーム
　のリーダーおよびサブリーダー15項目
　日々のリーダー15項目11月各病棟のタイムテーブルを回収し記載できているか確認
12月～ 1月「業務調整・指導のポイント」を作成
　タイムテーブルを用いてチームで業務調整できるようになるために作成した。また、日々
　のリーダー育成にも活用できるようにした。
　副師長会で周知し、実際のリーダー指導の際に活用してもらうよう促した。
1月「業務調整・指導のポイント」を使用しての感想を回収した
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活動目標 活動内容

現
任
教
育

研修生が集合教育
で学んだ知識・技
術を現場で活かす
ことができるよう
に支援する
1）現任教育メン

バーが教育す
るために必要
な能力を身に
つける

2）現任教育メン
バーが集合研
修やOJTに能
力を活かすこ
とができる

1）教育するために必要な能力を身につける
・現任教育委員会構成員に現任教育委員会の役割の位置づけや集合教育とOJTの関係など現
任教育を行っていくうえで必要な知識を習得するために学習会を行った。

・教育技法として、「動機づけ」「学びほぐし」「ファシリテーションスキル」「リフレクショ
ン」について学習会や実際に演習として体験をした。

・現任教育メンバーが ACT ｙ研修のファシリテーターができるよう支援した。

2）現任教育メンバーが集合研修やOJTに能力を活かすことができる
・集合研修のOJTができるよう、看護倫理のカンファレンスについて学習会をした
・OJTについて、エピソードトークをすることで、自身のOJTの実感とOJTについての情
報共有をした

・自己の指導についてリフレクションを行い、自己の傾向を見いだした

看
護
記
録

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

W
G

患者の状態に合わ
せて、看護計画が
立案・修正ができ
る

昨年度の記録監査結果より、監査表(75％以下）の項目⑩「患者の状態変化時や定期評価時に
看護計画が更新されている」と⑪「患者へ看護計画について説明した内容について記録され
ている」の改善をめざし、WGで取り組んだ。監査は、年 4回( 6 ・ 9 ・11・ 2 ）に実施し
た。改善に向け、6月・11月にWGでグループ討議を実施した。その結果、項目⑩は今年度
最低67→86に改善することができた。項目⑪は40→50％と目標まで改善には至らなかった。

クリニカルパスに
ついての基礎知識
を習得し、医療用
パスにアウトカム
を設定し日々の評
価が出来る

診療情報管理士協力のもと 5月「クリニカルパスに関する基礎知識」（DPCと入院期間につ
いて、クリニカルパスとは、用語の定義など)」について、 9月「クリニカルパス アウトカ
ム設定と登録について」講義。その内容を病棟に伝達講習。後期医療用パスにアウトカムを
設定し、パス委員会へ変更申請をかけているが全ての医療用パスが完成しなかったため、看
護部全体でのアウトカム評価の開始には至らなかった。

患者用パスを整理
し、クリニカルパ
スを活用すること
で患者と目標を共
有することが出来
る

今年度は前期より患者用パスの見直しを実施した。京都医療センター書式に沿って作成し、
患者にわかりやすく略語はタイトルを含め使用しないように変更した。患者用パスが完成し、
最新版がコメディックスに掲載できた割合は 2月現在51.1％であった。
患者用パスを日々の看護に活用し患者参加型医療の充実を図るために、11月のWGでグルー
プ討議を実施。入院時に患者用パスについて理解できているか確認し、ベッドサイドに患者
用パスを置き日々担当看護師と目標とスケジュールを確認し活用していくことを共有した。
次年度入退院総合支援センターにおいて、全診療科患者用パスが入院申込時に説明されるこ
とを目指したい。

看
護
広
報
ワ
ー
キ
ン
グ

ホームページをす
べて更新し、看護
部の活動について
外部にむけてア
ピールすることが
できる

①ホームページの改訂内容の抽出
②各部署変更写真の撮影
③各部署紹介文章の作成
④ホームページの改訂

ホームページをリンクナース会で供覧し、改訂内容について検討を行うことができた。その
結果、改訂が必要な内容について抽出することが可能となった。写真の改訂について、各部
署の特徴が活かせる構図を検討し、広報戦略室とも協働し改訂に向けた準備を進めることが
でき、後期には改訂を行うことができた。

各部署のキラリと
光る看護の発信
（パンフレットの更
新、各部署のアピー
ルの発行）

①各部署自慢アピール内容の情報収集と、整理
②各部署アピールの発行に向けた準備
③各部署アピール発行
④各部署のアピールの活用（インターンシップでの説明、看護学校でのアピール）

自部署のアピール内容を整理してリンクナース会でプレゼンテーションを行い他者へ伝える
事ができた。
各部署のアピールについて、まとめを行い発行するこができた。発行した各部署のアピール
誌を用いて、京都医療センター附属看護学校の就職説明会や、インターンシップで京都医療
ｾﾝﾀｰの看護をアピールすることができた。
パンフレットは改訂内容を抽出し、更新することができた。

238 Kyoto Medical center Annual report



活動目標 活動内容

看
護
広
報
ワ
ー
キ
ン
グ

就職説明会などの
広報活動

①病院合同就職説明会への参加
②病院見学者への案内（ 2月末現在27名）
③生き方探求チャレンジ体験の受け入れ（大淀中学校・深草中学校）（延べ 6名）
④ふれあい看護体験の受け入れ（高校生 9名）
⑤京都聖母学院高等学校　看護体験プログラムの受けいれ（延べ139名）
⑥KMCマガジン看護部特集号の企画参加　発行
⑦同志社女子大学「実習施設との交流会」オンラインでの参加
⑧京都看護大学「2023年合同就職ガイダンス」参加
⑨就職説明会スライドの作成
⑩京都医療センター附属看護学校就職説明会の企画運営
⑪インターンシップの企画運営（ 2月末現在 8名）

・就職説明会で使用するスライドの変更を行い、より京都医療センターの看護をアピールす
る内容とした。就職説明会に参加した学生や既卒者に対して、京都医療センターのアピー
ルを効果的に行うことができ、インターンシップや病院見学につなげることができた。

・各部署でインターンシップの受け入れを行い、ワーキンググループのメンバーも主体的に
受け入れを行うことができた。

・病院見学者の案内も相手のニーズを捉え、見学する部署を検討するなど、臨機応援に対応
することで、京都医療センターへの関心を高めることにつながった。

・生き方探求チャレンジについては年間 3校の受け入れを行った。中学生に対して病院で働
く看護師の魅力を伝えることができた。

・ふれあい看護体験は 9名の受け入れを行った。高校生が看護への関心を高めることができ
る内容について検討し実施した。

・KMCマガジンの看護部特集については、掲載内容の検討から、人選についても検討し、発
刊につなげることができ、看護部のアピール・貢献できた。
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連絡会
活動目標 活動内容

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
連
絡
会

1．組織横断的な
活動を行い、
実践や教育・
コンサルテー
ションを通
し、リソース
ナースとして
活用しやすい
環境と関係性
を構築する

・うずらのカップ参加申し込み数49名（2021年：42名、2022年：49名）
・2023年11月18日第 3回うずらのカップ開催
・参加人数：48名（前年度：48名）ファシリテーター：27名
・研修後アンケート結果は別紙参照（回収率98％）
・運営側、各ブースで抽出したうずらのカップにおける課題を専門認定看護師連絡会で検
討し、看護師長会、副看護師長会で共有した

・参加申し込みは例年通りの状況
・シナリオ、ファシリテーターマニュアルの作成
　運営メンバー間で、研修目標を共有し、目標達成や参加者のレディネスに応じたシナリ
　オ作成の工夫、評価指標の作成などに取り組んだ。ファシリテーターマニュアルはスケ
　ジュールに沿って順調に作成できた。
・アンケート結果より、全体を通して楽しく学ぶことができ、臨床において活かすことが
できるという回答が多かったが、難易度については昨年度と同様ばらつきがみられた。

・例年に比して経験年数の浅い参加者が多かった。参加者のレディネスに応じた研修内容
や臨機応変なファシリテーションが必要。

・倫理的行動については昨年度と同様「プライバシーンの保護」がやや低得点であった。
「患者（家族）」の心情を考慮」が最も低得点であり、患者に寄り添い、患者の視点に立っ
た質の高い倫理的行動がとれるよう支援が必要。

・開催時期、年間スケジュールは特段問題なかった。
・看護師長会、副看護師長会で共有した課題について、各病棟において検討、取り組むこ
とで看護の質向上につながると考える。

ヒアリングは20/20（100％）実施
　CNS・CNがどのようなことができるかといったアピールやユニット所属のCNS・CNが
　他部署に訪問する機会の少なさへの指摘があった。
　計画立案も全部署実施
活動の状況 10月 依頼11件（実践：9件　相談 3件）訪問64件（実践：32件　CF：6件　その他：
26件）
11月 依頼： 5件（実践： 3件　指導： 2件　相談： 1件）訪問：32件（実践19件　CF4件　その
他： 9件）
12月 依頼：20件（実践： 7 件　指導： 6 件　相談： 2 件）訪問：49件（実践：32件　CF： 4 件　
その他：13件）
＊訪問のその他は主にラウンド
　ニーズ調査のヒアリングは、全部署完了した。専従のCNS・CN以外の他部署への訪問
や認知度の低さがわかった。各部署の担当者をきめ、定期的に担当部署へ訪問することで、
管理者だけで無くスタッフからの認知度を高めることが期待できるのではないか。 9月に
コンサルテーショングループのコンサルテーションに関する事例検討において、依頼を待
つのでは無く、自ら担当部署に赴くことや顔をうることの大切さを認識したことで、担当
部署への訪問、活動日にラウンドに行くように行動変容へとつながった。
　ラウンドによって、担当部署に専門・認定看護師の存在を知ってもらうことで、徐々に
依頼件数の増加へとつながった。

2．それぞれの活
動の共有によ
る気づきか
ら、専門看護
師・認定看護
師としての自
己の実践につ
なげることが
できる

・コンサルテーションについて資料を作成し、コンサルテーションのあり方について学習
した。

・コンサルテーションについて事例検討を 2回実施した。
・アンケートを17名に実施し、12名（回答率71％）から回答を得た。
・コンサルテーションのあり方について再学習し、各自がコンサルテーションと思い取り
組んでいたことが、実践や指導と区別できていないことがあることを振り返ることがで
きた。

・ 2回の事例検討で、コンサルテーションとしてコンサルティの意向を十分確認しないま
ま、一方的に問題点を解決する傾向であることを理解することができた。

　そのことにより、病棟管理者、スタッフやリンクナース目線で問題解決方法を検討し、
　チームへアプローチすることができるようになってきた。
・コンサルテーションということにとらわれ過ぎず、こちらから働きかけを行いリソース
として活用してもらう行動が必要であることを理解できた。
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リンクナース会
活動目標 活動内容

Ｎ
Ｓ
Ｔ
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

1．適切な栄養評
価を行いNST
へつなぎ連携
する

・NSTカンファレンスラウンドに参加し、自部署の対象患者を把握し、支援が必要な患者
にNST介入を行う

・ 6月からローテーション形式でNSTカンファレンスラウンドに参加し、支援が必要な患
者にNST介入依頼を行う

・NSTカンファレンスラウンド参加後は、「カンファレンスでの学びの共有シート」を記載
し、自己の学びの振り返りを行う

・講義「栄養評価からNST介入依頼まで」リンクナースが理解しスタッフへ指導する
・各部署のNST対象者の傾向について考え、傾向を把握出来たことについて全体共有を行
う

・「リンクナースとしてこんなときはどうする？」事例を用いた検討会を実施し、患者に必
要な看護援助とリンクナースとしてどのように関わるかについて検討する

2．摂食嚥下障害
について適切
な看護を実践
する

・摂食嚥下障害患者に適切なケアを実施し、摂食機能療法の算定を行う
・講義「摂食機能療法算定までの方法」「リハメイトの操作方法」「医師のリハメイト処方
依頼の方法」「食事開始までの手順」についてリンクナースが理解しスタッフへ指導する

・演習「嚥下評価」「食事介助」「ポジショニング」についてリンクナースが理解しスタッ
フへ指導する

・「ＰＯＴＴプログラム」の紹介と各部署へ配布する
・摂食機能療法の算定に関する注意事項について再確認を行う
・ＯＡＧの目的・方法を説明し、症例を用いてＯＡＧによる口腔評価を行う（ 3症例につい
てグループワーク）その後自部署の患者で 3症例OAG評価を実施する

・OAG評価とともに、「OAGの実践の学びの共有シート」を記載し自己の学びの振り返り
を行う

・口腔ケア勉強会（ 1 /15）

医
療
安
全
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

1．いつでもどこ
でもフルネー
ム呼称が定着
する

【患者誤認への取り組み】
・月毎に内服、配膳、出棟、書類取り扱い等の場面におけるフルネーム確認を遵守するた
めの取り組みを各部署で立案し行った。

・患者誤認のインシデント66件（R4年度45件）

2 ．転倒によるア
クシデントに
至らないよう
予防的介入が
できる

①排尿誘導に関す
る看護計画の立案
と実践ができる
②ベッドサイド環
境の評価と整備

①転倒転落発生時に記載すべき記録の実施率監査を実施。
　転倒転落時jアセスメントシート再評価実施率：87.7％、転倒転落テンプレート使用率：
　78.4％、転倒時のカンファレンス記録：46.1％、看護計画立案修正：69.7％。転倒転落発
　生時に行うべき記録は徐々に実施率が上昇しているが100％には達していない。
②転倒した患者（転倒リスクのある患者）の看護計画を確認しながらベッドサイドの環境を
　チェック。適切な看護計画と環境整備が行えているかグループでラウンドを実施。看護
　計画が不十分であることを認識できたが、病棟での実施状況は看護計画修正率69.7％にと
　どまっている。転倒対策がセンサー設置のみとなっていることが多く、患者が動き出し
　た理由から対策を考えられるようリンクナースが指導していく必要がある。

3．リンクナース
が具体的な対
策を考えられ
るカンファレ
ンスを運営で
きる能力を養
う

・PmSHELLの学習会を開催。
・各部署で 1例以上PmSHELLを用いてインシデントカンファレンスを実施。
・リンクナース会で発表し、カンファレンス前に行うべき事実確認について事例を用いて
検討した。

・リンクナースはPmSHELLを用いてカンファレンスすることで原因を考える際の視野が広
がったと自己評価している。教育的視点や業務改善の視点、チームワークの視点など今
までは考えられていなかった視点で原因を考えることができ、リンクナースの能力向上
に繋がった。
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活動目標 活動内容

感
染
管
理
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

1．標準予防策の
推進

1）適切なタイミ
ングでの手指
衛生

適切なタイミング
での手指衛生を行
い、ゴージョ使用
回数：一般病棟：
平均15回以上/患
者/日、クリテイ
カル部門：50回以
上/患者/日、達成
できる

主体的に、計画的に病棟リンクナースが、各病棟の問題点を抽出し、対策を立案、実践す
る。
・適切なタイミングで手指衛生を行えるようにリンクナースを中心に指導できるスタッフ
の育成

・手指衛生とは（手指消毒の 5つのタイミングについて）の資料配付
・ゴージョ使用量月データ集計、評価、分析
・手指衛生目視評価（前期/後期：各病棟 5人）

前期はスタッフそれぞれに対する意識改革を実施する病棟が多かった。後期は個人差を提
示し、使用量の少ないスタッフへアプローチができた。リンクナース目標達成度は全体で
平均74％であった。一般病棟のゴージョー使用量は10月、11月、12月、15回以上と目標達
成できた。活動の成果は出てきている。しかし、 1月は使用量が減少しており、 5つのタ
イミングでの手指衛生の習慣化が課題。
・目視評価、前期に比べ、後期は改善傾向にあった。

2）正しいPPEの
使用

正しい PPEの使
用が行えているか
定期的に確認を行
い、感染予防に努
める

・正しいPPEの使用ができていないため、ケア別PPE方法の資料配布。
・スタッフの技術の維持と、新人看護師、中途採用者の技術の獲得。
・PPE目視評価（前期/後期：各病棟 5人）

PPE目視評価遵守率（前期→後期）
ゴーグル53％→67％、エプロン74％→83％
PPE装着前の手指衛生78％→79％、PPE装着後の手指衛生84％→86％
手袋99％→100％、マスク100％→100％、キャップ85％→84％
フルPPEチェック、各病棟、全員実施済み。

3）環境整備の徹
底

感染の視点での環
境整備の実践と定
着
ラウンドの継続、
タイムリーなラウ
ンド結果のフィー
ドバッグ

主体的に、計画的に病棟リンクナースが、各病棟の問題点を抽出し、対策を立案、実践す
る。
・ICTラウンドに参加する(第 2木曜10:00～）
・療養環境の改善への取り組みベッドサイドラウンド実施（ 1月）
・吸引ワゴンセット設置。オーバーテーブルや床頭台に医療用品を置かない
・吸引チューブ上向きに洗濯ばさみ使用・コード類の整理・聴診器の保管（個人持ちに）

包交車廃止。オムツ交換、レジ袋導入。感染性廃棄ボックス足踏みペダル設置。

緩
和
ケ
ア
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

患者が抱える苦痛
を全人的（身体的・
心理社会的な側面を
含む）にとらえ、看
護実践につなげる
ことができる

【患者の全人的苦痛の理解と看護実践】
・リンクNsが評価ツールを活用する目的や意義を理解できるよう学習し、活用方法として
評価ツールを活用する際のコミュニケーションスキルの習得、実践に活かすための方法、
多職種連携の方法など実践に繋げて考えられるよう取り組んだ。

・がん性疼痛患者への看護：疼痛の知識の習得，評価ツールを用いたコミュケーション技
法を学び、事例検討会では、実際に活用している患者のアセスメントやケアのふり返り
や、更なる実践につなげるために再考し部署での実践に活かされるよう取り組んだ。

・IPOS活用件数：平均459件（357-498）/42％（35-45）（前年度平均457件/42％）
・全人的苦痛の理解と実践の評価に関するアンケート結果より
　患者の苦痛や問題に対する評価ツールの活用率（81％)、全人的・包括的アセスメントや
　ケアについて理解度、多職種との共有・治療やケアへの活用（57.1％)についての実践は、
　前年度より向上している。また、リンクNsが、他のスタッフに対して評価ツールを活用
　しながら全人的苦痛のアセスメントとケア方法について伝達できる自信として92.5％と高
　値であった。
・事例検討会
　 9月：第 1回（ 1 - 7 ・ 1 - 8 ・ 2 - 7 ・ICU・手術室・地域連携室）
　10月：第 2回（ 1 - 4 ・ 2 - 5 ・ 2 - 6 ・特別個室・NICU）
　11月：第 3回（ 1 - 5 ・ 1 - 6 ・ 2 - 4 ・HCU・救急外来）
　12月：第 4回（ 2 - 3 ・PCU・集中治療室・外来診療・治療）
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活動目標 活動内容

緩
和
ケ
ア
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

全人的苦痛の緩和
に必要な基本的知
識・技術・態度を
習得し、部署で主
体的にリンクナー
スとしての役割を
意識してリーダー
シップ行動をとる
ことができる

【全人的苦痛の緩和に必要な基本的知識・技術・態度を習得】
・緩和ケアについてやリンクナースの役割について学習を深め、「自部署における緩和ケア」
については、自ら考え言語化できるよう取り組んだ。自部署の活動計画や実践・評価に
ついては、自部署の管理者とも連携し取り組みを重ねた。また、リンクNs会での学びを
どのように部署に還元するか（いつ誰にどのように働きかけるか）など具体的に考えられる
よう話し合う機会を設けた。

・リンクナース対象の学習会：「緩和ケア」「リンクナースとは」「IPOSとは・活用方法」
　「がん性疼痛の知識とコミュニケーション」
・リンクナースの研修会参加：リンクナースが自ら積極的に研修会に参加することができ
　た。
　ELNEC-J修了者：今年度 8名，昨年まで 8名（計16名）
　ELNEC-Jフォロアップ研修修了者 5名
　PEACE研修修了者 2名
【リンクナースのリーダーシップ行動】
・リンクナースのリーダーシップ行動として「緩和ケアの実践：自ら緩和ケアの実践モデ
ルとなる、評価ツールを活用したアセスメント・ケア展開」「CFの開催：早期からの全
人的苦痛の理解、多職種CF・デスCFの調整」「リソースとの橋渡し：多職種連携・PCT
介入」などリーダーシップ行動は高まった。

地
域
連
携
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

1．DPC期間を把
握し、Ⅱ期以
内の退院率を
向上する

【DPCⅡ期以内の退院率70％以上・DPCⅡ期以上の退院患者の原因把握】
・電子カルテにより看護師長がDPC期間を把握できるよう調整した。
・退院支援カンファレンスにて、DPCⅡ期が近い患者のDPC期間の確認を実施した。
・DPCⅡ期以上の退院患者の原因を、治療延長・転院調整・退院調整・パス・家族都合・
その他で分類し、 6月より評価を開始した。

・12月の会議にてDPCⅡ期以内の退院に向けての取り組みについて検討した。

2．退院支援カン
ファレンスの
実施が定着す
る

【退院支援カンファレンス実施率集計・ 6月退院支援カンファレンスの実施について検討】
・退院カンファレンスの実施率を毎月報告した。
・ 6月の会議にて、退院カンファレンス実施について検討した。

3．退院前・退院
後訪問を実施
し、地域へ繋
げる

【退院前・退院後訪問回数の集計・ 7月退院前・退院後訪問について検討】
・退院前後訪問件数を 2件以上/年/部署を目標にし、毎月実施件数を報告した。
・ 7月の会議にて、退院前後訪問の取り組みについて検討した。

褥
瘡
対
策
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

1．褥瘡に関する
リスクアセス
メントを実施
し、基本的な
知識と技術の
提供によって
褥瘡発生件数
が減少する

【ポジショニング技術の習得】
・リンクナースが中心となり、現場でハーティーグローブ使用定着と正しいポジショニン
　グケアを実践できるよう、ポジショニング演習を行った。10月、11月、12月にはリンク
　ナースがファシリテーターとなり病棟スタッフが現場でのポジショニンググローブの使
　用定着と正しいポジショニングケアを実践できることを目的に、ポジショニング演習を
　行った。
【リンクナースが自部署の現状を把握し、褥瘡リスクアセスメントができるスタッフを育成
する】
・褥瘡リスクアセスメントに関連する知識を深めるために事例検討を実施した。リンクナー
スが各部署のスタッフへリスクアセスメントツールを正確に評価できるように各病棟で
事例を活用し実践に繋がるようにした。

・アセスメントに基づいた体圧分散寝具の選択に繋がるよう、体圧管理に関する事例検討を
実施した。 1月にはリスクアセスメントの実施から褥瘡予防ケアに関する看護計画の立
案に繋げることを目的に前期、後期のポイントをまとめた事例検討をした。その後、リ
ンクナースが自部署で症例解説を用いて事例検討を行った。

・褥瘡対策に係わる診療報酬について、知識の再確認をおこなった。各部署、褥瘡対策に
係わる診療計画書（危険因子評価、褥瘡対策計画書、褥瘡発生報告書）の記載状況の確認と正
しい記載方法についてカルテを用いて振り返りを行った上で、褥瘡ハイリスク患者ケア
加算の対象の再確認と正しい記載方法について確認を行った。

・褥瘡予防に関する体制整備として褥瘡予防ケアマニュアルの改定と差替えを行い、最近
の褥瘡に関する動向が共有できるようにした。

2．医療関連機器
褥瘡について
の基本的知識
と技術を習得
し、医療関連
機器褥瘡発生
件数が減少す
る

【医療関連機器褥瘡に関する予防ケア方法の再確認】
・毎月の発生症例をもとに発生状況の共有と予防ケアの再確認を行った。
・褥瘡予防ケアマニュアルを用いて、弾性ストッキング、A-Vインパルス、血管内留置カ
テーテルにおけるMDRPU予防ケア方法について再確認をした。
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活動目標 活動内容

電
子
カ
ル
テ

【電子カルテ】
1．病院の方針、ス

ケジュール、
仕様書案の内
容を理解する

2．更 新 ス ケ
ジュールに応
じて看護部の
意見を抽出し
提案する

【電子カルテ】
5 / 9 　業者より電子カルテの更新の流れ、進捗状況、仕様書案について説明を受ける。
主な活動は11月の最終仕様書概要報告以降になるため 6月～ 9月は休会とした。
それ以降も本部と予算の調整が続き、仕様書概要報告には至らず活動はできなかった。

認
知
症
せ
ん
妄
ケ
ア
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会

せん妄に関する知
識技術をもとに、
せん妄アセスメン
トとケア実践がで
きる

①知識技術の習得：ナーシングスキルを活用し、せん妄の知識技術を習得し、アセスメン
　ト力の向上とせん妄ケアの実践
・認知症VR研修参加 5名
・せん予防動画視聴135名（ナーシングスキルアクセス：300件）
・「身体拘束について考える」リンクナース視聴（ナーシングスキルアクセス：116件）
・オンデマンド認知症ケア研修実施：30分以上視聴510名
　　あんちょこ（認知症対応シート）の活用。各部署ラミシートをし配布。
　　事例検討 1回「胃癌で手術を受ける高齢患者へのアセスメントとケアについて」
　　ロールプレイ研修 1回「帰宅願望のある患者の対応を考える」
・事例検討 2回実施
・身体拘束（フィジカルロック）シミュレーション学習事例検討実施 1回
・せん妄チャレンジテストの実施 2回　
　【前期】ｎ＝704名（延べ数）　平均値12.3/15
　【後期】ｎ＝478、平均値11.98/15（昨年11.2/15）
前期は12点以上とれるまでテストを実施してもらった。後期については、昨年と比較して
も0.78点上昇し、知識の向上が図れた。
・近畿グループ認知症ケア研修：受講者 1名（リンクナースメンバー研修修了者 6名）

②適切な記録と加算算定
・認知症ケアチーム依頼方法、認知症ケア加算 1取得（依頼方法、マニュアル、算定方法）、せ
ん妄予防、せん妄ハイリスク患者ケア加算（算定方法）について説明しリンクナースが部
署で活動できるように体制を整えた。

　　認知症ケア加算 1：521件／月（昨年517件／月）うち認知症ケア加算算定漏れ：17件／
　　月（昨年19件／月）
　　せん妄ハイリスク患者ケア加算：830件／月（昨年799件/月）
・電子カルテを用いて、記録の状況確認。認知症せん妄ケアについてアセスメント・ケア
　状況の現状把握。
・各部署の平均年齢、65歳以上75歳以上割合を入院係に確認し情報を共有 。自部署の傾向
　を把握。
③リンクナースの活動評価
・リンクナースの活動状況を把握し、次年度に活かすためにアンケートを実施。
　　「実践力を高めることについて」：非常にできた＆できた72.2％
　　「部署内の仕組み作りや提案等、管理者と共に活動することについて」：非常にできた
　　＆できた33.3％と
　　低値であり、管理者との協働について課題
・せん妄予防に関する各部署の課題と取り組み評価 6月、 9月、 1月の 3回実施
　　各部署のせん妄ケアに関する事例等を、月 1件以上取り組んだ
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活動目標 活動内容

看
護
補
助
者
会

1．看護補助者が
研修を通して
看護補助者の
役割を理解す
ることができ
る

【研修内容】
6月　医療制度の概要及び病院の機能と組織の理解、
　　　医療チーム及び看護チームのとしての看護補助業務の理解
10月　看護補助者業務における医療安全と感染防止について、守秘義務、個人情報の保護
12月　看護補助者業務を遂行するための基礎的な知識・技術（移送の介助：車椅子・スト
　　　レッチャー）
1月　看護補助者業務を遂行するための基礎的な技術（身だしなみと接遇）

R5年度より夜間看護補助者の研修も含まれるため、研修の参加は時間的に困難のため動画
視聴とした

2．看護補助者が
活用できるマ
ニュアルを完
成し日々の業
務に生かすこ
とができる

【手順の見直しと作成】
感染防止対策 2、患者確認の方法は新たに作成
シーツ交換、入院ベッド作成、車椅子移送、ストレッチャー移送、環境整備、尿器便器の
準備片付け、配膳下膳
認知症患者の見守りは既存のものの見直しを行った

3．クラーク業務
へのタスクシ
フトができる

【実施状況】
クラークの各病棟での業務状況の確認　看護助手がいないところの業務が助手業務も行う
ことになるため、タスクシフトできず
看護補助者の業務基準の見直しと修正を行った

4．シーツ交換専
門の看護補助
者の運用に向
けての準備

【取り組み】
採用されたシーツ交換専門の看護補助者に対して研修と業務調整を行った。12月から人数
が増えシーツ交換、ベッド作成の運用を開始した。 1月から自立できるようなった

｜看護部教育・研修｜

１）看護部教育研修（令和 5年度）
ACTyプログラム集合研修

研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修内容

新採用者研修
【医療安全管理】
医療安全管理、報告システムについて説明し、
患者取り違いや指差呼称の意味を理解できる

57 1.0時間 4 / 3 講義

新採用者研修
【感染管理】
Covid-19対応の状況の把握、職員と患者を守
る感染対策、標準予防策を理解し実践できる

57 1.0時間 4 / 3 講義

新人看護師研修
【医療安全管理：情報システムと患者情報】
専門職業人として情報管理の重要性を理解し、
自覚を持った情報管理ができる

57 1.0時間 4 / 5 講義

新人看護師研修
【看護記録と患者情報】
看護専門職として責任をもった正しい看護記
録が理解できる

57 1.0時間 4 / 5 講義

新人看護師研修
【ナーシングスキルの活用について】
ナーシングスキルについて理解し日々の看護
実践に活用できる

57 30分 4 / 5 講義、動画視聴

新人看護師研修
【コミュニケーションを学ぶ】
患者が安心して医療を受けられるために必要
なコミュニケーションが理解できる

57 2.0時間 4 / 5 講義、動画視聴

新人看護師研修
【仲間作り】
新人看護師が安心安全な場でコミュニケーショ
ンを図り共に学ぶ仲間を作る

57 2.0時間 4 / 5 チームビルディング
グループゲーム

新人看護師研修
【技術演習：ポジショニング・おむつ交換】
褥瘡予防、排泄援助の基礎的な援助技術を基
に、対象にあった援助の方法を身につける

57 1.5時間 4 /10 演習
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研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修内容

新人看護師研修
【技術演習：移動・移送】
看護手順に基づいた安全、やさしく丁寧な移
動・移送の看護技術を理解し実践できる

57 1.5時間 4 /10 演習

新人看護師研修 【医療安全管理：与薬】
正確で確実な与薬方法を理解し実践できる 57 2.0時間 4 /19 演習

新人看護師研修
【医療安全管理：誤認・酸素ボンベの取り扱い】
酸素ボンベの正しい取り扱いを理解し、実践
できる

57 1.0時間 4 /19 演習

新人看護師研修
【感染防止対策】
院内感染防止対策について理解し、感染予防
のための基本的能力を身につける

57 1.0時間 4 /20 演習

新人看護師研修 【技術演習：採血】
看護手順に沿った静脈採血が実践できる 57 1.0時間 4 /24 演習

レベルⅠ研修
【リフレッシュ・セルフコントロール】
新人看護師同士の交流を深めると共に、職
場周辺の地域の医療に関する情報を知る
セルフコントロールの方法を知る

56 1 日 5 /27 院外散策、動画視聴

レベルⅠ研修
【フジカルアセスメント】
フジカルアセスメントの重要性を理解し、患
者に正しい観察、アセスメント、緊急度に応
じた報告が実践できる

55 1.5時間 6 /30
7 / 3 講義、演習

レベルⅠ研修
【医療安全】
医療安全管理について学び、何が患者の危険
に繋がるかに気づき、事故を未然に防ぐ行動
がとれる

59 1.5時間 9 /25
10/ 2 講義、グループワーク

レベルⅠ研修
【看護倫理】
看護職としての倫理観に基づいた行動に繋げ
る

59 1.5時間 11/10
11/13 講義、グループワーク

レベルⅠ研修
【看護リフレクション】
自己の看護において大切にしていることが言
語化できる

58 1.5時間 12/11
12/18 講義、グループワーク

レベルⅠ研修
【看護観発表会】
1年間を振り返り、自己の行動や思考を言語
化し看護深める

58 1.5時間 2 /20
2 /26 発表会

レベルⅡ研修
【臨床判断】
看護師として収集するさまざまな情報を統合
し、患者状態の気づきをアセスメントし、介
入につなげ、現場で実践できる

53 1.5時間 5 /12
5 /19 講義、グループワーク

レベルⅡ研修
【看護リフレクション】
日常の看護実践を言語化し、自己の看護実践
を振り返る

53 1.5時間 9 / 4
9 /11 講義、グループワーク

レベルⅡ研修 【看護倫理　ジレンマ】
倫理的意思決定能力の向上につなげる 53 1.5時間 11/20

11/27 講義、グループワーク

レベルⅡ研修
【後輩と一緒に学ぶために】
エビデンスに基づいた看護のについて理解し、
後輩支援のための準備ができる

51 1.5時間 3 / 4
3 /11 グループワーク

レベルⅢ研修 【後輩支援】
後輩支援の役割を果たすための能力を養う 62 1.5時間 5 /22

5 /29 講義、グループワーク

レベルⅢ研修
【リーダーシップ】
自病棟の看護チーム内で日々のリーダー業務
が遂行できる

61 1.5時間 7 /24
7 /31 講義、グループワーク

レベルⅢ研修 【意思決定支援 1】
倫理的意思決定支援に必要な能力を養う 61 1.5時間 10/13

10/16 講義、グループワーク
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研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修内容

レベルⅢ研修 【意思決定支援 2】
倫理的意思決定支援に必要な能力を養う 58 1.5時間 1 /12

1 /29 講義、グループワーク

レベルⅣ研修
【問題思考から業務改善へ】
自病棟の業務改善に取り組むための問題の分
析方法が理解できる。

50 1.5時間 5 /12
5 /15 講義、グループワーク

レベルⅣ研修
【業務改善に活かすリーダーシップ】
自病棟の業務改善を主体的に取り組み、業務
改善を進める中でリーダーシップを取ること
ができる

50 1.5時間 7 /10
7 /14 講義、グループワーク

レベルⅣ研修
【業務改善中間発表会】
分析を通して問題の根本原因を明らかにし、
業務改善を主体的に実践する

46 1.5時間 10/23
10/30 発表会

レベルⅣ研修
【業務改善発表会】
自病棟の業務改善を活かして看護チームのリー
ダーとして実践できる

45 1.5時間 2 / 5
2 / 9 発表会

静脈注射プログラム研修
研修目的 受講者 時間 開催日 主な研修内容

プログラム 1
看護手順に基づいた安全な静脈注射の方法に
ついて理解する
静脈注射マニュアルレベル 1が現場で実践で
きる

57 8 時間 5 / 1
5 / 2

講義
演習

プログラム 2
静脈注射を受ける患者が、その治療目的を達
成できるよう安全・安楽な静脈注射投与を習
得する

85 5 時間 8 / 1
8 / 7

講義
演習

プログラム 3 当院の静脈注射レベル 3を安全に実施するた
めの知識を習得する 87 4 時間

8 /21
8 /30

9 /7.8.11
12.14

講義

プログラム 4 当院の静脈注射レベル 4を安全に実施するた
めの知識を習得する 50 6 時間 5 / 9

12/ 4
講義
演習

2 ）専門看護師・認定看護師企画の研修
目　的 内　容 人　数 方　法

第 3 回うずらの
カップ

京都医療センターにおける看護の
質（総合的な実践能力）の向上
安全安心でやさしく丁寧な看護を
楽しく学び、看護の質向上に寄与
する

環境調整
感染管理
災害
せん妄
家族ケア
創傷処置

11チーム
48名

チーム対応による 6 つの
テーマに沿ってシミュ
レーションを行い、その
結果を点数化し、知識・
技術を競う。

第 4回ELNEC-J
コアカリキュラ
ム看護師教育プ
ログラム

質の高いエンド・オブ・ライフ・
ケアを提供するために、必要な
基本的知識・技術・態度を学び、
看護師の役割について考え、実践
につなげることができる

EOLにおける看護、症状
マネジメント、倫理的問
題、文化への配慮、コミュ
ニケーション、喪失・悲
嘆・死別、臨死期のケア、
高齢者のEOLなど

40名 座学、ロールプレイ、
グループワーク

第 1回ELNEC-J
コアカリキュラ
ム看護師教育プ
ログラム　フォ
ローアップ研修

①エンド・オブ・ライフ・ケアや
緩和ケアにおける、さらなる知
識・技術の習得
②看護実践やチーム医療の質の向
上の一助となる人材の育成

EOLケアの振り返り、意
思決定支援など 17名 座学、ロールプレイ、

グループワーク
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目　的 内　容 人　数 方　法

令和 5 年度地域
がん診療連携拠
点病院がん看護
研修

科学的根拠に基づく最新のがん看
護に知識・技術を習得し、実践す
る看護師を育成する

がんの疫学・病態・特徴、
それぞれの治療と看護な
ど

21名+37
名（オン
ライン）

座学

｜看護部研究業績｜

１）院内研究発表・成果発表（令和 5年度）
口述発表

テーマ 部　署 発表者名

1 腹膜透析患者への生活目標設定の取り組み　～心も体も元気になるために～ 外来治療部門　　
透析室 瀧井　友美

2 ホワイトボードを活用したチーム力向上への取り組みと効果～第 2報～書き込み式
カンファレンスを通して 2 - 5 病棟 加苅　香代

3 PmSHEL分析を用いた多職種カンファレンスの報告
～薬剤投与に関連するインシデントの防止に向けて～

外来治療部門　
化学療法セン
ター

田中　雅子

4 治療継続を望む終末期にある肺がん患者への意思決定支援 1 - 7 病棟 布施　克美

5 PmSHEL分析を用いた多職種カンファレンスの報告
～薬剤投与に関連するインシデントの防止に向けて～

外来治療部門　
化学療法セン
ター

田中　雅子

6 集中治療後症候群の予防と早期介入にむけた自部署での取り組み 救命救急セン
ター　ICU 藤田　一成

7 治療継続を望む終末期にある肺がん患者への意思決定支援 1 - 7 病棟 布施　克美

8 子育て期にあるがん終末期の女性患者と家族への面会制限下における支援
～「希望が持てない」から笑顔が戻るまで～ 1 - 5 病棟 藤原　麻衣

ポスター発表
テーマ 部　署 発表者名

1 急性骨髄性白血病患者の看護実践の検討
～デスカンファレンスを通して～ 2 - 7 病棟 秀島侑里花

2 スタッフが汚染したおむつを袋に入れるための取り組み 1 - 6 病棟 牧　ほの香

3 医師と共に協働した処置室の環境整備にむけた業務改善
～クラスターから取り組んだ一般病棟処置室の環境整備の改革～ 1 - 4 病棟 新谷　智子

4 標準予防策推進に向けての取り組み
～リンクナースが主体的に楽しく活動しよう！～

感染管理リン
クナース会 小西みゆき

5 R5年度NSTリンクナース会活動報告 NST リンク
ナース会 大江　智子

6 令和 5年度　認知症せん妄ケアリンクナース会活動報告
認知症せん妄
ケアリンク
ナース会

落合　恵

7 スタッフが汚染したおむつを袋に入れるための取り組み 1 - 6 病棟 牧　ほの香

8 医師と共に協働した処置室の環境整備にむけた業務改善
～クラスターから取り組んだ一般病棟処置室の環境整備の改革～ 1 - 4 病棟 新谷　智子

9 標準予防策推進に向けての取り組み
～リンクナースが主体的に楽しく活動しよう！～

感染管理リン
クナース会 小西みゆき

10 R5年度NSTリンクナース会活動報告 NST リンク
ナース会 大江　智子
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テーマ 部　署 発表者名

11 令和 5年度　認知症せん妄ケアリンクナース会活動報告
認知症せん妄
ケアリンク
ナース会

落合　恵

12 緩和ケアの質向上にむけた緩和ケアリンクナース会の取り組み
－評価ツールを活用した全人的・包括的アセスメントとケア－

緩和ケアリン
クナース会 武田　ヒサ

13 令和 5年度　褥瘡対策リンクナース会　取り組みの報告 褥瘡対策リン
クナース会 塚本　直子

14 いうたらあかん　余計な一言　つきささる
～いきいきワーキングからのすすめ～ 外来診療 久保里香

15 看護部における倫理教育の構築を目指して 看 護 部　
現任教育担当 中村　露子

16 看護補助者との協働による安全・安心な看護の提供
～看護補助者の業務内容の把握・統一を通して～ 救命ICU 小川　恵

17 固定チームナーシングの定着に向けた取り組み
～タイムテーブルを活用した、カンファレンス時間の確保～ 2病棟 6階 中村　彩乃

18 チーム力強化に向けた取り組み 特別室個室病
棟 渡邊真知子

19 くじらメールでチーム力UP！！
～外来診療科の垣根を越えた応援態勢の整備～ 外来（診療） 喜田　幸

20 手術終了後の片付けに関する業務改善　他職種へのタスクシフト 手術室 山田　利樹

21 看護補助者業務に対する業務改善
シーツ交換部隊へのタスクシフトとその効果 看護補助者会 坪井　直

22 RRS(Rapid Response System)導入にむけた取り組み 統括診療部　
診療看護師 村上　涼子

23 副看護師長会活動報告　固定チームナーシングの機能強化
～リーダーを担うスタッフに焦点をあてた取り組み～ 2 - 6 病棟 柴田　浩司

24 副看護師長会活動報告　OJTのさらなる強化をめざして 1 - 7 病棟 永峰　淳子

25 専門・認定看護師連絡会　活動報告
～専門・認定看護師としての役割意識を持って～

専門・認定看
護師連絡会 山口　牧子

26 キラリと光る私たちの看護を伝える～看護広報ワーキング活動を通して～ 外来（治療） 上田　里

27 特定行為研修修了看護師による、特定行為実施に向けての取り組み 救急救命セン
ターHCU 大西　弥生

28 うずらのカップ研修開催　 3年間のまとめと今後の課題 専門・認定看
護師連絡会 落合　恵

29 当院におけるEOLケアの実態と課題
－ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラムとフォロ－アップ研修から－ 看護部 坂井みさき

30 コロナ禍明け後も変わらない蘇生研修の必要性と成果
～うずら野（院内）ICLSコース後アンケート結果から～

専門・認定連
絡会 久保田大樹

31 ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラムフォローアップ研修
－初開催報告と今後の課題－ 看護部 山口　牧子

32 がん相談支援センターにおける在宅療養支援の取り組み
～For Patient to With Patient and by Patient～

地域医療連携
室 太田　香織

33 終末期がん患者の口腔内環境の改善を目指した取り組み
～Oral Assessment Guide(OAG)を用いて～ 緩和ケア病棟 下地　真愛

34 退院支援への取り組み
～重症膵炎患者の退院に向けた多職種連携の取り組み～ 2 - 6 病棟 中川　瑞菜

35 『人生会議』してみませんか？
～ACP周知に向けた取り組み～

統括診療部����
総合内科 深川　哲嗣

36 外来から継続看護のバトンリレー
～私たちは外来で看護を継続しています～ 外来診療 山口　牧子
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テーマ 部　署 発表者名

37 化学療法センターにおける外見ケアへの取り組み
～「beauty」ではなく「survival」～

外来
化学療法室 田仲有季子

2 ）院外研究発表（令和 5年度）
発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 発表者名（研究代表者）

2024.06.10 第10回日本CNS学会
「がん看護専門看護師とがん看護分野認定看護師によるコンサルテーション活動の取り組み～当院外来と地域連携に
向けて～」

坂井みさき
2024.06.10 第10回日本CNS学会
「K病院におけるナーシングオリエンテーリング研修会の取り組みと課題」

落合　　恵
2024.09.02 日本緩和医療学会第 5 回関西支部学術大会
「終末期の呼吸器疾患患者のせん妄ケアに関する困難感」

伊藤　椎香
2024.09.09 第65回　看護学会
「PVP後の尿道留置カテーテル抜去後の不快症状が生活の室に及ぼす影響」

藤原　麻衣
2024.09.09 第65回　看護学会
「A病院で働く中堅看護師の職業ストレスの実態調査」

澤田実乃里
2024.09.09 第65回　看護学会
「コロナ禍における救命救急センター（ICU）での家族のニードとコーピングの実態　　～CNS-FACEⅡを用いて～」

住友　亜耶
2024.09.09 第65回　看護学会
「硬膜外無痛分娩と日本版エジンバラ産後うつ病自己評価表の関連性について」

塩川　紗江
2024.09.16 第20回日本循環器看護学会学術集会
「慢性心不全患者へのアドバンス・ケア・プランニングに対する循環器病棟看護師の認識とケアの実態　－癌病棟と
の比較検討－」

欅田　敦子
2024.10.06 第27回日本心不全学会学術集会
「循環器病棟とがん病棟看護師のアドバンスケアプランニングに対する　取り組みの比較」

欅田　敦子
2024.10.20 第77回国立病院総合医学会
「副看護師長会によるACTｙ別教育支援担当者へのOJT支援の取り組み」

上山　千春
2024.10.20 第77回国立病院総合医学会
「 4点支持器を使用した腹臥位時の術中体温管理- 1 台の温風式加温装置を使用した効果的な加温方法の検討-」

飯田　紘子
2024.10.21 第77回国立病院総合医学会
「呼吸器病棟看護師におけるアドバンス・ケア・プランニングに対する支援と認識調査」

神崎菜都実
2024.10.21 第77回国立病院総合医学会
「緊急外科手術で入院したせん妄患者の体験」

末永　梓
2024.10.21 第77回国立病院総合医学会
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 発表者名（研究代表者）

「ホワイトボードを活用したチーム力を高めるための取り組みと成果」
加苅　香代

2024.10.21 第58回京都病院学会
「急性期病棟におけるCDEJを持つ看護師の指導場面のシャドーイング後の看護師の糖尿病療養指導に対する認識の
変化」

足達　美希
2024.11.19 第26回日本腎不全看護学会学術集会
「腹膜透析患者への生活目標設定の取り組み～心も体も元気になるために～」

瀧井　友美

3 ）著述発表（雑誌投稿・執筆依頼）（令和 5年度）
論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者名（部署）

［一般］
「脳神経ナースが説明できなければいけない脳卒中の後遺症とそのかかわり」
ブレインナーシング39巻2023年 5 号, メディカ出版

山口理恵子（ 1 - 4 病棟）
［一般］
「会議ファシリテーションで前向きなカンファレンスを表現する」
月刊ナースマネージャー11月号, ひとまち

加苅　香代（ 2 - 5 病棟）
［一般］
「育て育つ！OJTの可視化　～効果的なOJTにつながる活動～」
情報誌「月刊ナースマネージャー」, 日総研出版

髙田幸千子（看護部長室）
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｜看護部講師派遣｜

No. 養成所名 領域・科目 任　期 講　師

1 京都府医師会
看護専門学校

専門基礎分野　疾病の成り立ちと回復の
促進治療学（救急療法） 令和 4年 4月 1日～

久保田大樹（救命ICU）
玉木　　舞（2－4）
中野　達也（救命HCU）

治療学（救急医療）

令和 4年11月21日 久保田大樹（救命ICU）

令和 4年11月29日 久保田大樹（救命ICU）

令和 4年12月12日 久保田大樹（救命ICU）

2 京都医療センター
附属看護助産学校 助産学科　院内講師一覧 令和 4年度

田中有季子（2－3）
中島　佳奈（2－3）
岡庭　暁子（NICU）
八木美由紀
（小田　和代）
石上　朋子

3 京都医療センター
附属看護助産学校

【統合分野】看護の統合と実践Ⅱ 第 1・ 2学期 福井久美子（看護部長）
渡邉裕美子（副看護部長）

【統合分野】看護の統合と実践Ⅰ 第 1学期 吉田　活子（看護部長室）
宮川　英和（看護部長室）

【専門分野Ⅱ】
成人看護援助技術Ⅳ（緩和ケア・終末期の
看護）

第 1学期
坂井みさき（看護部長室）
山口　牧子（外来診）
荒木由香里（外来診）
武田　ヒサ

【統合分野】看護の統合と実践Ⅲ 第 1・ 2学期 久保田大樹（救命ICU）
佐々木友香（救命HCU）

【専門基礎分野】病態生理治療論Ⅸ 第 2学期 田中　雅子（外来治）

【専門分野Ⅰ】看護学概論Ⅱ 第 1・ 2学期
田中　雅子（外来治）
川端　朋加（外来治）
村田　佳奈（看護部長室）

【専門分野】基礎看護技術Ⅴ 第 2学期 村田　佳奈（看護部長室）

【専門分野Ⅱ】老年看護学演習Ⅱ 第 2学期 落合　　恵（看護部長室）

【専門分野Ⅱ】成人看護援助技術Ⅲ（周手
術期の看護） 第 1学期 中村　露子（看護部長室）

【専門分野Ⅱ】成人看護援助技術Ⅱ（慢性
期の看護） 第 1学期 足達　美希（2－4）

小林　美保（地域連携室）

【統合分野】在宅看護論演習Ⅱ 第 1学期 宮岡まさみ（地域連携室）

【専門分野Ⅱ】成人看護演習 第 1・ 2学期
山口理恵子（2－4）
宇治本　彩（緩和）
大江　智子（2－4）

【専門分野Ⅱ】母性看護援助技術 第 1・ 2学期 與那覇　由（2－3）
岡庭　暁子（MICU）
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｜看護部学生実習受入｜

学校名
学年
・

人数
実習 期間 実習場所

京都医療センター附属
看護助産学校（看護科）

1年生
80名

基礎看護学Ⅰ 令和 5年10月31日～11月 1 日 1 - 4 、1 - 5 、1 - 6 、1 - 7 、2 - 4 、
2 - 5 、 2 - 6 、 2 - 7 ）

基礎看護学Ⅱ 令和 6年 1月29日～ 2月 8日 1 - 4 、1 - 5 、1 - 6 、1 - 7 、2 - 4 、
2 - 5 、 2 - 6 、 2 - 7 ）

2 年生
85名

基礎看護学Ⅲ 令和 5年 6月19日～ 6月30日 1 - 4 、1 - 5 、1 - 6 、1 - 7 、2 - 4 、
2 - 5 、 2 - 6 、 2 - 7 ）

老年Ⅰ慢性期 令和 5年12月 8 日～12月21日
令和 6年 1月 9日～ 1月25日
令和 6年 2月 9日～ 2月28日

1-4、1-5、2-5、2-6、2-7、
化学療法室、透析室、血管造影室

老年Ⅱ慢性期
令和年12月 6 日～12月21日
令和年 1月 9日～ 1月25日
令和年 2月 9日～ 2月28日

1-6、1-7、2-4

3 年生
85名

成人Ⅱ慢性期
令和 5年 5月 8日～ 5月22日 2-4、2-7、特室

令和 5年 6月 1日～ 6月21日 2-4、2-7

成人Ⅲ慢性期

令和 5年 5月 8日～ 5月22日 2-5、2-6

令和 5年 6月 1日～ 6月21日 1-4、1-5、2-6

令和 5年 7月10日～ 7月27日 2-5

令和 5年 9月 4日～ 9月20日 1-4、1-5、2-6

令和 5年 9月21日～10月 6 日 1-4、1-5、2-7

総合
令和 5年10月10日～10月26日 1-5、2-4、2-5、2-7

令和 5年11月17日～12月 4 日 1-4、1-5、1-6、1-7、2-4、2-5、2-6、2-7

母性看護学

令和 5年 5月 8日～ 5月22日
令和 5年 6月 1日～ 6月21日
令和 5年 7月10日～ 7月27日
令和 5年 9月 4日～ 9月20日
令和 5年 9月21日～10月 6 日
令和 5年10月10日～10月26日
令和 5年11月17日～12月 4 日

2－3、NICU

精神看護学 令和 5年 7月10日～10月 6 日
（うち16日）

放射線治療室、化学療法室、
透析室、血管造影室

京都医療センター附属
看護助産学校（助産科）

助産
18名

助産学実習Ⅰ
（妊娠期）

令和 5年 5月 8日～12月22日 2 - 3 、NICU、産科外来、
婦人科外来、手術室

助産学実習Ⅱ
（分娩期）

助産学実習Ⅲ
（産褥期・新生児）

助産学実習Ⅳ

地域母子保健
実習

舞鶴医療センター
附属看護学校

3年生
29名 母性看護学

令和 5年 6月19日～ 6月23日
令和 5年 6月26日～ 6月30日
令和 5年 7月31日～ 8月 4日
令和 5年 8月14日～ 8月18日
令和 5年 8月21日～ 8月25日

2 - 3 ，NICU
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学校名
学年
・

人数
実習 期間 実習場所

京都看護大学

4年生
14名 課題探求実習 令和 5年 5月 8日～ 5月12日 1 - 5 ， 1 - 6 ，集中、救命ICU、

救命HCU、救外

4年生
30名 総合実習 令和 5年 7月31日～ 8月 4日 1 - 4 、1 - 5 、1 - 6 、1 - 7 、2 - 4 、

2 - 5 、 2 - 6 、 2 - 7

3 年生
14名

急性期・
周術期実習 令和 5年11月 7 日～11月16日 1 - 4 、 1 - 5 、 1 - 7 、 2 - 5 、 2 - 6

3 年生
54名 緩和ケア実習

令和 5年10月 2 日～10月 6 日
令和 5年10月16日～10月20日
令和 5年10月23日～10月27日
令和 5年11月 6 日～11月10日
令和 5年11月27日～12月 1 日
令和 5年12月 4 日～12月 8 日
令和 5年12月18日～12月22日
令和 6年 1月 9日～ 1月12日
令和 6年 1月15日～ 1月19日
令和 6年 1月22日～ 1月26日

緩和、化学療法室、放射線治療室

2年生
5名 生活行動Ⅰ 令和 5年 7月 3日～ 7月 6日 1 - 4 、特室

2年生
10名 生活行動Ⅱ 令和 6年 1月30日～ 2月 8日 2 - 3 、特室

同志社女子大学 4年生
12名

看護実践総合
実習 令和 5年 7月 4日～ 7月21日 1 - 5 、 2 - 6 、 2 - 7

明治国際医療大学 3年生
5名 母性看護学 令和 5年10月30日～11月10日 2 - 3 、NICU
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京都看護助産学校

｜教育理念｜

感じる心、考える力、主体的な行動
　人間愛を基盤とし、生命の尊厳と人権の尊重ができる感性豊かな人間性を育てることに主眼をおき、看
護専門職として必要な基礎的知識、技術、態度を習得し、保健医療福祉の変化に対応できる人材を育成す
る。

｜教育目的｜

　看護師若しくは助産師として必要な知識及び技術を教授し、独立行政法人国立病院機構及び社会に貢献
し得る有能な人材を育成する。

｜教育目標｜

－看護学科－
1 ．生命の尊厳と個々の権利を擁護し、倫理に基づいて行動できる基礎的能力を養う。
2．看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・霊的に統合された存在（生活者）として幅広く理解

できる能力を養う。

副学校長
上南　雪野

（2023年 4 月 1 日から）

看護学科　教育主事
井下　美惠

（2023年 4 月 1 日から）

看護学科　教育主事
岡島　優子

（2024年 3 月31日まで）

助産学科　教育主事
伊藤　美栄

（2023年 4 月 1 日から）
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3 ．看護の対象との人間関係を形成するためのコミュニケーション能力を養う。
4．科学的根拠に基づいた看護実践に必要な臨床判断を行うための基礎的能力を養う。
5．健康の保持、増進、疾病の予防および健康の回復に関わる看護やその変化に応じて実践する基礎的能

力を養う。
6．地域包括ケアシステムにおける看護師の役割および他職種の役割を理解し、多職種との連携・協働す

る基礎的能力を養う。
7．看護専門職としての責務を自覚し、主体的に看護を探求し続ける能力を養う。

－助産学科－
1 ．助産師の役割と責任を自覚し、女性と子ども及び家族の尊厳と権利を尊重する倫理及び専門職業人と

して自律できる能力を養う。
2．妊産褥婦と胎児・新生児・乳幼児およびその家族の健康水準を診断し、妊娠・分娩・産褥がより健康・

安全に経過し、育児を主体的に行えるよう、根拠に基づき継続的に支援する能力を養う。
3．性と生殖をめぐる健康に関する課題に焦点をあて、継続的に支援する能力を養う。
4．安心して子供を産み育てるために、多職種と連携・協働しながら、個人及び社会にとって必要な地域

の社会資源の活用や調整を行う能力を養う。
5．多様化する社会のニーズと、高度化する医療に対応できるよう、常に自己研鑽し続ける姿勢を養う。

｜課程・定員｜

課　程 学　科 入学定員 総 定 員
在籍者数（令和 6 年 5 月 1 日）

1 年生 2 年生 3 年生 合計

看護専門課程 看護学科
（ 3年課程） 80人 240人 67人 77人 83人 227人

看護専門課程 助産学科
（ 1年課程） 18人 18人 18人 ― ― 18人

計 98人 258人 85人 77人 83人 245人

｜本校の組織（令和 6年度）｜

学校長
（併任） 副学校長

健康管理医
（併任）
̎名

教育主事
（看護学科）
実習調整者

看護学科
教員
��名

教育主事
（看護学科）

教育主事
（助産学科）

助産学科教員
̎名

事務長
（併任）

カウンセラー

事務長補佐
（併任）

事務主任
（併任）

事務助手
̏名

教務助手

実習指導教員
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｜令和 5年度　部門目標｜

部門目標 重点目標 主な取り組み

1
地域社会のニー
ズ・学生のニーズ
に応じた質の高い
看護教育の実践

・学生の臨床判断能力・看護
実践能力の向上をめざした
教育の充実

・多職種連携教育の実施に向
け、講師・実習施設との調
整

・看護学科・助産学科学生の
相互学習の実施

・教員の教育実践能力の向上
・実習指導の充実に向けた臨
床との連携強化

【看護学科】
・クリスティーン・タナー氏（米オレゴン健康科学大名誉教授）
が開発した「臨床判断モデル」を「臨床看護論」で教授し、
「成人老年看護学実習Ⅰ」の実習に取り入れ、実習指導者会
で検討して指導を開始

・講義・演習において、動画教材の作成・工夫、動画撮影で
の指導、シミュレーターの活用、ナーシングスキルを用い
自己学習、思考の整理につながるワークシートの導入

・「看護過程展開技術」において、当校が用いているヘンダー
ソンの看護理論を活用して　看護展開できるように講義

・基礎看護学実習Ⅰにおいて、全学生が看護師の 1日シャドー
イング、コメディカルの現場を見学して学ぶ方法に変更

・「母性看護学実習」は、実習施設において、助産学科の学生
が看護学生に教えながら学ぶ相互学習を実施

・健康教育への希望看護学生の参加
・全教員が授業研究を実施、また近畿グループ内病院附属看
護学校 4校での公開授業に参加して、教授内容・方法の検
討

・実習指導者会議（年間11回開催）において、効果的な実習指
導について学習検討会を開催。学生のレディネスを理解で
きるよう、研修参加型会議を 2回実施

【助産学科】
・シミュレーション教育・OSCEの強化
・中高生への性教育講座、妊婦と家族への出産前教室の企画・
運営能力の育成

・分娩介助実習　実績（R4～ 5）
　R5年度は特例カウントせず 9例以上を履修。
・分娩介助評価表による到達度の分析
　分娩期ケア能力について、実習評価表を用いて、 1例～10
　例の各項目の得点を集計し、到達度を分析
・授業研究の実施：ICTを活用したNHO助産学科 3校（仙台、
京都、岡山）による授業研究

・母体病院実習指導者と実習指導者会議 5回/年開催。実習
にいかす教材を臨床にも提供
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部門目標 重点目標 主な取り組み

2

将来看護師・助産
師として国立病院
機構及び地域に貢
献できる優秀な人
材の確保

・看護学科・助産学科の協働
による魅力的な学生募集活
動

・高い国家試験合格率の維持
に向けた学習支援（全国合
格率以上）

・国立病院機構および京都府
内への就職者の確保（70％
以上）

・学校の運営方針に係る毎年
度評価をもとに、今後の方
針についての検討

【看護学科】
・高校訪問87校（昨年74校）予備校訪問開始
・高校への学校パンフレット・募集要項の郵送377校（昨年355
校）

・進路説明会参加25回、参加者135名以上（昨年18回、参加者
135名）

・個別相談会を開始
・ホームページの定期的更新
・インスタグラム開設
・パンフレット刷新
・オープンキャンパス　 8回実施　　手洗い・点滴・沐浴の
　体験ブースにおいて学生が説明
・公開講座　 2回開催　睡眠について講演・体験（運動・マッ
サージ）

・ 1年次から国家試験を意識した学習支援
・ 3年次の学習強化　朝・放課後に個別指導を実施
・11～ 1 月に国家試験対策学習研修を実施
・京都医療センター・近畿グループ内国立病院機構の施設説
明を実施

・国立病院機構の就職者89.2％（昨年77.5％）、京都府内就職率
79.5％（昨年59.1％）

・学校あり方検討会を12月、 2月の 2回開催
【助産学科】
・オープンキャンパス全 3回。オンライン型も並行開催
　参加者合計は165名（前年155名）オンライン参加者は39名
（24%）
・NHOを中心に100%就職。府内就職率38.9%（前年度33.3％）
が上昇した。

【共通】
・学生福利の充実：社会人学生のための専門実践教育訓練給
付金制度（R6.4月～）指定を受ける

3 学生が主体的に学
ぶ教育環境の整備

・看護技術練習やグループ
ワーク活動の支援、学生の
学習の保障

・学生生活のサポート体制の
充実（学習支援、個別面談、
カウンセリング等）

・自治会活動や学校行事を通
して、社会人基礎力の向上
を支援

・状況に応じた新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止対
策の実施

・看護技術習得にむけて、講義前に教員間での評価表、講義・
演習内容の検討、放課後技術チェック等検討

・グループワークにおいて、看護理論・看護倫理・健康教育
等を学習し発表

・終講試験結果、模擬試験結果分析後の全体・個別指導の実
施

・各学年、個別面談を年間 3回実施
・カウンセリングをWebで実施
・オープンキャンパスでの参加者への説明を学生担当に変更
し、主体的に活動

・新入生歓迎会・看護の日等自治会長をリーダーとして積極
的に活動

・禁煙週間・卒業前には、病院玄関の花壇を整備
・社会人基礎力の育成にむけた学生自己評価の導入
・母体病院でのアルバイト開始。意欲的に就業中
・�5 類への移行後、対策を変更し取り組んだ。クラスターの
発生はない。

4 職員が働きやすい
職場環境の充実

・教職員間の業務調整・相互
協力による業務の効率化

・勤務時間管理の徹底と自己
管理（セルフマネージメント）

・年休の取得

・業務調整を行う時間を始業開始時間に確保。各教員の業務
を把握して昼休憩の取得、勤務時間管理を図った

・業務調整用紙を変更し、勤務時間管理をしやすくした。自
らの日程を計画し、勤務表作成から関わることができるよ
うになった。結果、講義準備・学生指導時間の確保にもつ
ながった

・実習状況に応じて出勤時間の遅い勤務を割り当てることに
より、分娩実習の夜間延長の場合の超過勤務を削減した

・事務員の業務を見直し、教員からの業務移行を進めた
・計画的年休（リフレッシュ休暇含む）を取得
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｜応募・入学状況｜

看護学科

年度
（回生） 試　験 応募者数 受験者数 合格者数 補欠

合格者数
合格者
からの

入学者数

補欠者
からの

入学者数
入学者数 退学者数

原級
留置者

（在籍者）

3 年以上
在籍した
卒業者数

卒業者数
（ 3 年）

2020年
（第19回生）

推薦（学校） 11 11 11 0 11 0 11 1 11

推薦（公募） 15
（ 1 ）

15
（ 1 ）

13
（ 1 ） 0 13

（ 1 ） 0 13
（ 1 ）

13
（ 1 ）

社会人 16
（ 2 ）

16
（ 2 ）

12
（ 1 ） 0 10

（ 1 ） 0 10
（ 1 ）

10
（ 1 ）

一　般 66
（ 3 ）

61
（ 3 ）

53
（ 2 ） 0 26

（ 1 ）
2

（ 1 ）
28

（ 2 ） 2 26
（ 2 ）

一　般
（ 2回目）

14
（ 2 ）

13
（ 2 ）

13
（ 2 ） 0 13

（ 2 ） 0 13
（ 2 ） 1 12

（ 2 ）

合　計 122
（ 8 ）

116
（ 8 ）

102
（ 6 ） 0 73

（ 5 ）
2

（ 1 ）
75

（ 6 ） 3 1 72
（ 6 ）

2021年
（第20回生）

推薦（学校） 41
（ 2 ）

41
（ 2 ）

41
（ 2 ） 0 41

（ 2 ） 0 41
（ 2 ） 1 40

（ 2 ）

推薦（公募） 27
（ 3 ）

27
（ 3 ）

21
（ 1 ） 0 21

（ 1 ） 0 21
（ 1 ） 1 20

（ 1 ）
社会人 11 10 6 0 6 0 6 1 1 4

一　般 55
（ 3 ）

51
（ 3 ）

32
（ 1 ） 5 19

（ 1 ） 0 19
（ 1 ） 1 18

（ 1 ）
一　般

（追試験） 2 1 0 0 0 0

合　計 134
（ 8 ）

131
（ 8 ）

101
（ 4 ） 5 87

（ 4 ） 0 87
（ 4 ） 3 2 82

（ 4 ）

2022年
（第21回生）

推薦（学校） 30
（ 2 ）

30
（ 2 ）

29
（ 1 ） 0 29

（ 1 ） 0 29
（ 1 ） 1 1

推薦（公募） 27
（ 1 ）

27
（ 1 ）

23
（ 1 ） 0 23

（ 1 ） 0 23
（ 1 ）

社会人 13
（ 1 ）

13
（ 1 ）

6
（ 0 ） 0 5

（ 0 ） 0 5
（ 0 ）

一　般 45
（ 5 ）

41
（ 5 ）

39
（ 3 ） 0 29

（ 3 ） 0 29
（ 3 ） 1

合　計 115
（ 9 ）

111
（ 9 ）

97
（ 5 ） 0 86

（ 5 ） 0 86
（ 5 ） 2 1

2023年
（第22回生）

推薦（学校） 26
（ 2 ）

26
（ 2 ）

26
（ 2 ） 0 26

（ 2 ） 0 26
（ 2 ）

推薦（公募） 21
（ 0 ）

21
（ 0 ）

19
（ 0 ） 0 19

（ 0 ） 0 19
（ 0 ） 2

社会人 8
（ 1）

8
（ 1）

6
（ 1） 0 6

（ 1 ） 0 6
（ 1 ）

一　般 47
（ 1 ）

43
（ 1 ）

41
（ 1 ） 0 26

（ 1 ） 0 26
（ 1 ）

一　般
（第 2回）

5
（ 1）

5
（ 1）

1
（ 1） 0 1

（ 1 ） 0 1
（ 1 ）

合　計 107
（ 5 ）

103
（ 5 ）

93
（ 5 ） 0 78

（ 5 ） 0 78
（ 5 ） 2 0
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年度
（回生） 試　験 応募者数 受験者数 合格者数 補欠

合格者数
合格者
からの

入学者数

補欠者
からの

入学者数
入学者数 退学者数

原級
留置者

（在籍者）

3 年以上
在籍した
卒業者数

卒業者数
（ 3 年）

2024年
（第23回生）

推薦（学校） 28 28 28 0 28 0 28

推薦（公募） 8
（ 1）

8
（ 1）

8
（ 1） 0 8

（ 1 ） 0 8
（ 1 ）

社会人 7
（ 1）

6
（ 1）

6
（ 1） 0 6

（ 1 ） 0 6
（ 1 ）

一　般 34
（ 1 ）

34
（ 1 ）

33
（ 1 ） 0 19

（ 1 ） 0 19
（ 1 ）

一　般
（ 2回目）

8
（ 1）

7
（ 1）

7
（ 1） 0 5

（ 1 ） 0 5
（ 1 ）

合　計 85
（ 4 ）

83
（ 4 ）

82
（ 4 ） 0 66

（ 4 ） 0 66
（ 4 ）

（　）男性再掲

助産学科

年度
（回生） 試　験 応募者数 受験者数 合格者数 補欠

合格者数
合格者
からの

入学者数

補欠者
からの

入学者数
入学者数 退学者数 卒業者数

2020年
（第52回生）

特別選抜（学校） 16 16 12 0 12 0 12 0 12

特別選抜（施設） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一　般 40 35 6 2 4 2 6 0 6

合　計 56 51 18 2 16 2 18 0 18

2021年
（第53回生）

特別選抜（学校） 12 12 10 0 10 0 10 0 10

特別選抜（施設） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一　般 46 38 8 3 7 1 8 0 8

合　計 58 50 18 3 17 1 18 0 18

2022年
（第54回生）

特別選抜（学校） 18 18 12 0 12 0 12 0 12

特別選抜（施設） 3 3 1 0 1 0 1 0 1

一　般 37 28 5 3 5 0 5 0 5

合　計 58 49 18 3 18 0 18 0 18

2023年度
（第55回生）

特別選抜（学校） 15 15 13 0 13 0 13 0 13

特別選抜（施設） 2 2 1 0 1 0 1 0 1

一　般 28 24 4 4 1 3 4 0 4

合　計 45 41 18 4 15 3 18 0 18

2024年度
（第56回生）

特別選抜（学校） 16 15 14 0 14 0 14 0 13

特別選抜（施設） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一　般 39 36 4 7 4 0 4 0 4

合　計 55 51 18 7 18 0 18 0 17
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｜卒業生の進路｜

看護学科� 2023年 5 月 1 日現在

年　度 回　生 卒業者数
就　職 進　学

未就職国立病院機構
NC 官公立 法人 その他 看護職

以外 保健師 助産師 養護
教諭 大学

自施設 他施設

2019年度 第16回生 88 30 25 3 9 8 0 0 0 8 0 1 4

2020年度 第17回生 74 36 26 2 3 0 0 0 0 4 0 2 1

2021年度 第18回生 83 39 32 1 1 2 0 0 2 5 0 0 1

2022年度 第19回生 71 32 23 1 7 0 0 0 1 5 0 0 2

2023年度 第20回生 83 50 19 0 7 3 0 0 0 4 0 0 0

年　度 府内
府外 卒業生数 府内

就職者数
（再掲） 府外

就職者数 進学者 その他
北部就職者 実習就職者

2019年度
府内出身者 53 34 0 32 12 4 3

府外出身者 35 12 0 12 17 5 1

2020年度
府内出身者 47 35 0 34 10 2 0

府外出身者 27 15 1 14 7 4 1

2021年度
府内出身者 56 39 0 38 12 5 1

府外出身者 27 15 0 15 9 2 0

2022年度
府内出身者 46 35 0 34 7 3 1

府外出身者 25 7 0 16 14 3 1

2023年度
府内出身者 55 49 1 42 6 0 0

府外出身者 28 17 1 16 7 4 0

助産学科

年　度 回　生 卒業者数
就　　　　　　職

進学 未就職国立病院機構
NC 官公立 法人 その他 看護職

以外自施設 他施設

2019年度 第51回生 18 4 5 0 7 2 0 0 0 0

2020年度 第52回生 18 3 11 1 3 0 0 0 0 0

2021年度 第53回生 18 2 9 1 2 3 0 0 0 0

2022年度 第54回生 18 3 10 1 3 1 0 0 0 0

2023年度 第55回生 18 3 8 0 7 0 0 0 0 0

年　度 府内
府外 卒業生数

府内
就職者数

（再掲） 府外
就職者数 その他北部就職者 実習就職者

助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師

2019年度
府内出身者 6 5 0 1 0 3 0 1 0

府外出身者 12 3 0 0 0 2 0 9 0

2020年度
府内出身者 4 2 1 0 0 2 1 1 0

府外出身者 14 2 0 0 0 2 0 11 1

2021年度
府内出身者 2 2 0 0 0 2 0 0 0

府外出身者 16 2 0 0 0 1 0 14 0
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年　度 府内
府外 卒業生数

府内
就職者数

（再掲） 府外
就職者数 その他北部就職者 実習就職者

助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師

2022年度
府内出身者 7 6 0 1 0 4 0 1 0

府外出身者 11 0 0 0 0 0 0 11 0

2023年度
府内出身者 5 4 0 1 0 1 0 1 0

府外出身者 13 3 0 0 0 2 0 10 0

｜国家試験合格状況｜

看護学科

全国 （％）
機構附属（％）

全国 近畿 本校

109回（Ｒ 2．3） 全体（新卒） 89.2（94.7） 97.3（98.2） 98.5 96.6

110回（Ｒ 3．3） 全体（新卒） 89.2（94.7） 90.4（95.4） 98.3 100

111回（Ｒ 4．3） 全体（新卒） 91.3（96.5） 98.7（98.9） 99.4 100

112回（Ｒ 5．3） 全体（新卒） 90.8（95.5） 97.9（98.1） 98.7 97.2

113回（Ｒ 6．3） 全体（新卒） 87.8（93.2） 95.7（96.5） 96.8 100

助産学科

全国 （％）
機構附属（％）

全国 本校

103回（Ｒ 2．3） 全体（新卒） 99.4（99.5） 100 100

104回（Ｒ 3．3） 全体（新卒） 99.6（99.7） 100 100

105回（Ｒ 4．3） 全体（新卒） 99.4（99.7） 100 100

106回（Ｒ 5．3） 全体（新卒） 95.6（95.9） 100 100

107回（Ｒ 6．3） 全体（新卒） 98.8（99.3） 98.2 100

｜入学試験実施状況｜

看護学科
一次試験 二次試験 合格発表

一般入試 令和 6年 1月18日（木） 令和 6年 1月20日（土） 令和 6年 1月25日（木）

社会人入試 令和 5年11月 9 日（木） 令和 5年11月11日（土） 令和 5年11月16日（木）

公募推薦入試
令和 5年11月 9 日（木） 令和 5年11月16日（木）

推薦入試

助産学科
一次試験 二次試験 合格発表

一般入試 令和 6年 1月18日（木） 令和 6年 1月20日（土） 令和 6年 1月25日（木）

特別選抜入試 令和 5年11月 9 日（木） 令和 5年11月16日（木）
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｜学生募集活動｜

＜ガイダンス＞
月 日 曜 内容 場所 実績数 担当者

令和 5
4

14 金 ① さんぽう主催　京都府立西乙訓高等学校 西乙訓高等学校 6人 大田

18 火 ② (株)ライセンスアカデミー
私立比叡山高等学校 ピアザ淡海 5人 井下

26 水 ③ TAP主催　京都府立北稜高等学校 北稜高等学校 1人 大上

27 木 ④ さんぽう主催　平安女学院高等学校 平安女学院高等学校 1人 井下

5

10 水 ⑤ ケーホウ主催　京都府立亀岡高等学校 亀岡高等学校 14人 井下

12 金 ⑥ TAP主催　京都府立京都八幡高等学校
（北キャンパス） 京都八幡高等学校 1人 岡島

24 水 ⑦ ケーホウ主催　京都府立東陵高等学校 東陵高等学校 2人 大上

31 水 ⑧ ケーホウ主催　京都府立向陽高等学校 向陽高等学校 5人 中村

6 22 木 ⑨ ケーホウ主催　京都府立北嵯峨高等学校 北嵯峨高等学校 39人 宮下

7
13 木 ⑩ TAP主催　京都府立鴨沂高等学校 京都市勧業館

みやこめっせ 4人 井下

18 火 ⑪ TAP主催　甲西高等学校 甲西高等学校 4人 上南

9 28 木 ⑫ ケーホウ主催　京都府立桂高等学校 桂高等学校 7人 大上

10
13 金 ⑬ ケーホウ主催　京都府立乙訓高等学校 乙訓高等学校 6人 太田

25 水 ⑭ ケーホウ主催　京都府立向陽高等学校 向陽高等学校 7人 井下

11 15 水 ⑮ ケーホウ主催　京都府立亀岡高等学校 亀岡高等学校 5人 井下

12
12 火 ⑯ TAP主催　京都市日吉ヶ丘高等学校 日吉ヶ丘高等学校 1人 井下

13 水 ⑰ キッズコーポレーション主催
京都府立北嵯峨高等学校 北嵯峨高等学校 4人 井下

令和 6
1

31 水 ⑱ ケーホウ主催　京都府立丹後緑風高等学校 丹後緑風高等学校　
網野学舎 2人 上南

31 水 ⑲ TAP主催　京都府立向陽高等学校 向陽高等学校 3人 井下

2

16 金 ⑳ ケーホウ主催　京都府立東陵高等学校 東陵高等学校 11人 遠藤

19 月 ㉑ ケーホウ主催　京都府立園部高等学校 園部高等学校 1人 井下

21 水 ㉒ TAP主催　比叡山高等学校 比叡山高等学校 2人 井下

21 水 ㉓ TAP主催　比叡山高等学校 比叡山高等学校 13人 大上

3

8 金 ㉔ TAP主催　西城陽高等学校　 西城陽高等学校 11人 大上

9 土 ㉕ さんぽう　医歯薬・看護・医療・福祉・医
療事務系　会場形式進学説明会 グランフロント 4人 井下・宮下

16 土 ㉖ 京都府看護協会　看護職確保定着推進事業
「看護職就職・就学合同フェア2024」

京都市勧業館
みやこめっせ 25人 上南・花村

合計 172人
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＜高校訪問＞
都道府県 訪問校数 内　容

京都府 48校

学校概要説明
入学試験の説明
看護系進学予定・主な進路等
情報交換

大阪府 11校

滋賀県 22校

兵庫県 2校

福井県 1校

合計 84校

＜オープンキャンパス＞
（ 1）　高校教員対象

日　程 参加人数 内、Web参加数 内　容

令和 6年 5月22日 9 名 2 名
看護学科　学校・入試・学校

生活概要説明
校舎案内・質疑応答

（ 2）　応募者対象
学　科 日　程 参加者数 WEB参加者数（再掲） 内　容

看護学科

令和 5年 6月10日 47名 0 名

学科紹介
入学試験の説明
模擬授業体験
　手洗い、新生児のおむ　　
　つ交換、点滴
校舎案内
看護学生との交流

※夜間
（18：30～19：30）

令和 5年 7月15日 41名 2 名

令和 5年 8月 1日 28名 1 名

令和 5年 8月 1日
（夜間） 12名 1 名

令和 5年 8月20日 57名 4 名

令和 5年 9月10日 22名 2 名

令和 5年10月 6 日
（夜間） 13名 1 名

令和 6年 3月23日 22名 1 名

計 242名 12名

助産学科

令和 5年 7月15日 36名 8 名 学科紹介
在校生による
　学生生活紹介
入試情報
演習体験
在校生との
　交流会質疑応答
個別質問コーナー

令和 5年 8月20日 62名 18名

令和 5年 9月10日 50名 13名

計 148名 39名

｜研究活動｜

１）研究活動
＜学会発表＞
発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.10.14 第64回日本母性衛生学会
「助産学生の臨地実習前の妊婦健康診査シミュレーション教育の取り組みとその評価」

梅島　明美、伊藤　美栄
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発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.10.20-21 第77回国立病院総合医学会
「助産学生が企画する健康教育講座への看護学生の参画による相互学習の効果」
ベストポスター賞

並﨑　直美、柚木　麻央、榮　　圭子
2023.10.20-21 第77回国立病院総合医学会
「基礎看護学実習Ⅰにおける学生の学びの実態」

中村なぎさ、寺田　博子、晝間　　梓、上田　彩子
2023.10.20-21 第77回国立病院総合医学会
「卒業前の看護学生の多職種連携についての認識」

惠美　徹生、遠藤　真理、榮　　圭子

＜京都医療センター成果発表会＞
発表年月日 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.02.26-03.01 ポスター発表
「実習評価表からみた助産学生の分娩期ケア能力の到達度」

並﨑　直美、柚木　麻央
2024.02.26-03.01 ポスター発表
「成人老年看護学実習Ⅰ(急性期）実習前研修が実習目標達成に及ぼす影響」

山本　　緑、中村なぎさ

＜副学校長・教育主事協議会　グループ活動＞
グループ メンバー 活動テーマ 活動成果

1グループ 井下　美惠　他 1・ 2年目看護教員研修
第 1回： 7月18日
第 2回： 9月15日
第 3回： 2月14日

2グループ
伊藤　美栄
岡島　優子
上南　雪野　他

中堅看護教員研修
第 1回： 7月 4日
第 2回：10月 2 日
第 3回： 2月26日

＜教員研修会　研究グループ活動＞
グループ メンバー 活動テーマ 活動実績

1グループ
宮下　和覧
寺田　博子
大上　寿子
惠美　徹生

A看護学校における実習前後の社会人基礎力の
能力の変化について

R5.5～
研究計画書と評価表の再検討中

2グループ

中村なぎさ
晝間　　梓
山本　　緑
上田　彩子
辻󠄀岡　良輔

看護学生の 2年次・ 3年次領域別実習における
社会人基礎力の自己評価 R5.12～

3グループ
花村　一葉
太田　恵子
遠藤　真理
谷山千賀子

実習における多職種連携の学び—実習前の多職
種連携研修の学びからの考察－ R6.2データ収集終了し発表準備中

4グループ

並﨑　直美
太田　恵子
花村　一葉
遠藤　真理
谷山千賀子
柚木　麻央

助産学生への実習前の妊婦健診シミュレーショ
ン教育の取り組み

R5.9.12
NHO助産学科 3校研究授業にて発表、
リフレクション
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グループ メンバー 活動テーマ 活動実績

5グループ
恵美　徹生
大上　寿子
寺田　博子
宮下　和覧

学年別実習到達目標の自己評価の現状 R6.3データ収集終了
R6.3倫理審査終了し分析準備中

6グループ
山本　　緑
上田　彩子
辻󠄀岡　良輔
中村なぎさ

成人老年看護学実習Ⅰ(急性期）実習前研修が
実習目標達成に及ぼす影響 R5.11～R6.2

7グループ
太田　恵子
遠藤　真理
花村　一葉
谷山千賀子

卒業前技術演習が看護学生の技術到達度の上昇
と不安の軽減に及ぼす影響について

R6.2データ収集終了
R6.3倫理審査終了し分析準備中

＜研究授業＞
月　日 授業者氏名 授業名 内　容 参加教員等

令和 5年 5月31日 並﨑　直美 妊婦健診OSCE 実習前の妊婦健康診査の実践能力の
評価と教員リフレクション

伊藤、榮
伊輪（教務助手）

令和 5年 6月22日 太田　恵子
看護の統合と実践Ⅳ
事例を通して考える看
護の実際

シナリオを活用した複合的な事象に
おける看護実践の実施

上南、井下、中村、大
上、遠藤、辻󠄀岡

令和 5年 6月29日 遠藤　真理 研修（多職種連携） 薬学生とのグループワークを通して、
多職種連携の重要性について学ぶ

中村、太田、大上、寺
田、花村、井下、上
南

令和 5年 7月 6日 惠美　徹生 快適な療養環境の整備 患者の療養環境の情報収集とアセス
メント・必要な援助

中村、辻󠄀岡、榮、寺
田

令和 5年 7月24日 谷山千賀子 食事援助の実際 新人教員として、演習の構成や進め
方（発問、学生の反応の捉え方）

上南、榮、遠藤、寺
田、宮下、惠美、花
村

令和 5年 7月24日 上田　彩子 老年看護援助論Ⅱ 検査・治療を受ける認知症高齢者の
看護

榮、大上、花村、谷
山

令和 5年 9月 6日 寺田　博子
小児看護援助論Ⅰ
慢性期にある子どもと
家族への看護

講義内容の関連性が理解でき、主体
的に取り組めるようなワークシート
作成

上南、井下、中村、恵
美、谷山

令和 5年 9月12日 並﨑　直美 妊婦健診シミュレー
ション教育

実習前教育プログラムとして、妊婦
健診シミュレーション教育の実際と
リフレクション

他校教員
・NHO仙台 3名
・NHO岡山 2名

令和 5年 9月14日 晝間　　梓 基礎看護技術Ⅴ 血圧測定の実際（点検・マンシェット
装着・加圧・減圧） 大上、辻󠄀岡

令和 5年 9月25日 榮　　圭子 臨床看護総論 臨床判断演習（COPD+肺炎患者のト
イレ歩行時の対応）

中村、晝間、上田、大
上、太田、並﨑、早
川・高橋（大阪）、山
口・三浦・杉田・中
野（舞鶴）、大原・松
本（姫路）

令和 5年10月 6 日
令和 5年10月12日 中村なぎさ 健康教育の実施 健康日本21を題材にし、立案した健

康教育を実施
上南、井下、太田、晝
間、上田、辻󠄀岡

令和 5年10月11日 宮下　和覧 看護過程の展開 看護過程の概念について教授方法の
検討

上南、井下、山本、大
上、遠藤、辻󠄀岡、谷
山

令和 5年10月26日 山本　　緑
老年性白内障の経過別
看護(教育介入：転倒
予防・点眼指導)

老年の対象に対しての教育介入方法
を検討する 井下、寺田、花村
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月　日 授業者氏名 授業名 内　容 参加教員等

令和 5年11月20日 花村　一葉 注射の準備の実際（薬
剤の吸い上げ）

技術の習得に向けて視聴覚教材の活
用

上南、大上、晝間、谷
山、辻󠄀岡、宮下、松
浦(姫路)、坂根（舞
鶴）、辻󠄀本・徳島・西
山（大阪）、

令和 5年12月21日 大上　寿子 採血の実際 採血の技術の根拠が伝えられる教授
の方法の工夫

井下、岡島、太田教
員、上田教員

令和 6年 1月25日
令和 6年 1月30日 辻󠄀岡　良輔 薬物療法を受ける高齢

者の看護（講義・演習）
講義と演習のつながり、内容と教授
方法について

上南、岡島、井下、宮
下、惠美、上田

令和 6年 2月13日
-19日 並﨑　直美 卒業前分娩介助OSCE 卒業時の分娩期ケアの実践能力の評

価と教員リフレクション

伊藤、柚木
武村（実習指導者）
竹本、竹丸（岡山）
川上（教務助手）

2 ）研修
＜近畿グループ主催　研修＞

月　日 研修名 場　所 参加者

令和 5年 6月 5日 初期看護教員研修（Ⅰ期） オンライン 上田、辻󠄀岡、谷山

令和 5年 7月14日 新任中間監督者研修 1日目 オンライン 辻󠄀岡、谷山

令和 5年11月15日 新任中間監督者研修 2日目 オンライン 辻󠄀岡、谷山

令和 5年11月28日 中堅看護教員研修
「学校危機管理への対応」 オンライン 宮下、遠藤

令和 5年12月27日 初期看護教員研修（Ⅱ期） 近畿グルー
プ会議室 上田、辻󠄀岡、谷山

＜副学校長・教育主事協議会＞
（ 1）　中堅看護教員研修

月　日 研修名 場　所 参加者

令和 5年 7月 4日 令和 5年度・協議会 　中堅看護教員研修 第 1回 オンライン 中村・大上

令和 5年10月 2 日 令和 5年度・協議会 　中堅看護教員研修 第 2回 オンライン 中村・大上

令和 6年 2月26日 令和 5年度・協議会 　中堅看護教員研修 第 3回
京都医療セ
ンター附属
京都看護助
産学校

中村・大上

（ 2）　 1・ 2年目教員研修
月　日 研修名 場　所 参加者

令和 5年 7月18日 令和 5年度・協議会
1・ 2年目看護教員研修 第 1回

姫路医療センター附属
看護学校 上田、辻󠄀岡、谷山

令和 5年 9月15日 令和 5年度・協議会
1・ 2年目看護教員研修 第 2回 オンライン 上田、辻󠄀岡、谷山

令和 6年 2月14日 令和 5年度・協議会
1・ 2年目看護教員研修 第 3回 オンライン 上田、辻󠄀岡、谷山
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＜学校＞
（ 1）　実務研修

氏　名 ねらい 場　所 月　日 日数

1 並﨑　直美
臨地実習指導について、看護師長の視点から学生の
実習が安全かつ円滑に進むための実習調整について
学ぶ

2 - 3 病棟 10月17日 1

2 花村　一葉

自己の授業の教材観に活かすため、京都医療センター
での急性期医療や看護実践の現状を学ぶ

救命センター
ICU 8 月25日 1

学生が臨床現場で経験する実際や実習における目標
達成のための具体的な看護の場面の抽出や指導方法
の考察に活かすため、看護実践や管理体制を学ぶ

南京都病院
西 4病棟 8月23日 1

3 太田　恵子 病棟看護師長の病棟運営やスタッフ教育の実際につ
いて学ぶ 2 - 6 病棟 8月10日 1

4 遠藤　真理

地域連携室（患者支援センター）での看護実践を見学
し、多職種連携の実際について理解し、学生指導に
活かす。
多職種連携の実際から、調整方法やリーダーシップ
について学ぶ

地域連携室 9月21日 1

5 宮下　和覧
各病棟師長や教育担当師長の新人の育成場面や実際、
病院や病棟目標達成に向けて、他部署と連携をとり、
職員をマネジメントする機会や実際を見学、説明、
参加させていただき学ぶ

教育担当師長 9月12日 1

6 辻󠄀岡　良輔

京都医療センターの看護を知らないため、実習担当
病棟の看護体制や看護実践など患者の 1日の生活を
知り、学生の実習指導に活かす
また、病棟の看護を知ることで病院全体の動きを把
握する

2 - 4 病棟 8月14日 1

7 上田　彩子
担当する実習領域病棟での看護実践や管理体制を学
ぶことで、実習における目標達成のための指導方法
に活かす

1 - 6 病棟 8月14日 1

8 中村なぎさ 外来看護師長の外来部門のマネジメントついて学ぶ 外来看護師長 8月10日 1

9 大上　寿子
職員の強みや経験を活かした病棟運営について、ま
たはそれらを俯瞰して捉えた支援や管理について学
ぶ

1 - 4 病棟 8月28日 1

10 榮　　圭子 多職種連携における病棟看護師および看護師長の役
割について学ぶ 2 - 4 病棟 8月10日

8 月15日 2

11 谷山千賀子
担当する実習領域において、手術室看護の実際を学
ぶことで、学生の実習目標達成のための指導に活か
す

手術室 10月 3 日 1

12 寺田　博子
成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の課題を見出し、実習指
導方法の改善をするため、実習担当病棟の看護の質
の評価の実際を知る

2 - 7 病棟 8月 7日 1

13 惠美　徹生 緩和ケア病棟での看護実践や管理体制を学び、実習
指導にいかす 緩和ケア病棟 9月15日 1

14 晝間　　梓
京都医療センターでの医療安全管理係長の役割・指
導内容について知り、学生指導や今後のキャリアに
活かす。

医療安全 8月21日 1

15 山本　　緑
外来看護師長の外来部門のマネジメントついて学ぶ 外来看護師長 8月10日 1

病棟管理について理解し、入院および外来、地域と
の連携の実際について学ぶ 2 - 7 病棟 8月 7日 1
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（ 2）　研修会・学会参加
会　期 学会名 場　所 参加者

令和 5年 5月16日 大阪南医療センター：VR認知症研修（VR体験） 大阪 山本

令和 5年 8月26日
　　　　　　27日 第27回日本看護管理学会学術集会 東京

（オンライン） 辻󠄀岡

令和 5年 8月26日
　　　　　　27日 第33回日本看護教育学会 福岡

（オンライン）
大上、寺田、晝間、
山本、上南

令和 5年 9月 9日 第65回近畿看護学会 大阪
（オンライン）

太田、花村、遠藤、
宮下、辻󠄀岡、上田
中村、大上、寺田
山本、晝間

令和 5年 9月 9日 第30回日本家族看護学会 大阪
（オンライン） 晝間

令和 5年10月13日
　　　　　　14日 第64回日本母性衛生学会 大阪 並﨑、伊藤

令和 5年10月20日
　　　　　　21日 第77回国立病院総合医学会 広島

太田、並﨑、辻󠄀岡、
上田、中村、大上、
花村、上田、惠美、
遠藤、山本、井下、
伊藤、岡島、上南

令和 5年12月 2日 第21回国立病院看護研究学会
学術集会 大阪 岡島、井下、中村

3 ）社会への貢献
＜公開講座＞

日　程 講座名 参加者数

1 令和 5年 7月15日 最近、眠れていますか？～より良い睡眠を目指して～ 10名

2 令和 5年 8月20日 最近、眠れていますか？～より良い睡眠を目指して～ 13名

3 令和 5年 9月 2日 中高生への性教育「赤ちゃん講座」（助産学科）

高校生 7名
中学生 3名
引率教員 5名
看護学生 5名

4 令和 5年 9月23日 出産準備教育「ファミリー教室」（助産学科）
妊婦 3名
夫 3名
看護学生 9名

＜外部講師＞

氏　名 研修会等主催者 研修会名称 講義等テーマ 日数/時間 備考
（オンライン等）

伊藤　美栄 国立病院機構
本部

令和 5年度
実習指導者講習会 助産師教育課程 1時間 オンデマン

ド

伊藤　美栄 全国助産師教育
協議会

2023年度ファーストステー
ジ研修

助産師教育方法論
「授業評価の考え方」
OSCEの理論と実際を含
む

2日/7.5時間 オンライン

柚木　麻央 京都中央看護保
健大学校 看護学科　講義 女性のライフサイクルと

看護 2日/ 8 時間 対面

寺田　博子 京都府看護協会 令和 5年度
実習指導者講習会

実習指導方法演習：演習
Ⅱ（専門領域別） 5日 対面

上南雪野 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅰ期

実習指導方法論
実習指導計画

3日
（ 9時間） オンライン
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氏　名 研修会等主催者 研修会名称 講義等テーマ 日数/時間 備考
（オンライン等）

岡島　優子 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅰ期

実習指導方法論
看護学実習カンファレン
ス

1日/ 3 時間 オンライン

井下　美恵 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅰ期

実習指導方法論
臨床推論 1日/ 3 時間 オンライン

晝間　　梓 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅰ期 実習指導方法演習 5日

（10時間） オンライン

宮下　和覧 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅰ期 実習指導方法演習 5日

（10時間） オンライン

上南　雪野 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅱ期

実習指導方法論
実習指導計画

3日
（ 9時間） オンライン

岡島　優子 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅱ期

実習指導方法論
看護学実習カンファレン
ス

1日/ 3 時間 オンライン

井下　美恵 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅱ期

実習指導方法論
臨床推論 1日/ 3 時間 オンライン

宮下　和覧 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅱ期 実習指導方法演習 5日

（10時間） オンライン

中村なぎさ 国立病院機構
近畿グループ

令和 5年度
実習指導者講習会Ⅱ期 実習指導方法演習 5日

（10時間） オンライン

＜執筆＞
氏　名 テーマ 収蔵誌名 出版社 備考

伊藤　美栄 連載「助産師の臨床推論を学ぼう！」
第 1回「助産師の臨床推論って？」

助産雑誌
vol.78 No.1
ISSN：1347-8168

医学書院 R6.1月号

太田　恵子
シミュレーターを用いた実習前研修における
学生の観察力・アセスメント力向上に向けた
取り組み

医療の広場第63巻第 9号
（公財)政策医振

興財団
「医療の広場」

R5.9月号

＜実習指導者研修＞
学校主催　実習指導者研修会

日　程 研修内容 担　当 参加者

令和 5年 7月13日
1 ．看護学校の教育課程
2．学生の理解
3．実習指導者の役割
4．実習指導案

上南、岡島、榮、山本、
惠美、寺田、花村、
辻󠄀岡、谷山、太田

23名

令和 5年 9月28日
5 ．実習指導方法
6．評価の基礎知識
7．実習指導者に求められる資質

上南、岡島、榮、中村、
山本、宮下、寺田、谷山、
太田

24名

＜京都府専任教員養成講習会＞
日　程 研修内容 担　当 参加者

令和 5年10月 5 日
　　　　10月10日
　　　　-11月 2日

看護教育実習（講義・実習） 上南、井下、大上 2名
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＜外部委員＞
氏名 委員会/委員名 団体名

上南　雪野
令和 5年度京都府看護
師等確保対策
推進協議会　委員

京都府

伊藤　美栄 理事会/理事 京都母性衛生学会

柚木　麻央 理事会/会計委員 京都母性衛生学会

並﨑　直美 理事会/副会計委員長 京都母性衛生学会

並﨑　直美 選挙管理委員長 京都府助産師会

＜インターンシップ＞
日程/日数 研修内容 所　属

1 9 月25日～ 9月28日/ 4 日間 【助産学科】
実習指導者と教員の役割、指導・評価の実際 舞鶴医療センター

2 10月13日～10月18日/ 4 日間
【看護学科】
実習指導見学、実習指導における臨床との連
携・調整、学内での学生指導

宇多野病院

3 10月16日～10月18日/ 3 日間
【看護学科】
実習指導における臨床との連携・調整、学内
での学生指導見学

和歌山病院

4 10月23日～10月26日/ 4 日間
【看護学科】
講義見学、技術演習見学、実習指導における
臨床との連携・調整、学内での学生指導見学

京都医療センター

｜令和 5年度　学校評価　結果（看護学科）｜

学校評価の実施
　当校では、教育活動の質の向上をはかり、地域社会及び学生から寄せられる期待に応えるために、平成
19年から自己点検・自己評価を実施している。評価表は平成27年度に見直しを行い、13領域、110項目につ
いて、より客観性のあるフィードバックが得られるように改訂した。
　国立病院機構近畿グループ 4校の副学校長・教育主事・教員による学校相互評価を実施し、更なる教育
の充実を目指している。

学校自己評価（看護学科）総評結果
　前年度の評価をもとに改善に取り組んだ。令和 5年度の結果は、「Ⅲ.教育課程」の項目が2.96であった
が、他は3.0であった。
　 1年間で取り組んだのは以下の 3点であり、教育活動を共通理解しながら行っていること、教員同士が
互いに依頼しやすい文化を醸成できたことを
　特に評価された。
1．令和 4年度より運用された新カリキュラムの教育課程において、ディプロマポリシー到達にむけてど

のように寄与しているのかカリキュラム検討を教員全員で行った。
　　カリキュラムの編成、講義・実習の内容についても見直し、教育の質向上にむけて、教育内容やICT

等の効果的な活用等教育方法についても再検討した。
2．昨年度の応募状況を基に、高等学校への訪問数を増やし、指定校推薦の募集枠・公募制推薦の評定に

ついて検討した。
　　高等学校教諭への説明を継続し、予備校講師等に直接説明した。学校パンフレットの刷新、Instagram

の開設を行った。社会人応募者の確保にむけて、専門実践教育訓練講座の指定を今年度受けた。また、
次年度から契約した外部広告・新聞業者による募集広告の内容検討も行った。
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3 ．学生への効果的な教育活動に繋がり、教員の労務管理も合わせて、教員間での協力体制がとれるよう
にミーティングのあり方を検討し評価しながら取り組んでいる。今後も評価しながら継続していく。

評価項目 評価の視点 項目
R5年度
自己
評価

Ⅰ 教育理念・
目的

学校の教育理念・教育目的は明文化され、教職員および学生に浸透し、卒業時
点での学生像に反映されているかについて評価します。 6項目 3.0

Ⅱ 教育目標 教育理念・目的・教育目標の一貫性および卒後教育との継続性を考慮した目標
設定であり、教員・学生が共有できているかについて評価します。 6項目 3.0

Ⅲ 教育課程
教育課程の編成について独自性、整合性、ニーズへの対応などの観点から科目
が挙げられているか、講義・実習の内容に妥当性があり、教育の質向上のため
に工夫し計画的に進められているかについて評価します。

26項目 3.0

Ⅳ 教育課程評価 自己および学生による授業評価の実施と改善の取り組み状況について評価しま
す。 6項目 3.0

Ⅴ 学校組織 学校の組織体制について人員配置および意思決定システムが適正であるかと防
災対策や個人情報保護について評価します。 9項目 3.0

Ⅵ 入学生の
受け入れ

自校の教育理念に基づいた入学選抜試験の適正な運用と実施状況の分析、検証
状況について評価します。 5項目 3.0

Ⅶ 学校生活支援 学生の生活支援体制について、健康管理、プライバシー保持、自治会活動、関
係者との調整の観点から整備されているかについて評価します。 15項目 3.0

Ⅷ 卒業生の進路 卒業時の到達状況、進路、国家試験の合格状況を分析し、教育活動に生かして
いるかについて評価します。 7項目 3.0

Ⅸ 教員の
研究活動 教員の研究活動の実施状況および支援体制について評価します。 4項目 3.0

Ⅹ 社会への貢献・
公開講座

公開講座やボランティア等、地域社会のニーズをふまえた社会貢献、近隣関連
施設との情報交換等、地域との交流状況、また、国際的視野をふまえた教育体
制等について評価します。

7項目 3.0

ⅩⅠ 教育環境 施設設備などの学習環境の整備状況について評価します。 7項目 3.0

ⅩⅡ 学校経営・
管理過程

教育活動について将来構想をもとに計画的に管理・運営しているかについて評
価します。 7項目 3.0

ⅩⅢ 学校評価
システム 自己点検・自己評価システムの整備状況や運用について評価します。 5項目 3.0

全体平均 3.0

令和 5年度　看護師養成所自己点検・自己評価結果（看護学科）
Ⅰ�教育理念・目的

Ⅱ�教育目標

Ⅲ�教育課程

Ⅳ�教育課程評価

自己評価

評価基準
̏：十分満たしている
̎：満たしている
̍：改善の余地がある
̌：改善すべきである

Ⅴ�学校組織

Ⅵ�入学生の受け入れ

Ⅶ�学校生活支援卒業生の進路�Ⅷ

教員の研究活動�Ⅸ

社会への貢献・公開講座�Ⅹ

�教育環境�ⅩⅠ

学校経営・管理過程�ⅩⅡ

学校評価システム�ⅩⅢ

1

2

3
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｜令和 5年度　学校評価　結果（助産学科）｜

学校評価の実施
　当校では、教育活動の質の向上をはかり、地域社会及び学生から寄せられる期待に応えるために、平成
19年から自己点検・自己評価を実施している。評価表は平成27年度に見直しを行い、13領域、110項目につ
いて、より客観性のあるフィードバックが得られるように改訂した。
　国立病院機構近畿グループ 4校の副学校長・教育主事・教員による学校相互評価を実施し、更なる教育
の充実を目指している。

学校評価（助産学科）総評結果
　昨年度の評価をもとに、改善に取り組んだ結果、全体平均は3.0点（昨年2.9点）と上昇した。項目別にみ
ると、「Ⅰ.教育理念・目的」「Ⅱ.教育目標」は整合性が改善され、3.0点（＋0.2ポイント）、「Ⅹ.社会への貢
献・公開講座」は2.9点（＋0.2ポイント）と改善した。一方、他校との交流がコロナ前に戻らず、「Ⅶ.学校
生活支援」は2.9点（－0.1ポイント）となった。
　その他、とくに次の 4点について評価された。
1．教育課程：OSCEや健康教育実習など独自性のある教育内容が、教育理念・目的・目標に基づき実施

されている。講義概要の詳細を説明し、学生に科目間の関連性を意識してもらうなど、効果的な教育
課程を運営している。また、実習では丁寧な教育・指導が行われている。

2．地域貢献：近隣施設の協力を得て「赤ちゃん講座」「ファミリー教室」等の教育活動を通した地域貢献
が継続されている。

3．就職支援：採用試験の時期が早まっていることから、今年度は入学前から就職相談会を企画し、支援
体制が取られている。

4．教員の研究活動：意欲的に実施されており、研究成果の発表につながっている。ただ、研究時間の確
保に課題が残る。

評価項目 評価の視点 項目
R5年度
自己
評価

Ⅰ 教育理念・
目的

学校の教育理念・教育目的は明文化され、教職員および学生に浸透し、卒業時
点での学生像に反映されているかについて評価します。 6項目 3.0

Ⅱ 教育目標 教育理念・目的・教育目標の一貫性および卒後教育との継続性を考慮した目標
設定であり、教員・学生が共有できているかについて評価します。 6項目 3.0

Ⅲ 教育課程
教育課程の編成について独自性、整合性、ニーズへの対応などの観点から科目
が挙げられているか、講義・実習の内容に妥当性があり、教育の質向上のため
に工夫し計画的に進められているかについて評価します。

26項目 3.0

Ⅳ 教育課程評価 自己および学生による授業評価の実施と改善の取り組み状況について評価しま
す。 6項目 3.0

Ⅴ 学校組織 学校の組織体制について人員配置および意思決定システムが適正であるかと防
災対策や個人情報保護について評価します。 9項目 3.0

Ⅵ 入学生の
受け入れ

自校の教育理念に基づいた入学選抜試験の適正な運用と実施状況の分析、検証
状況について評価します。 5項目 3.0

Ⅶ 学校生活支援 学生の生活支援体制について、健康管理、プライバシー保持、自治会活動、関
係者との調整の観点から整備されているかについて評価します。 15項目 2.9

Ⅷ 卒業生の進路 卒業時の到達状況、進路、国家試験の合格状況を分析し、教育活動に生かして
いるかについて評価します。 7項目 3.0

Ⅸ 教員の
研究活動 教員の研究活動の実施状況および支援体制について評価します。 4項目 3.0
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評価項目 評価の視点 項目
R5年度
自己
評価

Ⅹ 社会への貢献・
公開講座

公開講座やボランティア等、地域社会のニーズをふまえた社会貢献、近隣関連
施設との情報交換等、地域との交流状況、また、国際的視野をふまえた教育体
制等について評価します。

7項目 2.7

ⅩⅠ 教育環境 施設設備などの学習環境の整備状況について評価します。 7項目 3.0

ⅩⅡ 学校経営・
管理過程

教育活動について将来構想をもとに計画的に管理・運営しているかについて評
価します。 7項目 3.0

ⅩⅢ 学校評価
システム 自己点検・自己評価システムの整備状況や運用について評価します。 5項目 3.0

全体平均 3.0

令和 5年度　助産師養成所自己点検・自己評価結果（助産学科）

｜令和 5年度　学校関係者評価報告書｜

Ⅰ．学校関係者評価の概要と実施状況
１．学校関係者評価の目的
1 ）教育に関する知見を有する者、臨地実習施設の関係者、看護管理者経験者、卒業生などの学校関係

者から、学校運営・教育活動の現状における課題について助言を得ることで、学校運営の継続的な
改善を図る。

2）学校関係者との連携協力により、特色のある学校づくりを推進する。

2 ．学校関係者評価委員名簿
規　程 所属　氏名

教育に関する知見を有する者 京都教育大学　教育学科　教授� 相澤　伸幸

臨地実習施設の関係者 京都医療センター　看護部長� 髙田幸千子

看護管理者経験者 元やまと精神医療センター看護部長�川上起久子

卒業生（卒後一定のキャリアを持った者） 淡海医療センター　副看護部長� 前城　公子

Ⅰ�教育理念・目的
Ⅱ�教育目標

Ⅲ�教育課程

Ⅳ�教育課程評価

自己評価

評価基準
̏：十分満たしている
̎：満たしている
̍：改善の余地がある
̌：改善すべきである

Ⅴ�学校組織

Ⅵ�入学生の受け入れ

Ⅶ�学校生活支援卒業生の進路�Ⅷ

教員の研究活動�Ⅸ

社会への貢献・公開講座�Ⅹ

�教育環境�ⅩⅠ

学校経営・管理過程�ⅩⅡ

学校評価システム�ⅩⅢ

1

2

3
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３ ．学校関係者評価委員会の実施状況
　　実施日時：令和 6年 ３月 1日（金）　15：00～16：30
　　実施場所：京都医療センター附属京都看護助産学校　会議室

４ ．学校関係者評価委員会の議題
　○学校関係者評価の概要について
　○令和 5年度　重点目標の取り組み報告（看護学科・助産学科）
　○令和 5年度　自己点検・自己評価結果
　○意見交換

５ ．総評
　 １．看護学科
　　　課題にむけて着実に取り組むことができており、進んでいる。

　　 １）�人材の確保について
　　・�看護職の需要はあるので、看護学生の確保は重要である。予備校が示している看護専門学校の偏差

値を見ているとどの学校も全体的に高く示されていると感じる。募集活動ではそのことを説明して
いくとよい。

　　・�カリキュラムは魅力的である。国家試験の合格が出口評価であるので、優秀な学生を確保していけ
るように取り組むとよい。

　　・�入試について
　　　�　高校生は早く進路先を決定したいと考えている。どの学校でも入試日程の前倒しを検討すると予

想されるので対処する必要が出てくる可能性がある。入試科目も減らすことも必要であるので、検
討してそのように判断したのはよい。

　　　�　今年度の国語の入試問題をみたが、高校生は難しいという印象をもつと思われる。難易度を下げ
るのも一案と考える。共通で実施しているのですぐに対処することは難しいが、今後検討してはど
うか。また、入試科目の最高点、最低点、平均点を示すことでも、入試の現状を理解してもらえる。

　　・�オープンキャンパスについて
　　　�　オープンキャンパスはどの時期に開催するとよいという傾向はなさそうである。従って、開催回

数を増やすことで、参加者が増えるのではないか。個別相談会を実施しているので継続するとよい。
看護師に興味を持ってもらうことが大切である。中学校への仕事説明等早期から魅力を発信してい
く取り組みをしていくことが必要である。

　　・�学校の魅力発信について
　　　�　看護職の人材確保は難しい状況であるので、看護学校の魅力発信は大事である。インスタグラム

を開設するなど、時代に応じた対応ができている。学生に意見を聞きながら継続して取り組むとよ
い。

　　 ２）質の高い看護教育の実践について
　　　�　看護大学との教育の違いを示す必要がある。母体病院を持つ看護学校であるので、医療チームに

看護学生も参加して体験できる実習機会を設けるなど、医療センター附属の学校の魅力・強みを発
信していくとよい。また医療センターでの医療体験を通して、看護職に興味を持ってもらうことも
できる。

　　 ３）職員が働きやすい職場環境の充実について
　　　�　職員の休職はなく、ハラスメントも聞いたことがない。学生にも余裕をもって関わることができ

ている。
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　 2 ．助産学科
　　　様々な教育の取り組みができている。

　　 １）�人材の確保について
　　　　入試において優秀な学生を選抜して、学生数の確保ができている。
　　 ２）看護教育の実践、教育環境の整備について
　　・�分娩実習について
　　　　�実習施設と学校が連携して指導することは重要となるので、引き続き取り組むとよい。
　　　�　出産件数が減少するなか、臨床は新人助産師の育成にも分娩介助の機会が必要となる。結果、助

産学生の実習場所の確保は難しいのが現状である。京都医療センターでは、指導者育成のために、
若手助産師が助産学生の指導を担当する機会を意図的に設けて、若手助産師と助産学生を同時に指
導するスーパーバイザー制をとっている。そのような指導体制のモデルも参考になるだろう。

　　 3）職員が働きやすい職場環境の充実について
　　　�　勤務環境もよく、働けていると思う。
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